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第 １ 回 定 例 会 付 託 事 件 一 覧 表

議案
件 名 議決月日 結 果

番号

１ 平成２１年度上富良野町一般会計予算 ３月27日 原 案 可 決

２ 平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

３ 平成２１年度上富良野町老人保健特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

４ 平成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

５ 平成２１年度上富良野町介護保険特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

６ 平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

７ 平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

８ 平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 ３月27日 原 案 可 決

９ 平成２１年度上富良野町水道事業会計予算 ３月27日 原 案 可 決

１０ 平成２１年度上富良野町病院事業会計予算 ３月27日 原 案 可 決

１１ 平成２０年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号） ３月12日 原 案 可 決

１２ 平成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ３月12日 原 案 可 決

１３ 平成２０年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ３月12日 原 案 可 決

１４ 平成２０年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） ３月12日 原 案 可 決

平成２０年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第
１５ ３月12日 原 案 可 決

３号）

１６ 平成２０年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ３月12日 原 案 可 決

１７ 平成２０年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） ３月12日 原 案 可 決

１８ 平成２０年度上富良野町病院事業会計補正予算（第４号） ３月12日 原 案 可 決

組織機構改革及び地方自治法改正に伴う関係条例の整備に関する条例
１９ ３月27日 原 案 可 決

の一部を改正する条例

２０ 富良野広域連合の業務開始に伴う関係条例の整理に関する条例 ３月27日 原 案 可 決

２１ 上富良野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例 ３月27日 原 案 可 決



議案
件 名 議決月日 結 果

番号

２２ 上富良野町在宅福祉事業に関する条例の一部を改正する条例 ３月27日 原 案 可 決

２３ 上富良野町介護保険条例の一部を改正する条例 ３月27日 原 案 可 決

上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関す

２４ る条例及び上富良野町乳幼児等の医療費助成に関する条例の一部を改 ３月27日 原 案 可 決

正する条例

２５ 上富良野町農地防災機能増進事業分担金の徴収に関する条例 ３月27日 原 案 可 決

２６ 上富良野町農業振興資金融資条例の一部を改正する条例 ３月27日 原 案 可 決

２７ 上富良野町営農改善資金融資条例の一部を改正する条例 ３月27日 原 案 可 決

２８ 上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の変更の件 ３月12日 原 案 可 決

２９ 富良野地区環境衛生組合の解散について ３月12日 原 案 可 決

３０ 富良野地区環境衛生組合の解散に伴う財産処分について ３月12日 原 案 可 決

３１ 富良野広域串内草地組合の解散について ３月12日 原 案 可 決

３２ 富良野広域串内草地組合の解散に伴う財産処分について ３月12日 原 案 可 決

３３ 上川南部消防事務組合の解散について ３月12日 原 案 可 決

３４ 上川南部消防事務組合の解散に伴う財産処分について ３月12日 原 案 可 決

３５ 上富良野町公共施設整備基金の一部支消の件 ３月27日 原 案 可 決

３６ 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件 ３月27日 原 案 可 決

３７ 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件 ３月27日 原 案 可 決

３８ 富町団地町営住宅新築工事（建築主体工事）第２回請負契約変更の件 ３月12日 原 案 可 決

３９ 平成２０年度上富良野町一般会計補整予算（第１３号） ３月19日 原 案 可 決

〔予算特別委員会付託〕

議案第１号 平成２１年度上富良野町一般会計予算

議案第２号 平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計予算
３月27日 原 案 可 決

議案第３号 平成２１年度上富良野町老人保健特別会計予算

議案第４号 平成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算

議案第５号 平成２１年度上富良野町介護保険特別会計予算



議案
件 名 議決月日 結 果

番号

議案第６号 平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会

計予算

議案第７号 平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算
３月27日 原 案 可 決

議案第８号 平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

議案第９号 平成２１年度上富良野町水道事業会計予算

議案第10号 平成２１年度上富良野町病院事業会計予算

諮問

１ 人権擁護委員候補者の推薦の件 ３月27日 適 任

執 行 方 針 ３月13日

行 政 報 告 ３月12日

３月18日
町の一般行政について質問

３月19日

報 告

１ 監査・例月現金出納検査結果報告の件 ３月12日 報 告

２ 委員会所管事務調査報告の件 ３月12日 報 告

専決処分報告の件（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定める
３ ３月12日 報 告

件）

発 議

１ 町長の専決事項指定の件 ３月27日 原 案 可 決

２ 北海道の自衛隊体制維持を求める意見の件 ３月27日 原 案 可 決

３ 平成２１年度酪農畜産政策・価格対策に関する意見の件 ３月27日 原 案 可 決

４ 中山間地域等直接支払い交付金制度の継続に関する意見の件 ３月27日 原 案 可 決



議案
件 名 議決月日 結 果

番号

５ 季節労働者対策の強化を求める意見の件 ３月27日 原 案 可 決

６ 市町村立病院の経営安定化を求める意見の件 ３月27日 原 案 可 決

閉会中の継続調査申出の件 ３月27日 原 案 可 決
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上富良野町議会会議録（第１号）

平成２１年３月１２日（木曜日）
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（第１号）○議事日程

第 １ 会議録署名議員の指名の件

第 ２ 会期決定の件 ３月１２日～２７日 １６日間

第 ３ 行政報告 町 長 向 山 富 夫 君

第 ４ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告の件

代表監査委員 高 口 勤 君

第 ５ 報告第 ２号 委員会所管事務調査報告の件

第 ６ 報告第 ３号 専決処分報告の件（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定める件）

第 ７ 議案第１１号 平成２０年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号）

第 ８ 議案第１２号 平成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

第 ９ 議案第１３号 平成２０年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

第１０ 議案第１４号 平成２０年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号）

第１１ 議案第１５号 平成２０年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号）

第１２ 議案第１６号 平成２０年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

第１３ 議案第１７号 平成２０年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

第１４ 議案第１８号 平成２０年度上富良野町病院事業会計補正予算（第４号）

追加日程
議案第３８号 富町団地町営住宅新築工事（建築主体工事）第２回請負契約変更の件

第 １

第１５ 議案第２８号 上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の変更の件

第１６ 議案第２９号 富良野地区環境衛生組合の解散について

第１７ 議案第３０号 富良野地区環境衛生組合の解散に伴う財産処分について

第１８ 議案第３１号 富良野広域串内草地組合の解散について

第１９ 議案第３２号 富良野広域串内草地組合の解散に伴う財産処分について

第２０ 議案第３３号 上川南部消防事務組合の解散について

第２１ 議案第３４号 上川南部消防事務組合の解散に伴う財産処分について

───────────────────────────────────────────────

（１４名）○出席議員

１番 岡 本 康 裕 君 ２番 村 上 和 子 君

３番 岩 田 浩 志 君 ４番 谷 忠 君

５番 米 沢 義 英 君 ６番 今 村 辰 義 君

７番 一 色 美 秀 君 ８番 岩 崎 治 男 君

９番 中 村 有 秀 君 １０番 和 田 昭 彦 君

１１番 渡 部 洋 己 君 １２番 佐 川 典 子 君

１３番 長谷川 徳 行 君 １４番 西 村 昭 教 君

───────────────────────────────────────────────

（０名）○欠席議員

───────────────────────────────────────────────

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名

町 長 向 山 富 夫 君 副 町 長 田 浦 孝 道 君

教 育 長 北 川 雅 一 君 代表監査委員 高 口 勤 君

教育委員会委員長 増 田 修 一 君 農業委員会会長 中 瀬 実 君

会 計 管 理 者 新 井 久 己 君 総 務 課 長 服 部 久 和 君

産業振興課長
伊 藤 芳 昭 君 保健福祉課長 岡 崎 光 良 君

農業委員会事務局長

健康づくり担当課長 岡 崎 智 子 君 町民生活課長 田 中 利 幸 君

建設水道課長 北 向 一 博 君 技術審査担当課長 松 本 隆 二 君

教育振興課長 前 田 満 君 菊 地 昭 男 君ラベンダーハイツ所長

町立病院事務長 大 場 富 蔵 君

───────────────────────────────────────────────
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○議会事務局出席職員

局 長 中 田 繁 利 君 主 査 深 山 悟 君

主 任 中 島 美佐子 君
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午前 ９時００分 開会

（出席議員 １４名）

──────────────────

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告

御出席、まことに御苦労に○議長（西村昭教君）

存じます。

ただいまの出席議員は１４名であります。

これより、平成２１年第１回上富良野町議会定例

会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

日程に入るに先立ち、議会○議長（西村昭教君）

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

今期定例会は、３月９日に告示され、同日、議案

等の配付をいたしました。

今期定例会の運営について、２月１９日と３月５

日に議会運営委員会を開き、その内容は、別紙議事

日程のとおりであります。

今期定例会に提出の案件は、町長から提出の議案

が、議案第１号から議案第３７号までの３７件、諮

問第１号の１件、報告第３号の１件であります。

議員からの提出案件は、発議案第１号から発議案

第６号の６件であります。

なお、人事案件の諮問第１号人権擁護委員候補者

の推薦の件につきましては、後日配付いたしますの

で御了承賜りたいと存じます。

監査委員から、監査・例月現金出納検査の結果報

告がありました。

総務産建常任委員長から、委員会所管事務調査の

報告がありました。

町長及び教育長から、平成２１年度の町政執行方

針並びに教育行政執行方針について、発言の申し出

がありました。

今期定例会までの主要な事項について、町長から

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、本日、平成２０年度建設工事総括表をお配り

いたしましたので、審議の資料としていただきます

ようお願い申し上げます。

２月２５日までに受理いたしました陳情・要望の

件数は９件であり、その内容は、さきにお配りした

とおりであります。

今期定例会までの議会の主要な行事は、別紙配付

のとおりであります。

今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席いたしておりま

す。

以上であります。

以上をもって、議会運営等○議長（西村昭教君）

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件

日程第１ 会議録署名議員○議長（西村昭教君）

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

９番 中 村 有 秀 君

１０番 和 田 昭 彦 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 会期決定の件

日程第２ 会期決定の件を○議長（西村昭教君）

議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、本日から３月２７日までの１

６日間といたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、会期は、本日から３月２７日までの１６

日間と決しました。

──────────────────

◎日程第３ 行政報告

日程第３ 行政報告を行い○議長（西村昭教君）

ます。

今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。

町長向山富夫君。

行政報告をさせていただき○町長（向山富夫君）

ます。

議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第１回定例町議会に御出席いただ

き、まことにありがとうございます。

この機会に、去る１２月定例町議会以降における

町政執行の概要について報告させていただきます。

初めに、３月６日午後９時半ころに発生しました

富町団地町営住宅火災についてでありますが、この

火災においては、火元となる１戸の内部が全焼する

に至りました。幸いにもけが人もなく、さらには１

戸４棟の集合住宅となっておりますが、防火構造に

より他への深刻な影響も出ず、無事鎮火いたしまし

た。現在、できる限り早期に復旧することができる

よう、予算措置等を講じてまいりたいと考えており
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ます。

これを教訓として、高齢化が進む中でありますの

で、入居者の皆さんに防火意識の高揚を図るための

周知に努めるとともに、防火管理につきましても万

全を尽くすよう努力してまいります。

次に、十勝岳火山防災フォーラムについてであり

ますが、北海道火山防災サミット実行委員会の主催

により、道内５火山関係市町村において開催される

こととなっており、今回については昭和６３年の噴

火から２０年を経過したことを契機に、当町を会場

として１月２３、２４日の両日にわたり開催された

ところであります。

同フォーラムについては、多くの町民の方々を初

め、関係機関職員約３５０人が参加した中で、「減

災のまちづくり」をテーマにシンポジウムや講演が

行われ、今後の噴火災害の備えについて確認し合う

とともに、最後には隣町である美瑛町を初めとした

関係機関、参加者により、火山の恵みと災害教訓を

未来へ伝承することを改めて確認するため、「火山

防災サミット宣言」を全会一致で採択し、盛会に終

了したところであります。

次に、十勝岳噴火総合防災訓練についてでありま

すが、上富良野町、美瑛町の両町と北海道上川支庁

を中心に、２月１９日から２０日の２日間の日程

で、旭川地方気象台、陸上自衛隊、北海道警察、上

川南部消防事務組合など、多数の関係機関が参加し

て実施いたしました。

当町においては、１１の防災関係機関の参加によ

り、１日目は情報の収集と伝達訓練を主体に、２日

目は避難、救助・救出、避難路確保、道路閉鎖など

の各種実動訓練を展開いたしました。

避難訓練では、緊急危険区域の住民を対象に１４

カ所の避難所を開設して、泥流を伴う十勝岳噴火が

起きたという想定で、１６８世帯、２３６人が参加

したところであります。

避難所の運営に対しましては、一昨年度より各住

民会単位の自主防災組織の参加をいただいており、

今回で３回目となる本年度については、草分自主防

災組織により６カ所の屋内避難所を新たに開設する

など、行政・住民協働型の防災対策が定着化の方向

にあり、今後の自主防災活動のさらなる展開につな

がればと願っているところであります。

また、西小学校避難所においては消防による救

助・救出訓練を、草分防災センター避難所において

は地域住民の参加により、発電機稼働実習訓練を

行ったところであります。

次に、平成２１・２２年度の競争入札参加資格申

請についてでありますが、２月２日から２月１８日

まで受け付けを行い、建設工事で４４６件、設計等

で２２９件、物品その他で３１４件の申請を受けま

したので、現在、資格者名簿への登録作業を進めて

おります。

入札・契約に当たっては、地域経済の振興対策と

合わせて、競争性、公正性が強く求められていると

ころであり、今後とも一定程度の改善策を講じ、さ

らなる適正化に努めてまいります。

次に、広域行政でありますが、富良野広域連合に

つきましては、いよいよ４月から、し尿・生ごみ処

理などの衛生事務、公共串内牧場事務、消防事務及

び学校給食事務の４事務につき、広域処理が開始さ

れることになります。２月１８日からは、初となる

広域連合議会定例会が招集され、開始する４事務事

業関係の条例を初めとする制定・改定条例に２８

本、平成２１年度予算、平成２０年度補正予算、組

合加入など、３７議案が慎重審議され、広域計画案

が常任委員会に付託されたほか、それぞれ議決の

上、２７日に閉会されたところであります。

また、昨年１２月の町議会第４回定例会において

議決いただいた、解散する一部事務組合の事務及び

財産を広域連合へ承継する「富良野広域連合規約の

変更議案」は、構成５市町村議会でそれぞれ議決さ

れ、構成市町村長協議を経て、１月２８日付で、北

海道知事から規約変更許可を受けたところでありま

す。

今定例会には、一部事務組合の解散議案及び一部

事務組合の財産処分議案並びに給食センター条例の

廃止など、広域連合移行に伴う関連条例議案をそれ

ぞれ上程しておりますので、御審議賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。

なお、各一部事務組合の解散については、構成５

市町村議会の議決がそろい次第、関係書類を添えて

各一部事務組合の解散届出書を北海道知事へ提出

し、３月３１日に解散し、４月からは富良野広域連

合がそれぞれ継承して、業務を開始する予定であり

ますので、御報告いたします。

次に、自衛隊関係でありますが、１２月２０日、

北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会の要望運動が行わ

れ、防衛省、財務省並びに北海道代議士会、関係国

会議員に対し、重要課題である北海道の防衛体制維

持を求める要望が、前尾岸町長の参加の上、行われ

たところであります。

昨年１２月末から１月にかけ、防衛省、自衛隊の

各関係機関などに町長就任のあいさつとともに、上

富良野駐屯地の現状規模堅持の要請を行ってまいり

ました。

１月２８日には、第２師団の冬季戦技スキー競技

会が上富良野演習場で開催され、師団管内から選手

を初め、多くの方が集まり開催されました。地元駐
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屯地からは、第２戦車連隊が出場し、地元の方々と

ともに、選手の皆さんを応援してまいりました。

また、２月２１日には、自衛隊旭川地方協力本部

の主催によるウインターコンサートが当町で開催さ

れ、自衛隊音楽隊を初め、地元の上富良野中学校と

富良野高校の吹奏楽部が参加し、会場に集まった多

くの方々に、すばらしい演奏を披露していただきま

した。

３月１０日には、酒井北部方面総監が来町され、

自衛隊協力会と駐屯地との共催により、歓迎会を開

催いたしました。

防衛施設周辺整備事業関係では、２月３日、町基

地対策協議会の役員とともに、防衛省の幹部の方々

に、当町の演習場周辺整備事業に関する要望を行っ

てまいりました。

本年１２月には、国の防衛計画大綱の見直しと次

期防衛力整備計画の閣議決定を迎えるため、今後と

も強固な運動を展開しなければならないことから、

議員各位の特段の御協力をお願いするところであり

ます。

次に、冬の暖房用燃料等の購入支援策として実施

いたしました福祉灯油事業についてでありますが、

受付期間を当初予定しておりました１月２０日から

１カ月間延長して２月２０日とし、その期間中に申

請できなかった方で、対象となる方に手続きをして

いただいたところであります。その結果、２７９名

の方が手続きを終え、予算額に対し、６９％の総額

３７０万円相当の商品券を交付いたしました。

次に、子どもセンターについてでありますが、国

の地域介護・福祉空間整備等交付金の採択のもと

に、施設内の改修工事と集合煙突内部のアスベスト

除去を含めた煙突改修工事を施工しておりました

が、予定どおり完了し、３月１日から新しい環境の

もとで御利用いただいております。

次に、食育推進事業についてでありますが、昨年

度に策定した食育推進計画に基づき、出前講座を初

め広報活動や学習活動により、普及啓発活動に取り

組んでおります。

実践事業といたしましては、町内小中学校と連携

を図り、栄養士を中心として健康づくりや食事マ

ナーの向上を図るための食育講話の実施、さらに地

産地消の理解を深めるために子ども料理教室の開催

のほか、地域住民を対象とした栄養相談やパネル展

示などを実施しております。これらの活動が、家庭

や地域で「食」について考えていただく契機とな

り、これからも住民が健康で豊かな生活を送ること

ができるように、食育推進事業を積極的に展開して

まいります。

次に、自治基本条例の関係でありますが、昨年１

２月の町議会で議決をいただき、本年４月１日から

の施行となるところであります。自治基本条例につ

いては、上富良野町の最高規範と位置づけられるこ

とから、パンフレットと解説書を一冊にまとめ、上

富良野町自治基本条例保存版として、全戸配布を行

うこととしたことから、「広報かみふらの」３月１

０日号発行に合わせて、町内会長あてに発送したと

ころであります。

各家庭においては、ぜひ読んでいただくととも

に、身近なところに保存していただき、町民皆様の

より一層の理解を願うところであります。

次に、平成２０年９月定例町議会報告以降の町税

等の収納対策状況についてでありますが、預金調査

３８０件の財産調査を実施するとともに、平成２０

年分所得税の確定申告に係る所得税還付金の調査を

実施し、所得税還付金３件、１０万４,０００円の

差し押さえを執行いたしました。

次に、例年実施しております平成２０年分所得税

の確定申告の受け付けについては、２月１６日から

３月１６日までの期間で、また、消費税及び地方消

費税の確定申告については、２月１６日から３月３

１日までの期間で実施しておりますが、町民の方が

混乱を来さないよう所得税の申告と同時に、相談・

受け付けの対応を図っているところであります。

次に、観光関係では、２月８日、「第４５回かみ

ふらの雪まつり」を日の出公園を会場に開催してお

ります。会場には、上富良野駐屯地第２戦車連隊制

作による滑り台つき大雪像１基と小雪像３基、商工

会青年部と建設業協会による雪を積み上げた大迷路

があり、約１,５００人の人々に、冬の一日を屋外

で楽しく過ごしていただきました。今年度は、雪ま

つり前日に滑り台を開放し、約２００人の子供たち

が大きな歓声を上げて滑り台を楽しんでいたところ

です。

当日のイベントでは、ちびっ子宝探し、スノー

モービル体験搭乗、スノーラフティング体験、タイ

ヤチューブスピードバトルなどが行われ、スノー

モービル体験搭乗とスノーラフティング体験は、列

をなす盛況ぶりであり、最後の大抽選会におきまし

てもたくさんの来場者に参加をいただき、楽しんで

いただけたものと思っております。

今年度も、「新しい冬の富良野・美瑛観光を考え

る実行委員会」との共同開催で「ふらの・びえい人

になるキャンペーン」のイベントも行われ、物まね

「何だ研二」ステージショー、地場産食材による味

覚コーナーが設けられた中で、終日、多くの人でに

ぎわい、事故もなく盛況のうちに終えることができ

ました。

また、雪まつり前日及び当日、見晴台公園及び深
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山峠で行われた幻想的な雪のランドアートを照らす

「ウィンターサーカス２００９」におきましても、

雪まつりのプログラムと連携した結果、多くの来場

をいただいたところであります。

雪像制作期間中、御支援をいただきました陸上自

衛隊、商工会青年部、建設業協会、女性団体連絡協

議会、自衛隊協力会女性部を初め、各関係機関及び

協賛いただいた皆様に、深く感謝を申し上げます。

次に、町立病院の運営関係ですが、昨年１２月に

開設した介護療養型老人保健施設につきましては、

開設以来、ほぼ満床状態が続いているところであり

ます。今後も、地域の保健・医療・福祉サービスと

の綿密な連携を図り、サービスの向上に努めてまい

ります。

また、公立病院改革ガイドラインに基づく上富良

野町立病院改革プランの策定につきましては、町立

病院運営審議会で審議をいただいたところであり、

今後、上川支庁と細部の調整を図りながら、年度内

提出に努めてまいります。

次に、成人式についてでありますが、１月１１

日、保健福祉総合センター「かみん」において、町

議会議員を初め、多くの来賓各位の御臨席をいただ

き挙行いたしました。新成人８７名の出席のもと、

厳粛な中で式典が行われ、成人としての門出を祝福

したところであります。

次に、上富良野高校に係る事項について報告させ

ていただきます。昨年７月１６日に、平成２１年度

から平成２３年度における公立高等学校配置計画案

が北海道教育委員会より示され、上富良野高校につ

いては現状維持となっておりますが、平成２１年４

月入学の志願状況は、昨年に引き続き少数であり、

大変厳しく、存続については依然として厳しい状況

となっております。

町としては、今後においても上富良野高校への入

学者が増加し、地域に根差した特色ある高校として

存続できるよう、町民の理解と協力をいただきなが

ら努力してまいります。

次に、本年度で２年目を経過しようとしている放

課後プラン事業の上小放課後スクールが、日ごろの

活動が認められ、全国６６教室のうちの一つとし

て、２月２５日に文部科学省より、「第１回放課後

子ども教室推進表彰」を受賞しております。地域の

方々や指導員により、けん玉・コマなどの昔遊びや

百人一首、色染めやスポーツなどと多彩な活動を

行っており、このことが評価されたものと考えてお

り、継続して事業展開を図ってまいります。

最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、１２月定例町議会の報告以降に入札執行した建

設工事は、２月末現在で件数で３件、事業費総額

９,０５７万３,０００円となっており、本年度累計

では４９件、事業費総額８億８,８６６万７,５００

円となっております。

また、平成２１年第２回臨時会において予算議決

いただきました地域活性化・生活対策臨時交付金を

財源とする建設工事については、３月下旬に入札を

予定しております。

なお、本年度の詳細については、お手元に「平成

２０年度建設工事総括表」を配付しておりますの

で、後ほど御高覧いただきたいと存じます。

以上で、行政報告とさせていただきます。

以上をもって、行政報告を○議長（西村昭教君）

終わります。

──────────────────

◎日程第４ 報告第１号

日程第４ 報告第１号監○議長（西村昭教君）

査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査

委員から報告を求めます。

代表監査委員高口勤君。

） 報告いたします。○代表監査委員（高口勤君

今回の報告事項は、定期監査、財政援助団体監

査、備品監査、例月現金出納検査のこの４項目であ

ります。

報告第１号監査・例月現金出納検査結果報告の

件。

監査及び例月現金出納検査の結果について御報告

いたします。概要のみ申し上げますので、御了承を

賜りたいと思います。

初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。

１ページをお開きください。

地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行しましたので、同条第９項の規定によ

り、その結果を報告いたします。

監査の対象及び範囲ですが、上富良野町総務課、

保健福祉課、ラベンダーハイツ所管の財務事務を監

査の対象として、平成２０年度に執行された財務及

びこれらに関する事務の執行状況を監査いたしまし

た。

監査の期間は、平成２１年１月２７日、２８日の

２日間でした。

監査の方法ですが、所管財務事務に関しての一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類資料の提出を求め、この中から抽出して

点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職員

から事務の執行状況及び内容の聴取もいたしまし

た。

監査の結果を申し上げます。

抽出により試査した結果、財務に関する事務は、
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おおむね適正に執行されていると認められました。

なお、軽易な改善事項については、監査の過程に

おいて注意するとともに、社会福祉協議会事業補助

金及びラベンダーハイツ職員互助会事業補助金につ

いては、具体的な交付基準が明確でなく、整備が必

要な旨を所管課長等に講評いたしました。

次に、財政援助団体監査の結果について御報告を

申し上げます。

２ページをお開きください。

地方自治法第１９９条第７項の規定により、財政

援助団体監査を執行しましたので、同条第９項の規

定により、その結果を報告いたします。

監査の概要ですが、平成２１年１月２７日、２８

日の２日間に、上富良野町保健福祉課所管の上富良

野町社会福祉協議会事業補助金事務を監査の対象と

して、金銭出納簿など関係諸帳簿を検閲し、補助金

の実地検査を行いました。

監査の結果、財政援助団体の財務に関する事務の

執行は、おおむね適正に処理されていると認められ

ました。

次に、３ページから４ページの備品監査の結果に

ついて御報告申し上げます。

平成２１年４月１日から学校給食センター及び上

川南部消防事務組合が、富良野広域連合に移行する

ことから、地方自治法第１９９条第５項の規定によ

り、備品等の監査を執行いたしましたので、同条第

９項の規定により、その結果を報告いたします。

監査の概要ですが、平成２１年２月１７日に学校

給食センター、２月２４日に総務課消防関係の備品

等の管理事務を監査の対象として、備品台帳など関

係諸帳簿を検閲し、備品等の実地検査を行いまし

た。

監査の結果、備品等の管理事務について、全品目

を検査照合した結果、適正に執行管理されていると

認められました。

次に、５ページから１６ページの例月現金出納検

査の結果について御報告申し上げます。

地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。

平成２０年度１１月分から１月分について、概要

並びに検査結果を一括して御報告いたします。

例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す

とおりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。

なお、資料につきましては御高覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。

また、税の収納状況につきましては１７ページに

ございますので、参考としていただきたいと思いま

す。

以上でございます。

ただいまの報告に対し、御○議長（西村昭教君）

質疑があれば賜ります。

９番中村有秀君。

１ページの関係でございま○９番（中村有秀君）

す。

監査の結果の講評ということで、社会福祉協議会

事業補助金、ラベンダーハイツ職員互助会事業補助

金の関係ということで、具体的な交付基準が明確で

なくて整備が必要ということの講評ということで、

今、報告を受けたところです。

まず上富良野町職員の関係で、総務課の関係の交

付基準があっただろうと思うのですけれども、その

点ちょっと明確にお答えを１点いただきたいのと、

２点目は、社会福祉協議会、それからラベンダーハ

イツの職員互助会交付基準が、今までもずっとな

かったということで理解をしたいと思うのですけれ

ども、その点の監査の経過で、もうちょっと早目

に、交付基準がないというのが判断できなかったか

どうかということでお尋ねしたいと思います。

代表監査委員、答弁。○議長（西村昭教君）

） 今の御質問にお答え○代表監査委員（高口勤君

します。

総務課関係につきましては、補助対象となるよう

な規定につきましてはありましたけれども、そのほ

かの社会福祉協議会、それからラベンダーハイツの

互助会、これにつきましては特に今までは注意して

こなかったということは、認めざるを得ないという

ように思います。

今回、初めてこの点につきましては重点的に目を

通して、特に規程等が整備されていないということ

を認めましたので、注意をしたところでございま

す。

以上です。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

役場のほうには、役場の職○９番（中村有秀君）

員互助会というものがあって、一つの基準があるこ

とになっております。それでラベンダーハイツの職

員互助会も、一つは役場の職員と準じてという形

で、補助の交付基準というのが設けてなかったので

はないかという気がするのです。ですから、その

点、講評の段階でラベンダーハイツ所長から、どう

いうような御意見等が来たのかということをお伺い

したい。

代表監査委員、答弁。○議長（西村昭教君）

ラベンダーハイツ○代表監査委員（高口 勤君）

のほうにつきましては、総務課のほうの職員互助会
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等に準じて規程を決めているのだと、そういうお話

でございました。ですから、その辺につきまして

は、監査としては、それで了承はしたいところです

けれども、やはり一応別組織みたいな形になってお

りますので、ラベンダーハイツにつきまして、また

別に規程ですか、基準を設けるようにということで

指摘したところでございます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって報○議長（西村昭教君）

告第１号を終わります。

──────────────────

◎日程第５ 報告第２号

日程第５ 報告第２号委員○議長（西村昭教君）

会所管事務調査の報告を行います。

総務産建常任委員会の報告を求めます。

総務産建常任委員長渡部洋己君。

ただいま上○総務産建常任委員長（渡部洋己君）

程いただきました報告第２号の件。

委員会所管事務調査報告を朗読をもって報告にか

えさせていただきたいと思います。

総務産建常任委員会所管事務調査報告書。

本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された調査事件について、調査の経過及び

結果を会議規則第７７条の規定により報告する。

上富良野町議会議長西村昭教様。総務産建常任委

員長渡部洋己。

記。調査事件名、広域連合の取り組みについて。

１、調査の経過。

平成１９年１２月１８日開催された平成１９年第

４回定例会において、本委員会の所管事務調査とし

て、閉会中の継続調査に付託された「広域連合の取

り組み」について、平成１９年に２回、平成２０年

に８回、平成２１年に３回委員会を開催するととも

に、先進市町村行政調査も行った。

調査の途中で、「富良野広域連合調査特別委員

会」が設置され、委員会報告が行われたので、その

内容も含めて報告する。

平成２０年第１回定例会に理事者から、「議案第

３１号富良野広域連合の設置について」が提案さ

れ、「富良野広域連合調査特別委員会」に付託され

た。同委員会は、広域連合で処理する事務について

は、一部事務組合で行われていた事務が統合される

ことにより、各事務の運営が効率化されるととも

に、経費の削減も図られ、今後は施設整備の投資費

の抑制も見込まれるとともに、本町が基礎自治体と

して存続し、自立に向けて広域行政も必要であると

判断し、富良野広域連合の設置についての件は、原

案を可決すべきものと決定した。しかし、設置後の

事業の実施に関しては、構成市町村の意見を尊重し

ながら、事業に取り組むべきであるなどの意見も

あった。

平成２０年第２回定例会に、富良野広域連合調査

特別委員長から、「議案第３１号富良野広域連合の

設置について」の委員会報告があり、委員会報告の

とおり原案可決され、９月１日に富良野広域連合の

設立の許可を受け、平成２１年４月１日から事務が

開始されることになった。

平成２１年２月３日に、広域連合の取り組みにつ

いての現状と課題を把握するために、一部事務組合

で実施している「学校給食」、「串内牧場」、「環

境衛生」、「消防」の事務について、担当所管から

説明を受け、質疑と意見交換をして、意見集約をし

た。

２、まとめ。

（１）、「公共串内牧場に関する事務」ついて。

昭和５１年から、広域連合の構成市町村と同じ１

市３町１村で「串内草地組合の事務」を実施してお

り、広域連合に事務を移管しても余り変わることは

ないと思われる。

（２）、「し尿、浄化槽汚泥及び生ゴミ処理並び

にその処理施設に関する事務」について。

平成１０年から、広域連合の構成市町村と同じ１

市３町１村で「環境衛生組合の事務」を実施してお

り、広域連合に事務を移管しても余り変わるところ

はないと思われる。

（３）、「学校給食共同調理場の設置、運営及び

管理並びに学校給食の配送に関する事務」につい

て。

学校給食に関する事務は、「富良野地区学校給食

組合（中富良野町、富良野市、占冠村で構成）及び

上富良野町と南富良野町の給食センター」で運営さ

れていたが、広域連合に移管後も当面、富良野市、

上富良野町、南富良野町にある３カ所の既存の給食

センター施設を利用して、自賄い方式により各施設

ごとに運営されることになった。

メリットとしては、①新たな給食センターの整備

など、設置投資の費用負担が軽減される。②事務部

門と行政経費の削減が図られる。③地産地消の推進

により、地場産品の活用が拡大される。④献立委員

会の統合により、給食メニューの充実と多様化が図

られる。⑤地元産を含め食材などを一括購入するこ

とにより、安価で購入できる。⑥給食配送区域の見

直しにより、配送車の削減が図られる。⑦給食指導

計画の統一により、食育教育の推進が図れるとなっ

ている。

しかし、将来の施設数、会計の一本化、給食メ

ニューの統一、給食費の統一、地場食材の利用拡大
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と地産地消の推進、配送区域の見直しなど、多くの

課題が山積みしている。今後は、各施設のよい点は

継承して、安全・安心な食材の確保、地場産品の利

用拡大、栄養教諭による食育指導、管理運営の効率

化、事務経費の軽減、施設整備費の抑制に努めて運

営していくことが必要である。

（４）、消防に関する事務について。

消防に関する事務は、「富良野地区消防組合（富

良野市、南富良野町、占冠村で構成）」と、上川南

部消防事務組合（上富良野町、中富良野町で構成）

で運営されていたが、この二つの組織が一体となっ

て、広域連合に事務が移管されることになった。

メリットとしては、①火災発生時は隣接する署所

から出動し、初動体制が強化される。②人事異動が

容易になり、意思の統一、資質の向上が図られる。

③特殊車両の共同利用が可能となり、経費の削減が

図られる。④火災原因調査などの支援が可能にな

る。⑤１１９番受信の一本化により、人員の削減が

図られる。

課題としては、職員の給与体系の統一、広域人事

異動にかかわる職員住宅などの確保、消防緊急通信

指令施設の整備があり、さらに将来的には消防団員

の報酬と費用弁償の統一、消防団員定数の見直し、

消防団車両の見直し、広域再編後の消防組織、消防

本部費以外の運営経費負担金のあり方、無線デジタ

ル化の整備などがある。今後は、これらの課題を解

決するため、事業の実施に関しては、構成市町村の

意見を尊重しながら、事業に取り組んでいくことが

必要である。

裏面には、調査の経過ということで書いておりま

すので、御高覧いただきたいと思います。

以上、報告にかえさせていただきます。

ただいまの報告に対し、御○議長（西村昭教君）

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑がなければ、これを○議長（西村昭教君）

もって委員会所管事務調査の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第６ 報告第３号

日程第６ 報告第３号専決○議長（西村昭教君）

処分（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定め

る件）の報告を行います。

本件の報告を求めます。

建設水道課長。

ただいま上程いた○建設水道課長（北向一博君）

だきました報告第３号専決処分（交通事故に係る和

解及び損害賠償の額を定める件）につきまして、そ

の内容を説明申し上げます。

本件の発生状況につきましては、平成２０年１２

月３１日、午前５時ころ、タイヤショベルによって

町内南町２丁目２番地先の南３条通りの除雪作業中

に、雪を路肩に押し込んだ後にブレードを上げて後

退した際に、路肩雪山に埋もれていたＮＴＴ電線支

線の地上１.５メートル付近に触れ、この反動によ

り電柱が傾いたものであります。

原因としては、未明の車両照明を頼りにした作業

のため、支線の細いワイヤーが確認しづらい状況で

ありました。損傷物件である電柱は、適正な占用許

可を受けたものであり、相手方に一切の瑕疵がない

ため、当方１００％、賠償額１５万６,０２４円の

金額で、平成２１年２月２６日、和解について専決

処分にしましたので、深くおわびを申し上げるとと

もに、報告するものでございます。

今後は、安全かつ迅速な除雪作業実施のため、確

認行動の徹底により再発防止を図ってまいります。

以下、朗読をもちまして説明とさせていただきま

す。

報告第３号専決処分報告の件。

地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会

において指定されている事項について、次のとおり

専決処分したので、同条第２項の規定により報告す

る。

記。処分事項、交通事故に係る和解及び損害賠償

の額を定める件。

裏面をごらんください。

専決処分書。

町が運行する重車両の事故に係る和解及び損害賠

償の額を定めることについて、地方自治法第１８０

条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

平成２１年２月２６日、上富良野町長、向山富夫。

記。１、和解の相手方、札幌市中央区北１条西６

丁目１番地、東日本電信電話株式会社北海道支店。

２、和解の内容。

１.上富良野町は、相手方、東日本電信電話株式

会社北海道支店に対し、金１５万６,０２４円を支

払う。

２.相手方、東日本電信電話株式会社北海道支店

は、上富良野町に対して、本件に関し、今後、上記

の金員を除き一切の請求をしない。

以上、専決処分の報告といたします。

御了承賜りますよう、お願い申し上げます。

ただいまの報告に対し、御○議長（西村昭教君）

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

御質疑がなければ、これを○議長（西村昭教君）

もって本件の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第７ 議案第１１号
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日程第７ 議案第１１号平○議長（西村昭教君）

成２０年度上富良野町一般会計補正予算（第１２

号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま上程いただき○総務課長（服部久和君）

ました議案第１１号平成２０年度上富良野町一般会

計補正予算（第１２号）の提案要旨について説明申

し上げます。

１点目は、繰越明許費の設定でありますが、演習

場周辺農業用施設設置助成事業及び中の沢排水路整

備事業において、早期導入・早期完了の地元要望に

ついて、北海道防衛局との協議が整ったことから、

平成２１年度に予定していた両事業を前倒しして実

施できることになりましたが、年度末を迎えての発

注となり、現年度内の完了が難しいことから、繰越

明許費を設定するものであります。

２点目は、債務負担行為補正であります。

まず、追加補正についてですが、さきの１２月議

会において御議決をいただいた吹上温泉保養セン

ター、パークゴルフ場及び日の出公園施設の３施設

における指定管理業務とスクールバス運行業務につ

いて、本年度中に協定または契約を締結し、業務の

円滑な推進を図るため、新たに債務負担行為を設定

するものであります。

次に、変更補正についてですが、農業経営基盤強

化資金利子補給事業については、当初の予定から新

たに１５件の追加利用があったこと、また、畜産担

い手育成総合整備事業においては実施設計の結果、

事業費が増になったことから、限度額の増額変更を

行うものであり、南部地区土砂流出対策事業、北２

４号排水路支線整備事業、東１線排水路整備事業の

３事業については、事業費の確定に伴い、限度額の

減額変更を行うものであります。

３点目は、地方債補正についてですが、東中橋及

び興農橋架替事業について、事業費確定に伴い、限

度額の変更を行うものであります。さらに、各事業

の確定見込みに伴う不用額など、歳入歳出それぞれ

において所要の額を補正するとともに、歳計剰余金

については保有目標額を設定している財政調整基

金、今後の投資的事業を支える財源として公共施設

整備基金、また、基幹産業の農業振興を支える財源

として農業振興基金に、一定の額の積み立てを行う

よう補正予算を調整したところであります。

それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分につきましては説明をし、予算の事項

別明細書につきましては省略をさせていただきます

ので、御了承願います。

議案第１１号平成２０年度上富良野町一般会計補

正予算（第１２号）。

平成２０年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億３,３３０万４,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７９億８５５万９,０

００円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）。

第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。

（債務負担行為の補正）。

第３条、債務負担行為の追加及び変更は、「第３

表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）。

第４条、地方債の変更は、「第４表 地方債補

正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款町税１,８４０万円。

１２款分担金及び負担金８５０万５,０００円の

減。

１３款使用料及び手数料２６３万２,０００円。

１４款国庫支出金１億７,０２９万８,０００円。

１５款道支出金４,５４６万７,０００円の減。

１６款財産収入１,０５９万３,０００円。

１７款寄附金２９万９,０００円。

１８款繰入金８３万５,０００円。

２０款諸収入９３８万１,０００円の減。

２１款町債６４０万円の減。

歳入合計が１億３,３３０万４,０００円となりま

す。

２ページに移ります。

２、歳出。

１款議会費２１６万６,０００円の減。

２款総務費６,３１４万６,０００円。

３款民生費４４８万２,０００円の減。

４款衛生費１２５万９,０００円の減。

６款農林業費１億１,６３１万６,０００円。

７款商工費１２万６,０００円。

８款土木費１９６万５,０００円。

９款消防費１７９万７,０００円。

１０款教育費１,５７５万１,０００円の減。
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３ページに移ります。

１１款公債費２９５万６,０００円の減。

１３款給与費４９７万１,０００円の減。

１４款予備費１,８４６万１,０００円の減。

歳出合計が１億３,３３０万４,０００円となりま

す。

４ページに移ります。

次に、第２表、繰越明許費補正について申し上げ

ます。

冒頭申し上げましたように、現年度中の完了が難

しい演習場周辺農業用施設設置助成事業及び中の沢

排水路整備事業の２事業につきまして、追加設定す

るものであります。

次に、第３表、債務負担行為補正につきまして申

し上げます。

冒頭申し上げましたように、追加補正４事業、変

更補正５事業、それぞれ債務負担行為の補正手続を

とるものであります。

次に、第４表、地方債補正につきまして申し上げ

ます。

冒頭申し上げましたように、東中橋、興農橋架替

事業につきまして、事業費確定により、限度額の減

額変更を行うものであります。

以上、議案第１１号平成２０年度上富良野町一般

会計補正予算（第１２号）の説明といたします。

御審議いただき、御承認くださいますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

２番村上和子君。

１５ページの１７款寄附金○２番（村上和子君）

のところですが、補正前は５９万円ということで、

今回補正しますのが２９万９,０００円、５９万円

は何月ぐらいまでのあれなのでしょうか。今回、２

９万９,０００円補正します額というのは、何月か

らの額なのでしょうか、ちょっとお尋ねしたいと思

います。

総務課長、答弁。○議長（西村昭教君）

２番村上議員の御質問○総務課長（服部久和君）

にお答えいたします。

今回上げたのは、１２月議会以降の額でありま

す。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

そうしますと、５９万円は○２番（村上和子君）

ラベンダーを核としたまちづくり、ふるさと納税に

対する寄附、全部５９万円すべてそのように、額な

のですよね。

といいますのは、何か上川支庁の地域振興部がま

とめた管内の地方公共団体への寄附件数とかという

調査がありまして、うちは５３万５,０００円と、

こういうような額になっておりますのですけれど

も、それでちょっとお尋ねしたのですが、教えてい

ただきたいと思います。

総務課長、答弁。○議長（西村昭教君）

２番村上議員の御質問○総務課長（服部久和君）

にお答えいたします。

支庁のほうに報告している数字につきましては、

当然、うちのほうから報告しているものですので、

そのとおりであります。あと、時期的な部分ずれ等

ありますので、そのまとめの時期で数字的な整合性

的なものは若干違うものはあります。

決算においては、ぴったしした数字になると思い

ますので、決算を見て御判断いただきたいと思いま

す。

以上でございます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

５番米沢義英君。

２７ページ、老人福祉費の○５番（米沢義英君)

の負担金及び交付金という形で、介護保険の在宅

サービス利用負担軽減補助という形になっておりま

すが、該当者が何人おられるのか。区分ごとで言え

ば、階層別で言えばどの区分の方が、該当なられる

方が何段階、４段階あると思うのですが、所得区分

で言えば。そこわかれば、どういった階層の方が該

当になる例が多いのか、お伺いしたいというふうに

思います。

次に、お伺いしたいのは、３１ページ、３２ペー

ジにかかって特定健診という形の中で、今年度から

始まったかというふうに、引き続き行われておりま

すが、住民の受診率は２０年度においては大体どう

いうふうに推計されるのか、この点お伺いいたしま

す。

また同時に、今回３３ページの予防費という形の

中で、妊婦健診等の取り組みという形の中で、国か

らの診査補助がありまして、一般の方は３回、低所

得者の方については５回という形になっているかと

思います。同時に、そこに保健師を増員して、妊産

婦の方の状態を聞いて、制度をいろいろと高めてい

きたいという話がありましたが、この取り組み等に

ついてはどうだったのかという点をお伺いいたしま

す。

次に、お伺いしたいのは、５２ページになります

が、教育振興費で小中学校における就学援助等の予

算等が配置されております。担当者に聞きました

ら、生活保護基準の１.２倍ぐらいだという形に

なっておりますが、これは本人申請でありますか

ら、当初予算から比べてマイナスになった要因と同
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時にお伺いしたいのは、周知等についてはわかりや

すく周知されるようなそういった文書等の案内をさ

れているのかどうなのか、この点お伺いいたしま

す。

次にお伺いしたいのは、公債費等の元利の償還と

いう形で、繰り上げ償還等が行われたかというふう

に思いますが、その効果等はどのようになっている

のかというのと、推計でもよろしいのですが、健全

財政指標というか比率ということがよく言われます

が、上富良野町においてはどういう変化たどるのか

お伺いいたします。

さらに、総体的な問題で１点お伺いしたいと思う

のですが、財政調整基金等の積み立て等で健全財政

という形の中で町は進めるということは、大変いい

ことだと思います。また、同時に一方で、例えば積

立金を全部積み立てるのではなくて、必要な部分に

予算を組むということも必要ではないのかなという

ふうに思います。

具体的に言えば、例えば小中学校のいすだとか、

古くなればそういったところにもうちょっと手厚

く、前倒しして早く予算をつけて壊れたいすだとか

を整備する、あるいは妊婦健診等においても回数を

ふやす、あるいは所得制限をなくする、乳幼児につ

いても所得制限、上富良野ありますから、医療費に

ついては、そういった部分についても充てるという

手法も取り入れなければならないのではないかと。

私、常日ごろからそういうふうに感じております

が、そういう意味では必要な財源は積み立てたとし

ても、必要な部分の住民が望んでいる予算について

は、漏れなくということにはいきませんけれども、

重点的に予算をつけるということも必要ではないか

なと思いますが、この点についてお伺いいたしま

す。

保健福祉課長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の１○保健福祉課長（岡崎光良君）

点目の介護保険在宅サービスの利用負担軽減の状況

について説明申し上げたいと思います。

この件につきましては、在宅におきまして介護

サービスを受けている方々の軽減措置として、町独

自で実施をしているものでございます。町民税非課

税世帯が対象となりまして、１万円以上を超える負

担を生じた場合ということで、参考までに１９年度

実績として５２件、４７万３,０００円ほどの補助

実績がございます。今年度におきまして、年度末を

終えて整理をしようとする中で、この実績を上回る

６６万円を超える額の対象を見込みまして、今回補

正を計上させていただいております。

以上であります。

健康づくり担当課長、答○議長（西村昭教君）

弁。

５番米沢議○健康づくり担当課長（岡崎智子君）

員の御質問にお答えいたします。

国保に関する特定健診につきましては、健診を受

けていただきました方が６８％を超えまして、あと

データ受領、ほかの健診を受けられた国保加入者の

中でデータを提出された方を含めますと、７０.１

％の健診の受診率になる予定でおります。全国の平

均としましては、今、３０％台の予測になっていま

すので、町の受診率は高い状況になっております。

２点目の妊婦健診につきましてですけれども、２

月末現在で１０４名の方に、妊婦健診の受診券の交

付を行っていますけれども、その中で低所得により

追加交付を行った方が８名いらっしゃいます。やは

り低所得の方の健診の受診状況の中には貧血等もあ

りましたので、検査の追加交付によって、さらに保

健指導の機会が深められた部分はあったかと思って

います。

あと、助産師の配置によります妊産婦の指導につ

きましてですけれども、この部分につきましては昨

年大幅に強化をした部分です。初期につきまして

は、１００％の相談を行っています。中期につきま

しては、７５％の方に相談を行って来所相談を行う

形をしまして、事情がありまして来られない方につ

いては、電話等でさらに相談をさせていただいてい

ます。後期につきましては、希望者及び継続の相談

が必要な方に御案内をしまして、その方たちにつき

ましても３０％弱の継続相談の形が行われていま

す。

さらに、全出生児に対しまして、「こんにちは赤

ちゃん事業」という形で、赤ちゃん訪問を行ってい

ます。その中で、継続して母乳管理ですとか、産後

のうつになられた方ですとか、赤ちゃんの飲みの悪

い方ですとかという方たちに対しまして、継続訪問

を２回ないし３回行っている方が２０名弱いらっ

しゃいます。ということで、昨年は妊娠期の学習の

推進及び出産後の赤ちゃんを育てていくための支援

という部分で、充実されたということで御報告いた

します。

教育振興課長、答弁。○議長（西村昭教君）

それでは、５２○教育振興課長（前田 満君）

ページの就学援助の関連での御質問にお答えをした

いと思います。

まず最初に、減額の要因でございますけれども、

当初の人数よりも準要保護の認定者自体が１２名小

学校の場合減っております。それから、中学生の場

合、生徒のほうですけれども、生徒のほうについて

は４名の減が出てきております。さらに、これは普

通の一般の就学援助でございますけれども、もう１
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点、特別支援教育就学援助というのがございまし

て、これにつきましても小学校においては３名、そ

れから中学校においては２名の減が出てきておりま

す。当初の見積もりより減員になっているというこ

とで、御理解を賜りたいと思います。

なお、各保護者等への周知方法については、在校

生につきましては、３月中に学校を通じて保護者の

方に周知をするようにし、該当する申請者がいれば

申請をしていただくようにしております。

なお、新入学生につきましては、４月、入学と同

時に、案内のチラシを保護者の方に周知をさせてい

ただいております。

なお、転入学生においても転入学の時点におい

て、周知をさせていただくというふうに今のところ

進めているところであります。

以上でございます。

総務課長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御質問○総務課長（服部久和君）

にお答えいたします。

最初に、補償金免除繰り上げ償還の効果額につい

てでございます。この効果額につきましては、まだ

確定ではありませんけれども、推計ということで、

見込みということで、３億８,４００万円の効果額

があると考えております。

あと、今後の実質公債費比率等の推移ですけれど

も、地方債の借入額を一定額として推計しますと、

一時期借りた償還等が終わってきますので、健全な

数字に推移していく予定でおります。

それと、基金の関係でございます。財政調整基金

につきましては、６億円という一定額を目標に積み

立てを行っております。あと、必要に応じて目的が

はっきりしたものについては、特定目的基金を設け

るなどをしまして、今後においても積み立てを行っ

ていきたいと思っております。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

５番米沢義英君。

当然、必要な財源措置とい○５番（米沢義英君)

うことではよろしいかというふうに思いますが、や

はり教育現場にしても子育ての部分にしても、もっ

と充実させる要因というのがあると思います。

当初予算で、当然、そういう基金等を組んで運用

したり、予算計上したりだとかするのですが、必要

な部分は一定程度予算を組みながら、前倒しできる

ものは早期に前倒しということは正しくないと思う

のですが、早期に、いす・机やなんかも更新できる

ものについては、一定の予算を組んで更新してしま

うというような、そういった手法が必要だと思いま

す。

従来の予算の運用、基金の運用を見ていました

ら、確かに財政を健全化するという点ではいいと思

うのですが、しかし、ただ積むというだけの手法

で、必要な部分についてもきちっと予算措置すれ

ば、子供の部分だとかそういった部分が前のほうに

前進して、現場で聞きましてもいすが壊れて大変だ

とか、そんな声が聞かれますので、そういった部分

については、早期に年度５年あるところを３年ぐら

いに縮めるとか、そういう手法の予算の組み方も念

頭に、ただ、財政基金という形で積むということで

はなくて、そういうのも必要ではないかなというふ

うに思いますが、その点もう一度確認しておきたい

というふうに思います。

副町長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御質問に○副町長（田浦孝道君）

お答えします。

今、担当課長のほうから申し上げましたように、

昨年まで、大幅に交付税が減少というようなことで

あります。今現在も急速な景気の低迷から、以後ま

た税収が非常に深刻だというようなことで、引き続

き外部要因をもちまして、財政の状況は極めて流動

的だということでありまして、町も今、議員がおっ

しゃられるような非常に必要な財源をしっかり基金

の中で運用するということをもちまして、慎重に、

そういう変化に対処するということが、今まで基金

に向けました状況であります。

若干、状況も変わりましたので、今、おっしゃら

れるような非常にめり張りもつけなければならない

と思いますが、本当に必要だというものについては

できるだけ前倒しするようなことも判断に入れて、

予算のというか財政の運営をしてございますので、

今後もそういう分野をしっかり目配りをして、対応

していきたいと思っていますので、御理解をいただ

きたいと思います。

よろしいですね。○議長（西村昭教君）

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

暫時休憩といたします。

──────────────────

午前１０時２０分 休憩

午前１０時３５分 再開
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──────────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

──────────────────

◎日程第８ 議案第１２号

日程第８ 議案第１２号平○議長（西村昭教君）

成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

町民生活課長。

ただいま上程され○町民生活課長（田中利幸君）

ました議案第１２号平成２０年度上富良野町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）につきまして、

提案の要旨を御説明申し上げます。

まず、歳入に関しましては、１点目は、課税標準

額となります一般被保険者分の所得割額が、昨今の

経済不況等の影響並びに平成１９年度の農業所得の

減少等により、当初見込みより約１１.３％程度減

額となったことから、保険税収入が一般分といたし

まして１,２１８万１,０００円の減額となったとこ

ろであります。また、退職分につきましては、課税

標準額の増及び人数の増等となったことから、３９

９万８,０００円の増額となりましたが、一般分・

退職分合算いたしますと、保険税額が８１８万３,

０００円の減額となったところであります。

２点目といたしましては、療養給付費の実績見込

みによります国庫及び道診療報酬支払基金からの交

付金・負担金等の精査を行い、所要の補正をするも

のであります。

３点目は、一般会計繰入金として、保険料軽減相

当分を繰り入れするものであります。

歳出に関しましては、保険給付費一般分の療養給

付費が、約６％程度減額の実績見込みから４,７０

０万円を減額するとともに、その他歳出項目につき

ましても実績見込み等から精査し、所要の補正をす

るものであります。

また、歳出に見合う歳入の不足分といたしまし

て、予備費を充当し、対応するものであります。

それでは、以下、議案の朗読をもって説明といた

します。

議案第１２号平成２０年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）。

平成２０年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ５,７１０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１４億１,５６６万９,０００円と

する。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、議決対象項目の款及び補

正額のみ説明申し上げます。

歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款国民健康保険税８１８万３,０００円の減。

２款国庫支出金２,７１２万７,０００円。

３款療養給付費交付金１,１３９万８,０００円。

４款前期高齢者交付金９,９３７万円の減。

５款道支出金１,２５７万２,０００円。

６款共同事業交付金２４７万４,０００円の減。

７款財産収入１０万６,０００円。

８款繰入金１８６万７,０００円。

１０款諸収入１４万３,０００円の減。

歳入合計は、５,７１０万円の減であります。

次に、２、歳出でありますが、１款総務費４,０

００円の減。

２款保険給付費４,７００万円の減。

３款後期高齢者支援金等３万６,０００円の減。

４款前期高齢者納付金等１７万８,０００円の

減。

７款共同事業拠出金２４万８,０００円。

８款保健事業費１４５万６,０００円の減。

９款基金積立金１０万６,０００円。

１１款諸支出金８３万８,０００円。

１２款予備費９６１万８,０００円の減。

歳出合計といたしましては、５,７１０万円の減

となります。

以上で説明といたします。

なお、３ページ目以降につきましては、この補正

予算に関する説明書でありますので、既に御高覧い

ただいているとのことで、説明につきましては省略

させていただきます。

これをもちまして、平成２０年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明を終わ

ります。

御審議いただきまして、原案をお認めいただきま

すようお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１２号を採決いたします。
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本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第９ 議案第１３号

日程第９ 議案第１３号平○議長（西村昭教君）

成２０年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

町民生活課長。

ただいま上程され○町民生活課長（田中利幸君）

ました議案第１３号平成２０年度上富良野町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。

まず、歳入につきましては、保険料収入について

実績見込みにより増額補正をするものであります。

また、平成２１年度より実施されます低所得者に

対する新たな保険料の軽減措置に伴いまして、保険

料収納管理等システム改修費用の相当分を国庫から

受け入れるために、所要の補正をするものでありま

す。

歳出につきましては、保険料の歳入増額相当分及

び事務費の実績精査分について、広域連合納付金と

して支出するため、所要の補正をするものでありま

す。

また、国庫より受け入れます保険料収納管理等シ

ステム改修費用の同額を増額補正とするものであり

ます。

それでは、以下、議案の朗読をもって説明といた

します。

議案第１３号平成２０年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）。

平成２０年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２２６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ８,８３３万７,０００円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、議決対象項目の款及び補

正額の説明といたします。

歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款後期高齢者医療保険料１２８万円。

３款繰入金５６万８,０００円の減。

４款諸収入１４万１,０００円。

５款国庫支出金１４０万７,０００円。

歳入合計は、２２６万円であります。

次に、２、歳出でありますが、１款総務費１４０

万７,０００円。

２款広域連合納付金８５万３,０００円。

歳出合計といたしましては、２２６万円となりま

す。

以上で説明といたします。

なお、２ページ目以降につきましては、この補正

予算に関する説明書でありますので、既に御高覧い

ただいているとのことで、説明につきましては省略

させていただきます。

これをもちまして、平成２０年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の説明を終

わります。

御審議いただきまして、原案をお認めいただきま

すようよろしくお願いいたします。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１０ 議案第１４号

日程第１０ 議案第１４号○議長（西村昭教君）

平成２０年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第３号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。

ただいま上程され○保健福祉課長（岡崎光良君）

ました議案第１４号平成２０年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。

平成２０年度会計の各介護保険事業の精査により

生じます歳入歳出の増額並びに減額につきまして、

所要の補正額を計上しようとするものであります。

１点目として、保険給付のうち居宅介護及び施設

介護サービス給付の増加に伴います歳入歳出の増で

ございます。
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２点目は、平成２１年度からの介護報酬の改定に

伴うシステムの改修のため、所要の費用を計上いた

します。

３点目として、前年度の繰越額を受け継ぎ、本年

度会計年度の事業運営並びに実質収支額を見通し、

第４期の介護保険会計運営の安定を図るため、約

１,０１４万円を基金へ積み立てしようとするもの

であります。

なお、基金積み立てによります現在高は５,０３

０万円となるところであります。

さらに、平成２１年度から介護従事者の処遇改善

を図るため、国において介護報酬の増額改定を行う

こととされておりますが、この額につきまして保険

料の上昇を抑制するために、国から交付される臨時

特例交付金を本年度中に臨時特例基金を創設し、積

み立てることとします。

４点目として、歳入歳出の差額調整を予備費によ

り行い、総額４２３万円を減額しようとするもので

あります。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第１４号平成２０年度上富良野町介護保険特

別会計補正予算（第３号）。

平成２０年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３,５７８万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億５,５６４万４,０００

円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算補正。

以下、款の補正額のみ申し上げます。

１、歳入。

１款介護保険料８４０万９,０００円。

３款国庫支出金１,５６６万８,０００円。

４款道支出金３３０万円。

５款支払基金交付金７４４万円。

７款繰入金９６万４,０００円。

歳入合計３,５７８万１,０００円。

２、歳出。

１款総務費９７万７,０００円。

２款保険給付費２,４８０万円。

３款地域支援事業費１３０万円の減。

６款基金積立金１,５５３万４,０００円。

８款予備費４２３万円の減。

歳出合計３,５７８万１,０００円となります。

２ページから１９ページまでの歳入歳出予算補正

事項別明細書につきましては、説明を省略させてい

ただきます。

以上、平成２０年度上富良野町介護保険特別会計

補正予算（第３号）の説明といたします。

御審議いただきまして、原案を議決くださいます

ようお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

質疑に入ります。ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１４号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１１ 議案第１５号

日程第１１ 議案第１５号○議長（西村昭教君）

平成２０年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

ラベンダーハイツ所長。

ただいま○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君）

上程されました議案第１５号平成２０年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。

歳入につきましては、実績見込みによりまして、

介護給付費、自己負担金をそれぞれ精査させていた

だいたところであります。

歳出につきましては、収支差額及び予備費を調整

いたしまして、施設整備基金へ積み立てるものでご

ざいます。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第１５号平成２０年度上富良野町ラベンダー

ハイツ事業特別会計補正予算（第３号）。

平成２０年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５２９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ２億８,９８５万４,０００円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
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は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款の名称及び補正額のみ

申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款サービス収入、５４５万円。

６款諸収入１６万円の減。

歳入合計５２９万円。

２、歳出。

４款基金積立金、１,００１万円。

６款予備費４７２万円の減。

歳出合計５２９万円となるものでございます。

以上、議決項目につきまして説明させていただき

ました。御審議いただきまして、原案をお認めいた

だきますお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１５号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１２ 議案第１６号

日程第１２ 議案第１６号○議長（西村昭教君）

平成２０年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

ただいま上程され○建設水道課長（北向一博君）

ました議案第１６号平成２０年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨を

御説明いたします。

旧深山峠地区の西部地区簡易水道への布設がえ、

デボツナイ川河川改修に伴う東中橋、興農橋架替に

よる移設工事、国道２３７号深山峠報徳展望駐車場

に関する移設工事の確定に伴う関連費目及び年度内

事業の執行状況を反映した各費目の上限整理を行う

ものです。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第１６号平成２０年度上富良野町簡易水道事

業特別会計補正予算（第２号）。

平成２０年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ５６５万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９,８０１万６,０００円と

する。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）。

第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。

１ページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算補正。

款ごとの補正額のみを申し上げます。

１、歳入。

１款使用料及び手数料１万円。

４款諸収入３０６万６,０００円の減。

５款町債２６０万円の減。

歳入合計５６５万６,０００円の減。

２、歳出。

１款衛生費５６０万３,０００円の減。

２款公債費５万３,０００円の減。

歳出合計、５６５万６,０００円の減。

２ページをごらんいただきたいと思います。

第２表、地方債補正。

(1)変更。起債の目的、簡易水道事業２６０万円

を減額いたしまして、補正後８８０万円とするもの

であります。

以降、事項別明細書につきましては、説明を省略

させていただきます。

以上で説明を終わります。

御審議を賜りまして、議決を賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１６号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１３ 議案第１７号
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日程第１３ 議案第１７号○議長（西村昭教君）

平成２０年度上富良野町公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

ただいま上程され○建設水道課長（北向一博君）

ました議案第１７号平成２０年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまして

補正の要旨を御説明申し上げます。

歳入に関しましては、１点目は、受益者負担金及

び分担金の収入額の増に伴います増額で、２点目

は、処理水量が当初見込みより減になりますことか

ら、下水道使用料を減額するものでございます。３

点目は、事業費確定により、ルール計算に基づく一

般会計からの繰入金を増額するほか、諸収入と町債

を減額するものでございます。

歳出では、１点目として、事業費確定及び精査に

より減額するもの、２点目としては、公債費につい

て財源振りかえをしようとするものであります。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第１７号平成２０年度上富良野町公共下水道

事業特別会計補正予算（第３号）。

平成２０年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ６１万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６億４,３３２万７,０００円

とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）。

第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。

１ページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算補正。

款ごとの補正額のみを申し上げます。

１、歳入。

１款分担金及び負担金３３万９,０００円。

２款使用料及び手数料１２４万９,０００円の

減。

４款繰入金６９万２,０００円。

６款諸収入１０万円の減。

７款町債３０万円の減。

歳入合計６１万８,０００円の減となります。

２、歳出。

１款下水道事業費６１万８,０００円の減。

歳出合計６１万８,０００円の減となります。

次のページ、ごらんいただきたいと思います。

第２表、地方債補正。

（１）変更。公共下水道事業（一般分）につきま

して３０万円を減じまして、１,０６０万円とする

ものでございます。

以降、事項別明細書につきましては、説明を省略

させていただきます。

以上で説明を終わらせていただきます。

御審議いただきまして、議決を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

２番村上和子君。

７ページの下水道事業費の○２番（村上和子君）

中の負担金補助及び交付金の中の水洗化のところの

利子補給金のところでございますが、２０年度の１

年間でどれぐらい水洗化率を見たのでしょうか、１

点目は、それをお伺いしたいと思います。

それと、水洗化等改造資金貸付利子補給金ですけ

れども、何戸ぐらいなのでしょうか。

それと、また、これは何年間ぐらいの補給になる

のでしょうか、ちょっとお尋ねします。

建設水道課長、答弁。○議長（西村昭教君）

戸数につきまして○建設水道課長（北向一博君）

は、申しわけございませんが、現在ちょっと掌握し

てございません。

あと、補給金につきましては、１回限りの補給に

なります。

ほかにありませんか。○議長（西村昭教君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１７号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１４ 議案第１８号

日程第１４ 議案第１８号○議長（西村昭教君）

平成２０年度上富良野町病院事業会計補正予算（第

４号）の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

町立病院事務長。

ただいま上程さ○町立病院事務長（大場富蔵君）
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れました議案第１８号平成２０年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第４号）につきまして、補正の

要旨を御説明申し上げます。

最初に、収益的収入及び支出についてであります

が、１点目は、収入では老人保健施設事業収益が、

入所者が開設当初から、ほぼ満床状態で推移するな

どしており、１,０００万円の増収を見込んだとこ

ろでございますが、医業収益の入院におきまして

は、入院患者から老健へ移られた方がおられるこ

と、患者数の減などによりまして１,０００万円の

減収となるところでございます。

また、その他医業外収益におきましては、１５万

５,０００円の収益増を見込んだところでありま

す。

２点目は、支出におきましては、医業収益の１,

０００万円の減、老健施設事業収益１,０００万円

の増収に合わせまして、費用においても医業費用

１,０００万円の減額、老健事業施設事業費用１,０

００万円の増加を行おうとするものでございます。

３点目は、過年度未収金の不納欠損を行うため、

特別損失として１５万５,０００円を計上しようと

するものでございます。

既に消滅時効の３年を超えている平成１６年度未

収金２２件１４万３,０００円と、平成１７年度未

収金のうち、審査支払機関による査定減１万２,０

００円を計上しようとするものでございます。１６

年度の２２件につきましては、町外の方で転居先不

明の者などが主としているものでございます。今後

におきましては、未収金の収納対策に今まで以上の

努力をしてまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。

資本的収入及び支出につきましては、建設改良費

の医療機械の購入、老健施設への改修費、外来患者

トイレ、ナースコール改修工事などの事業完了によ

る事業の精算によるものでございます。

もう１点は、寄附が７件ございましたので、寄附

者の趣旨に沿い、患者備品等を購入しようとするも

のでございます。

以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。

議案第１８号平成２０年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第４号）。

（総則）。

第１条、平成２０年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。

（収益的収入及び支出）。

第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。

補正予定額のみ申し上げます。

収入。

第１款病院事業収益１５万５,０００円。

第１項医業収益１,０００万円の減。

第２項医業外収益１５万５,０００円。

第３項老人保健施設事業収益１,０００万円。

支出。

第１款病院事業費用１５万５,０００円。

第１項医業費用１,０００万円の減。

第３項特別損失１５万５,０００円。

第５項老人保健施設事業費用１,０００万円。

（資本的収入及び支出）。

第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。

収入。

第１款資本的収入４万円の減。

第１項出資金３５万円の減。

第４項寄附金３１万円。

支出。

第１款資本的支出４万円の減。

第２項建設改良費４万円の減。

以上が、議決事項についての説明でございます。

次のページからは、説明資料でございますので、

既に御高覧をいただいておりますので、説明を省略

させていただきます。

御審議を賜りまして、お認めいただきますようよ

ろしくお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１８号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

──────────────────

午前１１時１５分 休憩

午前１１時１６分 再開

──────────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

──────────────────

◎追加日程の議決

お諮りいたします。○議長（西村昭教君）
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ただいま町長から、議案第３８号富町団地町営住

宅新築工事（建築主体工事）第２回請負契約変更の

件が提出されました。

これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、議案第３８号富町団地町営住宅新築工事

（建築主体工事）第２回請負契約変更の件を日程に

追加し、直ちに議題とすることに決しました。

──────────────────

◎追加日程第１ 議案第３８号

追加日程第１ 議案第３８○議長（西村昭教君）

号富町団地町営住宅新築工事（建築主体工事）第２

回請負契約変更の件を議題といたします。

本件については、佐川典子君に直接の利害のある

事件と認めますので、地方自治法第１１７条の規定

により、佐川典子君の退場を求めることになりま

す。

（佐川典子君 退場）

提出者から、提案理由の説○議長（西村昭教君）

明を求めます。

建設水道課長。

ただいま追加上程○建設水道課長（北向一博君）

いただきました議案第３８号富町団地町営住宅新築

工事（建築主体工事）第２回請負契約変更の件につ

きまして、提案理由を御説明いたします。

当該工事は、平成２０年５月１２日、議案第６号

として議決をいただき、請負契約を締結し、途中予

期しない地質構造に対応するため、平成２０年７月

７日、議案第４号において第１回の契約変更の議決

を賜り、契約金額と工期の変更を行って、現在まで

工事を進めてきたものであります。

この施工途上におきまして、国土交通省の指導に

より工事資材の異常な高騰に対処するため、工事請

負契約約款における物価変動に対応した契約変更条

項、いわゆる単品スライド条項の適用について、各

都道府県市町村に通知され、本町においても北海道

から１カ月おくれた平成２０年７月１４日を適用日

として、８月５日に鋼材類と燃料油の２品目につい

て、契約条項を発動したものであります。

この適用について、当該工事を請け負う佐川・木

津経常共同企業体から、国が示す運用ルールに基づ

く請求があったことから、審査の結果、鋼材類のみ

を対象とすること。また、工期末を控えて変動額が

確定したことから、先ほど予算補正をいただきまし

た契約金額を６７万６,９４９円増額変更するもの

であります。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第３８号富町団地町営住宅新築工事（建築主

体工事）第２回請負契約変更の件。

富町団地町営住宅新築工事（建築主体工事）請負

契約の締結（平成２０年５月１２日議決を得た議案

第６号に係るもの）を次により変更するため、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第２条の規定により、議会の議決を求め

る。

記。変更事項。１.契約金額、（変更前）１億２,

８９７万１,５００円、（変更後）１億２,９６４万

８,４４９円。

以上です。

御審議いただきまして、議決を賜りますようよろ

しくお願いいたします。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第３８号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

佐川典子君の入場を許可いたします。

（佐川典子君 入場）

──────────────────

◎日程第１５ 議案第２８号から

日程第２１ 議案第３４号まで

日程第１５ 議案第２８号○議長（西村昭教君）

上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の変更

件、日程第１６ 議案第２９号富良野地区環境衛生

組合の解散について、日程第１７ 議案第３０号富

良野地区環境衛生組合の解散に伴う財産処分につい

て、日程第１８ 議案第３１号富良野広域串内草地

組合の解散について、日程第１９ 議案第３２号富

良野広域串内草地組合の解散に伴う財産処分につい

て、日程第２０ 議案第３３号上川南部消防事務組

合の解散について、日程第２１ 議案第３４号上川

南部消防事務組合の解散に伴う財産処分についてを

関連がございますので、一括して議題といたしま

す。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま上程いただき○総務課長（服部久和君）
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ました議案第２８号上川支庁管内町村公平委員会共

同設置規約の変更から議案第３４号上川南部消防事

務組合の解散に伴う財産処分につきまして、提案の

要旨を一括して御説明申し上げます。

初めに、議案第２８号上川支庁管内町村公平委員

会共同設置規約の変更の件につきまして御説明いた

します。

このたび規約の変更を提案します公平委員会につ

きましては、地方公務員法による必置の機関で、上

川支庁管内１８市町村と三つの一部事務組合、二の

連合で共同設置しているものであります。

規約の変更内容につきましては、上川南部消防事

務組合及び富良野広域串内草地組合が平成２１年３

月３１日に解散し、富良野広域連合に移行する予定

であります。

また、上川支庁管内の中部８町と大雪地区広域連

合が、平成２１年２月に上川広域滞納整理機構を設

置したことにより、上川支庁管内町村公平委員会に

対し、退会及び加入の申し出がありました。これら

のことから、組合規約の変更については、加入して

いる全団体の議決を経て、北海道知事への届け出が

必要なことから、規約の一部の改正について、本議

案を提案するものであります。

次に、議案第２９号富良野地区環境衛生組合の解

散について、議案第３１号富良野広域串内草地組合

の解散について、議案第３３号上川南部消防事務組

合の解散についてであります。

本件は、三つの一部事務組合が、それぞれに共同

処理していた特定の事務を昨年設立しました富良野

広域連合に承継するため、三つの一部事務組合を地

方自治法第２８８条の規定により、平成２１年３月

３１日限りで解散するものです。

解散につきましては、地方自治法第２９０条の規

定により、構成市町村議会における議決が必要なこ

とから、本議案を提案するものであります。

次に、議案第３０号富良野地区環境衛生組合の解

散に伴う財産処分について、議案第３２号富良野広

域串内草地組合の解散に伴う財産処分について、議

案第３４号上川南部消防事務組合の解散に伴う財産

処分についてであります。

本件は、平成２１年３月３１日限りで解散を予定

しております三つの一部事務組合の財産処分につい

て、別紙、協議書により処分をするものでありま

す。

解散に伴います財産処分につきましては、地方自

治法第２９０条の規定により、構成市町村議会にお

ける議決が必要なことから、本議案をするものであ

ります。

以下、議案第２８号から議案第３４号を朗読し、

説明申し上げます。

議案第２８号上川支庁管内町村公平委員会共同設

置規約の変更の件。

地方自治法第２５２条の７の規定により、上川支

庁管内町村公平委員会共同設置規約を次のとおり変

更する。

上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の一部

を改正する規約。

上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約（昭和

３８年規約第１号）の一部を次のように改正する。

別表中「上川南部消防事務組合」及び「富良野広

域串内草地組合」を削り、「上川広域滞納整理機

構」を加える。

附則。この規約は、公布の日から施行し、平成２

１年４月１日から適用する。

次に、議案第２９号をごらんください。

議案第２９号富良野地区環境衛生組合の解散につ

いて。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８８

条の規定により、平成２１年３月３１日限りで富良

野地区環境衛生組合を解散する。

次の議案をごらんください。

議案第３０号富良野地区環境衛生組合の解散に伴

う財産処分について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９

条の規定により、富良野地区環境衛生組合の解散に

伴う財産処分を別紙のとおり、関係市町村の協議の

上定めるものとする。

裏面をごらんください。

裏面が協議書になっております。

朗読して、説明といたします。

富良野地区環境衛生組合の解散に伴う財産処分に

関する協議書。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９

条の規定により、富良野地区環境衛生組合の解散に

伴う財産処分について、次のとおり定める。

１、富良野地区環境衛生組合が所有する財産のす

べてを富良野広域連合に承継する。

２、承継した財産を処分する場合においては、富

良野地区環境衛生組合を構成した市町村と富良野広

域連合との協議の上決定するものとする。

次の議案をごらんください。

議案第３１号富良野広域串内草地組合の解散につ

いて。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８８

条の規定により、平成２１年３月３１日限りで富良

野広域串内草地組合を解散する。

次の議案をごらんください。

議案第３２号富良野広域串内草地組合の解散に伴
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う財産処分について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９

条の規定により、富良野広域串内草地組合の解散に

伴う財産処分を別紙のとおり、関係市町村の協議上

定めるものとする。

協議書については、先ほどと同じでございますの

で、省略させていただきます。

次の議案をごらんください。

議案第３３号上川南部消防事務組合の解散につい

て。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８８

条の規定により、平成２１年３月３１日限りで上川

南部消防事務組合を解散する。

次の議案をごらんください。

議案第３４号上川南部消防事務組合の解散に伴う

財産処分について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９

条の規定により、上川南部消防事務組合の解散に伴

う財産処分を別紙のとおり関係町の協議上定めるも

のとする。

協議書については、先ほどと同じなので省略させ

ていただきます。

以上、議案の説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、議案第２８号から議案第３４号までを

一括して質疑に入ります。

ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

初めに、議案第２８号上川支庁管内町村公平委員

会共同設置規約の変更の件を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第２９号富良野地区環境衛生組合の解

散についてを採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第３０号富良野地区環境衛生組合の解

散に伴う財産処分についてを採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第３１号富良野広域串内草地組合の解

散についてを採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第３２号富良野広域串内草地組合の解

散に伴う財産処分についてを採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第３３号上川南部消防事務組合の解散

についてを採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第３４号上川南部消防事務組合の解散

に伴う財産処分についてを採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎散 会 宣 告

以上で、本日の日程は、全○議長（西村昭教君）

部終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

明日の予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

あす３月１３日は本定例会の２日目で、開会は午

前９時でございます。定刻までに御出席賜りますよ

うお願い申し上げます。

以上であります。

午前１１時３５分 散会
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上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

平成２１年３月１２日

上富良野町議会議長 西 村 昭 教

署 名 議 員 中 村 有 秀

署 名 議 員 和 田 昭 彦
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上富良野町議会会議録（第２号）

平成２１年３月１３日（金曜日）



― 25 ―

（第２号）○議事日程

第 １ 会議録署名議員の指名の件

第 ２ 執行方針

〔 町 政 執 行 方 針 〕 町 長 向 山 富 夫 君

〔教育行政執行方針〕 教育長 北 川 雅 一 君

第 ３ 議案第 １号 平成２１年度上富良野町一般会計予算

第 ４ 議案第 ２号 平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計予算

第 ５ 議案第 ３号 平成２１年度上富良野町老人保健特別会計予算

第 ６ 議案第 ４号 平成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算

第 ７ 議案第 ５号 平成２１年度上富良野町介護保険特別会計予算

第 ８ 議案第 ６号 平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算

第 ９ 議案第 ７号 平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算

第１０ 議案第 ８号 平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

第１１ 議案第 ９号 平成２１年度上富良野町水道事業会計予算

第１２ 議案第１０号 平成２１年度上富良野町病院事業会計予算

───────────────────────────────────────────────

（１４名）○出席議員

１番 岡 本 康 裕 君 ２番 村 上 和 子 君

３番 岩 田 浩 志 君 ４番 谷 忠 君

５番 米 沢 義 英 君 ６番 今 村 辰 義 君

７番 一 色 美 秀 君 ８番 岩 崎 治 男 君

９番 中 村 有 秀 君 １０番 和 田 昭 彦 君

１１番 渡 部 洋 己 君 １２番 佐 川 典 子 君

１３番 長谷川 徳 行 君 １４番 西 村 昭 教 君

───────────────────────────────────────────────

（０名）○欠席議員

───────────────────────────────────────────────

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名

町 長 向 山 富 夫 君 副 町 長 田 浦 孝 道 君

教 育 長 北 川 雅 一 君 代表監査委員 高 口 勤 君

教育委員会委員長 増 田 修 一 君 農業委員会会長 中 瀬 実 君

会 計 管 理 者 新 井 久 己 君 総 務 課 長 服 部 久 和 君

産業振興課長
伊 藤 芳 昭 君 保健福祉課長 岡 崎 光 良 君

農業委員会事務局長

健康づくり担当課長 岡 崎 智 子 君 町民生活課長 田 中 利 幸 君

建設水道課長 北 向 一 博 君 技術審査担当課長 松 本 隆 二 君

教育振興課長 前 田 満 君 菊 地 昭 男 君ラベンダーハイツ所長

町立病院事務長 大 場 富 蔵 君

───────────────────────────────────────────────

○議会事務局出席職員

局 長 中 田 繁 利 君 主 査 深 山 悟 君

主 任 中 島 美佐子 君
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １４名）

───────────────────

◎開 議 宣 告

きのうに引き続き、御出席○議長（西村昭教君）

まことに御苦労に存じます。

ただいまの出席議員は、１４名であります。

これより、平成２１年第１回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

───────────────────

◎諸 般 の 報 告

日程に入るに先立ち、議会○議長（西村昭教君）

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

一般質問の通告期限は、本日正午まででございま

す。時間内に通告を賜りますようお願い申し上げま

す。

以上です。

以上をもって、議会運営等○議長（西村昭教君）

諸般の報告を終わります。

───────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件

日程第１ 会議録署名議員○議長（西村昭教君）

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

１１番 渡 部 洋 己 君

１２番 佐 川 典 子 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第 ２ 町政執行方針から

◎日程第１２ 議案第１０号まで

日程第２ 町政執行方針、○議長（西村昭教君）

教育行政執行方針、日程第３ 議案第１号平成２１

年度上富良野町一般会計予算、日程第４ 議案第２

号平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計予

算、日程第５ 議案第３号平成２１年度上富良野町

老人保健特別会計予算、日程第６ 議案第４号平成

２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、

日程第７ 議案第５号平成２１年度上富良野町介護

保険特別会計予算、日程第８ 議案第６号平成２１

年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予

算、日程第９ 議案第７号平成２１年度上富良野町

簡易水道事業特別会計予算、日程第１０ 議案第８

号平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計

予算、日程第１１ 議案第９号平成２１年度上富良

野町水道事業会計予算、日程第１２ 議案第１０号

平成２１年度上富良野町病院事業会計予算の件を一

括して議題といたします。

まず、町長より、町政執行方針について説明を求

めます。

町長、向山富夫君。

おはようございます。○町長（向山富夫君）

平成２１年第１回定例町議会の開会に当たり、町

政執行の基本方針につきまして、その概要を申し上

げます。

私事ではありますが、昨年１１月の町長選挙にお

きまして、町民皆様の温かい御支援を賜り、１２月

２７日付で上富良野町長の職を担うこととなり、初

めてお示しする町政執行方針となることから、まず

町政執行に当たっての私の所信について、少し述べ

させていただきます。

我が郷土上富良野は、明治３０年に開拓のくわが

おろされて以来、今日に至るまで、多くの先人の努

力により、幾多の困難や苦難を克服し、この町を愛

し、すばらしい郷土に築き上げていただきました。

改めて感謝するとともに、「未来につながる希望の

もてるまちづくり」を進めることが私たちに課せら

れた大切な使命であると、身を引き締めるところで

あります。

私は、すべてのまちづくりの基本といたしまし

て、「住民の暮らしの実態を常にしっかり把握して

いるか。」、「声なき声に耳を傾けているか。」、

「将来を見据えているか」、「公平・公正である

か。」、これらを常に念頭に置き、町民のための町

民参加による開かれた町政を確立し、公正で民主的

な「かみふらのづくり」を進めてまいりたいと考え

ておりますので、町民の皆様並びに議員の皆様に特

段の御理解と御協力を切にお願いいたします。

さて、我が国の経済は、世界的な経済同時不況が

空前の規模とスピードで進行している中にあって、

金融・生産・個人消費・雇用など、すべての面にお

いて日増しに悪化している状況にあります。

本年度の政府予算案では、「この経済危機に機敏

に対応し、国民生活を守る。」ことが政治の責任と

の方針のもと、積極的な財政出動を講ずることと

し、一般会計総額においては、過去最大の８８兆

５,０００億円となっております。

しかし、その財源は、国税収入の大幅な減が予測

されることから、多くを新規の国債にゆだね、発行

額を３３兆円規模とし、前年比７兆９,０００億円

の大幅増となり、さらに、財政投融資特別会計から

の繰り入れなどによって財源の確保を図ったところ

であります。

このようなことからも、今後、国、地方をあわせ
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た財政の健全化に向けては、さらに大きな課題を課

せられることが予測されます。

地方財政政策の面においては、生活防衛のための

緊急対策に基づく地方交付税の増額が示され、臨時

財政対策債を含めた実質的な地方交付税は２１兆円

余となり、大幅な増となっておりますが、これは、

異例の経済状況下における緊急的、臨時的な対応の

ための措置であり、地方財政の本質は、これまでの

厳しい状況に変化はなく、今後、地方税収の減収が

大きく影響してくることが推測され、さらに厳しさ

が増してくるものと予測されます。

さて、当町におきましても厳しい経済状況の影響

を受け、町税収入の減収が見込まれる中ではありま

すが、国の平成２０年度補正予算や本年度の地方交

付税の増額確保など、積極的な財政出動を財源とし

て、地域経済や雇用対策につながるような建設事業

などを前倒しで実施してまいります。

しかしながら、当町の財政状況につきましては、

これまでの行財政改革の取り組み成果から、ようや

く収支均衡のとれた財政構造の形が見えてきたとこ

ろであり、今後におきましても、将来に禍根を残す

ことのないよう、引き続き健全な財政運営を旨と

し、町政を取り進めていくことが重要と受けとめて

おります。

また、本年度は「第５次総合計画」のスタートの

年であるとともに、さまざまな議論を重ねて制定さ

れました「自治基本条例」の施行を迎えます。さら

に、我が町が今後とも自主自立を果たしていくため

に選択した「富良野広域連合」も、いよいよ４月か

ら事業が始まりますが、一層行政の効率化に努めて

まいります。

「協働」を町民の皆様との共有のキーワードとい

たしまして、「活気ある安心安全なまちづくり」、

「町民ひとり一人に光の当たるまちづくり」を施策

の基本に置き、私が町民の皆様に申し上げてまいり

ました「自主自立」、「自衛隊との共存共栄」、

「福祉・医療の充実」、「子育て・教育の充実」、

「希望と活力ある産業づくり」の五つのお約束が果

たせますよう、全力を傾け取り組んでまいる所存で

あります。改めて町民の皆様並びに議員の皆様の御

支援と御協力をお願い申し上げます。

それでは、各分野の主要施策について、新総合計

画の五つの暮らしづくりのテーマに沿って、その概

要を申し上げます。

最初に、一つ目の暮らし、「人や地域とつながり

のある暮らし」づくりについてであります。

まず、「地域ぐるみで支えあう健康・福祉コミュ

ニティの実現」につきまして、少子高齢化が進む今

日にあって、本年度は地域福祉計画のスタートを迎

えることから、社会福祉協議会を初め関係団体など

との連携を一層深めながら、高齢者、障がい者、子

育て中の家庭など、その実態把握に努め、真に必要

なサービスを地域全体として支え合いの中で提供さ

れるよう、その仕組みづくりに取り組んでまいりま

す。

次に、「信頼と絆で結ばれる産業の実現」につい

てですが、昨今の事件・事故から「食」に対する不

信や不安が社会的に高まる中、地場の安心安全な農

畜産物は高い信頼を得ているものであり、地産地消

や食育の取り組みを推進し、基幹産業である当町農

業の信頼性を一層高めるとともに、他産業、他業種

との連携を図りながら地域循環型の産業づくりを研

究してまいります。

次に、「人・モノ・地域を結ぶ社会基盤の充実」

についてですが、道路を中心とした交通環境につい

ては、引き続き国道、道道、町道網によるネット

ワークの充実に努めてまいります。

また、町営バスを中心とした地域内の交通体系に

ついては、交通弱者など利用者サイドの視点に立っ

て、その見直しに着手してまいります。

次に、「町民主体で成り立つコミュニティづく

り」についてですが、いよいよ自治基本条例が施行

され、協働のまちづくりを進めるためのベースとも

言える情報共有に向けて、本年度から町が取り組む

仕事の概要版を全戸に配布するとともに、各広報・

広聴事業の充実に努めてまいります。

また、町民参画のあり方などを検討する組織とし

て、仮称でございますが「協働のまちづくり推進準

備委員会」を設置し、自治基本条例の理念の具現化

に努めてまいります。

さらに、住民自治活動奨励補助事業については、

より活用しやすい制度に見直し、町民主体による自

主的な活動が一層高まり、定着していくよう支援し

ていくとともに、防災講演会を開催し、自主防災組

織の活性化にも努めてまいります。

次に、二つ目の暮らし、「穏やかに安心して過ご

せる暮らし」づくりについてであります。

まず、「安心の暮らしを支える福祉医療環境づく

り」についてですが、高齢者や障がい者など、その

実態に応じた適切な在宅サービス及び施設サービス

に努めてまいります。

特に本年度は、在宅の配食サービスについて、多

くの方に利用が広がるよう、１食当たりの利用料を

４５０円に見直しいたします。

ラベンダーハイツは、高齢者福祉の拠点として、

サービスの向上と経営の安定に努めてまいります。

また、障害者福祉については、第２期の障害福祉

計画を早期に策定し、その計画に沿った取り組みを
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進めるとともに、昨年からラベンダーハイツで実施

している日中一時支援に加え、新たに障がい児の一

時預かりについても、子どもセンターで早期にス

タートできるよう取り進めてまいります。

介護保険事業については、引き続き自立支援を実

現するため、予防介護を重視しながら必要なサービ

スの提供を進めてまいります。

特に、介護保険制度が導入されてから初めて介護

報酬が増額改定される中で第４期の介護保険事業が

スタートすることから、今後３年間、さらには第５

期を見据えた中で、第１号被保険者の介護保険料に

ついて、現行より１００円増の３,６００円に改定

をお願いいたすところであります。

医療保険の諸制度は、後期高齢者医療制度の導入

など大きな変革期にあることから、引き続き制度の

周知に努めてまいります。

また、国民皆保険の根幹をなす国民健康保険事業

については、厳しい財政状況が予測されるところで

あり、必要に応じた基金の支消などで安定した事業

運営に努めながら、特定健診などの高い受診率を維

持し、生活習慣病の予防及び改善に取り組み、医療

費の削減に努めてまいります。

町立病院は、町民の皆様の安心を支える医療機関

として、また町内唯一の救急告示病院として、さら

に、昨年併設した介護療養型老人保健施設として、

その機能の維持・充実に努めてまいります。

そのためには、安定した病院経営が求められると

ころであり、地域医療を守る視点からの必要な財政

措置とあわせて、本年度からスタートする町立病院

改革プランの達成に向けて経営改革に取り組んでま

いります。

また、当町の救急医療については引き続き町立病

院が担ってまいりますが、広域においては本年度か

ら、富良野医師会の協力のもと、２次救急を担って

いる協会病院に集約されることになり、当町からも

町立病院が担えない小児科などで町民が受診してい

ることから、応分の財政支援をしてまいります。

次に、「のびのび子育てを支える成長環境づく

り」についてですが、今後とも合計特殊出生率が高

い水準を維持できるよう、安心して子供を産み育て

ることができる地域づくりを進めてまいります。

特に母子保健事業については、国の対策と連動し

て妊婦健診の助成を大幅に拡大するとともに、相談

及び指導の充実を図ってまいります。

子どもセンターは、昨年度の施設改修に引き続

き、本年度は駐車スペースの拡張など外構の整備を

行い、利用者の利便性を高めながら、子育て支援セ

ンター及び発達支援センターとしての体制強化とあ

わせて機能強化を図ってまいります。また、準備を

進めているファミリーサポートセンター事業につい

ても、早期に開始できるよう取り進めてまいりま

す。

保育事業については、町の責務として、中央保育

所のほか民間２施設を加えた３認可保育所の連携協

力を図り、地域ニーズに応じた多様な保育サービス

の提供に努めてまいります。

また、中央保育所は、これまでの民間委託の方針

をもとに、民・公それぞれにおける運営などについ

て、検証作業をしっかり行ってまいります。

次に、「本気・やる気が実を結ぶ産業づくり」に

ついてですが、町の基幹産業である農業の振興につ

いては、本年度からスタートする第６次農業振興計

画を基本に、「担い手の育成と確保」、「生産性の

高い農業経営基盤の確立」、「環境と調和した安

全・安心な農業生産」、「地産地消と消費者との交

流」を四つの柱に据え、関係機関と連携を図りなが

ら取り組みを推進してまいります。

特に、高収益作物への転換事業である奨励作物振

興補助については、農地の遊休化抑制や流動化促進

に向け、小規模な土地改良事業も対象とするよう、

補助制度の名称も生産振興補助と改め、取り組んで

まいります。

また、農村基盤整備事業においては、興農地区で

経営体育成基盤整備事業を着手することとなりまし

たので、生産性が向上し、経営の安定化と農地の汎

用化、後継者対策につながるよう、順次、東中地区

の整備事業を進めてまいります。

商工業及び観光については、厳しい景気の後退局

面にありますが、それぞれの事業者の創意工夫が生

かされるよう、商工会・観光協会の諸事業に支援し

ていくほか、連携・協力を密にし、その振興に努め

てまいります。

また、厳しい雇用情勢にあることから、可能な範

囲で公共事業の前倒し発注に努めるとともに、国・

道の対策と連動した緊急雇用創出事業に取り組んで

まいります。

次に、「身近な生活の安全を支える社会基盤の充

実と環境保全」についてですが、生活の基盤となる

社会資本の整備は、日常の暮らしにおいて欠くこと

はできません。道路、河川、上下水道、さらにはご

み処理施設などの整備や改修を継続的に進めてまい

ります。

特に本年度は、傷みの激しい生活道路の改修とあ

わせて、老朽水道管の布設がえを集中的に実施しま

す。

また、上下水道の各施設設備については、将来を

見据えた安定稼動に向け、更新計画や長寿命化計画

を策定してまいります。
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地球規模の課題である環境問題については、町民

の皆様の御協力で順調に進んでいるごみの分別・減

量化を引き続きお願いしながら、本年度は温室効果

ガスの削減のための「地球温暖化対策地域計画」を

策定し、地域一体となった取り組みに着手してまい

ります。

次に、「生活の不安を取り除く地域社会づくり」

についてですが、災害に強いまちづくりに向けて、

活火山十勝岳と共生する町として、また、演習場な

どの障害防止事業とあわせて、引き続き砂防、排水

路などの施設基盤の整備を進めてまいります。

特に本年度は、耐震改修計画に基づき、耐震改修

における補助制度を創設し、耐震化率の向上に努め

るとともに、洪水ハザードマップを作成して、集中

豪雨などにおける防災意識の啓発を強化してまいり

ます。

防犯、交通安全、さらに消費生活の安全対策など

については、町民一人一人の意識喚起につながるよ

うな地道な取り組みの継続が必要であり、各関係機

関の協力を賜り、一層連携強化を図りながら日常の

安全確保に努め、事件、事故のない環境づくりを推

進してまいります。

次に、三つ目の暮らし、「快適で楽しく潤いある

暮らし」づくりについてであります。

まず、「意欲と活力ある暮らしを導く心づくり・

身体づくり」についてですが、一人一人がみずから

の生活習慣をコントロールしながら心身ともに健康

で生活できるよう、特定健診及び特定保健指導を中

心に、状況に応じた健康相談、健康指導の充実に努

め、すべての町民が生き生きと暮らせるような体制

の整備を図ってまいります。

次に、「地域の魅力を満喫する産業環境づくり」

についてですが、当町は、良質な農畜産物やすぐれ

た景観などに恵まれ、大きな可能性を有しています

ので、関係機関の方々と知恵を出し合いながら、そ

れらを有機的・戦略的に結びつけていくことが大切

と考えており、地域資源を生かした商品開発やブラ

ンド化など、地場産業の活性化に取り組んでまいり

ます。

次に、「憩いと安らぎを提供する快適空間づく

り」についてですが、日の出公園は、シーズンを通

して町民の憩いやさまざまな活動の場として極めて

重要な機能を果たしています。

また、ラベンダー発祥の地である当町が、町民の

皆様はもとより全国のラベンダーファンの方々のた

めにも、いつまでも美しいラベンダーの保護育成な

ど、日の出公園の計画的な整備を進めてまいりま

す。

島津公園については、ゆったりとくつろげる親水

空間の形成に向けて、池のしゅんせつ改修を行うと

ともに、町内のその他の公園などとあわせて、利用

者や地域のニーズに合った整備に向けて、本年度は

利用者などからの意見収集に努めてまいります。

次に、「楽しく便利な地域生活の実現」について

ですが、電子通信機器は、時間や距離のデメリット

の解消や利便性の向上に大きな機能を発揮します。

さまざまな情報を共有するとともに、いろいろな事

務事業の信頼性向上や効率化を図る上で、ハード、

ソフトの充実は極めて重要でありますので、継続的

に取り組んでまいります。

次に、四つ目の暮らし、「地域の宝を守り・育

み・活用できる暮らし」づくりについてでありま

す。

まず、「いきがいある生活と社会参加を支える福

祉環境づくり」についてですが、高齢者などが持ち

合わせる知恵や能力を社会に還元していただけるよ

う交流や学習機会の充実に努めるとともに、高齢者

事業団などの活動を引き続き支援してまいります。

次に、「担い手が輝き、地域の強みを生かす産業

づくり」についてですが、農畜産業を初め商工業に

おける後継者の育成確保は大きな課題であることか

ら、その対策として、新たな後継者に対する奨励金

制度を創設します。

また、当町は、十勝岳連峰、温泉、ラベンダーな

ど大きな可能性を秘めた資源を有し、観光を柱に据

えて、他産業との連携による相乗効果を最大限発揮

できるよう努めてまいります。

特に、大きな市場として期待している中国からの

お客様対応については、観光協会が実施する中国語

のパンフレット作成及び語学研修事業を支援してま

いります。

次に、「風土に調和した社会基盤・活動基盤づく

り」についてですが、景観づくり条例に基づく施策

を推進するほか、シーニックバイウェイ大雪・富良

野ルートと連携しながら、町民の皆様や事業者など

とともに「良好な景観の保全と形成」を進めてまい

ります。

計画的かつ快適な市街地づくりに向けては、将来

の維持更新などのコストパフォーマンスを見据えな

がら、「コンパクトな市街地形成」を目指してまい

ります。

住環境の充実に向けては、富町団地の建替事業を

初め、町営住宅に火災警報器を設置するなど、これ

からも計画的に修繕、整備を進めてまいります。

次に、「まちの記憶が受け継がれ、新たな知恵が

芽吹くまちづくり」についてですが、ふるさとの歴

史や文化、その伝承や活用などの活動については、

教育委員会と連携を図り、取り進めてまいります。
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また、移住対策は、単に町の人口維持だけではな

く、我々が気づいていない我が町の魅力を再発見

し、それらを地域づくりに生かしていくためにも、

引き続き移住促進策に取り組んでまいります。

次に、五つ目の暮らし、「誇りと責任・役割を分

かちあえる暮らし」づくりについてであります。

すべての町民がそれぞれの責任を果たすとともに

役割を担っていくことは、自治基本条例に掲げる目

指すべきまちづくりの根幹とも言えます。暮らしを

守り、支える、あらゆる公共サービスが、行政を初

めさまざまな担い手によって地域全体の中で達成さ

れるような仕組みづくりを目指してまいりたいと考

えております。

自治会活動など地縁に基づくつながり、ボラン

ティアやスポーツ・文化活動といった知縁に基づく

つながりなど、町民の皆様が主体的な意思に基づい

てさまざまな活動が活発に展開されるよう推進する

とともに、これらの活動が今後のまちづくりの大き

な基盤になるととらえ、その前提となる情報の共有

に向けた取り組みを充実させてまいります。

行財政改革についてですが、最小の経費で最大の

効果を得るという普遍の要請と時代の変化に応じた

さまざまな見直しの要請は、エンドレスの課題と受

けとめております。

本年度は、国が求める集中改革プランの最終年度

に当たることから、当町の集中改革プラン、行財政

改革実施計画でございますが、これを１年延長する

ことで終期を合わせ、同計画に掲げた実践の熟度を

高めるとともに、協働のまちづくりを進めていくた

めの行財政のあり方を示す新たな改革計画を策定し

てまいります。

町税は、町財政の根幹をなすものであり、適正な

課税に努めるとともに、納税については、引き続き

納税の利便性を高める工夫を進めながら、納期内納

税の推進とあわせて、滞納者に対しては、その実態

に応じた適切な収納対策を進め、自主財源としての

税収確保に努めてまいります。

また、本年度は、駐屯地削減問題が最終の大きな

山場を迎えます。結果によっては、これまで進めて

きたまちづくりの根底が大きく覆る事態となります

ので、これまでにも増して、削減阻止に向け、地域

を挙げた運動の先頭に立ち、全力を注いでまいりま

す。

さらに、富良野広域連合による四つの事務がいよ

いよスタートします。当町の自主自立を大原則に選

択した広域連合ですので、構成５市町村で互いに連

携・協力し、スムーズな事務移行と今後の効率性向

上に努めてまいります。

最後に、五つの暮らしづくりにおける成長・学習

の政策分野の多くの部分については、教育行政執行

方針に沿って進められる教育委員会の取り組みを中

心に促進してまいります。

地域における学びの活動は、地域活力の源と言え

ます。子供からお年寄りまで、さまざまな機会やつ

ながりを通じて学びの輪が広がるよう、そして学び

の成果が地域づくりに生かされるよう、生涯学習の

充実に努めてまいります。

特に、本年度から、新学習指導要領の完全実施の

移行に向け、各学校と連携を図りながらその準備に

着手するとともに、現在の耐震基準前に建設された

学校施設については、耐震診断を実施し、今後の対

策を検討してまいります。

また、上富良野高校については、子供たちに進学

したい高校と思われるような学校づくりを強く意識

して、存続に向け、町としても振興策に力を注いで

まいります。

以上、平成２１年度の町政執行に当たり、所信を

述べさせていただきました。

次に、平成２１年度予算案の概要を申し上げま

す。

本年度は、経済危機からの脱出に向けた国の積極

的な財政出動により、主要財源である地方交付税に

ついては、臨時財政対策債を含めて一定程度の増を

見込み、予算編成を行ったところであります。

一般会計では、総額６６億１,１００万円、前年

対比７.６％、５億４,１００万円減の規模となって

おりますが、これは、畜産担い手事業など大規模な

臨時的経費の大幅減によるもので、当町としても国

の経済対策と連動して、平成２０年度補正予算とあ

わせて地域経済や雇用対策につながるような事業の

予算化に努めたところであります。

一方、財政の安定化は、町政執行の基盤でありま

すので、引き続き財源不足を基金に頼ることのない

財政運営に努めるとともに、地方債発行の抑制や最

終年度となる補償金免除の繰上償還など、将来の負

担軽減策についても講じてまいります。

特別会計及び公営企業会計におきましても、制度

改正に伴う対応のほか、事業運営に必要な事項につ

いても、一般会計同様に、効率的な対応方針のもと

に財政見通しを立て、それぞれの予算案としたとこ

ろであります。

特に一般会計からの繰出金及び補助金などについ

ては、法令の基準に基づくものや財源確保として妥

当なものに限り、各会計予算に対し措置を行ったと

ころであり、各会計の予算案は、国民健康保険特別

会計においては１３億４,８４７万８,０００円、老

人保健特別会計におきましては１,２１０万８,００

０円、後期高齢者医療特別会計におきましては９,



― 31 ―

０８４万１,０００円、公共下水道事業特別会計に

おきましては７億８,４０１万６,０００円、簡易水

道事業特別会計におきましては５,２６３万５,００

０円、介護保険特別会計におきましては７億５,２

２７万４,０００円、ラベンダーハイツ事業特別会

計におきましては２億８,５５０万円、病院事業会

計におきましては８億９,５５７万７,０００円、水

道事業会計におきましては４億２,３１１万１,００

０円となっています。

この特別会計及び公営企業会計予算の合計は４６

億４,４５４万円で、一般会計予算と合わせた町全

体予算では１１２億５,５５４万円、前年対比で４.

４％の減、額にいたしまして５億１,５１４万６,０

００円減の規模となっております。

以上、町民の皆様並びに議員の皆様の御理解と御

協力を切にお願い申し上げ、平成２１年度の町政執

行方針とさせていただきます。

以上でございます。

次に、教育長より教育行政○議長（西村昭教君）

執行方針について説明を求めます。

教育長、北川雅一君。

平成２１年第１回定例町○教育長（北川雅一君）

議会の開会に当たり、上富良野町教育委員会の教育

行政の執行にかかわる主要な方針について申し述

べ、町議会を初め町民の皆様の御理解と御支援をお

願い申し上げます。

初めに、我が国においては、国際化、情報化、少

子高齢化、経済不況、環境問題など、深刻化の度合

いを深めている現状であります。

こうした中で、教育の分野におきましても、時代

を切り開くたくましい人材の育成が強く求められ、

教育基本法の改正や、それを受けての学校教育法の

改正、学習指導要領の改訂などが行われ、変革の時

を迎えている状況にあります。

これまで以上に「確かな学力」、「豊かな心」、

「健やかな体」を三位一体とする「生きる力」の育

成が求められております。

さらに、生涯学習の視点からも、取り巻く環境の

変化に対応する力や社会で生きる実践的な力の育成

が求められているところでございます。

これらを受け、教育委員会といたしましては、町

の第５次総合計画にあわせて策定した教育行政の指

針となる「教育振興基本計画」を基にして、家庭、

地域、学校、そして行政がともに連携し、実践及び

検証、改善に向かう体制をより強化し、時代を担う

『人づくり』に取り組んでまいります。

さまざまな教育改革が進められている中、教育改

革の方向や社会動向をしっかりと見据え、新しい時

代の要請と町民の皆様の期待にこたえるため、その

使命と役割を認識し、学校教育、文化、スポーツの

活動の振興と充実のため、町民の皆様の御理解と御

支援をいただき、なお一層、最善の努力をいたして

まいります。

最初に、学校教育の推進でございます。

学校教育においては、本年度から施行する「教育

振興基本計画」における「学校教育基本方針」を念

頭に置き、新学習指導要領の趣旨に従い、「夢ひろ

げ、たくましく未来を切り拓く児童生徒の育成」を

スローガンとして、確かな学力と豊かな心、たくま

しい体を持つ子供たちの育成を目指してまいりま

す。

また、新学習指導要領の完全実施につきまして

は、小学校が平成２３年度、中学校が平成２４年度

からとなっております。

その対応として、平成２１年度から平成２３年度

までの間に各学校での全体計画を確立してまいりま

す。

また、移行措置として、平成２１年度から一部先

行実施となる道徳や理科などへの対応準備も行って

まいります。

さらに、平成２３年度から小学校での新教科とな

る「外国語活動」についても、スムーズな実施を目

指し、今年度から諸準備を行い、平成２２年度から

は全小学校での先行実施を予定しているところであ

ります。

全国統一学力・学習状況調査などの結果において

は、当町の子供たちの学力や生活習慣は全国平均に

近い状況ではありますが、課題は幾つも残されてお

ります。課題の解決とさらなる向上のために基礎基

本の定着をより重視し、それをもとにした応用力、

活用力を身につけさせる必要があると考えておりま

す。

また、わかりやすい授業の構築や学習時間、学習

習慣、生活習慣の定着、向上などを、学校、家庭、

地域の連携をさらに強化し、取り組んでまいりま

す。

そのため、当町の子供たちの状況を引き続き検証

していく上で、４月２１日実施予定の全国統一学

力・学習状況調査を今年度も行うとともに、各学校

において学力向上改善プランの確立や道徳教育の強

化、体力の強化を図り、そのための新たな指導計画

の作成や体力テストの実施などを推進してまいりま

す。

また、開かれた学校づくりと信頼される学校づく

りを目指し、外部評価の充実を図るとともに、教員

評価や研修活動の充実を図り、学校教育の直接の担

い手である教職員の資質能力の向上に努めてまいり

ます。
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さらに、本年度から「学習活動交付金」を予算化

し、学校長の裁量のもとに、新学習指導要領への対

応や特色ある学校づくりなどに積極的に取り組んで

まいります。

昨年度設置しました「学校教育アドバイザー」に

おいても、その活用範囲の拡大を図り、教育振興の

体制づくりを推進してまいります。

児童・生徒の指導等につきましては、いじめや不

登校、問題行動などが依然として後を絶たない社会

状況にありますが、当町においては、学校、家庭、

地域の努力と連携により、それらの事例は比較的に

少ない状況にあります。

しかしながら、それぞれの課題となる要素は存在

していることから、問題の早期発見、早期対応を含

め、子供たちの目線に立った教育相談体制の充実に

努めます。

引き続き、上富良野中学校には「心の教育相談

員」を配置し、生徒の悩みや相談の活動を通して問

題行動の未然防止などに努めてまいります。

さらに、「学校教育アドバイザー」も活用し、学

校との連携を強めながら問題解決に当たってまいり

ます。

また、自然体験や社会体験活動などを通したキャ

リア教育、環境教育、食に関する教育、さらには道

徳教育の充実を図り、コミュニケーション能力の向

上と自分や他を大切にする心、及びその実践力を育

ててまいります。

へき地・複式教育につきましては、地域の自然や

文化を活用した豊富な体験活動や、一人一人に目が

届きやすいという小規模校の最も大きな特性をもと

にした「個に応じた指導」により、学習や生活に確

実な効果を上げているところであります。

各地域において、児童生徒の減少傾向は続いてお

り、当町においても今後の大きな課題となります

が、教育の原点である「一人一人に応じた指導」、

「一人一人を大切にした指導」の充実を図り、さら

なる継続を目指してまいります。

また、江幌小学校においては、特認校として地域

と一体となった特色ある教育活動の推進に努めてま

いります。

特別支援教育については、障がいのある子供たち

一人一人の教育的ニーズに対応した指導を行い、今

後に向けた自立や社会参加がさらに促進されるよう

支援を行ってまいります。

個々のニーズに対応するには人的支援が重要であ

ることから、上富良野小学校と上富良野西小学校に

「特別支援教育指導助手」を継続して配置し、指導

体制の充実を図ってまいります。

また、上富良野町特別支援教育連絡協議会を通し

て関係者の連携や研修の機会を持ち、指導内容の充

実と指導力の向上を図ってまいります。

学校の危機管理については、子供たちを取り巻く

悲惨な事件・事故が後を絶ちません。

当町においては、学校での日常の校内点検励行と

教育委員会を含めた情報交換の機能を密にするとと

もに、住民会、町内会による登下校時の「見守りパ

トロール」を初めとする関係機関の協力のもと、地

域総ぐるみで子供たちの安全確保に努めてまいりま

す。

また、「上富良野の青少年健全育成をすすめる

会」、北海道教育委員会が委嘱している「スクール

ガード」、「地域生活安全協会」などとの協力体制

により、子供たちの事件・事故発生の予防に努めて

まいります。

教育環境の整備につきまして、本年度は上富良野

中学校校舎と西小学校体育館耐震化調査事業、東中

中学校の教育用コンピューターの更新と講堂の防音

機能復旧工事、上富良野小学校・東中小学校・上富

良野中学校機械室のアスベスト分析調査事業を主た

るものとして計画しております。

また、上富良野小学校の校舎改築に向けては、昨

年度実施した「耐力度調査」においては基準値を満

たしております。本年度においては、「耐震化調

査」を実施するなど多角的な対応を思索しながら、

安全で安心な学校環境の確立を目指し、重要な懸案

事項として今後も取り組んでまいります。

そのほか、各校の設備、備品及び教材教具などに

おいては、計画的に整備を進めてまいります。

学校給食につきましては、本年４月から「富良野

広域連合組織」による運営がなされますが、「自賄

い方式」による運営となることから、従来と同様に

食の安全を第一に考え、原材料などはできる限り地

場産品を取り入れ、「安心」で「おいしい」給食の

提供に努めてまいります。

また、食育の一環として行っている「お弁当持参

の日」は、家庭の協力、家庭の工夫など、親子のき

ずなの一つにつながるものとして、今後も継続して

まいります。

さらに、栄養士による学校訪問も継続して実施

し、食事の意味、栄養バランスの大切さ、食事のマ

ナーなどの指導を、学校での学級指導などとの連携

を図りながら充実を図ってまいります。

国際理解教育については、現在、姉妹友好都市で

ありますカナダ・アルバータ州カムローズ市から英

語指導助手を迎えて、学校教育、社会教育の両面で

小中学校の授業やサークル活動を通して国際理解教

育の推進を図るとともに、上富良野町とカムローズ

市との友好交流発展に努めているところでありま
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す。

さらに、新学習指導要領による、平成２３年度か

ら小学校５・６年生での新教科となる「外国語活

動」にも有効な活用、活躍の場を計画しているとこ

ろであります。

また、幼稚園、保育所への訪問や英会話教室など

を利用し、幼児も含めて町民の皆様が国際理解の輪

を広げていけるよう今後も努めてまいります。

なお、現在の英語指導助手につきましては、本年

７月までの任期となっておりますが、引き続きカム

ローズ市より後任者を迎え、これまでと同様の活動

をしていただく予定であります。

道立上富良野高等学校の振興については、現在、

間口に対しての生徒数の確保が年々厳しくなってい

る状況が続き、北海道教育委員会の公立高等学校配

置計画の内容からも、存続を危ぶむ声が多方面から

聞こえてくる現状であります。

地域に根差した高校の存在は、子供たちや当町に

とって大きな影響力を持っているものであります。

その上で、さらなる振興を目指し、高校や関係各位

のさまざまな努力をいただいているところではあり

ますが、少子化の影響が大きく影を落としているこ

とに苦戦を強いられている状況ともなっておりま

す。

高校では、英語技能、危険物取扱者、簿記、情報

処理などの検定や資格の取得に力を入れ、社会の即

戦力となる指導努力がなされており、当町としても

資格取得の受験料補助などを行い、就職や進学に有

利な高校づくりを支援しているところです。

今後とも、さらに有効な特色を持ち、地元はもと

より他市町村から多くの応募生徒が集まるよう「上

富良野高等学校教育振興会」及び「サポーターズク

ラブ」と連携した協力、援助を行ってまいります。

続きまして、社会教育の推進でございます。

社会教育の推進につきましては、公民館や図書

館、スポーツ施設などの社会教育施設を活用しなが

ら、町民一人一人が生涯にわたって自主的に学ぶ機

会を提供することにより、社会教育基本方針に定め

る「豊かな心と健やかな体を育み、うるおいある地

域づくりをめざす生涯学習の推進」を目指し、社会

教育行政を進めてまいります。

平成２０年度に策定された第７次社会教育中期計

画により、家庭、学校、地域社会の持つ教育機能の

充実や連携、融合を図る実践に努め、社会教育推進

目標に掲げられている具体的方策の実現を進めてま

いります。

家庭教育につきましては、家庭は子供たちが生活

に必要な基本的習慣を身につけ、調和のとれた心身

をはぐくむ場であり、教育の原点であります。

親子のきずなを深め、健やかな子育てを目指し、

家庭教育に関する学習機会や情報提供の充実を図

り、家庭教育学級や子育てサークルなどの活動を支

援してまいります。

また、毎月第３日曜日の「道民家庭の日」の啓発

や普及促進を図り、家庭教育力の向上に努めてまい

ります。

青少年教育についてでありますが、次代を担う青

少年のスポーツや文化活動の推進を図るため、子ど

も会やスポーツ少年団、青少年団体協議会などの自

主活動を尊重し、引き続き支援、協力を行ってまい

ります。

今年度は、姉妹都市である三重県津市へ小学生を

派遣し、研修と見聞を広め、国内交流を目的とした

青少年国内交流事業を進めてまいります。

また、学校の諸活動を支援する、地域のボラン

ティア活動となる「学校支援地域本部事業」を推進

するとともに、青少年を対象に、芸術鑑賞、各種学

習活動などによる家庭を離れて食事づくりや清掃な

どさまざまな日常生活体験などを通じ、地域の大人

たちとの交流の中から子供たちの生きる力と豊かな

心の育成に努めてまいります。

次に、放課後プラン事業につきましては、本年度

で３年目となり、保護者、学校、地域などに理解が

深まり、子供たちの放課後の安全で安心な居場所づ

くり事業として運営されています。

地域の方々の協力を得ながら学校及び保健福祉部

局と連携を図り、上富良野の子供たちを健全に守り

育てる事業として継続してまいります。

また、事業運営に当たっては、子供たちを見守り

育てる指導員の方々の協力が大きな支えであります

ので、ボランティアを含めて協力していただける方

の確保に努めてまいります。

成人・高齢者教育についてでありますが、成人の

学習活動については、自主的なサークル活動への支

援と各種学習機会や女性学級の開設などに取り組ん

でまいります。

引き続き、高齢者を対象に「いしずえ大学」を開

設し、健康で明るい生活を築くための学ぶ機会を提

供するとともに、生きがいづくりと社会参加の促進

を図ってまいります。

また、大学生が自主的に運営する自治会活動の支

援をしてまいります。

さらに、成人者や高齢者の方々が培った知識や技

能を各種の学習活動、体験活動に生かし、伝えてい

ただくなど積極的なかかわりの中で、学び合い支え

合う人づくり、まちづくりを進めてまいります。

文化芸術の振興につきましては、人々の心に安ら

ぎと潤いをもたらすことから、すぐれた美術展覧会
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や音楽、舞台芸術の公演などを、文化団体や愛好者

と連携し、すぐれた芸術、芸能、文化に触れる機会

の充実を図ってまいります。

また、町民の皆様が心の豊かさを求めて日常的に

練習を行っている文化芸術の発表の場として、子供

から大人までを対象とした総合文化祭を開催すると

ともに、自主的な発表の機会を支援し、地域文化の

継承と発展を目指してまいります。

図書館の運営につきましては、蔵書検索システム

の導入を行い、道立図書館や近隣図書館等との連携

を深めるとともに、利用者の利便の向上を図ってま

いります。

本年度は、国の緊急雇用創出事業により、上富良

野小学校と上富良野中学校の学校図書の電算入力を

実施し、図書館との蔵書の共有化を図ってまいりま

す。

子供たちの読書の拡大を図るため、児童書の蔵書

充実を図るとともに、本と触れ合う機会の拡大のた

め、各小学校へ出向く移動図書活動を進めてまいり

ます。

また、引き続き読み聞かせ活動など本を生かした

学習活動を行い、町民の皆様に親しまれる図書館の

運営を目指してまいります。

スポーツ振興についてでありますが、町民の皆様

の健康づくりを目指し、各種スポーツ大会の開催な

ど参加機会の拡大を図り、生涯にわたってスポーツ

に親しめるよう取り組みを進めてまいります。

そのために、スポーツを安全に正しいルールに

従って楽しく行ってもらうため、指導者の養成と人

材の確保に努めてまいります。

また、総合型地域スポーツクラブについては、町

民がいつでもどこでもスポーツを楽しむことができ

るように、町体育協会を初め関係団体との連携のも

と、「総合型地域スポーツクラブ」の設立と運営の

支援を行ってまいります。

社会教育施設につきましては、本年度は開拓記念

館外壁塗装、社会教育総合センターボイラー更新、

富原運動広場公園グラウンド芝生改修等を行い、施

設の適切な維持を図ってまいります。

また、社会教育施設につきましては、それぞれの

施設は建設から年数が経過していることから、適時

に補修や修繕を行い、施設の適切な維持管理に努め

てまいります。

以上、平成２１年度の教育行政の執行に関する主

要な方針について申し上げました。

本町の教育、文化、スポーツの振興と生涯学習社

会の構築に向けて、最善の努力を傾けてまいりま

す。

議員並びに町民皆様の御支援と御協力をお願い申

し上げまして、教育行政執行方針といたします。

平成２１年３月１２日、上富良野町教育委員会。

以上で、執行方針の説明を○議長（西村昭教君）

終わります。

続いて、各予算について説明を求めます。

初めに、一般会計予算について説明を求めます。

総務課長。

ただいま町長から、平○総務課長（服部久和君）

成２１年度におけます町政全般の執行について基本

的な方針、また、教育長からは教育行政の方針につ

きまして、それぞれに述べられました。その方針等

に沿いまして編成いたしました平成２１年度の各会

計予算のうち、まず一般会計予算の議決対象項目の

部分につきまして御説明をしてまいります。

それでは、各会計予算書の１ページをお開き願い

ます。

議案第１号平成２１年度上富良野町一般会計予

算。

平成２１年度上富良野町の一般会計の予算は、次

に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６６億１,１００万円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務

を負担する行為をすることができる事項、期間及び

限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

（地方債）。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表

地方債」による。

（一時借入金）。

第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、５億円と

定める。

２ページをお開きください。

第１表におきましては、款ごとの名称と予算額を

申し上げてまいります。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款町税、９億６,７２５万３,０００円。

２款地方譲与税、１億４,４９０万円。

３款利子割交付金、６７０万円。

４款配当割交付金、１００万円。

５款株式等譲渡所得割交付金、３０万円。

６款地方消費税交付金、１億３,２００万円。
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７款国有提供施設等所在市町村助成交付金、７,

８００万円。

８款自動車取得税交付金、２,５５０万円。

９款地方特例交付金、１,６８０万円。

１０款地方交付税、２７億３,６００万円。

１１款交通安全対策特別交付金、２５０万円。

３ページに移ります。

１２款分担金及び負担金、４億７,７８１万３,０

００円。

１３款使用料及び手数料、１億３,１８５万８,０

００円。

１４款国庫支出金、７億８,５６９万７,０００

円。

１５款道支出金、２億１,９７２万９,０００円。

１６款財産収入、１,２３４万７,０００円。

１７款寄附金、１,０００円。

１８款繰入金、１億４,８６７万円。

１９款繰越金、６,０００万円。

２０款諸収入、２億６,２５３万２,０００円。

２１款町債、４億１４０万円。

歳入合計が６６億１,１００万円でございます。

４ページをお開きください。

２、歳出。

１款議会費、５,３４０万３,０００円。

２款総務費、６億２,７８０万４,０００円。

３款民生費、８億２,２８７万２,０００円。

４款衛生費、６億５,７２９万４,０００円。

５款労働費、６８０万７,０００円。

６款農林業費、７億６,５０３万６,０００円。

７款商工費、１億７,４２２万７,０００円。

８款土木費、１０億８,００６万８,０００円。

５ページに移ります。

９款消防費、０円。

１０款教育費、３億１,９８８万８,０００円。

１１款公債費、１０億６,９４１万５,０００円。

１２款諸支出金、９４１万４,０００円。

１３款給与費、１０億４７７万２,０００円。

１４款予備費、２,０００万円。

歳出合計が６６億１,１００万円でございます。

６ページをお開きください。

６ページでは、債務負担行為を設定する５事案に

つきまして記載をしていますので、御説明を申し上

げます。

農業経営基盤強化資金利子補給につきましては、

事業期間に応じ債務負担行為を設定し、事業を進め

るものであります。

また、北２４号排水路支線整備事業、南部地区土

砂流出対策事業、東１線排水路整備事業、ヌッカク

シ富良野川支流整備事業につきましては、国庫債務

負担行為に基づき２カ年継続事業として取り進める

ことから、本町におきましても債務負担行為を設定

するものであります。

同じく６ページでは、平成２１年度の地方債の限

度額を、延べ６件で金額にして４億１４０万円と定

めた内容につきまして、各項目ごとに利率やその償

還方法等を記載しております。

特に、将来の財政見通しが大変厳しい状況にあり

ますことから、できる限り後年度負担の抑制を図る

ことに重点を置きまして、対象事業につきまして

は、継続的に取り進めている事案を中心に、その他

緊急性あるいは必要性の高い事案に絞りまして、地

方債を財源の一部として計画的に整備を図るもので

あります。

また、加えまして、国の地方財政対策で暫定措置

されてございます臨時財政対策債につきましても、

昨年に引き続き所要額を計上しております。

ここまで申し上げましたことが一般会計予算の議

決対象項目の説明でございます。

以上でございます。

次に、国民健康保険特別会○議長（西村昭教君）

計予算及び老人保健特別会計予算、並びに後期高齢

者医療特別会計予算について説明を求めます。

町民生活課長。

それでは、予算書○町民生活課長（田中利幸君）

の８ページをごらんいただきたいと思います。

議案第２号平成２１年度上富良野町国民健康保険

特別会計予算につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。

国民健康保険制度は、国民皆保険を支える重要な

制度でありますが、国民健康保険を取り巻く環境

は、少子高齢化の急速な進展や社会経済情勢の変化

などにより、制度的にも経済的にも大変厳しい状況

でありますことは御案内のとおりであります。

特に日本経済は、世界的な経済同時不況が過去に

経験したことのない規模で進行している中、今後は

保険税の収納の確保に支障を来すことが予想される

など、不安定な要素を抱えながらの運営を強いられ

ているところであります。

国におきましては、市町村の国保財政の安定化を

踏まえ、平成２０年度からは、高齢者医療制度を含

めた医療保険制度の抜本的な改革を行われていると

ころでありまして、また、国保保険者が定める実施

計画によりまして、特定健康診査、特定保健指導事

業を義務づけし、将来の医療費増加の抑制を図ろう

とするものであります。

本町におきましても、保健福祉課との綿密な連携

により有効な特定健康診査、特定保健指導を実施し

ながら健康づくり対策を推進するとともに、医療費
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の抑制に努めてまいるところであります。

平成２１年度の国民健康保険特別会計につきまし

ては、保険給付費は平成２０年度実績見込みから前

年比約５.５％減を計上しておりますが、課税所得

の落ち込み等から、保険税収入の減少及び診療報酬

支払基金からの交付金の減少等の見込みから、財政

調整基金２,６００万円を支消して充当することで

対応しようとするところであります。

一方、平成２１年度の介護納付金につきまして

は、本町においては前年に比べ２号被保険者数の減

少など減額が見込まれますが、国におきましては、

課税所得の伸び悩みなどにより中間所得層の負担が

これ以上過度とならないよう、平成２１年度地方税

法改正で、現行限度額９万円を１万円増額して１０

万円とする税制改正が行われる予定であり、本町に

おきましても、これらの改正を予定しているところ

であります。

以上によりまして、平成２１年度国民健康保険特

別会計予算規模を、前年度当初予算比３.２％減の

１３億４,８４７万８,０００円としようとするとこ

ろであります。

それでは、以下、議案の朗読をもちまして説明と

いたします。

議案第２号平成２１年度上富良野町国民健康保険

特別会計予算。

平成２１年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１３億４,８４７万８,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、３億円と定

める。

（歳出予算の流用）。

第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。

(1)保険給付金の各項に計上した予算額に過不足

を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の

各項の間の流用。

９ページをごらんください。

歳入歳出予算につきましては、議決項目の部分に

つきまして御説明を申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款国民健康保険税、２億７,８７３万８,０００

円。

２款国庫支出金、３億５９３万６,０００円。

３款療養給付費交付金、４,９１７万６,０００

円。

４款前期高齢者交付金、３億４,７２３万円。

５款道支出金、６,０５３万４,０００円。

６款共同事業交付金、１億４,７９０万５,０００

円。

７款財産収入、１,０００円。

８款繰入金、１億３,７５０万７,０００円。

９款繰越金、２,０００万１,０００円。

１０款諸収入、１４５万円。

歳入合計といたしまして、１３億４,８４７万８,

０００円となります。

１０ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費、４,９０９万８,０００円。

２款保険給付費、８億７,４７９万３,０００円。

３款後期高齢者支援金等、１億５,３７２万９,０

００円。

４款前期高齢者納付金等、４９万２,０００円。

５款老人保健拠出金、４９４万４,０００円。

６款介護納付金、６,２２７万５,０００円。

７款共同事業拠出金、１億８,１９４万１,０００

円。

８款保健事業費、１,７２２万円。

９款基金積立金、１,０００円。

１０款公債費、２０万円。

１１款諸支出金、７５万３,０００円。

１２款予備費、３０３万２,０００円。

歳出合計といたしまして、１３億４,８４７万８,

０００円となります。

次に、議案第３号平成２１年度上富良野町老人保

健特別会計予算につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。

１２ページをごらんいただきたいと思います。

老人保健特別会計は、平成２０年度から後期高齢

者医療制度に移行いたしましたことから、平成２１

年度予算につきましては、過誤給付金及び遅延請求

の清算分についてのみ予算措置をするものであり、

これらの必要経費として１,２１０万８,０００円を

計上したところであります。

また、この会計につきましては、今後も過年度の

清算事務などの処理があることから、平成２２年度

まで継続することとなります。

それでは、以下、議案の朗読をもちまして説明と

いたします。

議案第３号平成２１年度上富良野町老人保健特別

会計予算。
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平成２１年度上富良野町の老人保健特別会計の予

算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１,２１０万８,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

１３ページをごらんください。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款支払基金交付金、６０４万１,０００円。

２款国庫支出金、４００万円。

３款道支出金、１００万円。

４款繰入金、１０６万４,０００円。

５款繰越金、１,０００円。

６款諸収入、２,０００円。

歳入合計といたしまして、１,２１０万８,０００

円となります。

１４ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費、６万４,０００円。

２款医療諸費１,２０４万１,０００円。

３款諸支出金、３,０００円。

歳出合計といたしまして、１,２１０万８,０００

円となります。

次に、議案第４号平成２１年度後期高齢者医療特

別会計予算につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。

１５ページをごらんいただきたいと思います。

後期高齢者医療制度につきましては、高齢者の医

療の確保に関する法律に基づきまして、平成２０年

４月１日より北海道後期高齢者医療広域連合が運営

主体となり実施され、町では政令で定めるところに

より、後期高齢者の医療に関する歳入、歳出につい

て後期高齢者医療特別会計を設け、保険料等の負担

金、事務費負担金等について予算計上し、執行する

ものであります。

なお、保険料につきましては、平成２１年度より

新たな低所得者に対する軽減措置等が実施されます

ことから、対象者には混乱が生じないように十分な

周知と説明をしてまいります。

それでは、以下、議案の朗読をもちまして説明と

いたします。

議案第４号平成２１年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計予算。

平成２１年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ９,０８４万１,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

１６ページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款後期高齢者医療保険料、５,９３２万９,００

０円。

２款使用料及び手数料、１,０００円。

３款繰入金、３,１１７万８,０００円。

４款繰越金、１,０００円。

５款諸収入、３３万２,０００円。

歳入合計といたしまして、９,０８４万１,０００

円となります。

１７ページをごらんください。

２、歳出。

１款総務費、９３万８,０００円。

２款広域連合納付金、８,９５７万円。

３款諸支出金、３３万１,０００円。

予備費、２,０００円。

歳出合計といたしまして、９,０８４万１,０００

円となります。

以上で説明といたします。

暫時休憩といたします。○議長（西村昭教君）

───────────────

午前１０時２２分 休憩

午前１０時４５分 開議

───────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

次に、介護保険特別会計予算について説明を求め

ます。

保健福祉課長。

それでは、議案第○保健福祉課長（岡崎光良君）

５号平成２１年度上富良野町介護保険特別会計予算

につきまして、その概要を御説明申し上げます。

１８ページをお開きください。

上富良野町介護保険特別会計予算につきましての

御説明を申し上げます。

平成２１年度は、第４期介護保険事業計画の初年

次に当たり、これまでの第３期計画に引き続き、介

護保険事業の基本理念であります、高齢者が住みな

れた地域で安心して暮らせるよう介護予防に力を注

ぐとともに安定したサービスの提供に努め、効果的

な事業運営を目指してまいります。

介護保険事業の基礎的事項であります高齢者人

口、また要介護認定者数は、前期計画に比べ増加し

ており、介護サービス給付面においても増加する見

通しであります。また、国において、制度発足以来
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初めて介護報酬が３％増加改定されることとなり、

給付額の増加要因の一つになっております。

以上のことから、第４期計画においては、第１号

被保険者保険料は３,６００円とするよう提案させ

ていただきます。

平成２１年度予算上におきまして、前年対比８,

３０１万４,０００円増の７億５,２２７万４,００

０円、率にいたしまして１２.４％増の予算計上と

しております。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第５号平成２１年度上富良野町介護保険特別

会計予算。

平成２１年度上富良野町の介護保険特別会計の予

算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ７億５,２２７万４,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（歳出予算の流用）。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）、保険給付費の各項に計上した予算額に過

不足を生じた場合における同一款内でのこれら経費

の各項の間の流用。

次に、１９ページをごらんください。

款ごとの予算額を申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款介護保険料、１億１,５８２万３,０００円。

２款分担金及び負担金、８６万１,０００円。

３款国庫支出金、１億７,２２０万２,０００円。

４款道支出金、１億３６８万８,０００円。

５款支払基金交付金、２億６２６万８,０００

円。

６款財産収入、１,０００円。

７款繰入金、１億４,７２５万８,０００円。

８款繰越金、２００万円。

９款諸収入、４１７万３,０００円。

歳入合計額、７億５,２２７万４,０００円。

次に、２０ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費、５,０７１万９,０００円。

２款保険給付費、６億８,３６７万１,０００円。

３款地域支援事業費、１,６６７万８,０００円。

４款特別給付費、２０万円。

５款基金積立金、１,０００円。

６款諸支出金、５,０００円。

７款予備費、１００万円。

歳出合計額、７億５,２２７万４,０００円であり

ます。

以上、説明といたします。

次に、ラベンダーハイツ事○議長（西村昭教君）

業特別会計予算について説明を求めます。

ラベンダーハイツ所長。

議案第６○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君）

号平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特

別会計予算の概要について申し上げます。

予算の総額につきましては、前年対比６７０万

円、率にしますと２.４％増の２億８,５５０万円と

なったところでございます。

歳入のサービス収入につきましては、２０年度の

利用実績を基本としまして、第４期介護保険報酬改

正状況など今後の利用状況を十分勘案しまして、歳

入の予算を計上したところでございます。

歳出につきましては、利用者増による効率的な経

常経費の計上と介護業務の負担軽減、入所者の安

心・安全確保を図るための備品購入、また、施設整

備では、施設整備基金を充てまして、ホール南側

サッシの改修工事並びに屋根の塗装工事を計画し、

施設の延命を図るよう歳出の予算を計上したところ

でございます。

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。

２１ページをお開きください。

議案第６号平成２１年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算。

平成２１年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２億８,５５０万円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、１,００

０万円と定める。

次のページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款サービス収入、２億７,４２８万４,０００

円。

２款使用料及び手数料、１万４,０００円。

３款寄附金、１,０００円。

４款繰入金、８００万円。

５款繰越金、３００万円。
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６款諸収入、２０万円。

７款財産収入、１,０００円。

歳入合計、２億８,５５０万円。

２３ページをごらんいただきたいと思います。

２、歳出。

１款総務費、１億７,３６２万５,０００円。

２款サービス事業費、９,３３９万１,０００円。

３款施設整備費、１,１７０万円。

４款基金積立金、１,０００円。

５款公債費、６６８万３,０００円。

６款予備費、１０万円。

歳出合計、２億８,５５０万円となります。

以上、議決項目対象について、説明とさせていた

だきます。

次に、簡易水道事業特別会○議長（西村昭教君）

計予算及び公共下水道事業特別会計予算、並びに水

道事業会計予算について説明を求めます。

建設水道課長。

まず、議案第７号○建設水道課長（北向一博君）

平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算

の概要を申し上げます。

２４ページをお開きください。

歳入歳出とも前年度比４,９２２万４,０００円、

率にして４８.３％の減額で、総額５,２６３万５,

０００円となっています。

主な増減要素としましては、歳入においては、工

事量減を反映して、一般会計繰入金、雑入の移設補

償費、簡易水道債の減額が上げられます。歳出で

は、補償金免除繰り上げ償還の条件となっている経

営健全化に対応するため、簡易水道事業支弁の職員

人件費を一般会計支弁に変更したこと、補償工事の

予定がないことによる前年度比全額減、また、公債

費においては、補償金免除繰り上げ償還を行わない

ことによる減額となっております。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第７号平成２１年度上富良野町簡易水道事業

特別会計予算。

平成２１年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ５,２６３万５,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、２,００

０万円と定める。

次のページに移ります。

第１表、歳入歳出予算。

款ごとの予算額のみ申し上げます。

１、歳入。

１款使用料及び手数料、１,５９４万９,０００

円。

２款繰入金、３,６６８万４,０００円。

３款繰越金、１,０００円。

４款諸収入、１,０００円。

歳入合計、５,２６３万５,０００円となります。

次のページをお開きください。

２、歳出。

１款衛生費、１,４７３万１,０００円。

２款公債費、３,７９０万３,０００円。

３款繰出金、１,０００円。

歳出合計、５,２６３万５,０００円となっており

ます。

続きまして、議案第８号平成２１年度上富良野町

公共下水道事業特別会計予算の概要を申し上げま

す。

２７ページになります。

予算規模につきましては、前年度比１億４,１１

６万４,０００円、率にして２２.０％の増額となっ

ており、予算総額は７億８,４０１万６,０００円と

なっております。

増額の主な要因は、補償金免除繰り上げ償還を借

りかえ主体により実施するため、歳入において町債

を増額、歳出においては償還元金を増額するもので

ございます。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第８号平成２１年度上富良野町公共下水道事

業特別会計予算。

平成２１年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ７億８,４０１万６,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表

地方債」による。

（一時借入金）。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、４億８,

０００万円と定める。
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次のページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算。

款ごとの予算額のみ申し上げます。

１、歳入。

１款分担金及び負担金、２２６万円。

２款使用料及び手数料、１億３,６３６万５,００

０円。

３款国庫支出金、７５０万円。

４款繰入金、１億６,５８８万８,０００円。

５款繰越金、１,０００円。

６款諸収入、１０万２,０００円。

７款町債、４億７,１９０万円。

歳入合計、７億８,４０１万６,０００円となりま

す。

次のページになります。

２、歳出。

１款下水道事業費、１億１,３５９万４,０００

円。

２款公債費、６億６,９９２万１,０００円。

３款繰出金、１,０００円。

４款予備費、５０万円。

歳出合計、７億８,４０１万６,０００円となって

おります。

続きまして、裏面、３０ページ。

第２表、地方債。

公共下水道事業（一般分）、公共下水道事業（資

本費平準化分）、公共下水道事業（特別措置分）、

公共下水道事業（繰上償還借換分）、それぞれ限度

額９５０万円、７,３９０万円、２,３２０万円、３

億６,５３０万円となっております。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第９号平成２１年度上富良野町

水道事業会計予算につきまして、初めに予算の概要

を申し上げます。

３１ページになります。

まず、収益的収入及び支出につきましては、予算

総額は１億６,９０５万１,０００円で、前年度比４

５９万７,０００円の減、率にして２.６％の減と

なっております。

減額の要因としましては、歳入では、給水収益に

おいて、節水型の社会、少子高齢化等により減少傾

向にあることから減収見込みとしております。ま

た、一般会計からの拡張事業分の償還金等で繰り入

れ減となったことが主なものです。次に、歳出で

は、諸費目で微増傾向の中で、償還金免除繰り上げ

償還と借りかえ効果などにより、利息支払いが減額

になったことが大きな要因となっております。

次に、資本的収入及び支出につきましては、収入

が１億７,５３７万円で前年対比６,７６４万円の

増、率にしますと６２.８％の増、また、支出で

は、２億５,４０６万円、前年対比４,０５６万３,

０００円の減、率にしますと１３.８％の減となっ

ております。

減額の要因は、借入利子負担の軽減を図るための

補償金免除繰り上げ償還において、財源を借換債に

より調達するためによる歳入の増、歳出では、償還

額が前年度比減額となることが主なものとなってお

ります。

また、資本的収入が資本的支出に対し不足する額

７,８６９万円は、過年度分損益勘定留保資金６,７

３６万円と繰越利益剰余金処分額１,１３３万円で

補てんする内容となっています。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第９号平成２１年度上富良野町水道事業会計

予算。

（総則）。

第１条、平成２１年度上富良野町の水道事業会計

の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）。

第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）、給水戸数、４,１１３戸。

（２）、年間総給水量、８５万１,５５０立方

メートル。

（３）、１日平均給水量、２,３３３立方メート

ル。

（収益的収入及び支出）。

第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

収入。

第１款水道事業収益、１億６,９０５万１,０００

円。

第１項営業収益、１億６,４８４万円。

第２項営業外収益、４２１万１,０００円。

支出。

第１款水道事業費用、１億６,９０５万１,０００

円。

第１項営業費用、１億２,７８３万３,０００円。

第２項営業外費用、２,９２６万８,０００円。

第３項特別損失、１,０００円。

第４項予備費、１,１９４万９,０００円。

（資本的収入及び支出）。

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

７,８６９万円は、過年度分損益勘定留保資金６,７

３６万円、繰越利益剰余金処分額１,１３３万円で

補てんするものとする。）
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収入。

第１款資本的収入、１億７,５３７万円。

第１項企業債、１億７,４６７万円。

第２項負担金、７０万円。

支出。

第１款資本的支出、２億５,４０６万円。

第１項建設改良費、３,２７６万１,０００円。

第２項企業債償還金、２億２,１２９万９,０００

円。

次ページをお開きください。

（企業債）。

第５条、企業債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

繰上償還借りかえ分の上水道事業債として、限度

額１億７,４６７万円でございます。

（議会の議決を経なければ流用することができな

い経費）。

第６条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。

（１）、職員給与費、３,７１５万５,０００円。

（他会計からの補助金）。

第７条、水道事業運営のため、一般会計からこの

会計へ補助を受ける金額は、４２０万４,０００円

である。

（たな卸資産購入限度額）。

第８条、たな卸資産の購入限度額は、１,００４

万１,０００円と定める。

以上で説明を終わります。

次に、病院事業会計予算に○議長（西村昭教君）

ついて説明を求めます。

町立病院事務長。

議案第１０号平○町立病院事務長（大場富蔵君）

成２１年度上富良野町病院事業会計予算につきまし

て、概要について御説明申し上げます。

３３ページをお開きいただきたいと思います。

予算の規模につきましては、第３条予算の収益的

収入及び支出につきましては８億６,１５２万６,０

００円、前年比６,２３３万５,０００円、７.８％

の増となりました。

収益につきましては、平成２０年度の実績見込額

をもとに見積もったものでございます。老人保健施

設事業収益を新たに予算計上したところでございま

す。

費用につきましては、健全経営を目指し、費用の

節減に努め計上したところでございます。老人保健

施設事業費用を新たに計上したところでございま

す。

次に、第４条予算、資本的収入及び支出ですが、

３,４０５万１,０００円、前年比２,２５０万円、

３９.８％の減となりました。

収入におきましては、企業債償還金が大幅に減少

となることから、それに伴う町出資金の減が主なも

のでございます。

医療器械の更新整備とボイラーの改修につきまし

ては、特定防衛施設周辺整備調整交付金１,８００

万円を充てることで予定をしてございます。

支出につきましては、収入で説明させていただい

たように、企業債償還金が大幅に減となっていると

ころでございます。

看護師奨学資金につきましては、看護師を目指し

ている者２名の資金貸付でございます。

これらのことから、病院事業の予算総額は８億

９,５５７万７,０００円、前年比３,９８３万５,０

００円、４.７％の増となったところでございま

す。

なお、一般会計からの繰入金は、収益的収入の負

担金補助金で１億９,９０９万３,０００円、資本的

収入の出資金で１,６０５万１,０００円、合わせた

繰入金総額は２億１,５１４万４,０００円、前年対

比で２,６４１万６,０００円、１０.９％の減と

なっているところでございます。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第１０号平成２１年度上富良野町病院事業会

計予算。

（総則）。

第１条、平成２１年度上富良野町の病院事業会計

の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）。

第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。

(1)業務量。

イ、病床数、一般病床４４床。

ロ、定員数、老人保健施設入所２８名。

ハ、患者数、年間４万４,４６９人、１日平均１

６８人。入院患者、一般病床、年間１万１,３１５

人、１日平均３１人。外来患者、年間３万３,１５

４人、１日平均１３７人。

ニ、入所者数、老人保健施設、年間１万２２０

人、１日平均２８人。

（収益的収入及び支出）。

第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

収入。

第１款病院事業収益、８億６,１５２万６,０００

円。

第１項医業収益、６億１,０８４万２,０００円。

第２項医業外収益、１億３,０６８万４,０００
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円。

第３項老人保健施設事業収益、１億２,０００万

円。

支出。

第１款病院事業費用、８億６,１５２万６,０００

円。

第１項医業費用、７億３,８８０万１,０００円。

第２項医業外費用、２７１万４,０００円。

第３項老人保健施設事業費用１億２,０００万

円。

第４項特別損失、１,０００円。

第５項予備費、１万円。

（資本的収入及び支出）。

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

収入。

第１款資本的収入、３,４０５万１,０００円。

第１項出資金、１,６０５万１,０００円。

第２項補助金、１,８００万円。

支出。

第１款資本的支出、３,４０５万１,０００円。

第１項企業債償還金、９３７万１,０００円。

第２項建設改良費、２,３００万円。

第３項奨学資金貸付金、１６８万円。

次のページをごらんください。

（一時借入金）。

第５条、一時借入金の限度額は、３億円と定め

る。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）。

第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。

(1)医業費用と医業外費用との間。

（議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。

第７条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。

(1)職員給与費、５億５,９１９万６,０００円。

(2)交際費、３０万円。

（他会計からの補助金）。

第８条、企業債償還金利子及び特殊経費に充てる

ため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

６,７４２万３,０００円である。

（たな卸資産購入限度額）。

第９条、たな卸資産の購入限度額は、１億２,７

８２万５,０００円と定める。

（重要な資産の取得及び処分）。

第１０条、重要な資産の取得及び処分は、次のと

おりとする。

１、取得する資産。

種類、医療器械。

名称、Ｘ線一般撮影装置ほか。

数量、一式。

以上が議決事項でございます。

以上で説明といたします。

以上で、議案の説明を終わ○議長（西村昭教君）

ります。

これより、質疑に入ります。

町長及び教育長の行政執行方針に基づいて各会計

予算が提案されておりますが、この質疑は、先ほど

町長及び教育長の行政執行方針の概要についてのみ

の質疑といたします。

また、質疑の回数は、議会運営に関する先例によ

り、１人１回限りといたしたいと思います。

これより、質疑をお受けいたします。

２番村上和子君。

町長の執行方針に対しまし○２番（村上和子君）

て、二、三、御質問をさせていただきたいと思いま

す。

まず、７ページにあります緊急雇用対策の創出事

業でございますが、国とか道のほうから対策が出さ

れているのですけれども、この対策に基づいて１５

名ぐらいの雇用が生まれるわけなのですけれども、

期間が二、三カ月から６カ月以内とかということ

で、もう少し町として援助したものにならないの

か、また、相談窓口を設けるなどして、町独自の、

もう少し多くの雇用の創出ができないものかと、こ

ういったところをお尋ねしたいと思います。

それから、８ページの日の出公園の計画的な整備

についてでございますが、昨年、臨時駐車場の農地

の問題がありまして、やっぱり町民も、このことに

ついてはだんだん承知をしております。

また、この公園については、第４次総合計画、平

成１０年あたりから１０年かけまして、３年ごとに

計画をつくりまして、日の出フラワーゾーンとかい

ろいろな取り組みをしてまいりました。また、大変

お金もつぎ込んできております。

そこで、評価は、第４次総合計画におきまして、

これについてはＣだと。それで、実施不足である

と。これらについてまた、第４次総合計画でやり残

しているものもたくさんございます。

この公園につきましては、第４次総合計画でやっ

たものを見直しをして、また再び魅力のある公園に

ということでございますが、やっぱりお金も多くか

かることですので、町民懇談会とか、やっぱり広く

町民の声を取り込んでいってもらいたいと。

町長はどのような公園を描いておられるのか、町



― 43 ―

長のお考えをお聞きしたいと思います。

それから、３点目につきましては、１１ページで

すか、上富良野小学校につきましては、耐力度では

まだ大丈夫だということで、基準値を満たしている

という結果が出ました。これから耐震診断をすると

ころですけれども、こうなりますと、耐震度が０.

３以下、この基準を切るとなりましたら、今度、こ

れからの上富良野小学校をどうするかという、建築

に関しましては、ちょっと、耐力度は大丈夫だ、耐

震度はちょっとだめだと、こうなりましたときに、

どのような計画が、この上富良野小学校改修という

ような感じになりますのか、そこら辺のことも

ちょっとお尋ねしたいと思います。

以上でございます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

ただいま２番村上議員のお○町長（向山富夫君）

尋ねの点について御答弁申し上げたいと思います

が、まず、雇用の点に関しましてですが、議員御案

内のとおり、大変、今、雇用状況は非常に逼迫して

きている実態にございます。特に当町におきまして

も、電子部品産業等もございまして、非常に深刻な

状況だということは私も認識しているところでござ

います。

そういう点を含めまして、実は先般の議会でも御

承認賜りましたように、国の緊急的な雇用対策、あ

るいは活性化事業等の制度をフルに活用いたしまし

て、公共事業の前倒し、あるいは極力建設事業等

に、予算配分に意を用いまして、雇用が確保される

ような、そういう手だてはいたしているつもりでご

ざいます。

それで十分かどうかということは、これはまた、

よく検証してみないとわかりませんが、町として現

在とり得る緊急的な対策は講じさせていただいてい

るというような認識をしているところでございま

す。

今後の動向につきましてはまた、新年度予算の中

でもさらにそういう配慮をしておりますので、極力

雇用増につながるようなことは認識してまいりたい

というふうに考えております。

次に、日の出公園の件についてでございますが、

御案内のように、日の出公園は本当に、全道的、全

国的に名の知れ渡りました公園として定着してまい

りました。

他方、町民のための憩いの場としても、これまた

重要な位置づけをしておりまして、日の出公園の今

後のあり方としましては、私の認識といたしまして

は、これからも日の出公園については重要な町の基

幹の観光の場所という、あるいは都市公園としての

位置づけをきちんと明確にしてまいりまして、町

民、さらには多くの観光客それぞれが十分に活用し

ていただける公園に整備をする諸対応をしていきた

いというふうに考えているところでございます。

それから、町民の声をぜひ聞いてほしいというこ

とでございますが、これはもう当然のことでござい

まして、実際、具体的な整備計画を持つ段階におき

ましては、当然そういう手法も講じてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。

それから、３点目のお尋ねでございます上小の校

舎の今後のことについてでございますが、私も非常

に、上小の今後のあり方については重要な課題だな

というふうに認識しております。

先ほどお話がありましたように、耐力度調査にお

きましては、何とか基準を満たしているというよう

な数値を持っているわけでございますが、耐震に関

しましては、これから調査をするということで、平

成２１年度において調査をしてまいりますが、その

結果いかんによっては大きな改修を必要とするよう

なことも想定される部分がございますので、これを

あわせて町の中長期の財政計画との整合性も図らな

ければなりませんが、やはり安全を守るということ

は何にも増して重要な位置づけでございますので、

耐震診断の結果を踏まえまして大きな決断をしなけ

ればならないことも予想されるのかなと、そういう

認識でございます。

以上でございます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

１３番長谷川徳行君。

１１ページの自衛隊の○１３番（長谷川徳行君）

ことについて。

御案内のとおり、一六防衛大綱で戦車、重火砲の

削減が決められまして、前期の中期防衛計画でもそ

の削減は目に見えており、今回、２１年に後期の中

期防衛計画が作成されると思います。

もう上富良野の自衛隊におきましては、１０４特

科大隊並びに第２戦車連隊が改編の動きに入ってお

ります。

そのような中、削減阻止に向けての考えもよろし

いのですが、現状維持、または今の自衛隊駐屯地の

規模を上回るような増員の対案が必要だと思いま

す。それに対して町長のお考えがあれば、お伺いし

たいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１３番長谷川議員の、駐屯○町長（向山富夫君）

地の削減問題に対します御質問にお答えさせていた

だきます。

議員御案内のとおりでございます。私も前町長か

ら引き継ぎまして、自衛隊の削減阻止要望活動を展

開しておりますが、さきに議員の皆さん方にお知ら
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せいたしましたとおり、大変、現状といたしまして

は厳しい状況であるということは、もう否めませ

ん。

特に駐屯地の現状維持につきましては、既に陸幕

を通じまして制服の関係者等にさまざまな御支援を

いただいたり、あるいは情報をいただいたりしてお

りますが、現在のところ、私が知り得る状況の中で

は、戦車、あるいは火砲等の重装備の部分につい

て、非常に今、削減の対象の矢面に立たされている

というような状況を伺っております。

そういった流れが、現在はもう既に官邸サイドに

移りまして、非常に、私どものもう手の届きにくい

ところに行っているというような状況もございます

が、しかし、依然として、町を守る者といたしまし

ては、部隊の仕組みはともかく、総体としての隊員

の削減は何としても避けて通りたいと。

よって、今、議員お話しのように、新しい部隊の

編成だとか、そういったさまざまな形を要望して、

これからも削減が少しでも食いとめられるように、

沿線地域皆さんの御協力を賜りながら展開してまい

りたいと考えている次第でございます。

既に大きな阻止活動に向けまして今、４月以降の

活動に対しまして準備をしているところでございま

すので、ぜひ、また議員の皆さん方にも御支援を賜

りながら、要望活動、阻止活動を展開してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願い申し上げ

ます。

以上でございます。

１１番渡部洋己君。○議長（西村昭教君）

教育長にお聞きしたいと○１１番（渡部洋己君）

思います。

９ページ、文化芸術の振興ということでお尋ねし

たいと思います。

この中で、毎年１１月３日を中心に文化祭が開か

れまして、私も行ったときに、町民の皆さん方が展

示された芸術ですか、これは非常に立派なものがた

くさん展示されておりました。町民の方からも、こ

れはぜひ長期間にわたってどこかで展示してほしい

という意見もあったりして、本当に、そういう話を

聞きます。

それと、ここに総合文化祭を開催するとともに自

主的な発表の機会を支援し、地域文化の継承と発展

を目指してまいりたいと、こうあるので、何かそこ

ら辺の考えがあれば、ちょっとお聞きしたいなと

思って、お願いいたしたい。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

１１番渡部議員の御質問○教育長（北川雅一君）

にお答えをさせていただきたいと思います。

毎年、総合文化祭、町民の方々の発表の場とし

て、一定の期間を設置させていただいております。

あくまでも一つの町の行事としての展開の仕方は

その期間でございますけれども、町民の皆さん、一

つの団体、どういう形が一番いいのかわかりません

けれども、一つの団体としてもし扱うのであれば、

いろいろな、各方面、施設にございますので、ある

一定の期間、皆さんに見ていただく機会というのは

十分にとれるのかなというふうに私たちも考えてお

りますので、大いにもしそういう発表の場を望むの

であれば、私どもでそちらのほうも御支援していき

たいというふうに考えておるところでございます。

以上です。

３番岩田浩志君。○議長（西村昭教君）

町長の執行方針について、○３番（岩田浩志君）

何点かお伺いをいたします。

まず、４ページの４行目、町営バスについて

ちょっとお伺いをしたいと思います。

ここで、交通弱者など利用者サイドの視点に立っ

て、その見直しに着手していきたいというふうなこ

とを書いてありますけれども、確かに町立病院にお

いては、今後、待合室にいてバスに乗れるような方

向も考えているというお話も聞いておりますけれど

も、この部分について、町長がほかにもそういった

構想を考えておられるのであれば、ちょっとお聞か

せ願いたいと思います。

それから、次に、５ページの下から６行目の、当

町の救急医療についてということで、これから協会

病院に対して、その応分の負担をしていきたいとい

うふうなことが書かれてありますけれども、これま

でこういった取り組みがなかったかなというふうに

とらえておりますけれども、この部分について説明

をお願いしたいと思います。

それから、９ページから１０ページにわたってコ

ンパクトな市街地形成とありますけれども、これま

でも駅前開発といったことで、商工会に対してある

一定の研究費等々の助成をしてきているかなと思う

のですけれども、この部分について、コンパクトな

市街地形成ということでの構想をちょっと、お伺い

をしたいと思います。

それからもう１点、１１ページに行財政改革プラ

ンということで、現在、組織機構において、スタッ

フ制ということで、管理職以外はスタッフ制の中で

行政運営を行ってきております。そのような中で、

職員の中からもスタッフ制について、非常に仕事が

しづらいと、十分機能していないのではないかと

いった声も多々聞かれます。新町長として、今後、

人事が目の前に控えておりますけれども、そういっ

た機構改革について、どのような構想をお持ちなの

か、お聞かせ願いたいと思います。
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以上です。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

３番岩田議員のお尋ねにつ○町長（向山富夫君）

いてお答えさせていただきたいと思います。

まず、１点目でございますが、町営バスの点でご

ざいますが、実は今、町立病院の待合所でバスの待

ち合いができないかと、そういうような提案もお伺

いしたわけでございますが、実はことし、町営バス

そのものが、果たして利用者の利便にかなっている

かどうかということで、ことし１年かけて、しっか

り一回検証し直して、そして本当に今のような運行

体制が町民の足の確保に十分貢献しているかどうか

ということを、ぜひ、ことしは一度、しっかり根っ

こから見直そうというようなことを今指示しており

まして、今、岩田議員のほうから御提示のありまし

たような、そういったことも含めまして、本当に利

用者のためになる交通手段はどうあるべきかという

ことを再構築する年にしたいというふうに考えてお

りますので、ぜひ御理解賜りたいと、待合所等につ

きましては、そういった中でまた議論がされると思

いますので、そういうような取り組みにことしは進

めてまいりたいというふうに考えております。

次に、救急体制の点でございますが、実は現在ま

で、休日の救急体制につきましては、富良野市内の

個人病院が持ち回りにおきまして、当番病院という

ふうに言っていると思いますが、救急診療に当たっ

ていただいているところでございますが、現在開院

されております病院の院長先生方が、非常に、

ちょっと、使うことはどうかと思いますけれども、

高齢化を迎えております先生方が大分出てきたとい

う富良野医師会からの要望がございまして、さら

に、いろいろな、当番医として救急患者を受け入れ

るためには、それなりのスタッフも終日待機させて

おかなければならない、そういったさまざまな課題

が出てきました。

そういったことから、新しい対応方法はないかと

いうことで、医師会と協会病院とで協議がなされま

して、当番医制度はそのまま残すといたしまして、

それぞれの先生が協会病院へ行って診療していただ

くというような仕組みにことしの４月から変えよう

ということで、協会病院ですべての１次救急を受け

るというような体制にこの４月から変わりまして、

実は当町からも、その大半が小児科にかかわる診療

が多いというふうに聞いておりますが、そちらを今

度は協会病院のほうにゆだねることになりまして、

新たに救急体制を整えるための運営費等の経費の一

部をそれぞれの沿線町村で負担し合おうという協議

が整いまして、新たな負担をさせていただくという

ような仕組みになったところでございます。

それから、３点目のコンパクトな市街地形成とい

うことにつきましてですが、実は、御案内のよう

に、当町もかつてほど市街地の輪がどんどん外へ広

がっていくというような状況では現在なくなってき

ていることは御案内のとおりでございますが、そう

いう意味におきまして、今後、それをさらに、周辺

を外へ広げるというような誘導ではなくて、現在の

市街地が形成されている中に凝縮して、市街地とい

うものを今後形成していくことによって、下水道だ

とか、あるいは上水道だとか、道路も含めまして、

そういったインフラ整備が集中的にできるのではな

いかと。投資経費に対しまして効果も高まってくる

というようなことで、どんどん輪を広げていくよう

な市街地形成ではなくて、むしろ中心地に寄ってく

るような、そういうコンパクトな市街地形成もこれ

からは検討していきたいというふうに私は考えてお

りまして、そういうような誘導をすることに取り組

んでみたいというふうに考えているところでござい

ます。

それから、役場庁内の機構のあり方についてでご

ざいますが、現在、スタッフ制で行われておりま

す。議員御指摘のように、やはり一つの制度を長く

続けておりますと当然、功罪両方生まれてくるわけ

でございまして、私も実は、スタッフ制度というも

のが、一方では定着しておりますけれども、一方で

はやはり、スタッフ制によります、ちょっと行き届

かない、そういう負の部分もあるということも職員

の間から聞いておりますし、ことし一年、集中改革

プランを１年延長することにしておりますので、そ

ういった機構のあり方についても再検討して、ス

タッフ制を今後も継続していくことがベストなの

か、そこら辺もあわせて検討させていただきたいと

思いますので、御理解賜りたいと思います。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

町政執行方針の１１ページ○８番（岩崎治男君）

の下段のほうです。富良野広域連合による四つの事

務がいよいよスタートということでございまして、

上川南部消防事務組合も３１日に解散が行われ、４

月より、また新たに広域連合として発足するという

ようなことをお伺いしているところでありますけれ

ども、この消防本部は上富良野に設置されるという

ことで、これは決定を見ているところだというふう

に認識をしているところでございます。

そういった中にございまして、この本部におきま

して、消防の広域による管理者は、私はもちろん上

富良野町長がこれに携わるものという認識をしてお

ります。また、これらの指揮系統の、この体制を管

理する消防署長におきましても、上富良野に本部が
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あるので、上富良野の今の上川南部消防長がこれに

携わることになるのかなという認識を持っておりま

すけれども、これについて町長の所見をお伺いした

いと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員の御質問にお○町長（向山富夫君）

答えさせていただきます。

広域連合についてのお尋ねでございますが、その

中で消防の関係かと思いますが、御案内のように、

４月１日から本格的にスタートするわけでございま

す。消防におきましては富良野広域消防に移行する

わけでございますが、消防本部は既に上富良野の消

防署に置くということは決定を見ているところでご

ざいます。

それから、管理の総責任者は、能登富良野市長が

連合長でございますので、能登連合長ということに

なります。

そのほか、四つの事務事業が統合いたしましたの

で、それぞれ新しい組織の中では各町村長が副連合

長ということで担当いたしまして、担当制をしきま

して、上富良野町長が消防の担当副連合長という位

置づけになっておりまして、私が消防を担当する副

連合長ということになっております。

それから、人事についてでございますが、当然、

人事は４月１日に間に合うような予定にはなってお

ります。私ども連合長、副連合長が権限を行使でき

ます人事につきましては消防長のみでございまし

て、それ以下については消防長の権能でございます

ので、連合長、副連合長の集まりの中で、消防長の

人事につきましては、能登連合長と私と２人でまず

協議してほしいと。その結果をもって、全員で集

まって確認するというようなお話し合いができてお

りまして、現在まだ具体的に、それぞれまだ議会が

開会中でございまして、そういう機会がまだできて

おりませんが、恐らく近々、消防長の人事の内定を

する運びになろうかというふうに考えております。

以上でございます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

６点ほどお聞きをしたいと○９番（中村有秀君）

思います。

まず、ページ数は３ページと６ページに関連があ

ります。

一つは、地産地消と消費者交流の関係等を含めて

でございますが、いろいろ、地産地消ということ

で、食の安全ということで進められているのは承知

をしております。

ただ最近、地産地消から地産外消、言うなれば上

富良野でできたものをいかによその町に流通をさせ

ていくかということが、上富良野でできたものを上

富良野で全部消費できる状態ではないのはもうはっ

きりしていますから、そういう点で、やはり地産外

消、外で消費する、それからもう一つは外商で、外

で商売をするというような２点の感覚を含めて、や

はりいろいろな面でやっていかなければならないの

ではないか。そういう点で、一つは、トップセール

スということで、町長等もある面でセールスマンに

なって、いろいろなルートを通じて、それらの開拓

等もすべきではないかという感じがいたしておりま

す。まず１点は、その点をお聞きしたいと思いま

す。

それから、２点目は４ページ、安心の暮らしを支

える福祉医療環境づくりということでございます。

現実に保健、福祉、医療等ということで、いろい

ろな分野で、上富良野のそれぞれのセクションで頑

張っていただいております。しかし、担当者にそれ

ぞれ聞きますと、それぞれの分野の統括した部署が

ないと。

そういうことで、例えば保健福祉課、町民生活

課、ラベンダーハイツ、それから町立病院等、そう

いうものをある面で統括する組織、それからもう一

つは、統括する段階でいろいろな会議ができるよう

なやっぱり仕組みはつくっていかなければならない

のではないかと、そういうことがそれぞれの関係者

からの意見で聞かれます。したがって、その点をど

うするかということでお尋ねをいたしたいと思いま

す。

それから、８ページです。憩いと安らぎを提供す

る関係で、先ほど若干、公園の関係も出てまいりま

した。町内のその他の公園で、新年度は利用などか

ら意見収集に努めますということでございました。

確かに都市公園、児童公園等があります。したがっ

て、その公園のそれぞれの範囲の中で、どのような

手法で意見収集をして、それをいかに快適な空間づ

くりという形に提供していくかということが大きな

問題だろうと思います。

そういうことで、それぞれの周辺のものをあれす

るのか、その人たちの意見を聞くのか、もしくはパ

ブリックコメント等を含めてやっているかというこ

とで、どのような手法で意見収集に努めるかという

点でお聞きをいたしたいと思います。

それから、９ページ、風土に調和した社会基盤等

ということで、良好な景観の保全と形成に努めると

いうことでございます。

今回、大型観覧車の関係でいろいろ、状態があり

ました。しかし、平成１９年には里仁地区を指定す

るということはそのまま道の段階で、道の景観条例

の関係で延び延びになっておりました。道の関係で

は５月から新たな形でスタートするというような形
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でございますので、したがって、良好な景観の保全

と形成ということで、どういう形で取り組んでいく

かということでお尋ねをいたしたいと思います。

それから、１０ページ、ふるさとの歴史や文化、

その伝承や活用などの活動について、教育委員会と

連携を図り、取り進めていくということになってい

るのですが、教育委員会の中では、このことが、今

行われている文化祭だとか、それらの関係の文化振

興はやるけれども、かつてのそういう、ふるさとの

歴史やそのものが、教育委員会の中には何も出てき

ていないのです。

したがって僕は、町長部局の言うことと、教育委

員会の、今度は具体的に進める現場との連携の文書

が何もないということは、非常に私としては不満な

のです。そういう点で、町長部局の意見を受けて、

教育委員会でこれをどう進めるかということが教育

行政執行方針の中では目に見えてきませんので、そ

の点、町長か、もしくは教育長でもよろしいですけ

れども、その点、お聞きをしたいと思います。

それから、最後にもう１点、上富良野高校の関係

です。

町長の言う、この前の行政報告では地域に根差し

た特色のある高校づくりをするというようなこと、

それから、きょうの町政執行方針の中では子供たち

に進学したい高校と思われるような学校づくりを強

く意識をしているということでございます。そして

教育委員会の教育行政執行方針では有効な特色を持

つということで、確かに子供たちが減って、言うな

れば間口減が、富良野高校が２３年から実施されま

すけれども、そういう絡みも含めて、どうもずっと

特色な、特色なと言っておられるのだけれども、具

体的なものが目に見えてこないのです。高等学校振

興協議会にもある程度出してはいるのですけれど

も、言うなれば子供たちが進学したい上富良野高校

というような形には、ちょっとほど遠い感じを受け

ますので、その点、教育長から、有効な特色を持つ

ということの関係で、どういう感覚でそのことを求

めていくかという点でお聞きをしたいと思います。

以上でございます。

答弁は午後からにいたした○議長（西村昭教君）

いと思います。

多少早いですが、昼食休憩といたします。

───────────────

午前１１時５５分 休憩

午後 １時００分 開議

───────────────

昼食休憩前に引き続き、会○議長（西村昭教君）

議を再開いたします。

午前中の中村議員の執行方針に対する質問に対し

て、町長の答弁を求めます。

町長、答弁。

９番中村議員の執行方針に○町長（向山富夫君）

対します御質問にお答えさせていただきます。

まず最初に、地産地消についての御質問でござい

ますが、議員お尋ねのように、実は私も、町民の皆

さん方に常に訴えてまいりましたのは、「地産地

消」の「消」は、消費する「消」ではなくて商いの

「商」にしようということで、まさしく議員がおっ

しゃっておられましたように、地元で消費するのみ

ならず、それを広く商いとして、なりわいとして地

産地商を拡大していきたいというのは私の最も重要

な位置づけにしている項目の一つでございます。

特に、恵まれた自然の中で育っておりますさまざ

まな農産物を初め畜産資源等を最大限に生かしまし

て、それを商売に結びつけていくと、それが強いて

は町の活性化につながると、私も全く同感でござい

ます。

そして加えて、私みずから町のトップセールスと

して、広く町外に、できますれば全国的に上富良野

の商品を拡大できるように、そういうような、先頭

に立って行動を起こしてまいりたいというふうに考

えているところでございます。

それから次に、福祉行政にかかわります、トータ

ル的に総括するような仕組みの必要性についてのお

尋ねでございましたが、この点につきましても、既

にそういうような取り組みがなされているところで

はございますが、情報を共有するということは、行

政の効率を高めるという観点から見まして非常に大

事なことでございまして、今回の予算編成に当たり

ましても、各担当課がそれぞれ情報を個々に持つの

ではなくて、特に福祉にかかわります情報について

は、あるいは施策の展開等に当たっても、それぞれ

の部署の持つ情報を有機的に結びつけていかない

と、片手落ちのような、せっかく施策を展開するに

しても、その実が十分上がらないというようなこと

を私も危惧いたしますので、それは、特に今年度に

ついても、その情報を共有して、施策の企画・立

案・展開についてもしっかりと、有機的に結びつく

ようにということで意を用いてまいるところでござ

いますので、御理解を賜りたいと思います。

それから、町内にございます、それぞれ目的を持

ちました公園の利活用につきましては、これは、そ

れぞれ利用される主な組織・団体はもちろんでござ

いますが、住民会、あるいは子供を中心とする団

体、学校、あるいは女性の団体、さまざまな団体・

機関等の御意見を機会あるごとにお聞きいたしまし

て、中途半端なものにならないように、それぞれ目

的に合った、本当に町民が心から喜んで使っていた
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だく、または楽しんでいただけるような、そういう

公園のあり方にぜひ、さらに精度を高めて、御意見

をちょうだいしながら今後の取り進めをさせていた

だきたいというふうに考えているところでございま

す。

次に、景観にかかわります行政でございますが、

非常に、富良野地方、とりわけ上富良野も含めてで

ございますが、景観が非常に大きな、これからは観

光産業のファクターになっていくというふうに私も

位置づけしておりますので、景観が損なわれること

になりますと、これはもう地域にとっては致命的な

ダメージになるというふうに理解しております。

しかし、反面、観光行政と景観行政との、そのバ

ランスというものも、やはり一方では考えていかな

ければならないと。やはり、地域が活性化を図る上

においての観光行政というものは非常に、これから

も、私も力を入れていきたい分野の一つでございま

すし、反面、それらを十分力を出していくために

も、また一方では景観もしっかり守っていかなけれ

ばならないという両面を持っておりますので、これ

は、両方がバランスのとれた形になるよう、特に地

域の方々の御理解をいただくことがこれから非常に

重要になってくると思われますので、そういうとこ

ろを重点的に、地域の皆さん方と本当に、その地域

の景観をどのようにこれから構築していくかという

こととあわせて、広く町民の皆さん方に、この景

観、あるいは観光に対する両方の観点から、上富良

野町が将来どういうふうに、きちんとした規律を

持っていくかということをこれから大きな課題とし

てとらえて進めていきたいというふうに考えており

ます。

それから次、２点のお尋ねでございました歴史文

化等に関する伝承等に関する事項と上富良野高校の

あり方に関する点につきましては、教育長のほうか

らお答えさせていただきたいと思います。

以上でございます。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

９番中村議員の御質問で○教育長（北川雅一君）

ございます。

ふるさとの歴史や文化、その伝承や活用における

活動についてということで、教育委員会との連携と

いうことで、町の執行方針になってございます。

あえて郷土歴史事業としての、教育委員会として

の位置づけは別に、今回はさせていただいてござい

ません。

その中で、社会教育の一つの中で、成人・高齢者

の部分にもちょっと記載させてございますように、

各種学習活動、それから体験活動を通じて、子供た

ちにそういう歴史的なものを受け継いでいこうとい

うことの内容も含めて、その中で、社会教育の事業

として実は盛り込んでいきたいというふうに考えて

ございます。

また、今、居場所づくりの関係も、子どもプラン

や何かの事業も展開してございますので、そういう

機会に、こういう内容も含めて、歴史文化の伝承活

動についても進めていきたいというふうに考えてい

るところでございます。

それから、上高の問題でございます。皆さん御存

じのとおり、入学者が減少している状況でございま

して、その特色ある高校づくりという形になってご

ざいますけれども、なかなか、実際的には、どのよ

うな状況がいいのかというところも、私たちとして

もちょっと悩んでいるところでございます。

２０年度においては、子供たち、各ＰＴＡについ

てのお話し合いもさせてもらいながら、上富良野高

等学校に中学校３年生を迎えて、活動内容について

も勉強をしていただきながら、なお、富良野沿線の

中学校の先生方も上高の生徒授業参観などをしてい

ただきながら、そういう上高の動き方を実際に見て

いただきながらの対応も実は図ってきたところでご

ざいます。

我々も、上富良野高校ということで、長い歴史の

中で、危機感を持って何とか子供たちを多くふやし

たいというところが実はあるところでございまし

て、正直な話、具体的にどれがという特効薬的なも

のは実は見出せない状況にございますので、そうい

う面で、２１年度につきましても、ある程度いろい

ろな分野の中で皆さん方の御意見を伺いながら、ひ

とつ、今までの形がどうなったというところも検証

しながら、また対応していかなければならないとい

うふうに思っているところでございます。

なお、御存じのとおり、高校の配置計画、２３年

まで一応はなってございますから、時間的にも正直

言ってないのが現実でございます。その中で何とか

対応していかなければならないというのは、我々も

危機感を本当に感じておりますので、そのような内

容から、特色のあるものを何か生みだしていければ

将来的に結びつくのかなという判断の中で、今回、

執行方針に書かせていただいたところでございま

す。

以上のようなことで御説明にかえさせていただき

ます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

６番今村辰義君。

まず７ページなのですけれ○６番（今村辰義君）

ども、下から１０行目ぐらいです。生活の不安を取

り除く地域社会づくりということで、災害に強いま

ちづくりに向けて、活火山十勝岳と共生する云々と
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ありますけれども、先般、十勝岳の総合防災訓練が

行われたわけでありますけれども、今後どのように

防災訓練に取り組んでいくかという町長のお考え方

をお聞きしたいのですけれども、例えばこういうこ

とも言われて、ある課長は聞いているのですけれど

も、自衛隊の図上訓練とか、ああいったものを見に

行ってきたほうがいいのではないかと。もう見に行

かれたかもしれませんけれども、そういったことも

含めて、今後どのように訓練に取り組んでいくかと

いうことをお聞きしたいと思います。

あと、十勝岳が噴火するのにどれぐらい周期があ

るというふうに見積もっているかはちょっと、まだ

お聞きはしていないのですけれども、そんなに年数

はないと思うのです。阪神淡路の大震災の時の総理

みたいに、初めてだから仕方がないというような話

は、こういうものは絶対ないと思うのです。初めて

でも何でも、絶対、完全に取り組む必要があると思

いますので、今後どのように取り組んでいくのか、

まずお聞きしたいというふうに思います。

それと、教育関係のほうですけれども、３ペー

ジ、一番上に道徳教育の強化というふうになってお

りますけれども、どのように強化していくのか。そ

の前に、上富良野の小中学校の道徳教育の現状はど

のようになっているのか、形骸化していないのか、

あるいは道徳教育を他の行事に振りかえているよう

なことはなかったのかどうか、あるいは道徳教育の

蓄積があるのかどうか、そういったところをわかる

範囲で教えていただきたいなというふうに思いま

す。

あと、一番最後の１０ページですけれども、総合

型地域スポーツクラブということをうたわれており

ますけれども、これと、町に立派な体育協会があり

ますよね。この体育協会との位置づけ、ここを少し

教えていただきたいなというふうに思います。

以上です。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

６番今村議員の御質問にお○町長（向山富夫君）

答えさせていただきます。

まず、私に対しますお尋ねの、防災に関しまして

お答えさせていただきます。

先般、大勢の皆さん方の御協力をいただきまして

防災訓練を済ませていただいたところでございまし

て、今年度は、昨年度と比べまして多くの参加をい

ただきまして、無事訓練を終了したわけでございま

すが、非常に多くの、また課題も今回、生まれてお

りまして、今村議員お尋ねのような、指揮をするシ

ステム、それらについても非常に改善の余地がある

というような御指導等も賜りまして、実は先般、演

習場で第２師団の訓練に合わせまして、指揮所の状

況を拝見させていただきました。

全くこれは、我々の今までの描いていたイメージ

と、既成概念を少し変えなければならないというよ

うなシステムが構築されておりまして、早速、来年

の訓練から、ぜひそれは参考にさせていただきたい

というような勉強もさせていただきました。

さらに、これからの訓練のあり方について、私も

常に申し上げているのですが、十勝岳については、

必ず噴火するというふうに常々申し上げておりま

す。そういうような危機感を、地域住民の方はもち

ろんですが、町民みずからそういう危機感を常に

持っていただくというような、地道ではあります

が、そういうアナウンスを常に続けていきたいとい

うふうに考えているところでございます。

それから、噴火の周期につきましては、実は余り

情報は持っておりませんが、ただ、過去の経験則か

らいいますと、３０年前後の周期と言われておりま

すので、昭和６３年の噴火以来、ことしはちょうど

２０年を経過しておりますので、ぼつぼつ、幾ら

か、多少、山に隆起とか、それがマグマによるもの

なのか、水蒸気によるものなのかということはま

だ、情報はいただいておりませんが、そういう若干

の変化が常にあるということは気象台のほうから

伺っておりますので、なお一層危機感を持って、防

災については取り組んでまいりたいというふうに考

えておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

６番今村議員の御質問に○教育長（北川雅一君）

お答えをしたいと思います。

道徳教育の強化ということでございました。

今までも総合学習の時間で道徳教育のいろいろ展

開をしてきてございます。あいさつ運動等の励行で

すとかいろいろな部分で、そればかりではございま

せんけれども、そういう部分ではいろいろ道徳教育

の中では入ってきている状況でございます。

本町の子供たちを見ていただければわかると思い

ますけれども、あいさつ等についてもきちんとでき

ている状況に私は見えてございますので、ある程

度、一定の部分になってきているのかなというふう

に思います。

その中で、新学習指導要領に基づきまして、道徳

教育について強調していきなさいという中で、例え

ば集団宿泊ですとか自然体験、奉仕活動等の積極的

な部分で道徳教育を身につけなさいということで、

新学習指導要領でまた新たにそういう展開をしてき

ている状況でございますので、そういう内容から含

めて、今後も体制を進めていきたいというふうに考

えているところでございます。
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それから、総合型地域スポーツクラブと体協の関

係でございますけれども、体協とのかかわり方につ

きましては、どうしても体協の運動となると、強化

的といいますか、競技スポーツ的な部分になってく

るかと思います。その前段で、いつでも、だれでも

ということで、一般の方々が、そういう体育協会に

目指すわけではございませんけれども、体育協会ま

で行くまでに、そういうスポーツクラブを通じてい

ろいろな運動体験をしていただいて、ストレス解消

ですとか、いろいろな体育向上に努めていくという

状況で今、総合型地域スポーツクラブを展開してい

る状況になってございます。

教育委員会のスポーツ教室という単独の部分では

なくて、そういう継続的に、やはりみずから体を動

かしていく。体育協会まで競技的にまだ行かないま

でも、その間で、いろいろな部分で体を動かしてい

くという形で、実はこのスポーツクラブを設置して

いきたいということになってございます。

そのためには、現在、体育協会の皆さんも御参加

をいただきながら、将来的には、もう少し競技的に

やりたいということになれば、体育協会のほうに

入っていくような、体育協会の下部組織ではござい

ませんが、いろいろな競技がございますので、そち

らのほうに入っていただくというような、中間段階

の、そういうクラブという形で、今、４月の設立に

向かって実は対応している状況でございます。その

支援ということで、教育委員会も一部応援しなが

ら、体制づくりを進めている状況になってございま

す。

以上です。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

５番米沢義英君。

何点か質問させていただき○５番（米沢義英君）

ます。

今回の町長の執行方針の中には、未来につながる

希望の持てるまちづくりを進めるということの方針

が出されております。それは、みずからもその志を

高くして、地域の産業や商工業、これを発展、推進

させると、また、地域のコミュニティーも、お互い

が話し合える環境づくりをともに進めたいというよ

うな思いではないかなというふうに思います。

上富良野町においては、この間、第５次の総合計

画の中でも、今後の人口の動態を含めて、２０３０

年には、推計としては１万１,０００人ぐらいを維

持するという形になっております。しかし一方で、

この間を見ていますと、３０代から４０代の若い世

代が地方に流出する、あるいはひとり暮らしの老人

世帯がふえる、そういった状況の中で、ますます地

域が疲弊するというような状況も生まれてきており

ます。そういう中で、いかに地域を活性化させるか

ということが、今、問われているのではないかなと

いうふうに考えております。

そういう意味では、この間、町が継続して行って

きた自立という形の中で、いかにみずから考えて、

町民との協力の中でそういうまちづくりを進めるか

ということがさらに重要になってきているのではな

いかというふうに思います。

しかし、今回の執行方針の中の、定住化対策等に

掲げられておりますが、他の市町村では、もう既に

具体的な、定住化対策ということの中で、きめ細や

かな対策がとられております。この点、上富良野町

にはなかなか、具体的な展開という点では、部分的

にはなされておりますが、なっていないような気が

します。こういった定住化対策も含めた中での、や

はり人口増を行う、あるいは福祉施設を誘致する、

また、単純ではありませんが、企業誘致なども含め

た、やっぱりまちづくりの柱とした、人口をいかに

ふやすかという対策が今、町長にも求められている

のではないかなというふうに思いますが、こういっ

た点についてどのような所信を持っておられるの

か、お伺いいたします。

次に、お年寄りの高齢化ということになれば、当

然、交通の利便性を図らなければ、やっぱりまちに

出たくてもまちに来られない、まちにいても、やっ

ぱり歩いて買い物に出かけなければならないという

ような状況になってきております。そういう意味で

は今回の町営バス等における地域内の交通体系の見

直しということがうたわれておりますが、そういう

人たちに対する交通体系を維持して、確保するとい

う立場に立った内容なのかどうなのか、この点、い

わゆる買い物だとか病院だとか、そういったところ

に行けるような、利便性を図るという交通体系の全

般的な見直し、経費の削減も入っておりますが、そ

の点についてお伺いしておきたいというふうに思い

ます。

次に、地元の資産を大いに活用するという点でお

伺いしたいと思います。

上富良野町は、基幹産業は農業であります。先ほ

ども同僚議員からありましたが、やはり地元の食材

を使って加工・販売するという戦略を持つというこ

とが大切だと思います。そういう中では当然、一定

部分の雇用の対策という点で、雇用も生まれるので

はないかなというふうに思いますが、こういった部

分の戦略があるのであればお聞きしたいというふう

に考えます。

次に、介護支援の問題でお伺いいたしますが、近

年、高齢化という形になって、特別養護老人ホーム

の増床や、あるいはショートステイを増床してほし
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いというような声も聞かれます。そういう意味では

町長として、介護、あるいは老人福祉という形の中

で、新年度においては将来を見据えた中で、介護、

あるいは老人福祉における重点施策をどのようにさ

れようとしているのか、この点についてお伺いいた

します。

次にお伺いしたいのは、子育て支援の問題でお伺

いいたしますが、近年は就労形態も非常に変わって

きております。祝祭日も勤務しなければならないと

いう状況も生まれてきております。今回の執行方針

の中には、そういった人たちも含めてなのでしょう

けれども、ファミリーサポートセンター事業を展開

するという形になってきているかというふうに思い

ます。

近年、保育所、幼稚園等に預けている保護者の意

見を聞きましたら、休日保育等の充実などもしてほ

しいという声も聞かれておりますので、こういうも

のも含めて、ファミリーサポートセンター事業の位

置づけというのはどういうような内容になっている

のか、お伺いしておきたいというふうに思います。

次に、農業の問題でお伺いしたいのは、観光農

業、グリーン・ツーリズムという形の中で近年うた

われております。また、就農体験を通して、農業を

やはり体感してもらう、あるいはそれを通して、将

来は地元の農業、あるいは地元でなくても、他に

移って農業を就労したいと思えるような、そういう

体験も広がっているのではないかなというふうに考

えております。

そういう意味では、今後、基本は地元の農畜産物

や農業の基本振興計画に基づいて、やはり安定的な

作物をつくるということも基本でありますが、一方

で、今、私が言ったこういった部分に対する、農業

振興の部分も含めた農業支援というものも当然必要

になってきているのではないかというふうに思いま

すが、この点。

さらに、環境問題についてお伺いいたしますが、

今、低炭素社会、ＣＯ を減らすという形の中で、２

環境がとりわけ重要視されてきております。今回の

執行方針の中にも、温暖化対策という形の中で、今

後、委託しながらその事業展開を図るということが

盛り込まれております。

私は、上富良野町の自然と環境にマッチした、や

はりこれは取り組みだと非常に高く評価しますけれ

ども、具体的に、やはり公共施設の建設、あるいは

町の子供たちにおける教育現場の学習も含めた中

で、やはり温暖化に対する認識を、小さい子供さん

のときからも体験してもらって、それを町全体に広

げるということが、今、環境づくりにとっては非常

に重要になってきているのではないかなというふう

に思います。

今、こういった取り組みの中で、ソーラーパネル

設置に対する補助、あるいはエコカー購入に対する

補助等の、それをやっぱり実行に移すというような

方向の自治体も出てきておりますので、上富良野町

の、この自然の環境にマッチした温暖化システムの

構築というのは、何よりも、将来的にも生きてくる

話だと思いますが、こういった取り組み等の所信が

あれば、お伺いしておきたいというふうに思いま

す。

また、病院問題については、町立病院の改革プラ

ンの達成という形の中でうたわれておりますが、聞

きましたら、総務省の改革プランに基づいた中での

改革という話でありますが、将来的には、国、道に

おいては、富良野を中心にした５万人の人口規模を

して、協会病院を一定の拠点病院として、それ以外

の病院については有床あるいは無床の診療所にしよ

うというような動きがあります。

しかし、上富良野町の現実を見ますと、緊急夜間

に至っても、約２,０００人の方が利用する、ある

いは地域のお年寄りや一般の方においても、この町

立病院の必要性がうたわれております。地元の介護

予防や住民健診等においても、今、メタボリック症

候群等における病院との連携が強まる中で、また、

町においてのお医者さんの高齢化につながるという

中では、将来やはり町立病院を核とした、充実とい

う点で一層求められてきているのだろうと思いま

す。

そういう中で、見直しは当然必要でありますから

大いにやるわけでありますが、将来的にも、町立病

院の存続という点での町長の考え等と、今回進めよ

うとしている町立病院の改革プランの中身はどう

いったものなのか、お伺いしておきたいというふう

に思っております。

また、親水公園という形の中で、執行方針の中で

うたわれておりますが、島津公園等においては、住

民が利用するという点で数少ない公園になっており

ます。あそこに大変貴重な生態系を持ったトンボや

チョウチョだとか、いろいろなものがいます。そう

いう意味で、そういったものをやっぱり体験できる

ような、そういったテーマを持った公園づくりとい

うのをもっと積極的にやる必要があるのではないか

と。ただ公園をつくるのではなくて、生態系も、そ

こを通ればやっぱり観察できますよというような

テーマを持った取り組みというのがこれから求めら

れていると思いますので、それに対する所信があれ

ば、お伺いしておきたいと思います。

次にお伺いしたいのは、新学習指導要領に基づい

た対策が進められようとしております。その中で、
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学力テストの導入という形で、全国的に、これがい

い、悪い、いろいろな評価があって、今、実施され

ております。

私は、単純に生徒の学力を評価するのであれば、

何もこれを公表しなくても、事実に基づいて評価し

て、それを教育に生かすということが何よりも大切

だというふうに思いますが、そういう意味では、別

に学力テストを導入しなくても、ふだんの勉強やテ

ストの中でも十分評価できる環境づくりというのは

あると思いますが、そういう意味では、近年、公開

するということが各地で広まろうとしています。

しかし、過去の反省というのは、やっぱり、いい

学校、できる子、できない子という差別がつけられ

て、またはそういう方向になったということで、こ

れが取りやめになったという経過がありますので、

そういうことを考えたときに、やはり内部できちん

と評価できる体制づくりを行う、そういう意味で

は、学力テストの廃止というのも必要であるという

ふうに思いますが、この点、教育長はどのようにお

考えなのか。

また、わかりやすい授業という点では、必要な教

職員の加配、あるいは配置という中で、授業の精度

を高めるということも必要だというふうに思います

が、この点はどのようにお考えなのか、お伺いいた

します。

次に、先生に対する外部評価という形の中でこの

教育方針の中にはうたわれておりますが、これは評

価ですから、その先生の実力度を判断するのかなと

いうふうに思いますが、その中身と、今後、それに

基づいてどのように学校の中で現場の中に生かされ

ようとしているのか、この点についてお伺いしたい

と思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御質問にお○町長（向山富夫君）

答えさせていただきます。大変盛りだくさんの御質

問をいただきまして、なるべく漏れなくお答えさせ

ていただきたいと思います。

まず、町の活性化にかかわります地域の活力をつ

ける点に関しましての御質問でございますが、当

然、私といたしましても、すべての業種、あるいは

業態の皆さんが、この際、すべての垣根を取り払っ

て、既にもうそういう兆しはありますが、上富良野

において、例えば農産物、畜産物等を利用いたしま

して新たな特産物を生み出すとか、それが強いては

雇用に結ぶというような事業展開はぜひ私としても

力を入れていきたい分野の一つでございまして、既

にそういうようなチャレンジが行われる芽は芽生え

てきておりますので、町として大いにそれらについ

て応援をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。

そして、とりもなおさずそういうことが、私とし

ては、若い人が町内から流出しないような、歯どめ

策となることが何としても大事でございますので、

そういう点にも意を用いた政策になるような展開を

図ってまいりたいというふうに考えております。

それから、定住対策につきましては、現在、定住

していただけることに対して具体的に町として手を

差し伸べるというような施策はとっておりません

が、しかし、現在、町の方々にいろいろな地域から

来ていただいて、定住されている方がたくさんおら

れます。そういう方々が、ますますいろいろなルー

トを通じて上富良野に関心を持っていただいて、そ

して上富良野に住んでいただけるような、そういう

環境整備はこれからも不断に行っていかなければな

らないというふうに考えております。

午前中の御答弁で申し上げましたコンパクトなま

ちづくりとイメージ的にはまた違う意味で、上富良

野の環境、景観等を生かした、定住対策に向けての

そういう工夫もしていきたいというふうに考えてい

るところでございます。

さらに、企業の誘致、あるいは新たな産業の創

出、そういったことができることが、急ぎの対策と

しては大変有効だと思いますけれども、現在の経済

情勢を見る限りにおいては、こういう選択肢は非常

に難しいというふうに考えておりますので、やはり

町内みずから生み出す、そういうものに力を注いで

まいりたいというふうに考えております。そしてそ

れが、若者が町内に定着していただけるような方向

に結ぶように考えてまいりたいというふうに考えて

おります。

それから、高齢者というよりも、むしろ私は弱者

というふうに位置づけているのですが、そういう足

の確保、これについては、午前中の御答弁でも申し

上げました、町の公共交通体系の見直しの中で、当

然それらも議論の課題になってくると思いますの

で、今、具体的にどういうような対応をという考え

はお示しできませんが、当然それも大きな位置づけ

として、協議の中で構築させていただきたいという

ふうに考えております。

次に、地元の産物の利活用でございますが、これ

は先ほどのお答えと一部重複いたしますけれども、

さらに農産物、畜産物については、付加価値を高め

るような工夫をすることに対しまして、町としても

さまざまな、例えば研修をするとか、勉強に行くと

か、そういうことに対しましては、ソフト面では幾

らでもまだまだ応援できる手だてがあるのかなとい

うふうに考えております。

そういうことを通じまして、あるいは商工会、商
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工業者、農業者、ＪＡ等を通じまして、さらに情報

を交換いたしまして、願わくば上富良野から新たな

そういう加工分野に足を踏み出してもらえるような

素地をつくってもらえればありがたいなと。町とい

たしましても最大限応援をしていきたいというふう

に考えているところでございます。

それから、介護を要する方々、それからショート

ステイの利用状況についても聞き及んでいるところ

ではございますが、現在、まずショートステイにつ

きましては、非常に利用希望者が多いという中で、

なかなか、その対応が十分にできていない状況にあ

ります。これらにつきましては、病院の仕組みが変

わったこと、それから潜在的に利用者がふえてきて

いるというようなことと重なりまして、非常に御不

便をおかけしている、あるいは待っていただいてい

るという実態は承知しております。

これからどういう形でそういう方々にこたえてい

くかということ、私の念頭には、施設の整備も含め

てというようなことは非常に、今の町の財政状況を

考えますと、他の町村ではそういう取り組みもされ

ているところもありますが、今の上富良野の状況か

ら申し上げますと、非常にそういう選択肢は狭い

と。国の方針も在宅を中心という流れでございます

が、私といたしましても、在宅に対しましてできる

限りのサポートをしながら、なるべく皆さんが不安

がなく暮らしていただけるような、そういう仕組み

づくりに意を用いてまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。

いずれにいたしましても、さまざまな形で過ごさ

れている方がおりますが、その過ごし方によって公

平、不公平が生まれないような、そういうことだけ

は大前提だというふうに考えておりますので、また

皆様方からいろいろお知恵も拝借しながら、最善の

策をこれから構築してまいりたいというふうに考え

ております。

それから、子育て事業に関しますファミリーサ

ポートシステムにつきましては、現在準備を進めて

いる途上でございまして、本来でありますと、早期

にスタートをさせたいのが願いでございますが、

今、いろいろ準備で、まだ十分その準備態勢が整っ

ていない状況であるということが現実でございまし

て、大変申しわけありません、一日も早く皆さんの

希望に沿えるような形をしっかりと構築して、さま

ざまな超えなければならないハードルが幾つかある

というふうに担当から聞いておりますので、早急に

それらを解消いたしまして、サービス提供を開始で

きるような仕組みを構築してまいりますので、御理

解を賜りたいと思います。

それから、次にお尋ねの、グリーン・ツーリズム

を初めといたします体験型農業観光と申しましょう

か、これについては、既に町内でも取り組んでおら

れる農業者の方もおります。受け入れ体制の中で、

非常に、不特定多数の方を泊めたり、あるいは、そ

ういう農業者だけではクリアできないさまざまな

ハードルがあるというふうにも聞いております。

しかしながら、これからこういうグリーン・ツー

リズムというのは非常に、世の中の流れとしては、

私はこれからまだまだニーズがある分野だというふ

うに思いますので、行政として、農業者あるいは事

業者に対して、どういうサポートができるかと、そ

して担当のほうも、そういう相談に対して十分答え

られるような、また情報収集もいたしまして、この

分野もぜひ伸ばしていきたい分野だというふうに認

識しているところでございます。

それから、地球の温暖化対策、ＣＯ の削減等に２

関しましては、実は役所にも削減することが義務づ

けられるようになってまいりまして、平成２１年度

でその計画を策定する予定としております。町がみ

ずから削減計画を策定する中で、町民の皆様方、あ

るいは事業者の皆様方にどういうふうにこれらを浸

透させていくかということは、当然その中でも出て

くる課題だと思っております。加えて、子供たちに

もそういうエコに関します意識をさらに、学校でも

現在、教育関係でも十分にそういう教育はなされて

いると思いますが、町全体として、自然を守り、Ｃ

Ｏ の削減を中心といたします、そういう地球環境２

に優しい暮らし方というものを町を挙げて取り組め

るような仕組みも構築してまいりたいというふうに

考えております。

それから、病院の関係につきましてでございます

が、改革プランにつきましては現在、病院としての

計画はまとまっているというふうに聞いておりま

す。しかし、まだ北海道との調整作業が残っており

まして、現在調整中というふうに伺っておりますの

で、これについてはまだ、それがきちんと皆様方に

お示しできる段階になりましたら示させていただき

たいということで御了解賜りたいと思いますが、病

院の今後のあり方についてだけは申し上げておきま

すが、私といたしましては、上富良野町立病院が今

後とも存続するということは不変でございます。こ

れは、当然、その期待にこたえてくれるような、病

院も現在非常に大きな努力をしてくれております。

当然、収支も改善してきておりますので、これらと

あわせまして町民の皆さん方に、やはり地元の安

心・安全を守るかなめだと思っておりますので、病

院の存続については、私も最大の意を用いて配慮し

てまいりたいというふうに考えております。

それから、公園のあり方、特に島津公園について
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お述べになったかと思いますが、私も、島津公園に

ついて申し上げますと、あそこは豊富な水をたたえ

ている池もございまして、新年度、しゅんせつを計

画しておりますが、そして親水公園として、私のイ

メージといたしましては、あそこで、子供さんを連

れてきたり、あるいはお年寄りの方がゆっくり散歩

を楽しみながら、木がいっぱい生い茂っております

ので、ああいう木陰でゆっくり、本を読んでいただ

いたり、あるいは絵をかいていただいたり、または

子供と一緒に遊んでいただいたりと、そういう、も

ちろん自然体系も十分に、損なわないように配慮を

しながら、本当に心を安らげるような公園であれば

いいなというふうに願いを持っておりますので、新

年度はまずしゅんせつをさせていただいて、整備に

向けて、多くの方の御意見を賜りながら位置づけを

してまいりたいというふうに考えております。

以下については教育長のほうから御答弁させてい

ただきます。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御質問に○教育長（北川雅一君）

お答えをしたいと思います。

まず、３点ございまして、１点目でございます。

学力テストの評価等をしなくてもという内容でござ

いますけれども、私ども、全国統一の中で学力検定

を行ってございます。これについては、公表等を一

切してございません。ある程度一定の、全国、全道

レベルの位置づけはどこなのだというところはお話

しさせていただいていますけれども、あくまでも、

今後の方向につきましても公表する予定はございま

せんし、一つ、その実施に伴って行われる部分につ

いてはやはり、全国、全道のレベルがどの程度にあ

るのか、その学校がどのところに位置づけして、こ

れからどのような土台づくりをしていかなければな

らないという示唆の部分では一つの基準になること

から、そういう部分についても必要なことかなとい

うふうに実は判断をしているところでございます。

それと、わかりやすい授業、加配等のお話もされ

ましたけれども、私もたくさん先生がいることに

よって、いろいろ子供たちに対してのやっぱり、そ

ういう授業対応等にはなるかと思いますけれども、

これも一つの道とのルール上の問題がございますの

で、一定の基準のもとで教職員の配置というふうに

なるかというふうに思うところでございます。

それと、外部評価と、それから教員評価のお話を

させていただきますけれども、まず外部評価につい

ては学校評価でございまして、前段にも申し上げま

したように、やはり地域に開かれた学校、信頼のあ

る学校づくりという形を目指してございますので、

学校だけの話ではなく、やはり地域の皆さん方に、

その学校はどういうような特色で、どういう授業を

展開しているのかというところで、最終的にその

方々からの御意見もいただきながら次の展開を図っ

ていくというふうに進めているところでございま

す。

また、教員評価につきましては、各先生方が年度

初めに今年度の目標を立てて、その目標のとおり実

施されたのかということで、最終的には学校長の指

導、助言等にはなるかと思いますけれども、教員の

一つの目安を含めて、最終的な部分の判断をする、

先生方の資質向上を図るべく、その教員の評価を実

施しているというような状況でございますので、御

理解を賜りたいと思います。

以上です。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

１２番佐川典子君。

先ほどから伺っておりま○１２番（佐川典子君）

すたくさんの議員さんたちの質問の中で、お答え

も、ソフト面でも充実されているような気がしまし

て、本当に期待できると思っております。

ただ、経費削減の面から、いろいろ動きがありま

して、アウトソーシングについての今後の町長のお

考えを伺いたいと思います。

それと、３ページの希望と活力ある産業づくりと

いう、上から５行目ですか、ありますけれども、先

ほどほかの議員さんもおっしゃっておりましたが、

経営する行政を目指すような形をお願いしたいとい

うことを、また広告だとかインターネットも含めた

中で、新しい形を進めていっていただきたいなとい

うふうに思っておりますので、ここの部分に力を入

れていただきたいなというふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１２番佐川議員の御質問に○町長（向山富夫君）

お答えさせていただきます。

簡素で効率的な行政を進めることは、私の行政執

行の基本でございます。お尋ねのようなアウトソー

シングにつきましても、これは当然、そういう外部

委託は、理にかなう、あるいは住民サービスの低下

につながらないようなものについては、これはこれ

からも適時判断して、そういう方向で取り進めてま

いります。

それから、行政全般の行政運営につきまして、多

分、お尋ねの意味は、経営的な感覚での行政運営を

という意味かなと思います。全く私も同感でござい

まして、私も長年、農業者といたしまして、経営と

いうものがまず根っこにあるべきだと。行政も全く

同じでございまして、タイムリーに今は何をなすべ

きか、また将来に何をしていくべきかということ
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を、当然、スピーディーに判断しながら、経営的な

感覚を持って行政運営を進めていくことは、これ

は、どなたが担当されても多分同じではないかなと

いうふうに考えて、とりわけ私につきましては、長

年そういう経営者として培ってきた経験をこれから

も行政の中で生かしていくように努めさせていただ

きたいと思います。

以上でございます。

ほかにございませんね。○議長（西村昭教君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようなので、これを○議長（西村昭教君）

もって質疑を終了いたします。

──────────────────

◎予算特別委員会の設置について

お諮りいたします。○議長（西村昭教君）

ただいま議題となっております議案第１号から議

案第１０号までは、なお十分な審議を要するものと

思われますので、この際、議長を除く１３名の委員

をもって構成する予算特別委員会を設置し、これに

付託の上、審査することにいたしたいと思います

が、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、議案第１号から議案第１０号までについ

ては、議長を除く１３名の委員をもって構成する予

算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査する

ことに決しました。

──────────────────

◎休 会 の 議 決

お諮りいたします。○議長（西村昭教君）

議事の都合により、３月１４日から３月１７日ま

での４日間を休会といたしたいと思います。これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、３月１４日から３月１７日までの４日間

を休会とすることに決しました。

──────────────────

◎散 会 宣 告

以上で、本日の日程は全部○議長（西村昭教君）

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１４日から３月１７日までの４日間は休会といたし

ます。

３月１８日は本定例会の３日目で、開会は午前９

時でございます。定刻までに御参集賜りますようお

願い申し上げます。

以上であります。

午後 １時５３分 散会
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上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

平成２１年３月１３日

上富良野町議会議長 西 村 昭 教

署 名 議 員 渡 部 洋 己

署 名 議 員 佐 川 典 子



平成２１年第１回定例会

上富良野町議会会議録（第３号）

平成２１年３月１８日（水曜日）



― 57 ―
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １４名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

御出席、まことに御苦労に○議長（西村昭教君）

存じます。

ただいまの出席議員は１４名であります。

これより、平成２１年第１回上富良野町議会定例

会３日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

日程に入るに先立ち、議会○議長（西村昭教君）

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

町の一般行政について、岩崎治男議員外９名の議

員から一般質問の通告があり、その要旨は、お手元

に配付したとおりでございます。

なお、あらかじめ執行機関に質問の要旨を通告し

てございます。質問の通告は、通告を受理した順序

となっております。

また、質問の日割りにつきましては、さきに御案

内のとおりでございますので、御了承賜りたいと存

じます。

以上であります。

以上をもって、議会運営等○議長（西村昭教君）

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件

日程第１ 会議録署名議員○議長（西村昭教君）

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

１３番 長谷川 徳 行 君

１番 岡 本 康 裕 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 町の一般行政について質問

日程第２ 町の一般行政に○議長（西村昭教君）

ついて質問を行います。

質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。

初めに、８番岩崎治男君。

私は、きょうの先陣を切っ○８番（岩崎治男君）

て一般質問をさせていただきます。

昨年１２月、任期満了に伴う町長選挙後の初定例

会でございますので、向山新町長に就任おめでとう

ございますを申し上げます。

また、本席をおかりいたしまして、前尾岸町長、

３期１２年間の首長としての手腕発揮で、町の発展

に御尽力賜りましたこと、御苦労さまと、敬意を申

し上げるところでもございます。

私は、一般質問の通告書どおり、４項目につい

て、町長並びに教育長に質問をいたしてまいりま

す。

まず１項目め、町の財政運営について、町長にお

尋ねをいたします。

地方分権の進展に伴い、地方自治体の役割と責任

がますます高まってきており、上富良野町において

も、公正、合理的かつ効率的な行政運営が強く求め

られております。

町長に課せられた責務は極めて重大であり、職務

の重要性を深く自覚し、町民の負託にこたえていか

なければならないものと思われます。

これからの上富良野町の財政運営に当たっては、

財政健全化が柱になると考えるが、今後、財政健全

化比率の推移と財政運営について、町長の所信をお

伺いいたします。

２項目め、地元雇用対策について。

世界的な金融・経済危機により、本州はもとよ

り、北海道においても会社の倒産や生産ラインの縮

小による人員削減、予算縮小により公共事業の冬場

の仕事が早く切り上げられ、労働者の賃金が少なく

なり、深刻さを増しております。

また、農業分野におきましても、大型農機具の導

入、低農薬などの適正な使用形態により、作業効率

が上がり、農作業員の減少化が進んでおります。

町内の企業におきましても、製品等の減産によ

り、社員、従業員の解雇が行われており、このよう

に失業した人たちの雇用対策について、町長の所信

をお聞かせいただきたいと思います。

次に、３項目め、役場庁舎のトイレ改修と多目的

トイレの設置についてであります。

上富良野町役場庁舎は、昭和４２年７月２５日に

建設され、町民の行政手続等の重要な窓口として

日々活用されております。

庁舎内には、１階、２階、３階にそれぞれトイレ

が配置されております。建設当時は、利便性の高い

ものであったが、老朽化が進んでおり、内装の壁の

タイルははがれ、傷みが激しくなっております。来

庁される町民のことを考えたとき、改修の必要があ

ると考えるが、町長の所見を伺います。

また、現代社会においては、健常者と障がい者が

平等な立場で行動できなければならないところで

す。庁舎正面玄関はバリアフリー化されており、車
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いすの方でも気軽に出入りできるようになり、便利

になっておりますが、庁舎内には多目的トイレがあ

りません。

障がいを持つ方や老人、おむつがえを必要とする

母子の利便性を考慮し、町民のニーズにこたえた多

目的トイレの設置について、町長の考えをお伺いい

たします。

４項目め、パークゴルフ場の増設について、教育

長にお尋ねいたします。

これは、関連した部分もありますので、議長のお

許しを得られれば、町長からも一言いただきたいと

思います。

上富良野町のパークゴルフ場は、平成３年に島津

公園内に、みんなの労働力奉仕によってつくられた

ものがあったのですが、パークゴルフ愛好者の増加

により、平成１５年、現在の場所に３コース２７

ホールの、立派で利便性の高いパークゴルフ場とし

て開設されました。

開設されたころは、近隣のパークゴルフ場の規模

も小さく、上富良野町のパークゴルフコースに大勢

のプレイヤーが訪れ、初年度は４万１,０００人の

入場者があったと聞いておりますが、２７ホールで

あることから、国際パークゴルフ協会等が公認する

全道、管内大会を誘致することができず、また、芝

の管理上、２コースしか使用できない日がかなりあ

るため、利用者の減少が続いております。これらの

問題を解決するためにも、国際規格に準じた９ホー

ルを増設して、３６ホールにすることが必要と考え

ますが、教育長の決意並びに町長のお考えをお聞か

せ願いたいと存じます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

おはようございます。○町長（向山富夫君）

御答弁申し上げます。

８番岩崎議員、１項目めの財政運営に関する御質

問でございますが、平成２１年度は、自治基本条例

の施行を初め、富良野広域連合としての実質的な業

務開始とともに、第５次の町総合計画がスタートと

なります。

「協働」を町民共有のキーワードとして、「四季

彩のまち・かみふらの－風土に映える暮らしのデザ

イン」の実現に向けて、各施策に取り組んでいかな

ければならないと決意を強くしているところであり

ます。

そのためには、安定した財政基盤の確立が何より

重要であります。特に、自治体財政健全化法が新年

度より全面施行されることから、同法に基づく健全

化判断比率等をもとに、町民の皆様も財政の健全度

を客観的に判断することが容易となりました。

平成１９年度決算に基づく、昨年公表いたしまし

た健全化判断比率はすべて健全段階にあるものの、

実質公債費比率は２１.４％と高い値となっており

ます。

ただ、公債費の償還がピークを越え、減少で推移

していく予定であることからも、この比率も今後改

善傾向で推移していくものと予測しております。

いずれにいたしましても、私に課せられた責務

は、真に必要な行政サービスの確保と、将来世代へ

の責任という両面の達成であると受けとめておりま

すので、安易な基金の活用や地方債の発行は現に慎

み、行財政改革の取り組みにより築かれた収支均衡

のとれた財政構造を基礎として、さまざまな変化に

柔軟に対応できる財政構造の確立に向けて、引き続

き健全な財政運営を旨とし、町政の執行に当たって

まいりたいと考えております。

次に、２項目めの地元雇用対策に関する御質問に

ついてお答えいたします。

議員、御発言にもありましたとおり、町内企業が

置かれている厳しい状況につきましては、昨年来私

も認識をしているところであります。現在も厳しい

状況に変わりはありませんが、受注機会も少しずつ

ふえてくる傾向にありまして、また、人員整理の幅

も少なくなる見通しであると伺っているところでご

ざいます。

ただ、今申しましたように、厳しい雇用情勢であ

ることには変わりはなく、町といたしましては、来

年度、国の緊急雇用創出事業を活用いたしまして、

四つの事業メニューによって９名の雇用創出を図る

ため、その事業予算を今後御審議いただきます平成

２１年度予算案に盛り込ませていただいたところで

あります。

また、国におきましては、引き続き、平成２２

年、２３年においても関連事業が継続して実施され

る予定となっておりますので、商工会を通じた各事

業所へ臨時的な雇用要請など、町独自の取り組みも

進めながら、今後の動向に注視していきたいと考え

ております。

次に、３項目めの役場庁舎トイレの改修等に関し

ましての御質問でございますが、議員の御指摘のと

おり、庁舎のトイレにつきましては、年数経過によ

り老朽化が進んでおります。トイレとしての基本的

な機能には現在のところ問題がなく、必要に応じて

修理を実施していくことによって使用可能と思って

おります。

しかしながら、１階トイレにつきましては、障が

い者の方、特に、肢体の不自由な方が来庁された場

合の対応として、障がい者用トイレの必要性は強く

認識しております。増築しての設置には多額の経費

が必要となることから、現在のトイレスペースを基
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本といたしまして、工夫をし、具現化を図るため、

今年中に障がい者団体と協議をさせていただきなが

ら、協議を進めるように、既に担当に指示をしてい

るところであります。

以上でございます。

次に、教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員、４項目め○教育長（北川雅一君）

のパークゴルフ場の増設についての御質問にお答え

いたします。

パークゴルフ場は、平成１５年４月に３コース２

７ホールでオープンし現在に至っておりますが、建

設の際に設置するホール数については、当時の町議

会からもさまざまな御意見を賜り、最終的に２７

ホールに決定した経緯があったことは議員も御承知

のとおりであります。

開設以来、利用者数については、徐々に減少の傾

向にあることは議員御指摘のとおりでありますが、

減少の主な原因といたしましては、近隣の市町村に

おいてもパークゴルフ場が開設され、町内利用者、

町外利用者ともに、他市町村のパークゴルフ場を利

用する機会がふえたためと考えております。

今後のパークゴルフ場の増設についてですが、教

育委員会といたしましても、建設の際に申し上げて

おりましたように、町民の健康づくり、ふれあいの

場として、初心者を含めたパークゴルフ愛好者の拡

大を図り、さらにパークゴルフの普及、促進を図る

上からも９ホールを増設して、３６ホールとするこ

とについては大変望ましいと考えているところであ

ります。

しかしながら、昨今の厳しい財政状況の中で、多

額の費用を要することから、９ホールを増設するこ

とに対して計画に盛り込むことは非常に困難な状況

でありますので、御理解をお願い申し上げたいと思

います。

以上でございます。

再質問ございますか。○議長（西村昭教君）

８番岩崎治男君。

町の財政運営について、一○８番（岩崎治男君）

問一答方式で質問をさせていただきたいと思いま

す。

国において、平成１９年６月、地方公共団体の健

全化に関する法律により、すべての市町村におい

て、１９年度決算から財政健全化にかかわる各指標

を公表することが義務づけられました。夕張市のよ

うに財政再建団体にならないように、比率指標によ

り判断し、イエローカードも言える注意度を明らか

にしようとするものであります。

上富良野町の借金返済が財政規模に占める割合の

実質公債費比率は、早期健全化基準の２５％より低

い２１.４％であり、よい状態にあると認めたとこ

ろであります。

今、国や道は財政が逼迫し、厳しい財政運営が強

いられ、地方、我が町に来る交付税や補助金などが

削減の方向にあると判断されます。これら財政指標

の将来に向けての数値はどのように押さえているの

かをお伺いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

ただいま岩崎議員からお尋○町長（向山富夫君）

ねがございました実質公債費比率等の推移につきま

しては、まず、担当から御説明させていただきま

す。

総務課長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員の御質問○総務課長（服部久和君）

にお答えしたいと思います。

実質公債費の今後における推計値でございます。

平成２１年度は２０.０％、平成２２年度は１８.５

％、平成２３年度は１７.６％、平成２４年度は１

７.１％を予定しております。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

質問します。○８番（岩崎治男君）

今、道内におきましては、この間の新聞を見ます

と、早期健全化団体として、危険度の高い胆振管内

洞爺湖町、それから、檜山管内江差町、空知管内の

由仁町が、平成２１年度に自治体の財政健全化法に

基づき、財政再建が義務づけられる早期健全化団体

指定が不可避との見通しであると示されておりま

す。

我が町上富良野町では、今後、今お示しいただい

た数値に基づいて、どのような方針で自治体の財政

健全化を創出されていくのかをもう一度お尋ねしま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

岩崎議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

財政の健全化を図っていくということは、これは

当然、自治体財政を預かるものとしては、最も基本

としていくべきということで認識しているところで

ございます。

ただいま担当のほうから御報告させていただきま

した数値等につきましても、実は、単年度単年度の

収支で計算いたします実質公債費比率は、実際はも

う少し低いわけでございますが、議員御案内のよう

に、今、我が町では保証金免除の繰上償還を行って

おりまして、それによりまして、今、集中的に数値

が大きく動いておりまして、単年度で申し上げます

と、まだまだ、もう少し低い数字になっております

が、そういうことできちっと、皆さん方に安心して
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いただけるような数値をもって今後推移していくこ

とが見込まれております。

加えまして、財政の健全化につきましては、財政

計画をしっかり持ちまして、将来の、次の世代に禍

根を残すことのないような財政運営を常に、私とい

たしましては、議会の皆様方と御相談申し上げなが

ら、しかしその一方では、次の世代に希望を持たせ

るような、そういう部分も含めながらの財政運営に

努めてまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

公債費につきましては承知○８番（岩崎治男君）

したところでございますけれども、今の私の質問の

もう一つは、下段のほうに行きまして、安易な基金

の活用とか、地方債の発行という答弁がございます

ので、その部分について質問いたします。

今後の上富良野町は、少子高齢化により、穏やか

な中にも人口の減少は続くと思われるところであり

ます。人口に対して来る国などの交付税、町の町税

収入も少なからず減少していくことと推測されてま

いります。

町長は、さきの答弁で、安易な基金の活用や地方

債の発行は慎み、収支均等のとれた財政構造を基礎

として、健全な財政運営、町政の執行に当たってま

いりたいとのことでありますが、このような考え方

では、先行き、町民が目指す上富良野町はいろいろ

な事業が行えず、衰退していくのではないかと心配

でなりません。歳入に見合った歳出構造が必要と思

われますが、町の財政運営についてもう一度、町長

の考えを伺います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

岩崎議員の質問にお答えい○町長（向山富夫君）

たします。

先ほども冒頭のお答えでも申し上げましたが、私

といたしましては、財政運営というものは、私の基

本的な認識といたしましては、やはり身の丈に合っ

た財政運営を行うのは、これは普遍であるというふ

うに考えております。

しかし、先ほども申し上げましたけれども、次の

世代に希望を持たせるような、持っていただくよう

な、そういう仕掛けも一方ではしていかなければな

らない。そして他方では、やはり無理、無駄をせ

ず、無駄を省きながらコンパクトな財政運営、行政

運営も、これも一方では行わなければならない。そ

れをいかにバランスをとって財政運営を進めていく

かということが、これはずっと将来にわたって変わ

らないところでございます。

そういう意味におきまして、やはり積極的に投資

を行うべきところは行う決断も必要でしょうし、反

面、やはりしっかりと事業を再評価して、見直さな

ければならないところは見直すというような、めり

張りを持った財政運営をすることによって、将来に

もつなげていけるものというふうに考えているとこ

ろでございます。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

新町長のこれからの行政手○８番（岩崎治男君）

腕に期待をしながら、次の２項目めに移りたいと存

じます。

地元雇用対策についての再質問をいたします。

町長は平成２１年度の町政執行方針をさきの議会

で述べられておりました。平成２１年度予算の概要

での一般会計総額は６６億１,１００万円、前年対

比で７.６％の減である。総額予算については、特

別委員会で精査し、理解できると思われますが、町

長としても、国の経済対策と連動して、平成２０年

度補正予算と合わせて、地域経済や雇用対策につな

がるような事業の予算化に努めたところであります

と町長は述べておられます。

どのような事業の予算化に努められるのか、内容

を説明願います。

今、町長が答弁されました四つの事業メニューに

よって、９名の雇用創出を図るとのことであります

が、それらについてもお尋ねをしたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

岩崎議員の雇用対策につい○町長（向山富夫君）

てのお尋ねにお答えさせていただきますが、さきの

議会でも、執行方針の中でも御説明させていただい

ておりますが、雇用対策も含めまして、現在、予算

に盛り込ませていただいておりますが、まず、国の

活性化対策等を受けまして、既に皆さん方から御議

決いただいております、例えば町内の狭隘道路の改

修だとか、それに伴います上水道の布設がえ、それ

ら、あるいは幾つかメニューがございますが、その

中で、まず町の事業者の活性化の口火を切りたいと

いうことで、そういう仕組みもさせていただいてお

ります。

それからさらに、今回、国が緊急的な対策を打っ

てくれておりますので、それらをフルに活用いたし

まして、まず地元の雇用拡大につながる事業も、必

要でございましたら担当のほうから御説明申し上げ

ますが、具体的に今まで皆さん方に御説明してまい

りました数々の、道路の整備もその一端でございま

すが、そういった事業を通じまして、まず町の事業

者の仕事を少しでもふやせるような機会をつくりた

いということで、しかも前倒し発注ができるよう

な、そういう仕組みを整えているところでございま

す。
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それから、国の緊急雇用の事業等を活用いたしま

して、先ほどお答えさせていただきましたが、９名

の雇用を確保するような事業も既に用意してござい

ますので、そういったことを通じまして、町みずか

ら雇用を図るということには限界がございますの

で、間接的なものも含めまして、少しでも雇用につ

ながるような施策を可能な限り計画させていただい

ているところでございます。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

私は、質問の中に農業分野○８番（岩崎治男君）

についても質問しておりますので、これに関連して

質問いたします。

農業分野の労務員、女工さん方におきましては、

いろいろと農作業等で働いてもらっているわけです

けれども、上富良野町高齢者事業団の人員配置が大

きな貢献をされていることには、事業団に対して感

謝しているところでございます。当然、補助金の支

援は必要であり、今後も出すべきだと考えておりま

す。

そのほかに、町内には、規模は小さいが、農作業

労務の紹介をする小さな団体、班長さんがお世話を

して、このような取り計らいをしている団体に対し

ても、少額であっても補助金の支出を行い、バラン

スのとれた援助をしていったらよいのではないかと

考えるところですけれども、その辺についても所見

を伺いたいのですが。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

岩崎議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

いたします。

まず、農業分野についての雇用状況でございます

が、これらにつきましては、最近、上富良野町の営

農形態も、かつてから比べますと、施設園芸等は大

変大きなウエートを占めてきている現状にございま

して、非常に、働く人を受けるパイは、私として

は、相当、かつてよりは大きくなってきていると。

既に、さまざまな方法を通じまして雇用を求めてい

る農業者も見受けられますので、自分に適正がある

かないかは、これは別といたしまして、時間もある

程度自分の希望に沿った形で雇用していただけると

いうような、そういう農業者も結構見受けられます

ので、まず、農業としての受け皿も、上富良野とし

てはある程度前向きになってきているのではないか

なというふうに認識しているところでございます。

また、高齢者事業団につきましても、これは当

然、町の高齢者の生きがい対策も、そういう意味合

いもございますので、これは今後とも育成をしてい

きたいというふうに考えております。

ただ、私の認識といたしましては、高齢者事業団

そのものの雇用体系が、局長さんともお話をさせて

いただいたりしておりますけれども、非常にある面

におきまして、高齢者事業団そのものの当時の設置

した精神は、もう少しイメージとしては軽労働を中

心とした町の公共施設等を、整備等をサポートして

いただくような、そういうイメージでスタートした

というふうに私も記憶の中にございますが、現在の

実態を見ますと、若干農作業等のウエートが大変最

近高くなってきているというようなこともお聞きい

たしておりまして、若干負担が重い、そういうよう

な傾向も見られるというようなことで、中身の工夫

も今後一つの検討課題かなというふうに考えており

ます。

さらに、さまざまな雇用調整を図ってくれており

ます、町の中におられます、そういう働き手の調整

役をしてくれておられる方が何名かおられるという

ことを、私も実態はある程度理解しておりますが、

これらにつきましては、今後どういう形で町がかか

わればいいのかということは、全く私、今のとこ

ろ、そういう発想のもとで組み立てたことがござい

ませんので、これは、そういった関係の方々とまた

お会いして、お話を聞かせていただくような機会を

通じまして、もし町のかかわりがその中で生まれる

とすれば、それは今後の研究課題とさせていただき

たいと思います。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

今、町長の答弁ございまし○８番（岩崎治男君）

たように、小規模ながら、やはり支援の手を差し伸

べて、今後対応してまいるように努力されるようお

願いいたします。

再々質問の労働関係ですけれども、現在、仕事を

失った従業員の相談窓口として、雇用のあっせんは

ハローワーク、旧職業安定所が行っており、職を

失った人たちが多数訪れていると聞いているところ

であります。

上富良野町内におきましても、事業縮小、人員削

減などで職を失い、あすからの仕事が見出せず路頭

に迷い、職業相談を受けたい。しかし、役場に行っ

ても相談窓口がわからない、はっきりとした表示看

板が見当たらない、このような声を聞きます。

私は、役場庁舎内に雇用の相談窓口などが表示さ

れた看板の設置が必要と考えます。私も以前にも１

回、このことについて質問をしましたら、設置しま

しょうという、割と軽い返事だったのですけれど

も、いまだ実行されておられないので、今度は重々

しく返事をしていただいて、設置をぜひお願いした

いと思います。

そして、看板のもとに、職員教育をして、失業す
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る方、また、働きたいといった、そういった方に懇

切丁寧な対応を行うことについて、お答えを伺いた

いと存じます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

岩崎議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

いたします。

雇用の相談等の窓口の表記でございますが、議員

がおっしゃられるとおり、行政サービスとして、そ

れをしっかり整えていかなければならないというこ

とは全く同感でございまして、私も、現在そういう

表記がなされていないということは認識しておりま

すので、これは早急に、丁寧に、そういう相談に訪

れた方が、一目、ここでお話しすれば相談に乗って

いただけるというような表示をするように指示いた

しますので、御理解いただきたいと思います。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

８番岩崎治男君。

次に移らせていただきたい○８番（岩崎治男君）

と思います。

役場トイレ改修と多目的トイレの設置について、

役場庁舎トイレの改修について質問いたします。

町長の答弁では、基本的な機能には問題はなく、

修理を行えばまだ使用可能とのことであります。

私は、昨年１１月、ある町民よりこのことを聞

き、１１月の選挙関係で役場へ行き、小用を足そう

と庁舎トイレに入ったそうです。１階正面を入る

と、壁のタイルが落ち、これが町民の行政の拠点で

ある役場のトイレかと落胆したそうであります。

その話を聞き、私は、担当する課の管理職の方の

許可を得て、建物内部の調査をさせていただきまし

た。一部屋当たりの面積は狭く、現代の人たちの大

型化した体型には合わないと感じました。私は、間

取りを広くとり、もう少し近代化した改修が必要で

あると思います。

次に、庁舎内多目的トイレの設置であります。

主なる公共施設で、この種のトイレがないのは本

庁舎だけと思います。

これも昨年ですが、体の不自由な方が用を足せ

ず、他の公共施設に運ばれたそうです。このような

事態を考えるとき、障がい者団体などと協議を進め

るように指示したのみならず、今年度中にこの多目

的トイレを設置するという明言をいただきたいなと

いうふうに思います。お考えを伺います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

岩崎議員の庁舎の設備等に○町長（向山富夫君）

ついての御質問にお答えさせていただきます。

私も非常に役場庁舎全体が、何かお聞きいたしま

すと、全道でも５本の指に入るくらい古い庁舎だと

いうふうに聞いておりますが、今これを改修・改造

するというようなことは、これは念頭にないという

ことは冒頭申し上げておきますが、トイレ等につき

ましては、非常に狭隘であったり、あるいは現代の

住環境を備えたような、そういう仕組みになってい

ないということは現実でございます。

しかしながら、トイレ等を改修するということに

なりますと、当然それに伴って、給水、排水、相当

な部分に改修が及んでいくというようなことから、

必要最小限度の改修は、これは行うべきという認識

をしておりまして、２階、３階につきましては、大

変御不便や御不自由をかけるところがあることは承

知しておりますが、議員おっしゃいました１階の部

分のトイレにつきましては、これは多目的トイレに

早急に改修をするというようなことは、これは決断

をしておりますので、そのように取り進めさせてい

ただきたいと思います。

ただ一つ、残念と申しましょうか、現実を申し上

げますと、非常に壁等がコンクリートでできており

まして、その部分が、軀体を支える非常に重要な部

分とまだ位置が同じというような現実もございまし

て、技術的なことは私わかりませんが、担当に十分

勉強させまして、その与えられたスペースの中で最

大限の機能が満たせるような、そういう多目的トイ

レ、今年度はちょっと、もう半月しかありませんの

で、もうできませんが、新年度、２１年度に向けて

は、必ず住民の皆さん方の要望にこたえられるよう

な方法を講じるようにさせていただきたいと思いま

すので、御理解いただきたいと思います。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

町長は、多目的トイレにつ○８番（岩崎治男君）

いては早急にやりたいということで、トイレについ

ても、やはり三つあるわけですから、計画的に、年

次ごとに、一遍にやるのではなく、技術的にかなう

ものであれば、そういうようなことでお願いしてお

きたいというふうに思います。

それでは、四つ目の再質問に移らせていただきま

す。

パークゴルフ場の増設について、教育長の答弁で

は、昨今の厳しい財政状況の中で、多額の費用を要

することから、計画に盛り込むことは困難な状況と

のことをさっき答弁でおっしゃっております。しか

し、３月の、先日の、平成２１年度教育行政執行方

針のスポーツ振興についての中で、町民の健康づく

りを目指し、各種スポーツ大会の開催など、生涯に

わたってスポーツに親しめるように取り組みを進め

ていくと述べられております。各種スポーツの中で

もパークゴルフ競技は、老いも若きも、年齢に関係

なく生涯のスポーツ活動として楽しみ、親しみなが
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ら、健康な体力づくりに欠かせない競技でありま

す。町第５次総合計画作成に当たっては、パークゴ

ルフ場の増設、特に、用地確保を最大の課題として

取り組まれるよう、教育長の決断を求めるところで

あります。

なお、議長の許しが得られれば、町長の考えもお

聞きしたいと存じます。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員の御質問で○教育長（北川雅一君）

ございます。

当然ながら、町民の健康を守る教育委員会、いろ

いろな部分で対応していかなければならないという

ところでございます。基本的には、町民のというこ

とが前提に出てきますので、教育委員会といたしま

しては、町民の健康づくり等に、スポーツを通じ

て、また、ふれあいの場として対応していきたいと

いうのが我々の一つの前提条件として進めてござい

ます。

そういう意味から、先ほども若干お話しさせてい

ただきましたけれども、町民の健康づくり、ふれあ

いづくりの場が、ますます盛んになってくれば、教

育委員会といたしましても、９ホールの増設という

形の考え方にはなってくるのかなというふうに実は

考えているところでございます。

そういう状況の中で、今後の対応といたしまし

て、増設についての用地確保等については、先ほど

申し上げましたように、財政的な状況も踏まえなが

ら、ちょっと今のところの判断ということにはなっ

てきていない状況でございます。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

教育長もパークゴルフにつ○８番（岩崎治男君）

いては大きな関心を持っておられるということは理

解しますけれども、なかなか前向きの発言がいただ

けないようでありますが、しかし、パークゴルフ協

会の会員、また、愛好者の方々は、一日も早い４

コース３６ホールの公式公認のコースの完成を待ち

わびております。増設用地が確保できたならば、

パークゴルフ仲間の間では、私たちの労働力奉仕で

コース造成及び整備を行い、町への財政負担を少し

でも手助けをして、完成を見たい。国際パークゴル

フ基準に沿った４コース３６ホールのパークゴルフ

を楽しみたい、真剣な願いであります。どうか関係

町民の意を酌み取りまして、前向きの考えを一日も

早く実現されるように、いま一度、見解をいただき

ます。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員の御質問で○教育長（北川雅一君）

ございます。

私も願うところは一つでございまして、町民の

方々が大勢パークゴルフを親しんでいただいて、あ

そこのコースが本当にあふれるような状態等が出て

くれば、私も当然増設というふうな考え方にはなっ

てくるのかという判断をしてございます。その辺、

今、正直なお話、パークゴルフの競技人口等を見て

いきますと、かなり減少しているというような、岩

崎議員の冒頭のお話にもございますけれども、今の

状況の中では、その３コースについて御利用いただ

くという形で対応したいというふうに考えておりま

すので、よろしくお願いをしたいというふうに思い

ます。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

パークゴルフの基準の３６○８番（岩崎治男君）

ホールでプレーができるようになれば、各種大会を

この町のゴルフ場に持ってこられると。そうするこ

とによって、大会があると、１週間も１０日前か

ら、熱心なプレイヤーはこの町のゴルフ場に来て、

現地で、大会当日少しでもよい成績を上げたいとい

う思いから練習に来るわけです。そういったこと

で、循環型の経済効果があるのだと。よその町の人

が上富に来れば、３００円なり何なりの利用料金を

払って、このパークゴルフ場を利用してくれると、

そういうことで、経済効果も生まれるし、それか

ら、皆さんの希望するパークゴルフ場は実現できる

ということがございます。

そういったことで、いずれやりたいという考えの

みにとどまっておりますので、もう少し踏み込んで

お話をさせていただきますが、４コース３６ホール

に再編してという素案を考慮して、パークゴルフ協

会の認定をいただけるようなコースに完成すること

が悲願でありまして、これが早急に実現しないとな

ると、だんだんパークゴルフマニアも世代が変わっ

ていくわけです。年齢も増していきますし、若い方

の勧誘も、４コースがなければ参加しにくいと。

そういうことで、教育長も昨今の厳しい財政状況

の中で、多額の費用を要するから計画に盛り込むこ

とは困難と最初に言われております。少し和らいだ

答弁になってきたかなとは思いますけれども、各種

スポーツの中でも、パークゴルフは大切な競技であ

り、もう一度、町長も含めてお伺いをいたしますけ

れども、第５次の総合計画の策定にこれを織り込ん

でもらえるものかどうか、一言お願いいたします。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員の御質問に○教育長（北川雅一君）

お答えいたします。

冒頭申し上げましたように、基本的には、町民の

方々の活用の場という形で我々も対応してございま
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す。今の御質問の中にも、経済効果等を含めた御質

問ございましたけれども、私ども教育委員会といた

しましては、一応町民の、先ほど申し上げました健

康づくり、ふれあいの場ということを主眼に置いて

進めてございます。経済効果も含めて対応していく

のであれば、また考え方も方向的にちょっと違う部

分が出てくるのかなというふうにありますけれど

も、我々としては、先ほども言いましたように、あ

くまで町民の皆様が大いにあの場所を利用していた

だいて、それがあふれるような状態に近くなれば、

そのような方向性も、やはりきちんとしていかなけ

ればならないという実は判断をしてございますの

で、そんな状況で、教育委員会としてのお答えとさ

せていただきたいというふうに思います。

以上です。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

パークゴルフ場の整備に関○町長（向山富夫君）

しまして、岩崎議員の御質問に私のほうからもお答

えさせていただきたいと思いますが、大筋といたし

ましては、教育長から答えさせていただいたという

ことで、共通の認識を持っております。

私といたしましては、現在の３コース２７ホール

の整備をさせていただいているところでございます

が、パークゴルフ愛好者の今後の推移というものを

非常に、しっかり検証していかなければならないと

いう、まず基本的な部分もございますのと、議員御

質問の中にありますように、私といたしましては、

上富良野の現在のパークゴルフ場が整備されてきた

経緯等も見る中で、かつては島津公園の中にあった

ような、町民の健康増進のための、そういう趣を

持った、健康増進の一環としての、どなたもパーク

ゴルフを楽しんでいただけると。

そういう部分では、若干、今の現況から申し上げ

ますと、私の見る目からいたしますと、非常に競技

性が高い、そういう利用頻度が今は多いのかなとい

うことで、本当に、教育長の執行方針にも述べさせ

ていただいておりますが、総合型の地域スポーツク

ラブというようなことも今後念頭にございますの

で、町民の小さいお子様から高齢者の方まで、競技

性にウエートを置かない、そういうパークゴルフの

楽しみ方の工夫が、もし健康増進の観点から必要と

いうような判断ができる時期が来たとすれば、それ

はまた、そういう別な視点からの考慮は必要かと思

いますが、競技性に重心を置きましたコース整備と

いうものにつきましては、これは、現在、各地域に

競うように整備されてきておりまして、そういう競

い合いの中で、町がさらに整備に投資をしていくと

いうことは、これは、町民の皆様方すべてに利用し

ていただくという観点から見ますと、やはり慎重に

ならざるを得ないというような見解を持っておりま

すので、私の考えとさせていただきます。

以上でございます。

８番岩崎治男君。○議長（西村昭教君）

教育長並びに町長から、○８番（岩崎治男君）

パークゴルフ場のあり方について考えをお聞かせい

ただいたところであります。

このパークゴルフ場につきましては、きょうも関

心を持った愛好者、また、パークゴルフの関係者が

数多く傍聴に見えられて、この推移を見守っている

わけでございまして、何とかこれをなし遂げたいと

いう思いで、私もまだ初心者で、ゴルフ愛好者では

ございますけれども、この富良野市の金満であると

か美瑛であるとか、いろいろなパークゴルフ場で体

験をさせていただきました。

また、昨年は、研修ということで、この発祥地で

あります十勝の音更にある原っぱコースとか、それ

から、化粧柳コースとかというところも体験させて

いただいて、見てきましたけれども、やはりどの

コースも３６ホールになっているわけでございま

す。

そういったことで、競技中心ではないかと言われ

ますけれども、それもありますけれども、やはり体

力維持、そして、健康で伸び伸びと楽しくというこ

とが目的でございます。

最悪のお話をいたしますけれども、なかなか用地

取得が困難だということであれば、今現在ある２７

ホールのコースの一部を移動して、４コース３６

ホールにできないかということを、教育委員会のほ

うで、我々は素人で何も言えませんけれども、専門

家として、そういうことも検討の材料に入れていた

だいて、今後、実現に向けてよろしくお願いをした

いと思います。

時間も迫っておりますので、私の一般質問をこれ

で終了させていただきます。ありがとうございまし

た。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

８番岩崎議員の御質問で○教育長（北川雅一君）

ございます。

教育委員会といたしましては、基本的には３６

ホールということは理想だということも考えてござ

います。そういうことは御理解をいただきたいとい

うふうに思います。

それで、先ほどいろいろの部分で御説明申し上げ

ました内容でございます。今後、そういう状況のも

とであれば、レイアウト等の考え方も一応、一応と

いいますか、考え方としては、しなければならない

部分もあるのかなと思いますけれども、それにはか

なり、今の現実の中では、コース等がかなり変更さ
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れていくような状況も考えられますので、そうなっ

てくると、他のコース等にもかなり影響が出てくる

というところは、正直言ってなってきますので、そ

ういうことも十二分に調整しながら進めたいという

ふうに考えております。

以上でございます。

以上をもちまして、８番岩○議長（西村昭教君）

崎治男君の一般質問を終了いたします。

次に、２番村上和子君。

このたびは、向山町長御就○２番（村上和子君）

任おめでとうございます。町長に初めての、さきに

通告してあります５項目について質問させていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。

１項目めは、第４次総合計画で実現できなかった

案件について評価と検証をし、第５次総合計画で継

承する事業の具現化計画を。

第４次総合計画で実現できなかった案件につい

て、中心市街地整備事業や老朽化した上富良野小学

校の校舎の改築、西小学校グラウンド、体育館整備

ほか何件かあると思われますが、これらについて第

４次総合計画の評価と検証をし、どの事業から具現

化に向けるのか明確にしていただきたい。

２項目めは、町として独自の雇用経済対策が必要

ではないでしょうか。

百年に一度の世界大不況により失業者が多く出て

おり、上富良野町も例外でなく、輸出関連産業にか

かわっている会社があり、３社で約３００名ぐらい

の雇用が図られていたが、ことし１月から３月ぐら

いは、月の半分は従業員の自宅待機や退職になった

人たちもいる。こういった状況を見るにつけ、国の

緊急雇用対策では、ほんの少しの雇用しか図られ

ず、町として雇用創出を緊急に図るべきではない

か。また、雇用を守るべく頑張っている企業主に対

して、何らかの支援が必要と考えますが、いかがで

すか、町長にお尋ねしたいと思います。

３項目めは、子育て世代の特典制度であります。

市町村単位で子育て世帯を応援するどさんこ・子

育て特典制度がスタートしました。市町村がこの制

度を実施している場合、小学生までの子供がいる世

帯を対象に、協賛店・施設等でさまざま特典が受け

られる。協賛店・施設には協賛ステッカーが掲示さ

れており、認証カードの提示が必要となる。こう

いった施策が道保健福祉部子ども未来推進局で出て

おりますが、町としては、どさんこ・子育て特典制

度などを実施する考えはないか、町長にお伺いいた

します。

次に、第４項目めは、地区ごとに担当職員の配置

を。

ことし、２１年度は、自治基本条例の制定や地域

福祉計画（案）、第６次農業振興計画（案）、第５

次総合計画など数多くの計画があり、平成１６年と

１９年には、組織機構改革１０課２２班体制となり

ましたが、これは庁舎内の改革であり、町民に向け

てのものではない。本来の業務で職員も多忙と考え

ておりますが、協働のまちづくりをしていく上にお

きましても、地域担当職員を配置し、住民の中で行

動することで、行政と職員と町民が一体になり、そ

れぞれの立場で役割分担をしながらまちづくりをし

ていくことが必要ではないでしょうか、町長にお伺

いいたします。

５項目めは、個人情報での過剰反応に対し、条例

適用を適切に。

町民のパブリックコメントでも、民生児童委員の

活動が極めて重要と考えているなどの意見が出され

ているが、個人情報の問題で、学校の緊急連絡網、

町内会の名簿や連絡簿、災害時に救援が必要なお年

寄りや障がい者の名簿がつくれないなど、さまざま

な過剰反応が出ている。本人の同意なしに個人情報

を提供できる事例や、あらかじめ同意が必要な事例

を公表するとともに、ガイドラインや必要に応じて

見直すことになっており、自治体としても余り過剰

反応にならず、法の趣旨により、関連条例の運用が

必要ではないかと思いますが、町長にお伺いいたし

ます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

２番村上和子議員の御質○町長（向山富夫君）

問、５項目についてお答えさせていただきます。

１項目めの第５次総合計画に継承される事業の具

現化をとの御質問にお答えいたします。

第４次に位置づけられました事業はもとより、事

業の必要性などの議論のみに終始したものまで含め

ますと、多くの個別事業が第５次に持ち越されたも

のと認識しているところでございます。

議員も御承知のとおり、今回の第５次策定の前提

といたしまして、一昨年、第４次に基づきました、

ここ１０年の行政運営についての評価と、第５次に

向けた方向性等について検証を加えさせていただい

たところでございます。

私といたしましては、これらのことを踏まえつつ

も、必要性や緊急性、町民要求の熟度など、総合

的、客観的に判断した上で事業化していくというの

が私の基本的な考えでございます。

議員が御質問の中で挙げられました事業につきま

しても、第５次において大きな課題であると認識し

ております。

先ほど述べましたが、基本的な考えに当たって、

判断、選択し、優先度の高いものから事業の具現化
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を進め、毎年度作成しております実施計画の中でお

示しさせていただきたいと考えております。

次に、２項目めの町独自の雇用経済対策について

の御質問にお答えさせていただきます。

まず１点目の、町内の事業所においても従業員の

自宅待機や退職者が出ていることから、緊急に雇用

創出を図るべきでないかとの御質問でありますが、

このことにつきましては、先ほどの８番岩崎議員の

御質問でもお答えさせていただきましたように、国

の緊急雇用創出事業によります雇用の創出及び商工

会を通じました各事業所への臨時的な雇用の要請を

図ってまいりたいと考えております。

次に、事業主への支援についての御質問ですが、

町といたしましては、国や道、関係機関と連携をと

りながら、企業活動の維持につながる情報提供な

ど、側面的な支援については積極的に行ってまいり

ますが、新たな企業への直接的支援につきましては

持ち合わせておりませんので、御理解を賜りたいと

思います。

次に、３点目のどさんこ・子育て特典制度につい

ての御質問にお答えさせていただきます。

この制度は、北海道が提唱し、平成２０年６月か

ら、子育て中の家庭を社会全体で支援する趣旨で事

業展開しております。内容といたしましては、全道

地域で行う協賛施設型と、市町村地域で行う協賛店

舗などがありますが、現在、道内の市町村区域での

実施は２８市町で、上川支庁管内におきましては美

深町が実施しております。

本町では、全道地域の協賛事業といたしまして、

後藤美術館やフラワーランドなど４施設が割引など

を実施していますが、まだ町全体としての事業展開

には至っていないのが現状であります。これまで

に、この制度につきまして町商工会と意見交換した

経過がありますが、今後さらに商工会との協議を進

めながら、事業展開の方向性を探ってまいりたいと

考えておりますので、御理解をお願い申し上げま

す。

次に、４項目めの地区担当職員の配置に関しての

御質問にお答えいたします。

組織的な地域担当制につきましては、行政推進の

一つの方法として、他の自治体で取り入れていると

ころもありますが、担当する職員が多岐にわたって

行政の全般を熟知し対応することは難しく、必ずし

もタイムリーなアドバイスなどができ得ないことも

ありますことから、平成１９年４月に設置しました

町民生活課におけます自治推進班を中心といたしま

して、地域・町民からの意見などの広聴機会を、町

民ポストあるいは住民会を通じた方法や、小グルー

プでの意見交換など、幅広く対応をさせていただい

ているところでございます。今までの方法をさらに

充実させ、協働のまちづくりを進めてまいりたいと

考えておりますので、御理解のほどよろしくお願い

申し上げます。

次に、５項目めの個人情報保護での過剰反応に対

して、条例運営を適切にとの御質問についてお答え

させていただきます。

当町におきましては、議員も御承知のとおり、町

が保有する個人情報の適切な取り扱いを図るため

に、平成１３年１０月に個人情報保護条例を施行

し、その後の町が保有する個人情報につきまして

は、条例に基づく取り扱いを行ってきているところ

であります。

また、国におきましても、平成１７年４月より、

個人情報保護法が全面的に施行され、５,０００人

分を超える個人情報を事業活動に利用している事業

所等を個人情報取扱事業者として、その個人情報の

適正な取り扱いを求めているところであります。

個人情報の取り扱いに関しては、特に、平成１７

年４月の個人情報保護法が施行されて以降、それま

での個人情報の取り扱いに対する考え方が大きく変

わりましたことから、個人情報であればすべて保護

すべきという理解が多くあり、いわゆる過剰反応が

見られたところでありますが、法の趣旨につきまし

ては、個人の権利、利益の保護と、個人情報の有用

性のバランスを図るものでありまして、地域活動と

個人情報保護の仕組みなどを解説しているものも、

国において公表されているところであります。

また、町の個人情報保護条例の運用に当たりまし

て、特に、町が保有する個人情報の収集・利用、提

供につきましては、本人の同意があるとき。同意の

有無に関係ないものとしては、法令等の定めにより

まして、個人の生命等の保護のため、緊急かつやむ

を得ない場合などを原則としております。

その例外規定といたしまして、公益上必要がある

と実施機関が認める場合におきましては、収集・利

用・提供できると規定されております。ただし、公

益上必要があるかどうかについては多様な考え方が

あることから、該当する事例につきましては、法律

の専門家と住民の方で構成する審査会で御審議をい

ただき、その取り扱いについて判断をしているとこ

ろであります。

また、昨年４月の個人情報保護条例の一部改正に

合わせまして、個々の案件の審議につきましては、

審議会の審議方法に書面協議を追加いたしまして、

軽易な案件につきましては短期間で結論を得ること

ができるよう取り扱いを改善したところでありま

す。

今後とも、町が保有する個人情報の取り扱いに関
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する町の個人情報保護条例の運用につきましては、

保護と活用のバランスを図り、町民の方が安心した

生活が送れるよう適正に運用してまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

再質問、よろしいですか。○議長（西村昭教君）

２番村上和子君。

１項目めの５次総合計画で○２番（村上和子君）

継承する事業の具現化の件でございますけれども、

実施計画の中で優先順位の高いものから示すという

御答弁をいただきましたけれども、私は、４次で

残っておりますこれらの順位をつけるとすれば、

やっぱり老朽化した上小、４８年たっております

し、せんだっても耐力度を調査したところでござい

ますが、耐力度は大丈夫だと。

今度、耐震度をこれから検査するわけですけれど

も、方向づけとしては、今度は、耐震の補強の工

事、耐力度と両方というわけではありませんので、

耐震度に問題があるということになりますと、どう

しても、それらの改築の方向づけがちょっと、そこ

ら辺の判断というのは、町長も今までの経緯も十分

御存じだと思いますので、やっぱり早急に調査費を

つけて方向づけ、優先順位は一番、上小の改築問題

ではなかろうかというふうに思うわけですけれど

も。

それから、市街の中心地の整備事業でございます

けれども、これも長年、２回ぐらい図面をつくりま

して、かなりお金もかけまして、いろいろ計画して

おりますけれども、これは、もしコンパクトにする

のであれば、コンパクトにして、見直しをして、そ

して取りかかるとか、この優先順位というのを、こ

れからということでございますけれども、早急に取

り組んで、政策調整会議等を細かくやっていただい

てということを考えるのですが、まず具体的に、

やっぱり町長の決断というのが必要でなかろうかな

と思うのですけれども、ちょっとその点お願いしま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

２番村上議員の再質問にお○町長（向山富夫君）

答えさせていただきます。

まず、最初のお尋ねでございます４次総からの積

み残しでございます主要な事業の継続についてでご

ざいますが、特に、上富良野小学校についてのお尋

ねでございますが、さきの執行方針でも一部述べさ

せていただいておりますけれども、現在、上富良野

小学校につきましては耐力度調査を終えておりまし

て、その中では、一定程度の数値を得ておりまし

て、耐力度的には緊急の心配はないということでご

ざいますが、ことし、新年度、２１年度におきまし

ては、予算を持ちまして耐震診断を実施することと

させていただきたいと思っておりますが、その結果

におきましては、改修を検討せざるを得ないという

ような状況も当然視野に入れておかなければならな

いと考えております。

いずれにいたしましても、将来を託す子供たちの

学び舎でございますので、私としては、優先度とし

ては最優先というふうに考えております。

そして、その耐震診断の結果に応じては、非常

に、何と申しましょうか、改修を必要とする水準

と、何とか数値的にクリアできる、非常に境界と申

しましょうか、そういうような数値がもし出たと仮

定いたしますと、これは相当の重大な決意を持って

決断を迫られると申しましょうか、決断をしなけれ

ばならない場面もあるのかなというふうに考えてお

ります。

いずれにいたしましても、もちろん財政、あるい

はさまざまな国、道の事業等の絡みも総合的に判断

しなければなりませんけれども、まず、基本的に子

供たちの安全を確保するということは普遍でござい

ますので、この点は、経過を見てからまた判断をさ

せていただきたいということで、御理解をいただき

たいと思います。

それから、中心市街地の関係につきましては、今

まで私も議員と一緒に議員活動もさせていただいて

いる中で、この問題については種々検討してきた経

過がございますが、現在のところ、我が町におきま

しては、中心市街地の、いろいろ過去に絵は描かれ

てきておりますが、具体的にどういうふうに町の中

心市街地を整えていくかということは、具体的な計

画は現在示されておりません。

ただ、例えば道路等を中心といたします線的な整

備につきましては、公共が担う部分は相当、大半公

共が担う部分かなと思いますが、面的な部分につき

ましては、申し上げるまでもなく、これは、地権者

を初め、そこに居住されております、あるいは御商

売をされております方々の自主的な活動というふう

になると私も認識しておりまして、そちらのほうの

活動は、残念ながら現在停滞しているという実態に

ございます。

私もそういう現況を認識しておりますので、これ

から、担当にも指示しておりますが、早急にしっか

りとした、現況を踏まえた、中心市街地になるのか

どうか、これも断定できませんが、要するに、町の

中心の形をどのように整えていくかということを、

それぞれ商工会、あるいは協議会もございますの

で、そういったところに主体性を持って検討してい

ただいて、ある程度現況に即した形に、夢ばかり描

いているのではなくて、現実味を帯びた形になるよ
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うなものに、私もサポートしてまいりたいというふ

うに考えております。

以上でございます。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

１項目につきましては、早○２番（村上和子君）

急にめり張りのついた町長の強いリーダーシップで

決断をよろしくお願いしたいと思います。

次は、２項目めの雇用の経済対策でございます

が、同僚議員に答えてくださいまして、９人ぐらい

の雇用が生まれるわけですけれども、ワークシェア

リングで特別勤務手当等が出ておりますから、そう

いったところをちょっとカットしていただいて、庁

舎内で何人か臨時の雇用ができないのかとか、総合

窓口につきましては、考えて明示をするということ

を先ほど御答弁いただきましたので。

今度、厚労省で出ている雇用創造先導的創業等奨

励金というのがあるのですけれども、これは、富良

野地区は採択されたということですが、上富良野町

も観光関連の起業家を募って雇用するということを

出ておりましたけれども、雇用創出を見込むという

ことはどうでしょうか、そこら辺からはどうなりま

すでしょうか。

それと、企業に対しては、法人税等の減免なんか

を取り入れて考えていただくのも、これも一つの支

援になるのではないかと考えますけれども、その点

お伺いしたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

村上議員の雇用関係につい○町長（向山富夫君）

ての御質問にお答えさせていただきますが、ただい

ま議員がお述べになりました制度については、残念

ながら私、情報を持ち合わせておりませんが、企業

に対します支援と申しましょうか、そういったもの

は、現在も企業振興条例等を通じまして、税の負担

軽減等を行っておりまして、先ほど岩崎議員の御質

問のときに申し上げましたが、直接企業に対しまし

て支援を行うということは、町として非常になじま

ないというふうに理解しておりまして、所得税関

係、そういう税に関しましての軽減は町としてござ

いませんので、固定資産税だとか、そういった面で

の援助と申しましょうか、支援はさせていただいて

おりますので、現在の制度の中で、仕組みの中で行

える範疇で今後も行ってまいりたいというふうに考

えております。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

それでは、３項目めの子育○２番（村上和子君）

て支援世代の特典制度につきましてお願いしたいと

思います。

これから子供さんも春休みになってまいります。

それから、夏休みもございます。それで、各市町

村、７０市町村がこういった参加を検討している

と、こういうことでございまして、今、町でも定額

給付金の出ました後にプレミアム商品券を発行する

ということでございますけれども、それらとあわせ

持って、道が市町村を通じて、各世帯に認証カード

を発行したり、協賛店にはステッカーを張ったり、

そういったことは道のほうから支援がございます

し、やっぱり商店街の消費の拡大になるかと思うの

ですけれども、子育てをしていらっしゃる、お子さ

んにちょっとしたドリンクなんかでも、ちょっと

サービスでいただいたりしますと大変うれしいもの

でございまして、こういったことも、そんなにお金

はかからないと思います。

道では、観光とかレジャー施設、それからキャン

プ場、スキー場、それからテーマパーク、３０施設

で、こういった特典契約を、どこの市町村からで

も、そういう認証カードがありますと適用になると

いうことで、これはぜひ考えていただきたいなと思

うのですけれども、こういったことにつきましてど

うでしょうか、お尋ねしたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

村上議員の子育て特典制度○町長（向山富夫君）

につきましての御質問にお答えさせていただきま

す。

まさしく、そういうような事業に参加していただ

ける企業がふえることは、私としても大変望ましい

ことだというふうに考えております。

また、これは、町が主導して行うというようなも

のより、むしろ事業者が積極的に参加していただく

ということが基本でございまして、制度の趣旨とし

ては全く、私も上富良野町が地域を挙げて、議員御

質問のような、そういう町になることが望ましいこ

とは、私も全く異論がないわけでございまして、既

に商工会等へも、そういったお話をさせていただい

た経過もございますが、１回お話をすればいいとい

うものでもございませんので、ぜひそういう機運が

盛り上がることによって、また、企業も企業イメー

ジを高めることになりますので、事業主も、そうい

うことで町全体が活性化も図られる。

さらには、そういう子育てに対する認知度も高ま

るということで、町として応援できる部分は積極的

に応援しますし、また、今後も商工会等を通じて、

事業者にぜひそういう趣旨を理解いただいて、町を

挙げて子育てをしようと。また、事業活動も活発に

なりますということで、これからも町のほうからも

いろいろ協議を重ねさせていただきたいと思いま

す。

以上でございます。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）
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それでは、４項目めの地区○２番（村上和子君）

職員配置の件に入っていきたいと思います。

町民は、やっぱり要望とか苦情があっても、役場

に行って、なかなか出向いていって申し出るのは

おっくうだったり、ちゅうちょしがちだと思うので

す。それが募ると不満にもなりかねませんし、こう

したことをなくすためにも、住民と行政の風通しを

よくするために、住民と行政のパイプ役として、職

員みずから住民の中へ入っていただいて、そして、

よく住民のニーズなり、そういったものを聞いてい

ただくと。

御答弁では、多岐にわたって行政の全般を熟知

し、対応することは難しいという御答弁でございま

すけれども、私は、職員の方はいろいろと知識も

持っていらっしゃいますし、さらに、研修もたくさ

んしていただいて、そのために予算は多くとってい

ただいても結構かと思うのですけれども、町民との

信頼関係を強化するためにも、やっぱり町民の中に

飛び込んでいただいて、それで、特に災害時、そう

いったときに、緊急避難なんかのときには、私は、

こういった地区担当職員の方がおられましたら、混

乱もしませんし、１地区１０人ぐらいの方がおられ

ましたらというふうに、問題解決のためにも、支

援・協力していただくと、そういうのが地域の自治

を高めていくものになるのではないかと思うのです

けれども、その点どうでしょうか、お尋ねしたいと

思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

村上議員の地区担当職員に○町長（向山富夫君）

関しましての御質問にお答えさせていただきます。

議員がイメージされている地区担当職員というの

は、多分私のイメージとそう差異はないかなと思い

ますが、私はさまざまな町民の声をダイレクトに職

員が吸収してくるということを、御用聞きみたい

な、そういうことも一部イメージの中にあるのかな

というふうに考えております。

ただ、私としては、新年度に向けまして、全課に

向けまして、私、発信していますのは、町民がどの

ように暮らしを立てておられるか、弱者対策あるい

は福祉対策、そういった観点で、それぞれ所管にお

いて、さまざまな実態調査もしているでしょうし、

また、課によっては温度差があったりということ

で、私の感じております現在の町の体制の中で、そ

ういった町の隅々まで、御不便を強いられながらも

暮らしておられる方がいないかとか、非常に我慢を

しながら暮らしておられる、そういったさまざまな

暮らしの実態が十分調査されていないと、さらに、

庁舎内すべての各課を通じて情報を共有していない

と、そういう実態も現在ございます。

ただ、すべての情報を共有するという意味でござ

いませんで、必要な情報を共有できるものは共有す

ると、そういう仕組みがまだ十分整っていないとい

うことで、むしろそういう情報を共有することに

よって、今、議員お尋ねのような町民のそういう実

態を知るために、仕事は役場の中でするのではない

よと、町民の暮らしておられる現場で仕事をしてく

れということで、強く私、指示しておりますので、

そういったような行動を通じて、今ここで御提言い

ただいております地域担当のような、そういう役割

も十分そこで果たせると。

そして、ここでも述べさせていただいております

が、自治推進班という仕組みがございますので、そ

ういったところで、そういう実態を集約して、そし

て、本当に打てば響くというような機敏な、筋肉質

の役場にぜひ変えたいなというふうに考えておりま

すので、そういう地区担当職員という考えも一つで

はありますが、現在の役場の機能をさらに住民の生

活に直接見られる、そういう行動をとりながら、住

民の皆さん方の声を、本当にきめ細かく吸収できる

ような仕組みに整えてまいりたいと思いますので、

御協力賜りたいと思います。

以上でございます。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

町民の中に身を置いてとい○２番（村上和子君）

うような御答弁でございますけれども、町長がまさ

しく立候補されるときに、私は、あいさつ要員の町

長は要らないと、習慣的な仕事は極力シンプル化し

て、町のトップセールスとして、全道全国を飛び回

りたいと。

町の職員にも、先輩から受け継いだ仕事をするの

ではなく、町民の中に身を置いて、声なき声を聞い

てほしいと、こういうふうなことを申されておりま

して、私はまさに、やっぱり今は自治体としても、

自治基本条例もできました、それぞれ議員が担うも

の、それから町民が担うもの、行政でやっていくも

の、こういう役割分担もはっきり明確にされました

し、私は、やっぱり、難しいと思われるかもしれま

せんけれども、町民の中にあって、熱い使命感とい

うのがあれば、私はなし遂げることができるのでは

ないかと。

中では、効率よくということで、組織機構改革を

よくされておりますけれども、なかなかその情報

が、やっぱり現場に飛び込んでいっていただかない

と、なかなか町民のニーズというのも伝わりません

し、私は、本当に熱い思いを自治体職員も持ってい

ただいて、難しいと思われるかもしれませんけれど

も、なさねばならないという使命感があれば、なし

遂げようという情熱を持っておられれば、幾ら解決
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が困難と思われる問題に直面しても、私は、熱い思

いがあれば、また、温かい心があれば、考えていた

だけるのではないかと思うのですけれども、これが

一番、住民自治、地域自治を進めていく上にも、

今、職員にしても行政にしましても、やっぱりいろ

いろな多様化、住民サービスに向けての多様化が求

められていると思いますので、住民と行政の協働の

まちづくりをということを盛んに申されているわけ

ですので、その点もう一度聞かせていただきたいと

思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

村上議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

まさしく私も村上議員と価値観を共有するもので

ございます。早速、私も就任させていただきまして

から、従来ですと、それぞれ課題がありますと、課

題を担当する課のみが理事者と協議をするというよ

うな、そういう形態が多かったというふうに聞いて

おります。

年が明けましてから、自分の所管する課の課題を

超えて、極力すべての課長に集まっていただいて、

自分の所管外の課題も共通の認識を持っていただき

たいということで、既にそういう仕組みで会議等を

持たせていただいております。

もう既に、そうだったのかと、違う担当ではこう

いう課題を持っているのかということで、本当にお

互いにいい刺激になっておりまして、多分これが新

年度に向けまして、町民の皆さんのところへ直接職

員が飛び込んでいって、そして課題解決に、仕事は

現場でしろというふうに常に言っておりますので、

期待にこたえていただけるような筋肉質の職員に私

は育っていってくれると思いますので、ぜひ御支援

も賜りたいと思います。

以上でございます。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

よろしくお願いしたいと思○２番（村上和子君）

います。

５項目めの個人情報の過剰反応についての条例の

運用の件でございますけれども、今、災害の場合な

んかは、安否確認を求める家族らに情報提供するこ

ともできますし、今、高齢化になってきておりまし

て、特に民生委員の方なんかは、どこの地区も、そ

ういったお年寄りの方がいろいろと手続等で、書い

てほしいと、口座番号なんかも書くこともよくある

そうでございます。これは、個人の承認をもらっ

て、同意をもらって書いているのですけれども、こ

ういったことにつきましても、別居している家族の

方からクレームをつけられると。何でうちの母親の

口座番号を知っているのだと、こういうようなこと

もあって、大変苦労されている例もありまして、

やっぱり過剰反応、健康の調査にまた４月からとい

うこともあるようでございますけれども、個人情報

保護があるからどうのこうのとかという、本当に過

剰的に、あるときはそういったものを使い、あると

きはという、本当にそういうことになっておりまし

て。やっぱり今、都会では民生児童委員さんのなり

手がないと、こういうようなことにもなって、個人

情報がネックになりまして、なかなか難しいところ

もあるのですけれども、何というのでしょうか、

はっきり本人の同意なしに個人情報を提供できる事

例、それから、あらかじめ同意が必要とする事例と

か、大体二つにきっちり明確にしまして、そして、

事例を公表したりしてはどうかと思うのですけれど

も、その点ちょっとお尋ねしたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

個人情報の関係に関します○町長（向山富夫君）

村上議員の御質問にお答えさせていただきます。

個人情報の取り扱いにつきましては、非常にデリ

ケートな部分もございます。災害の救助等に関しま

して、地域で情報が欲しいというようなニーズがあ

ることも承っております。

反面、町といたしまして、持てる情報をすべて公

開するというようなことは、これは原則できません

ので、それはかないませんが、ただ、さまざまな情

報管理というものは、今、議員がおっしゃいました

ような、一つのパターンとして、これは公表でき

る、これは公表できないというような、そういうき

ちっとした区切りというのは、非常に困難だという

ふうに聞いております。

さらに、本人の同意があるものについては、これ

はすべて制限がございませんが、しかし、個人の同

意がないものについては、非常に公開するというこ

とが、一つ一つの事例に即してしなければならない

ということで、さきの御答弁でも申し上げましたよ

うに、今は、軽易なものについては書面をもって審

査していただくというような仕組みを、さまざまな

工夫をしながら、緊急時等に対応できるような整備

をさせていただいておりますが、ただ、さまざまな

形を、これは公表できるできないということで区分

けをしてお示しするというようなことは非常に困難

かなというふうに思っております。

ただ、国においては、こういったことを参考にし

てほしいと、参考にできますよというようなものは

示しておりますので、それらについては、参考にし

ていただければ、ある程度の判断材料にはなるかと

いうふうに考えております。

非常に保護という区分は難しいという現状も、か

といって、弱者の救済に、弱者を見捨てるような、
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そういうことにはもう、あってはなりませんので、

そういうことに対しては、最大限、町として情報管

理については意を持って当たらせていただきたいと

いうふうに考えております。

以上でございます。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

大変難しい面もあるわけで○２番（村上和子君）

すけれども、いろいろな面でそれがネックになって

いて、問題になりましたらあれですので、社会的に

必要性があるにもかかわらず、法の定め以上に個人

情報の提供を控えたり、それから、作成可能な名簿

を取りやめたりするとか、そこら辺の判断、審議会

で都度、簡単なものについては審議されているとい

うことですけれども、私は、本当に難しいものがあ

りますけれども、弱者救済、いろいろ子供さんのこ

と、いろいろありますし、安全を守る上において

も、やっぱり適切な運用を、何らかの形で、いま一

度きちっと、わかりやすく広報等にも載せていただ

いたりするような取り計らいをお願いしたいと思う

のですけれども、いかがですか。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

村上議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

個人情報の取り扱いというものは非常にデリケー

トな部分がございます。あそこにお住まいの方は非

常に御不自由を持ちながら暮らしておられるという

のが客観的に近くで住んでおられる方がわかって

も、本人の承諾をいただければ情報を共有させてい

ただけるわけですが、場合によっては、いいです

と、うちはいいですというような実態もあるそうで

ございます。理解をいただくということは、非常に

困難をする場面もあるのだそうでございまして、今

回、さまざまな個人情報についての取り扱いについ

て、役場内での協議もさせていただいておりますけ

れども、まず、基本的には、必要と思われる部分に

ついては同意をお願いしたいと、皆さんを守る、役

場は町民の安心・安全を支える義務がございますの

で、そういう観点から、必要な部分だけの情報公開

について同意いただければ、ぜひ協力願いたいとい

うことで、それは懇切丁寧に御説明申し上げて、そ

して、緊急時に対応できるような仕組みを、町が出

向いて積極的にするということは、それぞれ全課に

指示しておりますので、どこまで御協力いただける

かわかりませんけれども、そういう努力は町とし

て、これからも不断に続けてまいりたいというふう

に考えております。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

以上をもちまして、２番村上和子君の一般質問を

終了いたします。

暫時休憩といたします。

──────────────────

午前１０時３９分 休憩

午前１１時００分 再開

──────────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

一般質問を続行いたします。

次に、７番一色美秀君。

初めての一般質問になりま○７番（一色美秀君）

す。失言並びに失態もあろうかと存じますが、御了

解いただきたいと思います。

コミュニティの充実ということで、地域通貨、エ

コマネーシステム導入のため、行政の協力要請につ

いて町長に質問いたします。

グローバリーゼーションのとめどない進展や少子

高齢化社会の本格的な到来などに対して、これまで

のやり方では生活設計がうまくいかないと、我々一

人一人が感じております。年金、医療、そして膨大

な赤字を抱える財政など、将来の社会設計は不透明

となっており、私たちは将来の生活に不安を抱いて

おります。

しかし、私たちの不安の原因は、こうした制度の

行き先に対する不透明感だけなのでしょうか。私

は、その根本的原因は、今の日本社会に信頼関係に

基づくコミュニティが喪失していることだと考えて

おります。

信頼と言うと、大変抽象的に聞こえるかもしれま

せんが、ネットワーク化が進むこれからの情報社会

においては、この信頼なくしては、ＮＰＯ、まちづ

くりなどの活動のほか、経済活動もうまく展開でき

ません。

ライフスタイルや価値観が多様化し、隣近所の親

しいおつき合いはめっきり減りました。必要なもの

は何でもお金で買い、そんな時代が長く続き、地域

で助け合う風習はいつしか影を潜めてしまったとい

うのが実情であります。都会のみならず、地方にお

いても、次第に個人と個人が没交渉になって孤立化

しております。私たちの周りには信頼のネットワー

クが形成されていません。そう考えると、私たちの

不安の根本的要因は、メンバー間の協力を促進する

信頼のネットワークが形成されていないことにある

のではないでしょうか。

これからの社会においては、競争はさまざまな分

野でより一層進展していくでしょう。それゆえ、し

かも不透明な世相だからこそ、より一層信頼のセー

フティネットを強固にすることが必要になります。

エコマネーは、さまざまなコミュニティ活動を促

進するために、生活者一人一人により使われるもの
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であり、流通していることがお互いの信頼感の確

認・醸成につながるという効果があるものでありま

す。お金の切れ目が縁の切れ目ということわざがあ

りますが、それになぞらえて言えば、これからの社

会は、エコマネーの切れ目が縁・信頼の切れ目と言

えるでしょう。私たちにとって、今や、コミュニ

ティを再生し、信頼を創造することは急務となって

いるのです。

エコマネー運営団体は、官・民パートナーシップ

で、行政、議会、住民会、社会福祉協議会、商工

会、農協、学校、保育所、幼稚園、各種サークル、

各青年部・女性部、老人大学等、町民が行政の協力

を得て任意団体を結成し、町ぐるみでエコマネーを

推進する体制をつくることが必須条件であります。

この件につきまして、ぜひ町長の所信をお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。

以上です。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

７番一色議員の地域通貨、○町長（向山富夫君）

エコマネーについての御質問にお答えさせていただ

きます。

元来、地域における人のつながりは、福祉的な機

能をあわせ持つものでしたが、時代の移り変わりと

ともに人のつながりが希薄化し、地域におけるコ

ミュニティ能力が低下してきております。本町にお

いても、残念ながら例外ではございません。

今年度制定いたしました自治基本条例の基本理念

には、お互いに助け合い、協力し合っていくことを

掲げ、協働してまちづくりに取り組んでいくよう定

めているところであります。

さらに、平成２１年度からスタートいたします地

域福祉計画では、地域ぐるみで支え合う地域福祉コ

ミュニティづくりを推進するよう盛り込んでおりま

すが、その施策の一つに、地域通貨、エコマネーに

ついて調査・研究を行うということとさせていただ

いております。

これらのことを踏まえ、今後におきましては、先

進地等の取り組みも参考にいたしまして、また、地

域全体の機運を高めながら、地域通貨導入の可能性

につきまして調査・研究を進めてまいりたいと考え

ておりますので、御理解のほどをお願い申し上げま

す。

以上でございます。

再質問ですか。○議長（西村昭教君）

７番一色美秀君。

ちょっとここで時間をいた○７番（一色美秀君）

だきまして、地域通貨、エコマネーについて少し説

明をさせていただきたいと思います。皆さんも十分

御承知かと思いますけれども、ちょっと時間をいた

だきたいと思います。

地域通貨は、お金ではあらわせない善意を交換す

るコミュニティ通貨であり、上富良野町の地域内だ

けで循環する通貨であり、介護、福祉、文化、環

境、自然などに流通し、経済の分野で流通している

円とは違い、相手に対する思いやりや感謝の気持ち

をあらわすことのできるものであります。

町内で地域通貨が流通することにより、地域の人

と人とのつながりが生まれるコミュニティや、地域

に限られたサービスの循環により、生き生きとして

活気のある上富良野町が実現されます。

自分にしかできないではなく、自分にでもできる

ことを出し合い、地域通貨が人から人へ手渡される

とき、感謝の気持ちや思いやりが芽生え、だれもが

気軽に参加して、支え合い、助け合う地域社会の実

現を目指しております。

エコマネーとボランティアの違いをちょっと説明

いたしますけれども、ボランティア活動は、サービ

スを提供する人が一方的に善意を提供するものとし

て限定的に考えられがちですが、エコマネーは、あ

るときサービスを提供した人が、次のときにはサー

ビスの受け手となると、そのプロセスが繰り返し行

われることによって、そこに双方向性を生み出しま

す。

エコマネーは、地域コミュニティにおいて、住民

同士の相互の扶助や交流の対象になり得るサービス

をすべて対象にしていますから、あるサービスを提

供することによって得たエコマネーで、別のサービ

スを享受することができますと。したがって、ボラ

ンティア活動が一方通行で終わることがないわけな

のです。どうしてもボランティア活動ということ

は、一方的に行われるものですから、人間どうして

も限界があります。そうであってはいけないのです

けれども、「のに」という言葉が出てしまいます。

「こんなにしてやったのに」という、本来、ボラン

ティアというのは、人のために尽くすことではなく

て、自分自身のためにやることなのでありますが、

どうしても一方的なあれであるとそういう愚痴が出

てしまいます。そういったことのない、双方性のあ

るものがエコマネーでございます。

それは、どのように発生して、どのような形で流

れるかということも、またちょっと説明させていた

だきます。

これは、先ほども申しましたように、自分にしか

できないではなくて、自分もできること、いろいろ

なノウハウを提供することなのです。そのことを記

入いたしまして届けます。

本当に、昔で言えば、農村にある手間がえと同じ

ことでございます。農村にありましては、田植えな
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どの時期におきまして、手間がえが行われておりま

すけれども、これはあくまでも、同じ身内だとか地

域内にありますけれども、エコマネーに対しては、

たとえ知らない人であっても、その範囲を広げられ

るということでございます。

個人を例えにして大変失礼なのでございますが、

もしそういうような特技といいますか、自分にもで

きること、例えば中村議員、パークゴルフを教えま

すよ、長谷川議員は、御神輿のかつぎ方をぜひ教え

ます、和田議員は、カラオケを教えますよ、岩田議

員、パソコンを教えますよ、米沢議員は、ヨサコイ

の踊りをぜひ伝授いたします、今村議員は、夜の町

の穴場を教えます、同行もオーケーと、谷議員、英

語はだめですけれども、タイ語とベトナム語は大丈

夫ですと、さまざまなことがございます。趣味に至

りましては、野球、サッカー、テニス、体操、ま

た、大正琴、お茶、お花、絵、そばの打ち方、すべ

てが対象になります。また、各種イベントの手伝

い、旅行の穴場を教えしますと、さまざまな、特技

に至ります。庭の剪定、いろいろなこともございま

す。買い物の代行、子守り、いろいろなことござい

ますけれども、特に、高田幼稚園なんかでは、お年

寄りの日に、おじいちゃん、おばあちゃんに、ポス

トに手紙を入れております。これも本当にエコマ

ネーの一環でございます。そのお返しとして、お年

寄りが昔の遊びを教えたり、そういう交流がある。

特に、お年寄りが、そういうような特技がないと

エコマネーを獲得することがないという心配があり

ますけれども、決してそういうことはございませ

ん。例えば、おいしい漬け物の漬け方を教えますと

か、肉じゃがのおいしいつくり方、また、煮しめの

つくり方、昔の遊び、昔のお話をしてあげますと、

そういうような形でエコマネーを獲得することがで

きます。

また、極端な例を言いますと、３カ月、６カ月の

赤ちゃんもその対象になります。皆さん、しばらく

赤ちゃんの泣き声なんか聞いたことないですよね。

それを聞かせますよ。３カ月、６カ月ぐらいの赤

ちゃんを抱かせてあげますと、本当に顔を見ている

だけで和やかになります。

すべての人が対象になりまして、そういった特技

をそのボランティアの会に提出することにより、会

員の皆さんにメニュー表を配り、その中からお互い

のエコマネーの交換が始まるわけであります。

ただ、先進地の例によりますと、本来、本人同士

によってコンタクトをとることも必要なのですが、

なかなか知り合いでないと頼みにくいという面がご

ざいます。そこで、各地区にコーディネーターを置

いて、その人方を仲介にいたしまして、お互いの交

流を図っていただく。

一つの例といたしまして、たとえ依頼者の方が、

コーディネーターの方に、谷さんに頼みたいのだけ

れども、ちょっと怖くて行けないと。大丈夫、顔は

怖いけれども、気持ちは優しいと。そのようなコン

タクトもありまして、いろいろなコーディネーター

もありましてお互いの交流ができまして、エコマ

ネーの交換、そして実施される。大体細かい点は、

１時間を限度にして、いろいろなお金のやりとりを

しているようでございます。そのような形で進める

わけであります。

そこで一つ質問でございます。大変説明が長くな

りましたけれども。

町の、今度、４月から施行されます自治基本条例

の第７章です、コミュニティの欄に関してですが、

コミュニティの充実ということに関して、私たち町

民は、協働によるまちづくりの重要な担い手となり

得るコミュニティの役割を認識し、自主的で自立的

なコミュニティを守り育てるよう努めますと。この

件に関して、町のあるべき姿の具体策、この指針を

示し、なおかつリーダーシップをとることが、特に

首長、町長としての責務であり、肝要なことであり

ます。もし具体的な、このコミュニティの充実に対

してお考えをお持ちであれば、お話を伺いたい。

もう１人、職員を代表いたしまして、副町長、こ

の両名の方に、もし何か、コミュニティの充実に対

して具体的な策があればお聞かせ願いたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

７番一色議員の地域通貨、○町長（向山富夫君）

いわゆるエコマネーについての御質問にお答えさせ

ていただきたいと思います。

エコマネーの意義、あるいは、それらから生まれ

ます地域コミュニティの充実、これは議員仰せのと

おりでございまして、大変意義深い事業だという認

識は共有できるところでございます。まさに、文明

が発達してまいりまして、私の思いで申し上げます

と、文明が発達することに伴いまして、本来、お互

いに地域が、あるいはそれぞれが、家族も含めまし

て、助け合って生きて、生活を支えていく部分が、

次から次へと文明によってそれが奪われてきたとい

うことによって、そういうつながりが希薄になっ

て、しかしながら、反面、希薄であっても生活する

こと自体に不自由がないということが積み重なっ

て、その結果、こういうように、自分で十分な生活

ができなくなった人が大変多くなってきたという弊

害が、まさに今、顕著になって、私はあらわれてき

ているというふうに考えるところでございます。

それを、まさしく地域がコミュニティを形成し
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て、それらを支え合っていかなければならないわけ

でございますが、非常に現在の世相を反映いたしま

して、非常にそれが失われているという実態にござ

います。

そういう意味におきまして、エコマネーが、エコ

マネーという制度のみにあらず、あらゆる方法で、

こういう共助が培われていくことを私も心から願っ

ているところでございます。

町といたしましては、自治基本条例にも示させて

いただいておりますが、新年度に向けまして、自治

活動推進に対しましては、従前以上に意を用いまし

て、さらにフレキシブルに活動ができるような仕組

みに改めさせていただいているところでございまし

て、まさしく私も、この地域のつながりというもの

が、さまざまな形で町もお手伝いさせていただきな

がら、きずなを強めていっていただければと。

また、エコマネーの推進につきましては、さらに

研究をさせていただきまして、事業として町が主体

として取り組むことは非常に困難でございますが、

町がかかわりをどのように持てるかということも含

めまして、研究・検討をさせていただきたいと思い

ます。

以上でございます。

７番一色美秀君。○議長（西村昭教君）

先ほども申しましたけれど○７番（一色美秀君）

も、町長の答弁、確かに、しかとお受けいたしまし

た。

また、副町長のほうも、何か具体的な取り組みの

考えがございましたらお聞かせ願いたいと思いま

す。

ないそうです。再質問。○議長（西村昭教君）

７番一色美秀君。

副町長は、ないということ○７番（一色美秀君）

でございますけれども、先ほどの自治基本条例の第

７章の、さらに第３２条に、町は、コミュニティと

の協働を進めるため、コミュニティの自主性及び自

立性を尊重し、その活動に応じて支援に努めますと

ございます。

解説といたしまして、コミュニティ活動は、あく

までも自主性・自立性が尊重されなければならな

ず、町による一方的な関与はあり得ませんと。ま

た、コミュニティ活動は、町からの支援が前提とし

てあるわけではなく、町民自身による活動が中心と

なることをあらわしておりますと。

協働・支援とは、単に補助金、助成金や物品の提

供といった財政的な協力だけではなく、むしろ職員

の持ち得る能力、労力、専門的知識や情報等を積極

的に提供することや、コミュニティ間の連帯を助け

ることなどに協力していくことが重要です。確かに

このように書かれております。

確かに、官ではなく民、住民みずからが目覚めて

自立していかなければならない。こういった意味

で、ぜひ、私自身もそうなのですが、議員の皆様、

それから、町長を初め職員の皆様も、官ではなく個

人としての中で、いろいろな情報、協力体制をして

いかなければならないと思います。

私どももこれから、こういったことを参考にいた

しまして、一つのプロジェクトを立ち上げ、町民み

ずから立ち上げるような形をとっていきたいと思い

ます。そのため、ぜひ御協力をお願いしたいと思い

ます。

大変、初めての質疑で、不適切な言葉を発しまし

て御迷惑をかけました。私の悪いくせなのでござい

ますが、言葉は多くて口数が足りないのです。本当

にまことに失礼を心からおわび申し上げまして、大

変未熟でありますけれども、私の一般質問を終わら

せていただきます。

大変ありがとうございました。失礼いたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

一色議員の再々質問につい○町長（向山富夫君）

てお答えさせていただきますが、ぜひ積極的に、民

間主導で推進していただくことに対しましては、行

政といたしましても最大限の支援をさせていただき

たいと思っております。

ただ、行政としてできる役割として、今、民間で

取り組まれようとすることに対するきっかけづくり

は、さまざまな情報提供をさせていただいたり、あ

るいは情報、例えば、現在、行政が持ち合わせてい

るさまざまな手法だとか、そういったもののソフト

面でのお手伝いはすぐできるような体制で応援させ

ていただきたいと思いますので、ぜひお互いが協力

して、こういう仕組みが、実りが生まれますよう私

からも御支援させていただきたいと思いますので、

ぜひこれからも御協力をお願いいたします。

以上でございます。

以上をもちまして、７番一○議長（西村昭教君）

色美秀君の一般質問を終了いたします。

次に、９番中村有秀君。

私は、さきに通告しており○９番（中村有秀君）

ます町の一般行政について、２項目６点について一

般質問を行いたいと思います。

まず、第１項目めは、日の出公園駐車場の早急な

整備についてお尋ねを申し上げたいと思います。

日の出公園臨時駐車場の用地買収と農地法第５条

違反について、私は、平成２０年の第２回、それか

ら第３回、第４回の定例町議会にて、ただしてまい

りました。

日の出公園臨時駐車場は、平成２０年９月末にて



― 76 ―

農地に復元され、農地法違反は解決されたが、駐車

場の代替措置として、年末年始の北の大文字と花火

大会と雪まつりは、周辺の駐車場の借用等で当面乗

り越えてまいりました。

本年夏の、花と炎の四季彩まつり等を含めた観光

事業への対処についてどうするのかと、第４回定例

会で前尾岸町長にただしたところ、この問題は新町

長にゆだねると答弁されました。

また、上富良野町農業委員会としての日の出公園

臨時駐車場への不適切な措置について、町長及び農

業委員会会長として、かみふらの十勝岳観光協会及

び地権者に遺憾の意を表することについて伺うと、

町長は、特に個々の対応の考えは持っておりませ

ん、それから、農業委員会会長は観光協会及び関係

の方々にあいさつに伺う予定との答弁を受けまし

た。

上富良野町民は、日の出公園臨時駐車場は、既存

施設での花と炎の四季彩まつりや、その他のイベン

ト開催はどうなるのかと、大きな不安と、このまま

では観光客離れが予想されるので、下記について、

町長の見解をお伺いいたしたいと思います。

あわせて、農業委員会の会長にも答弁を求めたい

と思います。

まず、①、日の出公園臨時駐車場問題について、

かみふらの十勝岳観光協会及び地権者に遺憾の意を

表する考えはどうか。

２点目、日の出公園駐車場の早期の整備を花と炎

の四季彩まつりの前までに実施すべきであると考え

るが、その具体的な方針を明らかにしていただきた

いと思います。

次に、２項目め、ごみの分別排出の徹底と収集に

ついてお尋ねをいたしたいと思います。

町民の毎日の生活から必ず多種多様のごみが出ま

す。そのごみの減量化と資源化が大きな課題となっ

ております。

町内のごみステーションは、市街地の３コース３

４０カ所、郡部は２コースで６０カ所と、合計４０

０カ所設置をされております。

町民がごみ分別手引どおり適切に分別排出してい

れば問題はないのですが、不適切に分別されたごみ

袋に警告シール、いわゆるレッドシールが貼付さ

れ、ごみステーションに放置、滞留されているのが

多くなりつつあります。

町としても、手引の活用、防災無線での注意喚

起、町広報誌での周知等を実施し、その改善対策に

努められていることは承知しているが、根本的に

は、ごみを排出する町民の問題と考えられるが、下

記の各項について、実態とその対策についてお伺い

をいたします。

まず１点目、警告シール、レッドシールの貼付状

況について、生ごみ、プラごみ、一般ごみ、不燃ご

み別に、平成２０年４月から平成２０年１２月ま

で、月別に貼付数を明らかにしていただきたいと思

います。

２点目、警告シールが貼付された排出袋のその後

の措置状況はどのようになっているのかお伺いをい

たします。

それから３点目、警告シールの貼付が多い地域、

または、ごみステーションの設置の町内会、住民会

に対しての具体的な対策はどのようにされているの

かお伺いいたします。

４点目、収集業者と分別排出について、定期的、

または適時実施していると思うが、その状況につい

てお伺いをいたします。

以上、２項目６点についてお尋ねを申し上げま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

９番中村議員の１項目めの○町長（向山富夫君）

２点について、まず、御質問にお答えさせていただ

きます。

まず、御質問１点目の日の出公園にかかわる御質

問でございますが、当事者に遺憾の意を表する考え

はとのお尋ねでございますが、結果といたしまし

て、町民の皆様、さらには、訪れていただきました

観光客の皆様に対しまして、御苦労と御心配をおか

けしたことは事実でございます。そういう意味にお

きまして、広い意味におきまして、かかる事態が起

きましたことは、私といたしましては、関係者のみ

ならず、町民皆様に対して、まことに遺憾なことで

あったと申し上げたいと存ずるところでございま

す。

次に、２点目であります日の出公園駐車場の早急

な整備についての御質問にお答えさせていただきま

すが、ラベンダーまつり、そして、花と炎の四季彩

まつりへと姿を変えておりますが、観光イベント会

場としての日の出公園は、立地的にも、また、知名

度からも、当町の観光拠点としての最良のものであ

ると認識しております。

たとえ１年でも駐車場がない期間が生じますこと

は、致命的な結果をもたらすことが予想されること

から、その回復には相当の時間と努力を要するもの

と推測しております。

議員御指摘のとおり、私といたしましても、今期

のラベンダーシーズンまでには、十分な収容力を持

つ駐車場機能の整備を優先の課題と考えておりま

す。

よって、必要な用地につきましては、四季彩まつ

りの駐車場としてだけでなく、多目的なフィールド
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としての活用や、花の公園としてのおもてなしゾー

ンの位置づけ、隣接地との緩衝緑地、休憩舎やリフ

ト、オートキャンプ場等への施設管理用通路など、

機能面からもさまざまな要素に対応できるものをと

考えているところでございます。

具体的な整備や利活用計画につきましては、議会

を初め、広く町民皆様の意見に耳を傾けながら定め

ていきたいと考えております。

なお、用地交渉が調った場合におきましては、整

備供用までに許される時間が少ない中での取り組み

となるため、議会及び議員におかれましても、時期

に即した協議及び審議を賜りますよう、御理解をお

願い申し上げるところでございます。

次に、２点目のごみの分別排出の徹底と収集につ

いての４点の御質問にお答えさせていただきます。

まず、１点目の御質問に関しましては、後ほど担

当課長のほうからお答えさせていただきます。

２点目の警告シールが貼付された後の措置状況で

ありますが、指定した収集日に不適合ごみが置かれ

ている場合には、その理由の番号を記載した赤い警

告シールを張った上で、収集しないように収集業者

に対して指示を行っているところであります。

これらの収集ができないごみの処理につきまして

は、基本的には、ごみを排出した本人が対応するこ

とが第一でありますが、あわせて、ごみステーショ

ンを管理している町内会などに、協力とその対応に

ついてお願いしているところでございます。

次に、３点目の警告シール貼付が多い地域、また

は、ごみステーション設置の町内会、住民会に対し

ての具体的対策についてでありますが、議員御指摘

のように、町では、分別の手引の全戸配付、防災無

線での注意喚起、町広報誌での周知など、あらゆる

機会を通じまして分別の協力をお願いしているとこ

ろですが、中には、ごみステーションに放置された

ままのごみ袋が散見される現状にあります。

特に、平成１９年４月１日から、プラスチック類

のごみの分別方法につきまして、容器包装リサイク

ル法の分別基準をより厳格化し、これまでの素材に

よる分別からプラマーク表示のものに限定したほ

か、汚れているものについてもリサイクル回収の対

象外としたため、不適合物の混入により収集できな

いごみ袋が多く発生している現状にあります。

このため、今年度におきましては、職員が３回に

わたって集中的に町内を巡回し、不適合ごみの理由

を具体的に表示して、排出者への注意喚起及び指導

を行うとともに、町内会長等に協力を要請したとこ

ろであります。

また、平成２１年度には、国の緊急雇用創出事業

補助を受けまして、ごみ分別指導啓蒙員によります

町内巡回指導及び啓蒙活動を集中的に実施いたしま

して、町民はもとより、町内会、住民会への一層の

協力要請を実施していく予定であります。

次に、４点目の収集業者への分別排出の指導の件

でありますが、分別排出の遵守につきましては、委

託契約書にも明記されておりまして、収集業務に当

たる従業員への教育も含め、収集業者に対する指導

につきましては日常的に行っているところでありま

す。

また、それぞれの処理施設においても、分別の徹

底について、収集業者への注意喚起を行っておりま

す。

以上でございます。

次に、町民生活課長、答○議長（西村昭教君）

弁。

９番中村議員の御○町民生活課長（田中利幸君）

質問１点目の、平成２０年４月１日から１２月まで

のごみの種類別及び月別の警告シールの貼付状況で

ありますが、町内収集業者２業者のうち１社しか、

その詳細を記録しておりませんので、他の１社につ

きましては、使用総数のみお答えさせていただきま

すことを御了承いただきたいと存じます。

それでは、１社の集計結果について申し上げま

す。

４月、生ごみ１０、プラごみ４３、一般ごみ３、

不燃ごみ４４。５月、生ごみ２１、プラごみ６６、

一般ごみ６、不燃ごみ１０。６月、生ごみ１２、プ

ラごみ４６、一般ごみゼロ、不燃ごみ２０。７月、

生ごみ５、プラごみ３２、一般ごみ２、不燃ごみ１

１。８月、生ごみ５、プラごみ４２、一般ごみ５、

不燃ごみ１４。９月、生ごみ１７、プラごみ３１、

一般ごみゼロ、不燃ごみ１。１０月、生ごみ６４、

プラごみ３０、一般ごみ２、不燃ごみ１７。１１

月、生ごみ３６、プラごみ１５、一般ごみゼロ、不

燃ごみ１５。１２月、生ごみ２３、プラごみ２４、

一般ごみゼロ、不燃ごみ１２。合計といたしまし

て、生ごみ１９３、プラごみ３２９、一般ごみ１

８、不燃ごみ１４４で、以上、詳細を記録していた

１社の合計は６８４枚で、残り１社につきましては

約４,４００枚であります。年間平均見込み数は、

約６,５００枚程度となってございます。

以上でございます。

次に、農業委員会会長、答○議長（西村昭教君）

弁。

９番中村議員の○農業委員会会長（中瀬 実君）

１点目、日の出公園臨時駐車場の問題に関連して、

観光協会及び地権者に対して遺憾の意をあらわす考

えはとの御質問にお答えをいたします。

このことにつきましては、昨年の１２月定例議会
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において答弁をさせていただいたとおり、農業委員

会といたしましては、日の出公園にかかわる一連の

問題は解決されたものと判断をしておりますが、町

民の皆様に御迷惑や御心配をおかけしたことに対し

ては、改めて深くおわびを申し上げます。

今後におきましては、農地の番人として、関係法

の遵守による農地行政を推進し、その執行機関とし

て、農業委員会の的確な運営を図ってまいりますの

で、御理解を賜りたいと思います。

再質問を受けたいと思いま○議長（西村昭教君）

す。

９番中村有秀君。

町長は、広い意味において○９番（中村有秀君）

かかる事態が云々ということで、町民の皆様に対し

てまことに遺憾であったと申し上げたいと思います

ということなのだけれども、観光協会、それから、

地権者に対して、おわびに行くということはないと

いうことの理解をしていいのか、その点お伺いしま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

日の出公園の一連の事後の○町長（向山富夫君）

対応についてでございますが、先ほどお答えさせて

いただきましたように、かかる事故と申しましょう

か、そのものについては、前任町長の段階で処理が

なされているというふうに理解しておりますし、ま

た、そのような引き継ぎも実は受けておりまして、

ただ、広い意味で、地権者あるいは観光協会、さら

には町民の皆さん方、上富良野へおいでいただいて

おります多くの観光客の皆さんに対して、町として

大変御心配等をおかけしたということは、これはも

う紛れもない事実でございます。そういう点では、

本当に遺憾であったということは申し上げるところ

でございますが、改めて個々に対して遺憾の意を表

すような行動をという考えは持ち合わせておらない

ということで御理解いただきたいと思います。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

それでは、町長、お聞きし○９番（中村有秀君）

ます。課の設置条例というのが一つあります。それ

からもう一つ、上富良野町行政組織規則というのが

あります。課があって、課の中で仕事はどういうこ

とをするかというのは、言うなれば、行政組織規則

の中に入っております。その中に別表というのがあ

ります。その中に、産業振興課は何をやるかという

ことが１から８まで羅列されています。その８番目

に農業委員会が入っているのです。産業振興課の仕

事はこうですよと。そうすると、私は、課の設置で

産業振興課があります、それから、仕事の内容は、

行政組織規則の中で明らかになっております。そう

すると、これは、行政組織の一番最初にこう書いて

あるのです、この規則は、町長の権限に属する事務

を処理するためということで、町長の権限とはっき

りうたわれているのです。確かに、農業委員会とい

う独立な、一つは、公職選挙法で選ばれた委員もい

らっしゃいますけれども、現実は、課の設置条例、

それから、行政組織規則からいけば、町長は、やは

り権限を持っているのです。

それから、町長が選挙に出るときに、隅までいろ

いろなことで気配りをしたい、配慮したいというこ

とを言っているのであれば、僕は最低限、そのこと

で、観光協会、それから地権者に対して、やはりお

わびを見せる姿勢があっていいのではないかという

感じがするのです。

というのは、一つは、観光協会はいろいろなこと

で、これは平成１３年から来ているわけでしょう。

そうすると、観光協会としては、１０月２２日に、

地権者に賃貸料、４月から９月の６カ月分、１５０

万円の半分７５万円を振り込んでいる。それから、

１０月２３日、翌日、観光協会三役と事務局長は、

おわびのあいさつに行っているのです。そういうこ

とからいくと、やはりこれらの関係は、日の出臨時

駐車場は観光協会のものではないのです。上富良野

町の観光事業のために存在した臨時駐車場なので

す。その認識、町長、どうなのですか、お尋ねしま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

設置いたしましたのは、町○町長（向山富夫君）

が臨時駐車場として位置づけしていたということ

は、議員の御指摘のとおりかというふうに理解でき

ます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

課の設置条例、行政組織、○９番（中村有秀君）

それから、今まで使っていた経過を考えれば、私

は、やはり町の責任は大きいものがあると判断しま

す。

町長が一貫して、尾岸町長から伝えられたという

ことでお話をしておりますけれども、私は、やっぱ

り町長がかわった立場で、新たな視点で僕はやっぱ

り行くべきだと思うのです。

２月２２日の日の出公園の拡張の関係でも、やっ

ぱり観光協会から言われているわけでしょう。町

は、地権者とどんなあれをやっているのだというこ

とで。ですから、そう言う関係からいくと、やはり

僕は、町長として、前任者は前任者であれだけれど

も、私の感覚で、やはり遺憾の意を、直接出向いて

いくということをすべきだと思いますが、もう一度

御答弁をお願いいたしたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

遺憾の意云々についての御○町長（向山富夫君）
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質問にお答えさせていただきますが、事のてんまつ

の区切りは、先ほども申し上げましたように、私と

しては、一つ区切りはついていると、農業委員会の

会長も申しておりましたように、ついているという

ふうに理解をしております。

さらに、町として、行政を預かる者として、地権

者、あるいは運営をしていただいておりました観光

協会等へ個別に遺憾の意をあらわすということは、

非常に、何といいますか、中の関係がどうあったか

と、これまでに至るすべてが、私熟知しておりませ

んが、すべてが片方から片方へ十分な配慮がなされ

ていなかったものなのか、あるいは、互いに多少は

注意の意の用い方が十分でなかった面もあるのか

と。そういった背後関係が私は十分、当時の経過が

わからないこともありまして、たまたま地権者と観

光協会の皆さん方が当時かかわっておられたという

ことで、遺憾の意をあらわすということが、それが

本当に適切なことかどうかという判断をする材料

を、残念ながら、多少は持ち合わせておりますけれ

ども、それがどういうふうに他の皆さん方に及ぼす

のかということも当然参酌しながら、慎重な判断を

しなければならない事案だと思っておりますので、

私は、新任、新しく後を継いだ、一区切りをした後

に引き継ぎを受けた町長といたしまして、広く皆さ

ん方に、大変町としては、地権者ももちろんであり

ます、観光協会ももちろんでございます、先ほどの

繰り返しになりますが、広い意味におきまして、御

心配やら御迷惑をかけたという事実はございますの

で、そういう形で私の遺憾の意のあらわし方と、こ

れからもしたいというふうに考えております。

以上でございます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

町長、それに固執されてい○９番（中村有秀君）

るのであれば、僕はそれでよしとしますけれども、

現実には、今の農業委員は、去年の７月、改選する

前は、あなたも農業委員だったのです。１８年３月

のそういう問題のときも、あなたは在職していたの

です、農業委員として。それはいいです。町長がそ

ういうことであれば。

それでは、農業委員会の中瀬会長にお尋ねいたし

ます。

私は、１２月に松藤前農業委員会会長にお尋ねし

たら、観光協会及び地権者のおわびの件であります

が、私といたしましては、復元に協力いただきまし

た観光協会及び関係者の方々にごあいさつに伺う予

定ですということで、私に答弁をされております。

しかし、今、中瀬会長の答弁では、町民と町議会

に対しておわびをしたと、１２月定例町議会で。そ

れで一件落着したのだということですけれども、こ

れは、町民と町議会に対してのあれであって、地権

者や、それから観光協会に対してのおわびは僕は含

まれていないということで解釈をしていますけれど

も、その点の真意をお聞きしたいと思います。

農業委員会会長、答弁。○議長（西村昭教君）

今の中村議員の○農業委員会会長（中瀬 実君）

質問でありますけれども、私は、前会長の判断で、

中村議員に対して、謝りに行く予定であるというふ

うに返答していると思います。その結果、私が聞い

ている範囲内では、行っていないという話を聞いて

おります。

それで、私のほうからまた改めて、観光協会、地

権者に対しておわび、そういったことをするのかと

いう部分でありますけれども、私は今、先ほど質問

に答えた中身というのは、それらも含めた部分も一

部はあるということで理解をしていただきたい。そ

のようにお願いしたいのです。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

この言葉からいって、それ○９番（中村有秀君）

から、地権者や観光協会は、そういう形では受けと

めていないのです。ですから、僕は、町長も町長で

あれば、中瀬農業委員会会長も、前任者がそう言っ

たからそうなのだということだけで、私はやっぱり

きちっとけじめをつけるべきだと思うのです。そう

いうことができないと言うのであればいたし方あり

ませんけれども、私は、これについては、今回の第

１回定例会の初日に中瀬会長に聞いたら、松藤前会

長は行っていないようだというようなことを聞きま

したので、それであれば、一つの組織の後継という

ことであれば、それはやっぱり松藤前会長に、あな

たの立場でのあれだったのだから行ってくれ、もし

くは、あなたが行かなければ私が行くというような

ことがあってもいいのかなと、私は、組織として

は、そういうけじめが必要だと思いますけれども、

そういう意思がないのであれば、やむを得ないなと

いうことで、非常に組織のトップとしての収拾の仕

方が不適切だなという感じがいたします。

時間がございませんので、次に、日の出公園の駐

車場の早急な整備ということについてお尋ねをいた

したいと思います。

今、町長は、今期のラベンダーシーズンまでは、

十分な収容力を持つ駐車場機能整備を優先の課題と

考えると。そして、後段のほうで、用地交渉が調っ

た場合におきましては、整備供用までに許される時

間が少ない中でということでございます。

したがって、この町長の答弁から言えば、本年の

ラベンダーシーズン前までに駐車場は整備をする

と、内容は別にしてですよ、するということで理解

をしていいのかお尋ねします。
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町長、答弁。○議長（西村昭教君）

公園の駐車場の整備につい○町長（向山富夫君）

てのお尋ねでございますが、議員お尋ねのとおり御

理解していただければと。ことしの観光シーズンに

供用できるようなことを目標に整備を進めてまいり

たいというふうに強く認識しているところでござい

ます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

それでは、私が心配してい○９番（中村有秀君）

る、今シーズンの観光客の皆さん方には、若干前半

迷惑をかけるかもしれないけれども、ある程度、ラ

ベンダーシーズンには十分間に合うということで理

解をしていきたいと思います。

それで、必要な面積の関係だとかということで、

花と炎の四季彩まつり以外の機能もということでご

ざいます。

実際は今、昨年の９月までは８,８００平方メー

トルということでございまして、これをいろいろな

要素を踏まえた利活用ということで、議会は当然で

すけれども、その前段で、広く町民の皆さん方に耳

を傾けると、耳を傾ける、いろいろな意見を聞く手

法というのは、どういう方法でやられるのかお尋ね

したいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

駐車場の設置の中身につい○町長（向山富夫君）

ての進め方についての御質問かと思いますが、これ

につきましては、まず、さまざまな、さきの御答弁

でも申し上げておりますように、いろいろな機能を

持たす必要というものは、現在、担当のほうで精査

した中で、先ほどもお答え申し上げておりますが、

議会のほうでお認めいただけましたら、早急に整備

に向けて進めてまいりたいと考えておりますが、そ

の中で、旧の臨時駐車場の、当時想定しておりませ

んでした緩衝地帯の設置だとか、あるいはステージ

の奥へ進入するための施設管理用道路など、臨時駐

車場時代は持ち合わせていなかった要素が、これか

ら念頭に置いていかなければならないということも

判明してまいりまして、それらの関係もございまし

て、町のさまざまな、私の思いの中には、観光協会

とか商工会のみならず、住民のふだんの交流の場所

にも使っていただくような、そういうことも想定し

ておりますので、広く住民会、あるいはさまざま

な、子ども会だとか、一つ一つ組織の名前を今申し

上げることはできませんけれども、広く町民の皆様

方から、駐車場という意味を超えて、フィールドと

して利活用を私としてはしていただきたいという願

いがありますので、そういった駐車場の部分を超え

た利活用について御意見をいただく、さまざまな機

会をこれから検討して、具体化していきたいという

ふうに考えております。

以上でございます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

計画であれば、１万５,０○９番（中村有秀君）

００平方メートル以上ということで、これより大き

く、一応拡大を予定しているということですけれど

も、昨年の７月８日に観光協会に意見書をあれした

ら、今の半分ぐらいでもという気持ちもあったけれ

ども、それは、非常に厳しいから半分ぐらいという

ことで、広ければ広いほうがいいのかなという、町

があれすればですよ。

それで、私、それであれば、今度、用地の購入の

財源がどうなのかという問題が出てきます。今、測

量の関係、それから、評価の関係で、議会が認めれ

ば具体的に動くと思いますけれども、現実に私は、

昨年の６月議会で、土地開発公社の関係について、

５,３００万円あるから、それを一つの財源にとい

う話もしました。

しかし、９月の議会の中で尾岸町長は、町が直接

購入する場合もあるし、それから土地開発公社に

買ってもらう面もあると。しかし、それは今後詰め

ていかなければならないというような答弁を私が受

けています。

したがって、それらの関係の財源計画というのは

基本的にどう考えているのかということをお尋ねし

たいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

財源計画についてのお尋ね○町長（向山富夫君）

にお答えさせていただきますが、現在、私の胸に、

今、中村議員からお話ありました、土地開発公社の

保有しております財源についての認識は持っており

ますが、今の現時点で、将来そういうことも視野に

入れていく可能性を否定いたしませんけれども、現

在は一般財源をもって手当てしたいということで、

そこまでまだ拡大、拡大と申しましょうか、そこま

で展開した計画は今は持ち合わせておりません。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

あと、続けていっていいの○９番（中村有秀君）

ですか、議長。

よろしいですよ。１時間の○議長（西村昭教君）

時間はあります。

いや、次の議題に入ってい○９番（中村有秀君）

くから。

わかりました。それについ○議長（西村昭教君）

ては午後からということで、昼食休憩といたしたい

と思います。

──────────────────

午前１１時５７分 休憩

午後 １時００分 再開
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──────────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

午前中の中村有秀君の質問を継続いたします。

９番中村有秀君。

ごみの分別排出の関係で、○９番（中村有秀君）

警告シールの関係でお尋ねをいたします。

６８４枚が記録で、それから４,４００枚の、残

り１社が記録をされていないと、詳細な記録。それ

で、６８４枚の警告シールの記録というのは、どの

ような内容で記録をされ、町民生活課に届け、報告

されているのかという点で、まずその点をお聞きし

ます。簡潔にお願いいたします。

町民生活課長、答弁。○議長（西村昭教君）

ただいまの御質問○町民生活課長（田中利幸君）

でございますが、業者が自主的につけていただいて

おりまして、町のほうから、経過を知りたいときに

問い合わせをするという形になっております。あ

と、年度末には報告をいただいているところであり

ます。

念のため、委託契約においては、この集計をつけ

るような契約になっておりませんので、参考までに

御報告申し上げます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

委託契約の中にないという○９番（中村有秀君）

ことだけれども、現実として、どこのごみステー

ションがどうなのかということが、全然、それでは

わからないということで理解をしていいのですか。

町民生活課長、答弁。○議長（西村昭教君）

そのとおりでござ○町民生活課長（田中利幸君）

います。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

私は富良野で調べました○９番（中村有秀君）

ら、これは２１年１月分です。６００カ所のごみス

テーション、ステーションごとに、収集日に何枚

張ったかということが全部書いてあるのです。そう

すると、それによって、どこの場所が悪いかという

ことが、ごみステーションでデータ的に全部わかる

のです。ですから、契約にないということであれ

ば、これから質問続けますけれども、それであれ

ば、どこを指示するとか何とかということが、担当

の係が一々行かなかったらわからないのかなという

気がするのです。まず、これは富良野がこうやって

全部やって、これを一月分まとめたものがまた出て

くるということになっております。

それであれば、言うなれば５,０８４枚のうちの

４,４００枚が一切記録なしということは、８６.５

％は一切記録がなくて、ただ張っていった、そして

滞留になった、持ち帰る人もいるかもしれないけれ

ども、現実の問題、そういう状態になっているとい

うことで理解していいのですか。

町民生活課長、答弁。○議長（西村昭教君）

実は、過去におき○町民生活課長（田中利幸君）

まして、１７年までは両方つけておくように町のほ

うで実は指示をした経過がございます。

ただ、先ほど議員のほうからも御指摘のありまし

たように、１社につきましては、年間５,８００枚

ぐらいあることから、朝のいっときの作業時間で、

これらを記録にとどめておくことが相当負担になっ

た経過がございまして、１８年以降、この記録をと

らないようにした経過がございます。

以上であります。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

富良野市は、非常にごみの○９番（中村有秀君）

関係では先進地ということになって、うちは４００

あるけれども、富良野は６００以上あるのです。そ

れでさえ個別に、ごみステーションごとに全部やっ

ているのです。

ですから僕は、ある面で収集業者に聞きました。

それをやれと言えば可能ですよと、一覧表持って

いって、正の字でぱんぱんぱんと、ごみステーショ

ンごとの、Ａコース、Ｂコースとあるわけだから、

それであれば、ごみステーションの番号一覧であれ

ば、それは可能ですと言っているのです。富良野も

６００カ所のごみステーション全部そうやってやっ

て、全部データが出てきているのです。

ですから、上富良野がやれないというのは、僕

は、分別収集が徹底して、排出が徹底して、そうい

うふうに残らないのならいいのですけれども、たま

たま私は１月の、後で出てきますけれども、町で３

回ぐらいやったと。１月２９日のシールを張ったあ

れがあるのです。皆さん方は手書きで書いたでしょ

う。僕は、だれが書いたのかと聞いたら、担当者が

来て書いていったということになっています。

その後、２月２日に僕行ったのです。そうした

ら、あるところで、１５カ所のうち１３カ所がレッ

ドシールが張って、そして３５袋残っているです。

それがその次の週どうなのかということで、私、確

認しました。そうしたら、若干減っているけれど

も、大半は残っているのです。そうすると、収集業

者に聞いたら、このまま置いておいたら次のごみが

入らないから、言うなれば、焼却処分のごみと一緒

に持っていっていると言うのです。これが今、レッ

ドシールが張られて滞留された、その後始末の実態

がこういうことなのです。

ですから、収集業者に聞いたら、中富良野にプラ

ごみ持っていったら非常に厳しいということで、

持って帰らされると。だから、我々も張っておく
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と。しかし、その繰り返しで、言うなれば、町民が

そういうことの理解をしないとだめだと。

それで、その次にそれではどういうことをするか

ということで、富良野の例を出して悪いのですけれ

ども、富良野は、地域別ごみステーションの貼付枚

数、町内ごとに全部出ているのです。町長、副町

長、それから田中課長にその資料をちょっとお見せ

しましたけれども。

例えばＡ地区の１１月と１２月を比較をして、何

ぼ減った、何ぼふえていると、これを市の広報誌に

全部入れているのです、前の月の比較と。そうする

と、うちの町内悪いな、それでは、どこのごみス

テーションが悪いのだということで、富良野市の清

掃の関根係長に聞いたら、やっぱり悪いところの、

データが悪かったら照会に来るのだと、どこのごみ

ステーションが悪いのですかと。これは町内ごとし

かないですから。そうすると、それを言えばちゃん

と教えて、町内ごとにいろいろ打ち合わせをして

やっていると。

それで、私はこの前、東町と、それから朝日町

と、何カ所か富良野市を見ましたら、やっぱり全部

ごみ袋に名前を書くか、もしくは住居表示の番号を

書いてくださいと、ある町内は全部それをやってい

るのです。

ですから、私は、こういう状態がずっと続くよう

であれば、言うなれば、こういうデータをもとにし

て、やはり対策を練らないとだめなのかなという気

がするのです。それで、１回出して、あと１週間後

に一般ごみで、１週間かからないですね、プラごみ

とあれだから。そうすると、出す人はこれでいいの

だなという認識を持って、そのまま今までの状態

で、同じような排出のされ方をするのではないかと

いう気がするのです。

ですから、そういう点では、残ったら残った、ど

このごみステーションが何個残ったということの報

告が行く、それをもとにして、やはり町の担当者が

そこの地域に行く、もしくは町内会と話をするとい

うようなことをしていかないと、だんだんだんだん

イタチごっこになって、言うなれば、出せばちょっ

と置くか、持っていかれるということであれば困る

し、担当者も役場のほうから言われるから、不適切

なものは張る。それから、いいのではないと思って

中富良野に持っていったら、これもだめだと突っ返

される、その繰り返しで非常に困っているのが実態

です。

ですから、契約書の中にないということだけれど

も、抜本的な対策をとっていかないと僕はだめなの

かなと。せっかく四季彩のまち上富良野というよう

なことでやっていって、そういうことが何日も、

レッドカートが張られたまま何日も残っているとい

うことはおかしいのではないかというような気がい

たします。

したがって、私は、富良野はリサイクル推進員と

いうのがおりますし、上富良野はクリーン推進員と

いう制度があったけれども、１８年で打ち切ったの

です、報酬を払うということは。しかし、そのま

ま、各町内に僕はあると思うのです。

ですから、クリーン推進員と、もしくは町内会と

連携をしながらというのは、特に悪いところです

ね、富良野の場合、悪いところをちゃんとリストつ

くっているのです。言うなれば、４カ月１０枚以上

貼付、多いのは、８０枚以上という欄でＡ地区、朝

日町なら朝日町、ごみステーションごとに全部つ

くっているのです。ですから、照会が来れば教える

し、それからもう一つは、照会が来なくても、これ

だけ悪いですよということで、やはりそこの担当者

の町内会なり、それからリサイクル推進員なり、そ

ういうところの人たちと話をして、こういう実態で

すということでやっているのです。それで非常に効

果が上がって、先ほど町長、副町長に見せたよう

に、１０月と１１月比較したら、やっぱり減って

いっているのです。

ですから、そういう対策をとらないと僕はだめで

はないかなという気がするものですから、ぜひ今、

契約をして、契約のあれはいつまでか私は承知はし

ていませんけれども、できれば早い時期にこの体制

をぜひとっていただいて、当然、住民に対する周

知、それから地域地域ごとへの周知、話し合い、こ

ういう状況なのだということをあれしてですね。

先ほど申し上げましたように、１月２９日のあれ

を見ますと、僕は収集業者が書いたかと思ったら、

職員が書いているというのですね。お菓子、あめの

袋、それからストローは、これでないですよ。それ

から、結束バンドは一般ごみ、それからペットボト

ルが入っているというようなことで、全部袋に職員

の皆さん方が書いてくれたと思うのです。ですか

ら、何とかそういう形で、これだけやっていって

も、その後持っていかなければ、町民が自分のだと

言って持ち帰らないで、その後一般ごみで置かれた

ら大変だというので収集業者はやっていると思うの

です。

ですから、そういう点で、できればこれらの関

係、基本的には町民の、ごみを出す人のモラルの問

題にもなってくるのかなという気がするけれども、

置いておいて、張ってあるというけれども、そのう

ちなくなったということになると、また、それでも

いいのではないかという形になるものですから、そ

の点、今のお話の中から具体的な対策をどう今考え
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ておられるかということをお聞きしたいと思うので

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

ただいまの中村議員のごみ○町長（向山富夫君）

の警告シール貼付の状況につきましての御質問につ

いてお答えさせていただきますが、私も現状認識に

つきましては、議員おっしゃっておられるとおりだ

というふうに認識しております。

それで、先ほど担当課長のほうからも、シールの

貼付状況の把握についての実態については、御説明

させていただいたとおりでございます。

ただ、いずれにいたしましても、やはりごみの分

別収集ということは、まだまだ確実に実施していく

ような方策を講じていかなければならないことは

おっしゃるとおりでございます。富良野の事例もお

聞きいたしましたが、そういうきめ細かな実態調査

を収集業者に担っていただくということになります

と、先ほど申し上げましたように、やはり収集にか

かるコスト、それから時間等の、短時間で手早く処

理するというようなことで支障が生じるという実態

がございます。

しかし、では、どれぐらい支障が来すのだと、あ

るいはどれぐらい時間が余計かかるのだというよう

な、そこまでの詳細な協議も、現在、具体的には行

われておりません。

それと、警告シールを貼付させていただいていま

すが、シールそのものにも、どういうことがシール

を張った原因なのですよということも読み取れるよ

うな表記はされておりますけれども、もしできれば

集積場に大きな看板形式のものを例えば掲げて、そ

して、常に視覚に訴えて、学習効果が出るような、

意外とシールが張られていても、どういう意味で張

られているのかなということが認識されていない、

そういう向きもあるそうでございますので、できる

工夫は最大限重ねることと。新年度の中におきまし

て、雇用対策の一環で、啓蒙活動をする推進員も、

短期間ではございますけれども、配置する予定でご

ざいます。

いずれにいたしましても、これは、今の時代ニー

ズでございます。まず、分別もしかり、エコという

ことにつながってまいりますので、私としてもさら

に精度の細かい実態調査をするとともに、今、議員

がおっしゃいましたような、富良野の事例を挙げて

いただきましたけれども、そういうことで住民に、

競わせるという表現は適切かどうかわかりませんけ

れども、要するに、みんなでモラルを向上できるよ

うな工夫もぜひ必要だなというふうに考えておりま

す。

また、業者の契約内容につきましては、十分中を

詰めてみませんと、どの程度、また住民負担にそれ

がはね返ってくるかということもありますので、少

し研究する時間をいただきたいと思います。

以上でございます。

９番中村有秀君。○議長（西村昭教君）

今、町長の答弁で、具体的○９番（中村有秀君）

に契約内容と、どのぐらいのコスト的な、時間的な

ものということでございます。

私、富良野の例を調べてみて、非常に人口の少な

い上富良野でこれだけ、特にプラごみが非常に５０

％来てますからね。富良野も、担当の係長に聞いた

ら、そういうプラごみの関係が非常に多いというよ

うなことでした。

したがって、私は、収集業者と日常的にやってい

るということだけれども、それは、きちっと分析を

してどうなのかということでなくて、あそこにこん

なものがあったというような形なのか、僕は内容は

わかりませんけれども、できれば、やっぱり富良野

のように、各ごみステーションの収集日ごとに張っ

た枚数を、１日から３０日もしくは３１日まで一覧

表があって、それをもとにして、先ほど申し上げ

た、こうやって各町内ごとに全部なっている、それ

からそれをもとにして、今度、１年分、これは１９

年度ですけれども、４月から３月まで、これまたご

みステーションごとに全部あるのです。私も全部の

やつをもらってきましたけれども、非常に担当者は

御苦労されているなと。ですから、それだけある面

で効果が上がっているのかなという気がいたしま

す。

したがって、富良野の場合、地域にもよりますけ

れども、町内ごとか、それからごみステーションご

とで当番制をつくったり、それから注意喚起を、例

えば名前か住居番号を書いてくださいというところ

もあります。それから、そのごみステーションを利

用する人たちだけで番号を決めて、その番号が書い

ていなかったらだめですよと。私も番号書いたやつ

を写真を撮ってきました。これは、東町のところで

す。全部番号入っているのですね、住居表示の番号

ということで、１１の２０だとか１３の３、１１の

１８とか、いろいろそうやって書いているから、そ

れはその地域の申し合わせだろうと思います。

ですから、できればそういうような形でやってい

ただく。それから、プラスチック袋、名前もしくは

住所を必ず記入だとか、それぞれ町内ごとに、利用

する人たちの注意喚起するものがあります。

したがって、私はデータをきちっととりながら、

その地域地域に対する対策を、町内会長か、ここの

ごみステーションを利用する人たちがどうなのかと

いうようなことを含めて、ぜひそういう対策をとっ
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ていかないと、漫然と出されて、ちょっと日にち置

けば一般ごみと一緒に持っていかれる、この繰り返

しはぜひしないような形で、レッドシールが張られ

る枚数が少なくなるように最大限の努力をしていた

だきたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

中村議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

さまざまなごみのきちんとした分別処理というこ

とは、最終的には住民負担軽減につながることは言

うまでもありません。

それで、富良野市あたりは、まさしく分別におい

ては全国的な先進事例でございますので、そういう

近くで事例がありますので、そういったところの先

進事例は大いにこれからも学ばせていただきたいと

いうふうに考えております。

それから、業者と日常的にいろいろお話しさせて

いただいている内容も、これからはぜひ、現況の報

告を受けるというようなことにとどまらず、では、

どうやってそれを改善に向けていくかというところ

まで踏み込んで、業者と常に対話ができるというよ

うなことにも意を用いていかなければならないなと

いうふうに、今改めて考えているところでございま

す。そして、一歩一歩でも改善をしていくように努

めたいと思うことと。

一つの方法として議員のほうからお示しいただき

ました、例えば名前を表示するとか、あるいは住居

の表示するとか、さらには、ナンバーをつけて個人

が特定できるようにというような方法もお示しいた

だきましたけれども、そういうことに協力していた

だける、理解を示していただける方々は多分、恐ら

く中身が理解していただければ、適正な分別に早期

に協力していただける住民の方々かなと思います。

しかし一方では、やはりそういうルールを守って

いただけない人たちがまた一方ではいるという現実

も多分想定できると思います。

ですから、町全体としてモラルを上げていくとい

うことがまず、理想論ではありますけれども、まず

目指すところなのかなということで考えております

けれども、でも、一歩一歩でも実際に取り組めるこ

とがこれからの中で生まれてきましたら、特に、冒

頭お話ありましたステーションごとにいろいろデー

タを収集するとか、そういうことについては、そう

時間はかけないで、コストがどの程度かということ

もあわせて研究しなければなりませんけれども、取

り組みやすい分野かなと思いますので、実態をき

ちっとつまびらかにできるような工夫は、今後、重

ねていくように努力してまいりたいと思います。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

以上をもちまして、９番中村有秀君の一般質問を

終了いたします。

次に、５番米沢義英君。

私は、さきに通告してあり○５番（米沢義英君）

ました点について、町長及び教育長に対して質問い

たします。

まず第１点目には、特別養護老人ホーム及び

ショートステイの増床についてお伺いいたします。

第５次上富良野町総合計画では、平成３０年の総

人口は１万１,５０８人、そのうち年少人口が１,３

１９人、生産年齢人口が６,２７８人、老齢人口が

３,９１１人という形で、３４％になると想定して

おります。平成１９年度においての高齢者人口では

２,８５７人で、２３.１％と比較しても、１１％と

高くなっているというのが実情であります。

そのような中で、介護サービスの充実が、また、

予防が、一層求められているということは言うまで

もありません。現在、町においての特別養護老人

ホームでは入所ができず、他の施設に入所されると

いう方も出てきているという実情にあります。

今後さらに高齢化が進み、高齢者世帯、あるいは

ひとり暮らしの老人世帯がふえる傾向にあることは

間違いありません。そうすれば、在宅介護のサービ

スの充実は当然ながら、施設サービスの充実も必要

になるということは明らかであります。

特別養護老人ホームの施設の増床は、当然そうい

う状況の中では必要になってきているというのも実

情ではないでしょうか。介護されている方からは、

特別養護老人ホームの増床を望む声も寄せられてい

ます。また、ある方は、他の自治体の施設を利用し

ている方がおり、遠くへ行くのであれば、時間やい

ろいろな制約がかかる、地元にあれば本当に助か

る、こういう声が聞かれるという実情もあります。

今、特別養護老人ホームの現在の利用状況、今後

の増床などの対応についてお伺いいたします。

次に、二つ目には、短期入所療養介護、ショート

ステイについてお伺いいたします。

平成１５年度の利用実績は２,０９３回、平成１

９年度では１,６３３回と減少傾向にありました

が、平成２０年度に入って、短期入所療養介護を利

用される介護認定者の方がふえるという傾向があり

ます。

また、町立病院においての短期入所のベッド数が

削減されるという状況の中で、利用したいと思って

も、なかなか入所、必要な利用数が使えない、そう

いう声が聞かれるという状況であります。

今、介護者にとっては、社会的な事情や家庭的な

事情で急に短期入所を利用したい、こういう方も当
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然おられます。そういう意味では、今後、上富良野

町において、こういう利用される方々のための

ショートステイの増床、現状についても、今後どの

ように対応されるのかお伺いいたします。

次に、病児・病後児保育及び休日保育についてお

伺いいたします。

上富良野町の次世代育成支援行動計画では、病後

児保育及び休日保育事業計画が示されています。

しかし、いまだに未実施という状況にあります。

今では、保育所を利用する保護者の就労形態もさま

変わりしてきています。休日、祝祭日も就労しなけ

ればならないという状況も生まれてきております。

そのような状況で、保育所で、また、たびたび熱を

出される子供さん、そういう場合は、仕事を、職場

を離れて迎えに行かなければならないという状況も

出てきております。そういう意味では、今の多様化

する保育所の利用形態に合った病児や病後児保育及

び休日保育の体制の充実というのは、とりわけ重要

になってくることは明らかであります。

ある方に聞きましたら、祝祭日などは、身近に親

類がいない場合、知人や友人などに預ける。また、

出張している場合は、急に帰ることができないか

ら、子供さんが熱を出したときなどは大変だ。だか

ら、安心して、町にそういう保育の体制が受けられ

るような、そういう保育体制を充実してほしい、こ

ういう声が聞かれます。そういう意味では、病児・

病後児保育及び休日保育の対応というのは町に欠か

せないものだと考えますが、この点について、町長

の見解についてお伺いいたします。

次に、保育所の民営化についてお伺いいたしま

す。

保育所は、社会での就労形態が変わる中で、働い

ているお父さんやお母さんが安心して働くことがで

きると同時に、乳幼児の子供たちが集団の中で心も

体もはぐくまれる大切な集団保育の場所でありま

す。また、保育所は、父母の子育てと仕事の困難を

お互いに分かち合いながら、子供を育てていく大切

な場所になっているということは明らかでありま

す。

この間、中央保育所においては、地域の要望にこ

たえるという状況の中で、交流の場所を設けるな

ど、地域に根差した子育ての拠点づくりをしていま

す。

また、同時に、町には民間の保育所、幼稚園もあ

り、それぞれが特色ある子育てを行っているという

のも実情であります。

そういう中で、私は、改めて、地域に根差した公

立保育所のあり方というのは何かということが今問

われていると考えています。地域保育所との連携を

強化し、地域の保育力を高めるという実践の場所と

して、より重要な拠点になってきているものと考え

ます。そのことを考えれば、今まで中央保育所で、

保育士や父母と子供、地域の人たちとはぐくんでき

た豊かな保育の蓄積をより地域にも還元する、ま

た、そういう蓄積された力を生かすということが求

められていると考えます。

今、町においては、中央保育所を民営化にする動

きがあります。機械的な民営化ではなく、公設の役

割をしっかりと評価し維持すべきと考えますが、町

長はどのようにお考えでしょうか。中央保育所は、

子育ての場所として、地域や父母からもしっかりと

信頼され認められています。この間、町長の執行方

針には、中央保育所の今後については、民・公設運

営などについて検証作業をしっかり行うと述べてい

るだけで、現状を維持するとは明確にされておりま

せん。その点で、町長は現状維持をはっきり明言さ

れるのかどうなのか。以上のことを述べて、町長の

見解を求めるものであります。

次に、上富良野小学校の改築及び放課後子どもプ

ランについてお伺いいたします。

上富良野小学校は、昭和３５年に建設され、この

間、大規模修繕を繰り返しながら現在に至っていま

す。もう既に、校舎は雨漏りや、あるいは床が傷

む、天井がゆがむ、あるいはトイレの悪臭がひどい

など、子供たちからいろいろな声が寄せられていま

す。

また同時に、近ごろでは、安全ということが叫ば

れる中で、上富良野小学校においては、児童の登下

校時の状況が職員室からは見えないという特殊な状

況もあり、早期に改善を求める声もあり、町におい

てもその対策も講じてはきておりますが、根本的に

は、改築を早める、これが一番方向性としてはいい

方向だとは考えます。

昨年度は町において耐力度調査も実施されました

が、さらに、今年度においては耐震力についても調

査されるということでありますが、以上のことを述

べて、今後、上富良野小学校についての改築計画、

どのようにお考えなのか、教育長にお伺いいたしま

す。

次に、放課後子どもプラン事業の場所の確保につ

いてお伺いいたします。

上富良野小学校、江幌小学校、東中小学校、西小

学校では、空き教室を利用した放課後子どもプラン

を実施しています。

現状では、２月現在までの子供の利用数、上富良

野小学校では延べ人数１万２,４１２人、西小学校

では、延べ人数では６,３２８人となっておりま

す。日常の放課後クラブ事業の実施は、狭い空き室
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やホールを利用せざるを得ないという状況になって

きております。指導員の方々は、多くの子供さんが

けがをしないのか、これが一番気がかりだと話して

くれました。また同時に、子供においてもストレス

がたまらないのか、本当に心配だと、こう語ってく

れました。

そういう意味では、放課後プランと学童保育の共

同の運用が始まったときから、この場所の確保の問

題は、狭隘な中で進められる放課後子どもプラン事

業、多くの問題を抱えて事業が始まったというのも

実情であります。

そういう意味では、今後、上富良野小学校等の改

築などがあれば、その計画の中に放課後子どもクラ

ブが、子供たちが利用できる施設の併設などを検討

してはいかがかと考えますが、この点についても教

育長の見解を求めます。

次に、日の出公園のリフトの更新についてお伺い

いたします。

ことしは積雪も少ないという状況の中で、始まり

も終わりも早いという状況になりました。日の出公

園のスキーリフトが設置されてから年数が経過して

おります。あのスキーリフトは、ひもで引き上げる

という、そういうスキーリフトになりますので、小

さな子供さんは足がとられて転んでしまうという、

そういうことも多数見受けられます。多くの人たち

からも、いろいろな活用方法を考えれば、スキー

チェアつきのスキーリフトを腰掛け式に変えてほし

い、こういう声も寄せられています。財政事情もあ

るかと思いますが、この点についても、今後の対応

について教育長の答弁を求めます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の３項目の御○町長（向山富夫君）

質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めの特別養護老人ホーム及びショー

トステイの増床についてでございますが、この２点

についてお答えさせていただきます。

本町の介護保険事業の現状ですが、高齢化率の上

昇とともに、既に要介護者認定を受けておられる方

も、年齢を重ねるごとに介護度が重度化していくこ

とから、在宅で介護する家族の困難度が増し、施設

入所者は増加の傾向となっております。

平成２１年度からの第４期介護保険事業計画にお

きましては、施設介護サービスの面では、国におい

て在宅介護に軸足を移しておりますことから、本町

の特別養護老人ホーム、ラベンダーハイツの増床は

盛り込んではおりません。

また、ショートステイについてですが、本町では

ラベンダーハイツと町立病院の２カ所で実施をして

おりましたが、昨年１２月から、町立病院におきま

しては老人保健福祉施設への転換を図ったことに伴

い、町立病院でのショートステイ受け入れは行って

おりませんので、ラベンダーハイツのみの運営と

なっております。

在宅介護を支える重要な介護サービスであります

ショートステイの確保を図るため、ラベンダーハイ

ツにおいて１床増床いたしまして、現在１０床で対

応しておりますが、希望の日数等にこたえられない

ケースが生じていることも事実でございます。この

ことから、町が保有する施設の中でショートステイ

の増床対応を図るため、今後、十分な検証を行うよ

う担当に指示をしたところでございます。

今後、さらに高齢化が顕著になってくることか

ら、それらの状況を的確に把握するとともに、十分

な見通しを立てながら、町民ニーズに即した介護

サービスの充実に努めることが喫緊の課題であると

認識をし、早急に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。

次に、２項目めの病児・病後児保育及び休日保育

についての御質問にお答えさせていただきます。

本町の病児・病後児保育の実施は、保育士、看護

師を派遣して対応する派遣型を想定しておりまし

て、平成２１年度からの実施を目指していたところ

でありますが、病児・病後児保育の実施に当たって

は、安心かつ安全な体制を確保することはもとよ

り、医療機関との連携や必要な人材の確保など課題

も多く、現在のところ、平成２１年度実施のめどは

立っておりません。

今後におきまして、本町における病児・病後児保

育のあり方や、補助制度を初めとする諸制度を的確

に把握しながら、継続的な事業運営が図れるよう、

平成２２年度から始まる次世代育成支援行動計画の

後期計画の中で取り組んでまいりたいと考えます。

とはいえ、やはり子供が病気のときは親の看護が望

ましいことから、雇用環境の改善などの働きかけも

あわせて実施してまいりたいと考えております。

さらに、休日保育事業につきましても、町内３カ

所の保育所による共同運営事業として、実施に向け

た検討を行っておりますが、このことにつきまして

も、今後、さらに子育て家庭のニーズをとらえなが

ら、後期計画におきまして実施できるよう取り組ん

でまいりたいと考えておりますので、御理解のほど

よろしくお願いいたします。

次に、３項目めの保育所の民営化についての御質

問にお答えいたします。

中央保育所につきましては、昭和３９年に認可保

育所として開設以来、本町の施設保育における中心

的な役割を果たしてきたものと一定の評価をしてお

るところでございます。
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現在では子育て環境も大きく変化する中で、本町

２カ所の民間保育所においても、特別保育事業な

ど、多彩な保育ニーズにこたえた運営がなされ、中

央保育所と遜色のない、あるいは先を行く取り組み

が行われている実態も見られます。

子育て環境の充実という見地からも、今後ますま

す保育所に期待される役割が進化・拡大していくも

のと考えますが、これまでの民営化計画の検討経過

を踏まえ、本町における公立保育所の役割や民間に

よる保育事業の実態と可能性を十分に検証するな

ど、総合的な検討を加えて、中央保育所の民営化の

方向を探っていきたいと考えております。

次に、教育長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員、４項目め○教育長（北川雅一君）

の上富良野小学校の改築についての御質問にお答え

をいたします。

最初に、今後の改築計画についてでありますが、

上富良野小学校の１線２線校舎は４７年以上経過し

ており、平成２０年度において改築の補助採択の根

拠づけを行うため、校舎の耐力度調査を実施したと

ころであります。

各棟において改築を要する基準とされている４,

５００点を超え、耐力度は備わっているとの結果が

出たところでありますが、さらに平成２１年度にお

いて耐震診断を実施し、その結果を踏まえて、子供

の安全を確保できるよう今後の方針を定めてまいり

たいと考えております。

次に、上富良野小学校改築計画の中に、放課後子

どもクラブが利用できる施設の併設を検討してはど

うかとの御質問でありますが、現在、放課後子ども

クラブがメーンルームとして利用している場所は、

現在の利用人数からしても大変狭隘であり、参加し

ている子供たちを初め、担当している指導員や学校

関係者の方々にも苦慮していただきながら、活動内

容に工夫をしている状況であります。

このことから、上富良野小学校の改築計画が決定

した場合は、その計画の中に、放課後子どもクラブ

が利用できるスペースを確保できるよう検討してま

いりたいと考えております。

次に、５項目めのスキーリフトの更新についての

御質問にお答えします。

日の出公園スキーリフトは昭和６０年に設置さ

れ、２４年が経過しております。御質問のいす式リ

フトへの移行についてでありますが、議員も御承知

のとおり、気象状況の変化からスキー場の利用でき

る期間も短くなり、また、スキー人口も年々減少し

ている状況において、多額の設置費を要するいす式

リフトの移行は考えておりません。

しかしながら、当初設置からかなりの年数が経過

しているため、利用者の安全を確保するために、計

画的に既存リフトの整備を行ってまいりたいと考え

ておりますので、御理解をお願いいたします。

再質問ございますか。○議長（西村昭教君）

５番米沢義英君。

特別養護老人ホーム及び短○５番（米沢義英君）

期入所についてお伺いいたします。

現状では、特別養護老人ホームについては、４期

計画の中に、増床という方向では明記していないと

いう答弁でありました。今後の高齢化率、あるいは

介護認定の出現率等を見ましたら、やはり一定必要

な、介護老人ホームを増設する必要性というのもあ

るのではないかと、私はこのように判断しておりま

す。将来の推計の、上富良野町の特別養護老人ホー

ムの２３年度までの推計を見ましたら、６２名ぐら

い利用するのではないかというような方針が書かれ

ております。上富良野町では、地元に入れないとい

う形の中で、南富良野や近隣の市町村にやはりお世

話になっているという方もおります。そういう意味

では、一定部分、利用者数が横ばいかなというふう

に見られますが、実際、やはりそういうことも含め

ますと、利用者数というのは潜在的にもあるという

ふうに私は考えます。

そういう立場から、施設介護は国の方針で、費用

がかかるのでなるべく抑えなさいと、そういう方針

の中で、上富良野町も抑えてきているという現実で

ありますが、私は、介護されている方の話を聞きま

したら、これから高齢になって、お互いが高齢者で

見られなくなる。かといって、在宅の体制がいいの

かといったら、そうではないと。確かに施設に入所

すれば費用もかかるという形の中で、本当に介護の

負担というのが重く今現状としてのしかかってきて

いるという実態があるのです。そういうことを考え

たら、ただ単に、増床しないというのではなく、必

要数というのも頭に入れた中で、計画の今後の方向

性というのも対応する必要があるのではないかとい

うふうに思いますが、この点について、どのように

お考えなのかお伺いしてきたいというふうに思いま

す。

関連がありますので、ショートステイについて

も、これについては増床されるという方向でありま

すから、検討されているということでありますが、

実情としては、こういう実情です。例えば今、上富

良野で入所できなくて、他の近隣町村へ行きました

ら、限られたベッド数しかありませんので、あくま

でも地元優先になります。そうしますと、利用日数

が限られて、入れないと。上富良野町においても、

そういう状況の中でふえているものですから、利用

日数が十分に使えないという状況がありますので、



― 88 ―

やはりこういう利用されている方の実情というの

も、町長、十分理解されているかというふうに思い

ますが、この点も含めて、今後、増床という方向で

は考えているということでありますが、いつごろま

でにそういうめどをつけようとされているのか、こ

の点についてお伺いしておきたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の、まず、特○町長（向山富夫君）

別養護老人ホームとショートステイに対します考え

方についての御質問にお答えをさせていただきたい

と思います。

今後の施設入所希望者、あるいは、総じて、要介

護者の、高度の要介護を必要する要介護者の将来推

計については、議員御説明のとおりでございまし

て、今後、横ばいでいく可能性よりは、むしろニー

ズが高まってくると、必要性が高まってくるという

ことは、私も全く認識を同じとするところでござい

ます。

さらに、現在、国の方針が在宅介護という方針で

ございまして、非常に新設あるいは増設ということ

に対しては非常にハードルが高いという実態もござ

います。

しかし、今申し上げましたように、町内の中にも

入所を待っておられる方、また、入所がかなわない

がために、御家族の方に大変御苦労をかけながら、

在宅で介護を受けておられるという実態があること

も承知しております。

非常に私としては、本当に財政が、それに対応で

きるような財政であれば、すぐにでもそういう方に

対して手厚く措置を施してあげるのは、それは希

望、理想としては全く私も同感でございますが、し

かし、反面、増床することによって、それを支えて

いただいております現役世代の方々に対しまして

は、また一方では高負担をお願いしなければならな

いと、そういう非常につらい、一方ではつらい面も

出てくるということもございます。

町といたしましては、適切な、介護を必要とされ

る方をなるべく施設で介護できるような改善策はこ

れからも講じてまいらなければならないと思います

が、皆様の、現役世代の保険料の負担等を考えます

と、在宅介護については、国についてもさまざまな

施策が講じられておりますので、町全体の福祉計画

の中で、本当に平等に皆さんが、どういう状況であ

れ、平等に公平に暮らせる社会をつくっていかなけ

ればならないという大きな基本がありますので、そ

れに向けて可能な限りの努力をしていきたいという

ふうに申し上げさせていただきたいと思います。

また、ショートステイにつきましても、傾向とい

たしましては、全く同じような傾向を今後たどるこ

とが予想されます。本当にショートステイを待ち望

んでおられる実態があることも私も承知しておりま

す。

現在町で有しております施設の中で、さらに１床

でも２床でもショートステイを確保できる方法がな

いか、もう既に、それぞれ部内では検討をさせてお

りますが、さまざまなまた課題もあることも実態で

ございまして、ショートステイの中でも医療の処置

が必要な方とか、さまざま、また形態がありまし

て、それらの方に対しましては、やはり医療の介護

が受けられるようなサポートができる場所というこ

ともまた一方で必要でございますので、非常に一人

一人によって条件が変わりますが、いずれにいたし

ましても、全体のパイをふやしていかなければなら

ないという課題意識は私も十分持ち合わせておりま

すので、十分役場内で詰めまして、何とか少しでも

ショートステイを待ち望んでおられる方の要望にこ

たえられるような対策を講じるよう、最善の努力を

してまいりたいと考えております。

以上でございます。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

いずれにしましても、特養○５番（米沢義英君）

に至っても、ショートステイに至っても、本当に緊

急事態というか、そういう事態だと思います。

そういう意味で、介護されている方は本当に休む

暇もなく、やはり緊急の場合に、冠婚葬祭、あるい

は病弱な体でお年寄りを見なければならない、家族

を見なければならないといったときの苦労を考えた

ときに、きっちりとした、やっぱり必要最小限の計

画、目標をやっぱり設けて、前倒しできるものにつ

いては、ショートステイに至っても、後期計画とい

うことで取り組んでいきたいということの方針であ

りますけれども、そういうものも含めて、早急に対

応をとっていただきたいというふうに思います。こ

の点、確認しておきたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

ただいまの特養並びに○町長（向山富夫君）

ショートステイについての今後の考え方でございま

すが、先ほども申し上げましたが、非常に急を要す

ると、それぐらい頑張っておられる方がいるという

ことは、先ほども申し上げましたように、私の認識

としては十分持ち合わせております。前倒しできる

可能性がありましたら、当然、一日でも早くその期

待にこたえるよう努力できるところから、工夫でき

るところからしてまいりたいということは、これか

らもそういう気持ちを持ち続けてまいりたいと思い

ますので、御理解をいただきたいと思います。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

次に、病児・病後児保育、○５番（米沢義英君）
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休日保育についてお伺いいたします。

上富良野町の次世代育成行動計画の中には、休日

保育については、ニーズ調査においても希望も高い

ということで、共同方式を採用したいということの

方向性が書かれております。事業目標として、２１

年度という形でありました。一方で、病後児保育に

ついても、ファミリーサポートセンターの設置等々

を含めた中での検討という形の方向性が示されてお

ります。

そういう意味では、休日保育等についても、やは

り一定量、必要な部分というのが、保護者の話を聞

きましたら、あります。そういう意味では、この点

についても早急な対策というのがとられる必要があ

るというふうに思います。

今後の計画の中で取り組んでいきたいということ

の答弁ではありますが、そういうことを考えれば、

やはりこれについてもニーズ、要望等があるわけで

すから、この点についてもしっかりとした取り組

み、目標、やっぱり進める計画というのを一段と早

くやる必要があるのだろうというふうに私は考えて

おりますが、この点について、もう一度、町長の明

確な答弁をお願いしたいというふうに思います。

先ほども言いましたが、お母さんお父さんにして

も、急に出張先で帰ってこられないという問題もあ

ります。子供のことですから、やっぱり大切ですか

ら、飛んで帰ってこられるけれども、なかなか許さ

れない場合があると。そういうことを考えたとき

に、こういう施設の重要性というのは、上富良野町

としても位置づけて積極的にやってもらいたいとい

う声がありますので、この点もう一度、町長の認識

と今後の考えについてお伺いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

次に、病児・病後児、さら○町長（向山富夫君）

に休日保育についてのお尋ねについてお答えさせて

いただきますが、まず、病児・病後児の対応につき

ましては、後段の休日保育についても関連してまい

りますが、実は、ファミリーサポートセンターを一

日でも早急に立ち上げたいということは前々から申

し上げているとおりでございます。

それを充実するために、保育士等の配置等も対応

させていただいているところでございますが、ま

ず、病児・病後児につきましては、先ほど御答弁で

申し上げておりますけれども、施設型という対応は

非常に、今これを取り組むということは現実的に困

難だという状況だと、医師の体制、それから、看護

師等の体制等を考えますと。さらには、ハード面で

は、その施設を用意するというような面においては

非常にハードルが高いということで、これはなかな

か、すぐに課題として進めていくということはハー

ドルが高いという状況は御理解いただきたいと思い

ます。

そういう観点から、派遣型というものは、実際ど

のように取り組めば、どういうハードルがあって、

どういう課題を解決しなければならないかというこ

とを、もう既に担当のほうで研究・検討させていた

だいております。現在のところ、さまざまクリアし

なければならない点があるという問題が浮かび上

がってきております。それらを一つ一つ解決ができ

れば、やはり大切なお子様を、しかも病気を持って

おられたり、あるいは病気直後のお子様を見させて

いただくわけでごすから、大変それは責任の重い仕

事となってくることから、実際その事業に取り組む

に当たっては、クリアしておかなければならない課

題がありますので、いましばらく時間をいただい

て、取り組むに当たっては遺漏のないような取り組

みができるような準備期間も少し御理解いただきた

いなというふうに考えております。

それからさらに、休日保育事業につきましては、

これもファミリーサポートセンターの事業の一環と

して取り組んでいくことが望ましいというふうに考

えておりまして、保育所の共同運営事業として取り

組むことが妥当であろうというふうな理解をしてお

りまして、これらにつきましては、ニーズがあるこ

とも事実でございますので、病児・病後児のような

高いハードルは想定されないのかなということか

ら、まず取り組めるものから取り組むということ

で、現在準備中という実情も、そういう事情もあり

まして、今、いつからというような御答弁をできな

いことを、申しわけございませんが、具体化に向

かって努力をしているということで御理解を賜りた

いと思います。

以上でございます。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

ぜひ取り組んでいただきた○５番（米沢義英君）

いというふうに考えております。それぞれ生活がか

かっております。やっぱり１時間休めば、お金の問

題で換算されないのですが、やっぱり１,０００

円、２,０００円減額になるという中で、やっぱり

生活の糧として働かなければならないという方もた

くさんおられますので、そういうせっぱ詰まった中

での、こういった休日保育や病後児保育を望んでい

るのだということを町長としてもぜひしっかりと押

さえていただいて、取り組んでいただきたいという

ふうに思います。

次に、保育所の民営化についてお伺いいたしま

す。

中央保育所、また、上富良野町には民間の保育

所、幼稚園があります。それぞれの中で、特徴的な
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保育や幼稚園といった形で幼児教育が進められてお

ります。

私、この間、問題意識として、公設民営化の役割

は何かと、私は別に民間を否定するわけでも何でも

ありませんので、そういう中でも、公設の役割は非

常にあるのではないかと考えている立場から質問さ

せていただきます。

町長は、この評価について、一定評価、中央保育

所のやってきた子育てについての、幼児教育につい

ての一定の評価をしているということをおっしゃっ

ておりますが、この評価の中身というのはどういう

ふうに認識されているのかお伺いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

中央保育所の御質問につい○町長（向山富夫君）

てお答えさせていただきます。

中央保育所が今日まで開設させていただいて、今

日まで上富良野町におきます民間保育、あるいは公

設民営の保育、それらが今日まで育ってきたという

根っこには、やはり町立の保育所が十分先導的な役

割を果たしてこられたがゆえに、保育レベルが非常

に上がって、今日の姿になった基礎が、中央保育所

が果たしてきた大変大きな役割の一つによって、中

央保育所が皆さん方から大変頼られてきたというよ

うな部分におきまして、一定の評価に当然値すると

いうふうに考えております。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

基礎にあったということで○５番（米沢義英君）

ありますが、私、この間、現場なんかを見ています

と、近年では、発達障がいの子供さんが非常にふえ

ているという状況もあります。そういう中で、そう

いう子供さんのいいところ、どういうふうに今後伸

ばしていったらいいのかというような、具体的な問

題意識を持って取り組まれているという問題もあり

ます。

また同時に、集団保育ですから、そこには、やっ

ぱり集団の中で子供さんが、それぞれ問題に気づい

たり、過ちをしたりしながら成長していくという過

程が見受けられます。

例えば、小さい子供さんが遊び道具をお互いに

引っ張り合っていると、わぁわぁ、わぁわぁ言って

泣き出しそうになる。そこへ先生が、それはお互い

に協力して、お互いに貸し合って、使うときは交互

に使いなさいよ、そうしたら小さい子は、交互に使

いなさいとか、そういう言葉を今度発するように

なってきているのです。ですから、子供たちの成長

というのは保育の中で確実に成長していっていると

いう実情があります。そういう役割を中央保育所は

担っているのだということを、町長、ぜひ頭の中に

押さえていただきい。

それを今度どういうふうに地域に還元するのかと

いうことなのですが、やっぱり地域のネットワーク

をつくって、それぞれの保育所や幼稚園が抱えてい

る課題を、やっぱりネットワークで、お互いの問題

意識を出し合いながら、それを一つ一つ解決すると

いう手法を、やはり公設民営化の中央保育所が担え

る十分な力量を持った先生と保育士さんがいるのだ

ということなのです。こういう役割を私はきっちり

押さえた中で、公立保育所の役割というのは、今こ

こだというふうに私は思っているので、こういう役

割をもっと地域に還元して発信していくということ

をやれば、一般の民間の保育所のやっていることに

負けない、充実した保育内容をつくることも可能だ

と私は思っているのです。

そういう意味では、こういう部分をきちっと見な

いで、ただ財政的な問題だけで、民間にしますよ

と、委託しますよと、譲渡しますよというのは、本

来の保育行政のあり方としては私はおかしいのだと

いうふうに、前任の町長のときも言ってきましたけ

れども、今回の町長、今、執行方針の中には、そう

いう評価はされていないのではないかなというふう

に思うのです。だから、民間ですよと、将来的なこ

との話で、答弁の中に書かれておりますが、そうい

う方向に短絡的にいくのだと思うのです。

私は、そういうものも含めて、やっぱり公設の役

割を、ここに来て、いま一度見直して、必要性、

ネットワークづくり、そういった発達障がいの子供

たちの成長を促すと、また、地域のお父さんやお母

さん、また、入所されている保護者やお父さんの、

そういう人たちの悩みにも寄り添って、そういう問

題意識を持って、悩みに寄り添って、一つ一つ課題

提起して、それを解決していくという役割というの

が、私は、公設の役割になってきているのだという

ふうに思いますので、そういう意味では、民営化を

することなく、やっぱり公設として残すべきだとい

うふうに思いますが、もう一度、中央保育所の役

割、また、すぐ民営化にするのではなくて、現状維

持を貫くかどうなのか、この点、明確にしていただ

きたいというふうに思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

米沢議員の中央保育所のあ○町長（向山富夫君）

り方についての御質問に再度お答えさせていただき

ます。

まず、私の基本的なスタンスといたしましては、

保育業務そのものは、公設民営のレベルの差は、今

は差はないと。むしろ、それぞれがそれぞれの特徴

を出し合って、お互いに切磋琢磨して、総体の底上

げには、むしろ公設でなければならないという押さ

えはしておりません。
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ただ、今、米沢議員がおっしゃいまして、私も全

く共感する部分がございますが、上富良野町全体の

保育そのものの仕組みについての、中央保育所は

キーステーションとしての役割は十分今でもあると

思います。そういう観点から、施設そのもの、ハー

ドを、子供を預け保育するいうことは、必ずしも公

設でなくても、それは、役目としては民間であって

も十分果たし得ると。

しかし、一方で、そういうさまざまな保育ニーズ

にフレキシブルにこたえていく、そういう指導的な

保育士さん、そういった人材は、やはりこれは町と

して持ち合わせていることのほうが、私としては、

さまざまな、日々いろいろな保育ニーズが生まれて

きております。そういうものに対して、町として

しっかり、そういう方に対してサービスをしてい

く、あるいは、町としての義務を果たしていくとい

う観点から見れば、やはり町の職員としての保育士

を一定程度確保しておくということは、これはやは

りなくすことは大変難しいのかなと。

まだまだ、今後、研究してまいらなければなりま

せんけれども、現時点で私が判断し得る段階として

は、まず、保育そのものは民間にゆだねることにつ

いては、町民の皆さん方は理解していただけるもの

だと。

しかし、さまざまな保育ニーズに、町の責任とし

て、コーディネートをしていく部分については、中

央保育所がキーステーションになり続けなければな

らないかということはまた別といたしまして、町と

して責任を果たしていく分野については、現在、中

央保育所の保育士さんが中心的な役割をしていただ

いておりますので、施設と人とのかかわりを今後ど

のように整理していけばいいのかということは、

今、結論は持ち合わせておりませんけれども、そう

いう課題意識は強く持っておりますので、御理解い

ただきたいと思います。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

町長は、結局、民営化なの○５番（米沢義英君）

だろうと思います。そういう中で、結局そうなれ

ば、保育士さんはどこへ行くのかという話になって

くるのです。

私、行政の役割というのは、そういう大切な役割

を担っているわけですから、そういった財産を生か

すと。それぞれの民間の保育士さんも本当に頑張っ

ています。だから、中央保育所というのは、さらに

その上をいく努力をつくらなければならないので

す、行政として。それがないから、民間と劣るだと

か何とかという、そんな話が出てくるのですけれど

も、やっぱりそういう努力がないからだと私は思っ

ている。そういう努力を培ってやれる土壌があるわ

けですから、そのことをきっちり押さえた中で、現

状維持という方向で、もう一度答弁できますか、お

伺いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

米沢議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

いたしますが、何度も申し上げますが、私は、保育

業務をする施設としての中央保育所というのは、民

間で行うことによって、それによって、住民サービ

ス、保育サービスが低下するということは考えてお

りません。

むしろ、今、米沢議員がおっしゃいましたよう

な、人の財産、これは町が保有する、非常に私とし

ては貴重な、大事な財産ですので、これは十分、そ

の役割と責任を果たし得るような、そういう活躍が

できることをずっと念頭に置いて対応してまいりた

いというふうに考えております。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

ぜひ検討していただきたい○５番（米沢義英君）

というふうに思います。

次に、上富良野小学校放課後プランについてお伺

いいたします。

上富良野小学校については、耐力度調査という形

の中で、この間、何回も質問しました。やはり子供

さんにしても、かなり老朽化するという状況の中で

の新築というのが望まれていますので、この点、将

来的な目標を持って、ぜひ対応していただきたいと

いうふうに思いますので、この点もう一度確認して

おきたいと思います。

次に、空き教室を利用した子供プランの問題です

が、努力のかいもあって、全国表彰を受けるという

形になりました。現場へ行ってみましたら、一人一

人の指導員さんが本当に体全体を使って、時には、

本当にいろいろな力を使って丁寧に子供さんと遊ん

だり、やっぱり工作をつくったりとか、そういうよ

うなことをやっています。

そういう意味では、本当に、西小学校もそうなの

ですが、居場所の確保、場所の確保というのは、子

供たちにとっても本当にストレスの解消になる部分

でありますし、指導員さんにとってもそういう部分

があります。

ですから、私は、将来の学校の改築等に当たった

場合には、きっちりと位置づけて、子供たちが本当

に、この６年間の中で過ごせるわずかな時間ですか

ら、その時間をきちっと過ごさせてあげたい。皆さ

んそうだと思うのですが、そういう思いから、今

回、何回も質問させていただいておりますので、こ

の点、教育長、今後の方向性として、もう一度見解

を求めたいというふうに考えております。

教育長、答弁。○議長（西村昭教君）
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５番米沢議員の御質問で○教育長（北川雅一君）

ございます。

上富良野小学校の改築の件でございます。

本年、耐力度調査、経過年数もかなりたっている

という状況の中で、やはり単独で建設はできるわけ

ございませんので、何とか国の採択を受けながら、

補助をいただこうということで実は進んできまし

た。

その中で、上富良野小学校、耐力度を調査します

と、年数の割りにきちっと対応ができているという

状況でございます。

今後、耐震に向けてもきちっと対応していきなが

ら、当然、年数たっているわけでございますので、

経年劣化等の附帯設備やなんかにも実は出てきてい

る状況もございますので、そういうところの全体を

見渡しながら、今後、採択に向けての対応、できる

ものなら早い時期にというふうに考えておりますの

で、そのように進めたいというふうに思います。

それと、放課後子どもプランでございます。今、

議員がおっしゃるとおり、指導員の先生方、本当に

一生懸命、ボランティア的に一生懸命やっていただ

いてございます。おかげさまで子供たちも安全・安

心で、なお、楽しい事業の展開もされて、本当に頭

が下がるところでございます。

今後、学校も改築等になれば、ぜひそういう放課

後プランの事業ができるような場所といいますか、

そういう場所もきちっと確保していかなければなら

ないというふうに思います。それまでの間には、や

はりまた、指導員の先生方には、きちっと子供たち

の安全確保について対応していただかなければなら

ないということで、私からも先生方にまたお願いを

していかなければならないというふうに考えており

ますので、そんな考え方で進めたいというふうに

思っております。

以上でございます。

以上で、５番米沢義英君の○議長（西村昭教君）

一般質問を終了いたします。

次に、１３番長谷川徳行君。

まずもって、向山町○１３番（長谷川徳行君）

長、就任おめでとうございます。

私は、さきに通告いたしました２項目について質

問いたします。

安心・安全のまちづくりについて、１項目。

まず、町のインフラ整備、既存の道路整備の再構

築が必要と思われるが、実施または計画があるかお

伺いいたします。

町におけるインフラ整備を取り巻く環境は、近年

大きく変わってきています。公共事業の時代は終え

んしたという言い方が聞かれることが多いが、実際

には、今後において安心・安全の社会、高齢化社会

においては重要性が増してくると思われます。

町のインフラ、特に道路においては、昭和４５年

ごろから数十年かけて整備されてきたが、経年によ

り徐々に老朽化し、リサイクルに入り、これらの維

持管理を積極的に進めていかなければならないとき

になってきていると思われます。

多くのインフラは、人口数も世帯数も未曾有の勢

いで増加する時代に整備されたものであり、人口が

減り、高齢化が進み、今まさに高齢化社会が目前に

来ている今の社会では、無駄や非効率な面が多く、

また、利用者には不便さが多く見受けられてきてい

るが、町のインフラ整備の再構築の考え方をお伺い

いたします。

次に、２項目めは、火災報知器の早期普及に対す

る助成についてお伺いいたします。

消防法により、新築住宅は平成１８年６月１日か

ら、既存の住宅は平成２３年６月１日まで、火災報

知器の設置が義務づけられました。

近年、住宅火災が急増しています。特に、ことし

は年頭から痛ましい事故がありました。死に至った

原因としては、逃げおくれの割合が非常に高くなっ

ています。住宅火災の死者の半数以上は６５歳以上

の高齢者であり、今後、高齢化社会の進展に伴い、

さらなる増加が懸念されます。

このような要因から、自治体においては、火災報

知器の設置に対して住民の防火に対する意識を高め

るとともに、万全の備えをするという観点からも有

効な施策と考えますが、町においての考えをお伺い

いたします。

以上であります。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１３番長谷川議員の御質問○町長（向山富夫君）

にお答えさせていただきます。

まず、１項目めのインフラ整備の再構築について

でありますが、経済の高度成長期にあわせ、本町に

おいても昭和４０年代後半から、国の補助等諸施策

を活用しながら道路及び橋梁の整備を進めてきたと

ころであります。また、市街地区の狭隘道路につき

ましては、補助や起債などの制度財源を得る道がな

いため、町単独の簡易舗装による手法を用いて整備

を行ってまいりました。

これらは、当初整備から既に４０年近く経過して

いることもあり、路面の亀裂や損傷箇所が目立って

増加し、特に市街地部分におきましては、昭和４７

年に供用した水道事業、平成３年に供用した下水道

事業に係る水道管や下水道管の布設工事に伴いまし

て、複数の施工跡が入り乱れ、路盤劣化が散見され

る状況にあります。
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よって、議員御発言のとおり、当初整備からかな

りの時間を経過いたしまして、人口の構成や産業形

態が変化しており、当初求めた生活道路や産業道路

としての機能面での見直しを進めながら、計画的に

機能回復・延命を図るための維持管理、整備を行っ

てまいります。特に、市街地につきましては、水道

の布設がえとあわせて実施することにより費用の縮

減を図り、投資効率を高めるよう進めてまいりま

す。また、橋梁についても強度等の診断の実施によ

りまして、適切な時期に長寿化対策を講じてまいり

たいと考えております。さらに、新たな道路、橋梁

の改良につきましては、現在、一定程度の利用実態

がありながら未整備の路線について、さまざまな補

助制度等を活用いたしまして、計画的に実施してま

いりますので、御理解をお願い申し上げます。

次に、２項目め、火災報知器の早期普及に対する

助成についての御質問にお答えさせていただきま

す。

議員御発言のとおり、消防法の改正によりまし

て、一般住宅におきます火災報知器の設置が義務づ

けられまして、既存住宅においては、平成２３年６

月までの設置が義務づけとなりました。既に御承知

のことでございますが、これは、住宅火災で逃げお

くれによる犠牲者を防ぐことを目的としておりまし

て、この住宅用火災警報器設置の円滑な普及を図る

ためには、住宅所有者の理解を深めることが重要で

ありまして、これまでに消防署が中心となりまし

て、パンフレットの配布など、町民に対して広く啓

蒙を行ってきたところでございます。

住宅用火災警報器設置につきましては、住宅所有

者の責任において設置するものでありまして、公営

住宅につきましては、当然町が設置するものと認識

しておりますが、一般住宅におきましては、先ほど

申し上げましたとおり、個々の責任において設置す

るものでありまして、これに対して町が助成を行う

ことは考えておりませんので、御理解をお願い申し

上げます。

１３番長谷川徳行君。○議長（西村昭教君）

既存の道路、また、新○１３番（長谷川徳行君）

たな道路については、計画的に整備を実施していく

ということでありますので、ぜひ実施していってく

ださい。

町長の執行方針の中で、計画的かつ快適でコンパ

クトな市街地形成づくりを目指すと。これには、ま

ずやっぱり道です、道路が必要だと思うのです。

今、大変財政事情も厳しい中ですが、ある程度の公

共事業の見直しをして、商工業、また、建設業に対

して活性化を図ることも必要だと思われますので、

そのためには、そのときそのとき整備するのもいい

ですけれども、そのためには財源も必要ですので、

インフラ整備は、やっぱり年次計画を立てるような

ことが必要だと思うのです。その辺のお考えはどう

でしょうか。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１３番長谷川議員のインフ○町長（向山富夫君）

ラ整備、特に道路等に対します整備についての考え

方についてお答えさせていただきますが、まさしく

執行方針でも述べさせていただいておりますが、投

資効果を高めるという観点から、また、住みやすさ

を求めるという観点からも、コンパクトなまちづく

りというのは、これからやっぱり意識していかなけ

ればならないという認識をしております。当然それ

に伴ってインフラ整備は行っていかなければならな

いと。

特に、ただいま議員御説明のとおり、これは、そ

ういう公共事業を通じまして、町の活性化の底上げ

にもつながっていく大変重要な事業でございます。

御案内のように、このたびにおきましては、国の活

性化事業、１次、２次補正を受けまして、それらを

集中的に、本来、一般財源で対応しております町の

中の狭隘な道路等につきましては、お住まいの方々

に非常に御不便、御迷惑をおかけしておりますの

で、これらについては、本来でありますと一般財源

を用いて維持を行っていかなければならないものに

つきまして、雪解け早々に、一定程度のボリューム

をもって改良がなされるよう配慮するような準備は

既に整えております。

そういったことにおいて、本来、補助事業で取り

組めるものについては、計画的に補助事業で組み立

てをこれからも行ってまいりますし、５次総の中の

実施計画におきましても、しっかりと位置づけてま

いりたいと。主要な道路につきましても、既に何本

かピックアップしておりますので、それらについて

は年次計画を既に立てておりますので、着実に実行

していけるような財政計画も立ててまいりたいと思

います。

繰り返しになりますが、一般財源を用いてやらな

ければならないような事案につきましては、今回の

活性化事業等を通じて集中的に、１００％とはいき

ませんけれども、可能な限り集中的に改良を進めて

まいるように手だてをしております。

以上でございます。

１３番長谷川徳行君。○議長（西村昭教君）

ありがとうございま○１３番（長谷川徳行君）

す。よろしくお願いいたします。

次に、火災報知器の早期普及についてお伺いいた

します。

消防法では、住宅の義務者は、所有者、管理者ま
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たは占有者、これは入居者です、の、いずれかの方

が取りつけることとなっていると消防法ではうたっ

ております。

そこで、今、公営住宅が全戸、３８３戸入居され

いますが、それをすると。町の高齢者数は７２０世

帯あるのです。そのうち、町営住宅にいる高齢者は

１７０世帯、残りの５５０世帯が、町というのは中

心街でなくて町全体です、そこに居住していらっ

しゃいます。

今、町長が言っていますように、啓蒙・啓発でそ

れをクリアしていくと言っておりますが、町長が

言っています執行方針の中にも、生活の不安を取り

除き、地域社会づくりをする、こういう観点からい

きますと、弱者というのですか、高齢者、独居老人

宅、こういうところは、公住に入っている高齢者世

帯は別として、やはり町中にある、そういう人たち

に、手厚いと言ったらおかしいですけれども、啓

蒙・啓発だけではなくて、火災報知器をつけやすい

環境整備をするのが町の責務ではないかと思いま

す。その辺をお伺いします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

長谷川議員の火災警報器に○町長（向山富夫君）

ついての御質問についてお答えさせていただきま

す。

生活が、日々の暮らしが安心して暮らせるという

ような仕組みづくりは、当然町の責務でございまし

て、私も大きな政策の柱として、普遍のものだとい

うふうに位置づけております。

火災警報器の設置につきましては、まず、公営住

宅等につきましては、これは大家が町でございます

ので、大家の責任において、今年度整備させていた

だこうというふうに考えております。

他方、一般住宅におきましては、まず、賃貸住

宅、アパート等につきましては、これは所有者の責

任において設置することになっておりますので、ま

ずこの部分はクリアできるというふうに考えており

ます。

それと、議員がおっしゃいました、弱者といいま

しょうか、そういう高齢者の方々につきましては、

既に緊急通報システムが２６０戸ほど、その中に

は、公営住宅にお住まい方もおりますので重複いた

しますけれども、現在、２６０戸設置させていただ

いております。そういったことを通じまして、弱者

という表現がいいか悪いかはちょっと別といたしま

して、高齢者で、不安が想定されるような方につき

ましては、現在、もう既にそういうことでサポート

体制を整えておりまして、それで１００％網羅でき

るとは当然考えておりませんけれども、おかげさま

でと申しましょうか、意外と安価に火災警報器が設

置できるということからも、何とか皆さん方の、残

りの方々については、緊急通報システムも自己負担

をいただきながら運営させていただいておりますの

で、そういうことからも考えますと、大して、何万

円もするものでないというふうに聞いておりまし

て、何千円の範囲で設置できるというふうに聞いて

おりますので、自助努力の中で期限までに設置して

いただきたいというふうに、消防等を通じて、御協

力と啓蒙を今後も続けてまいりたいというふうに考

えております。

以上でございます。

１３番長谷川徳行君。○議長（西村昭教君）

今、火災報知器の値段○１３番（長谷川徳行君）

が出ましたが、町でつけるやつは、来年度の予算で

は４９６万５,０００円、１戸当たりが１万２,９６

３円、特殊なものだと聞いております、メンテナン

スが要らないとか。でも、今、私が調べたところで

は、２,５００円から６,５００円ぐらいまでで大体

ついているのです。町長の言う公正・公平な目で見

ますと、なぜ自分の持ち物だけをそうやってやるの

か、やはりもっともっと違う観点から、本当にわず

かなのです、さっき町長言ったより安いのです。

１,５００円から２,０００円補助すればつけられる

という方がもっともっとふえると思います。今は１

４％です、町でついている火災報知器の数字が。こ

れは、５割ぐらいにしていく、７割にしていく、そ

れによって災害から町民を守るということが生まれ

てくると思いますので、その辺をお伺いいたしま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

長谷川議員の御質問にお答○町長（向山富夫君）

えさせていただきます。

町が今回設置を計画しております火災警報器につ

きましては、安価なものにつきましては、電池式と

いうふうに認識しております。これについては、放

置しておきますと、電池が電池切れを起こしますと

機能しなくなるということで、自己管理の、自分で

管理していかなければならないという、そういう必

然性があります。町で、今回、公営住宅等に設置を

させていただこうと計画しているものについては、

電気式、要するに電池式ではなくて、電気式という

ことを想定しておりまして、これについては、お住

まいの方が、電池があるかないかというような心配

も要りませんので、そういうことから、公営住宅の

所有者としての町の責務といたしまして、一軒一

軒、電池ありますか、ありませんかというふうに管

理もできませんので、そういうことから、電池式の

ものと比べると高価になりますが、安全性を考えま

すと、そういう選択肢がいいのではないかというこ
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とで計画させていただいております。

以上でございます。

１３番長谷川徳行君。○議長（西村昭教君）

公平・公正ということ○１３番（長谷川徳行君）

でもう一度お願いします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

公平・公正という、負担を○町長（向山富夫君）

求めるから不公平、負担を求めないから公正という

だけで私は判断をするということが、果たして妥当

かどうかということでは、また、多少見解を異にし

ておりますが、こういう義務化されるものに対しま

しては、議員が冒頭御説明していただきましたよう

に、所有者の責任において設置をするということが

第一義でございまして、まずそれを十分に果たして

いただくと。その結果、例えば生活が困窮してい

て、非常にそれが負担だというような実態がもし今

後生まれてくるとすれば、それはその時点で、これ

は、町民の生命・財産を預かる立場としては、手だ

てがあれば再考してまいりますけれども、最初から

それを念頭に置かないからといって、公平・公正を

損なうというようなとらえ方は、私としてはちょっ

としづらいかなというふうに認識しております。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

以上で、１３番長谷川徳行君の一般質問を終了い

たします。

次に、６番今村辰義君。

まず、新町長に就任、まこ○６番（今村辰義君）

とにおめでとうございます。

私は、町長に、さきに通告しました２項目につい

て質問いたします。

新町長として、平成２１年度町政執行方針の各分

野の主要施策として、第５次総合計画の五つの暮ら

しづくりに沿って方針を示されましたが、二つ目

の、穏やかに安心して過ごせる暮らしづくり、その

中の、生活の不安を取り除く地域社会づくりという

ところを主体に２項目御質問いたします。

まず第１項目めは、災害時における要援護者の支

援方策についてであります。

大正１５年の十勝岳の噴火による泥流災害で１４

４名の犠牲者が生じました。二度とこのような被害

が生じないよう、各種の被害情報の伝達体制を整

え、災害時、要援護者が円滑かつ迅速に避難するた

めの支援体制を整えておくことが極めて重要である

というふうに考えております。

しかし、自主防災組織など、それを必要とする組

織、人に対して、災害時における要援護者の情報の

事前提供、これすらなされていないのが現状であり

ます。

その点、上富良野町地域福祉計画（案）には、災

害時における要援護者の支援方策として、避難支援

プランの策定や、要援護者マップ、仮称であります

けれども、などを作成する必要がうたわれておりま

す。

また、文中には、アンケート調査等として、毎日

の暮らしの中で、どのようなことで困ったり、不安

に思ったりしているかとの問いに対して、災害に関

することが１２.９％、上位を占めているともうた

われております。

そして、災害時、弱者の救済、情報の提供はとい

うクエスチョンで、その細部は、困った人はどこに

いるの、ひとり暮らしの高齢者はどこにいるの、ど

こに行けばその情報が得られるの、必要な人に情報

提供がなされていないのでは、あるいは、災害時の

障がい者対策として、避難場所にトイレの設置をな

どの住民の声があります。

この計画（案）は、まさしくそれらを反映し、災

害時における要援護者の支援方策として、各地域に

おける高齢者や障がい者など、災害時の避難に当

たって支援が必要な人を特定し、その一人一人につ

いて、災害時にだれが支援して、どこの避難場所等

に避難させるかを定める避難支援プランの作成の必

要性を、あるいは、要援護者マップなどの作成の必

要性を述べております。まさに、待ち望んだ、至近

に実施すべき計画であると思われます。

町長の言われる、生活の不安を取り除く地域社会

づくりの趣旨からも、また、アンケート調査の結果

等からも、それを具現するためにも、この計画

（案）は速やかに実践する必要があると思います。

そこで、避難支援プラン、要援護者マップなどを

いつまでに作成し、どこに配布し情報提供するのか

を含めて、上富良野町地域福祉計画（案）に示す、

災害時における要援護者の支援方策の実践要領につ

いて、町長の考えをお伺いいたします。

続きまして、２項目めは、停電時などにおける不

安を取り除く危機管理対策であります。

昨年９月２１日１７時３８分、南町にあるトラン

スの線が電線に接触し、停電世帯数は、最大時で８

７２世帯に上る停電事故が１時間以上にわたり発生

いたしました。

夕暮れから暗くなった時期でもあり、また、夕飯

の支度をしている家庭も多かったでしょうし、いつ

復旧するか知りようもなく、不安な気持ちで明かり

の灯るのを待ち望んだ住民が多かったと思われま

す。

町も、北海道電力に問い合わすなど、手を打って

いたとのことでありますが、結果として、住民に停

電の原因や規模、あるいは、一番知りたい復旧の見
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込みは何時ごろなのかなどが一切知らされなかった

のも事実であります。防災無線や広報車の活用など

の広報による、住民の不安を緩和するという行為が

なかったのであります。

この緊急事態、あるいは不測事態、こういった危

機管理対策ということでありますが、例えば停電、

この停電の対処もきちっとできないのなら、もっと

大きな災害時は大丈夫なのかという不安を抱える結

果にもなったのであります。

町長の言われる、生活の不安を取り除く地域社会

づくり、この趣旨をかんがみても、どう対処すべき

であったのか、今後、この種、同様の災害時にどう

対処するのか、町長の考えをお伺いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

６番今村議員の御質問にお○町長（向山富夫君）

答えさせていただきます。

まず１項目め、災害時におきます要援護者の支援

方策についての御質問にお答えさせていただきま

す。

災害発生時には、障がいのある人や高齢者など、

要援護者と言われる方々は、みずからの力だけでは

迅速な避難が難しいことから、被害を受けやすい状

況にあることが懸念されております。

平成２１年度からスタートいたします地域福祉計

画におきましては、災害時における要援護者の支援

方策として、避難支援プランの作成や要援護者マッ

プの作成に取り組むこととしております。

作成時期につきましては、できるだけ早い時期に

と考えておりますが、要援護者マップにつきまして

は個人情報保護との兼ね合いもあることから、広く

一般的に供するものではなく、内部情報として取り

扱うことを考えております。

いずれにいたしましても、要援護者の支援方策の

円滑な実施には、行政ばかりでなく、その近隣の

方々や地域の自主防災組織を初め、防災機関であり

ます消防組織などとの有機的な連携を図り、町ぐる

みで取り組んでいくことが重要と考えております。

関係する組織において、一層の連携を図りなが

ら、避難支援プランや要援護者マップの早期作成に

取り組み、災害時における要援護者の支援方策を早

期に定めるよう進めてまいります。

次に、２項目めの、停電時などにおいて不安を取

り除く危機管理対策に関しての御質問にお答えさせ

ていただきます。

議員御発言にありましたとおり、長時間の停電に

よって、当該地域の町民の皆さんが不安な気持ちで

過ごされたことは私も承知しております。当日、防

災担当職員は、この事実を上司に報告いたしまし

て、上司の指示を受けまして、住民の不安解消のた

めに、防災無線でその状況を住民に知らせるべく、

北海道電力に対しまして、停電の原因、復旧の見込

みなどの情報提供を求めておりましたが、円滑に情

報提供を得ることができませんで、結果、防災無線

による対応ができなかったものであります。

今後、同様な事案が発生した場合の対応といたし

まして、北海道電力に対しまして、より早く関係住

民への情報提供を行うこと、また、フリーダイヤル

によります停電情報サービスの住民周知について要

請を行いたいと考えております。

また、ライフライン対策といたしまして、災害・

事故により水道、電話などが断水、不通になった場

合には、被害状況、復旧予定などの情報連絡を関係

機関と速やかに行い、住民対応を図ってまいりたい

と考えております。

以上でございます。

再質問があれば。○議長（西村昭教君）

６番今村辰義君。

まず、１項目めの災害時に○６番（今村辰義君）

おける要援護者の支援方策のほうから御質問いたし

ます。

避難支援プランとか要援護者マップの作成時期に

ついては、できるだけ早くと考えているというとこ

ろの時期を明確にしてほしいという質問でありま

す。

やはり二つほど要素があると思うのです。十勝岳

の噴火の周期を考えると、そうのんびりと作成して

いるいとまはないだろうというところと、あとは、

町長の命じられた担当部署、その人たちに目的意識

を与えなければいけないだろうと。いつまでに作成

せよということで、人間は逆算的に仕事をやってい

くと思うのです。そういう意味でも明確に作成時期

を示す必要があると思います。できるだけ早くとい

うところの時期について、町長にお考えをお伺いし

たいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

６番今村議員の、まず、要○町長（向山富夫君）

援護者等の避難支援プラン等の作成についての御質

問にお答えさせていただきますが、避難支援のプラ

ンにつきましては、既にガイドラインが町としてで

きておりまして、持ち合わせておりますので、それ

らをベースに、さらに肉づけいたしまして、実際、

実態に即したような避難支援プランに仕上げてまい

りたいと思います。

時期等につきましては、数年かかるというような

事案でございませんので、きょう、何月までにとか

というお答えをする材料、現在持ち合わせておりま

せんが、いずれにいたしましても、議員御心配のよ

うな、長時間を要するというようなことは、いずれ
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にいたしましても考えておりませんので、極力短時

間で、しかも、内容を十分整えたものを整備してま

いりますので、まずベースがございますので、そう

時間を要するものではないということで御理解を賜

りたいと思います。

また、要援護者マップにつきましては、これは、

先ほどの御答弁で申し上げましたが、これは、公表

するという目的を持って整備しようとするものでご

ざいませんで、役場の内部情報として持ち合わせて

おく必要があるという性格のものでございまして、

ただ、これは、それぞれ情報を提供していただく

方々に御理解をいただきながら整備をしていかなけ

ればならない、そういう一つの手順がございまし

て、これは、それぞれ地域にお住まいの住民の

方々、さらには当事者も含めまして、情報として提

供させていただいて、押さえさせていただいていい

かという了承をとりながら進めていかなければなら

ないことから、これについては、先ほど申し上げま

した支援プランよりは時間は要するのかなと思いま

すが、議員お話しのように、災害というのはいつ起

こるかわからないという実態もございますので、の

んびりと構えてやるというような認識はございませ

んので、先ほどの支援プランとあわせて、この要介

護者マップも早期に整備が図られるように、大変言

葉として申しわけありませんが、早期に整備ができ

るように意を用いてまいりたいと思いますので、御

理解を賜りたいと思います。

６番今村辰義君。○議長（西村昭教君）

避難支援プランの作成や要○６番（今村辰義君）

援護者マップ等はガイドラインができているという

ことであると、非常に私も安心しております。これ

は、毎年、あるいは毎日変化していくものであろう

とも思っておりますので、完成したからもういいと

いうものではないということも承知しているつもり

であります。それがあるということは非常に心強い

のでありますけれども、一般に広く供するものでは

なく、内部情報として持っているというところに、

非常に私は、はっきり言って引っかかります。

一番末端の行動を考えれば、もちろん少しは理解

できるのです。あの家のだれそれをだれが救うかと

いうことを決めておかなければ、事前に決めておか

なければ実際には役に立ちません。

では、だれが救うか、だれという人が、その情報

を知っておかなければいけないわけです。その、だ

れという人が、例えば旭川に行っていたとか、不在

している場合もあります。では、ナンバーツーの

人、要するに、受給者も示しておかなければいけな

いわけです。要するに町民全員が知っておかない

と、災害時における要援護者を援護できないという

ことになると思います。災害が発生してから配布し

たって役に立たないと、非常に迅速性を要求される

ものであるというふうに私は思っております。もち

ろんそれは町長も御存じであろうと。しかし、個人

情報保護法に抵触しているということだろうと思い

ます。

先ほど言われましたように、一つの対策として

は、要援護者の方々からの承諾を受けて、マップに

載せてもいいのかという承諾を受けることによっ

て、一つは解消できることが可能かなと思います

が、全員はそういうわけにはいかないと思うわけで

す。では、その一部の人は救わなくていいのかとい

うことは全くないわけでありまして、では、どうす

ればいいかというと、次の対策は、条例の改正だと

いうふうに思うのです。

町の条例、個人情報保護法の条例の改正というの

は町だけで改善できるものではありません。当然、

上位のランクにある個人保護法、国の保護法とか道

の条例もあります。それらを改定していかなければ

いけない。要は、上富良野町は、十勝岳というの

は、非常に観光の町として景観がよくて、非常にす

ばらしい面を十勝岳は持っておりますけれども、反

面、大正１５年の泥流のように、非常におっかない

山でもあるということです。その山に対して、間違

いなく噴火するのも予測つきます。本当に対策とな

れば、事前に町民が要援護者を知っておかないとだ

めなのです。ここに結論を持っていって、ではどう

するかということをぜひ考えてほしい。

先ほど言いましたように、条例の改正ということ

も、この条例というのは、現在こういう問題点があ

るのだと、こういう問題点があるから、我々は、す

ばらしい十勝岳を持っているけれども、周期等も考

えれば、日本じゅうの町の中でも一番早く個人情報

を変えてほしい町であるかもしれない。それをぜひ

国に要請するなり何かしていこうということについ

て、町長のお考えをお聞きしたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

今村議員の災害に対します○町長（向山富夫君）

弱者対策になろうかと思いますが、御質問にお答え

させていただきます。

避難支援プランにつきましては、ガイドラインを

持っておりますので、これについては早急に取り組

んでまいりたいと思います。

それから、要援護者の情報管理でございますが、

これにつきましては、個人情報保護法の根本は、私

は、残念ながら町の力を持って、また、町の思いを

持って、町独自のルールに変えるということは、こ

れはちょっと至難かなというふうに考えております

が、ただ、災害時におきます災害弱者をつくらない
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ということは、ルールがどうであれ、これは絶対避

けて通れないことでございます。

ただ、町では、ここにこういう方が住んでおられ

るという、そういう情報は持ち合わせております。

そういうことから言いまして、万が一災害が発生す

ることが想定される段階におきましては、それは、

町の責務として、そういう方が取り残される不安が

ないか、心配がないかということは、それは町の責

務として果たしていけるような仕組みは、町として

持っておりますので、周囲の方が知らないから放置

しておかれるというような、そういう状況は発生し

ないというふうに思っております。しかしながら、

万全を期す体制を整えることは申すまでもございま

せん。

また、必ずしも噴火災害だけが災害とは限りませ

んし、ことし整備いたしますが、洪水マップも作成

する予定でおります。そういうような集中豪雨等に

よって、局地的に発生するような災害も想定されま

すことから、そういう災害に対します弱者を出さな

いということは、このマップを作成する段階におき

ましても、十分、どういうふうに、機動的に弱者に

対して町が対応していけばいいかということを一つ

一つシミュレーションをして、きちっと成果の上が

るマップに仕上げてまいりたいというふうに考えて

おります。

それから、御質問の中にありましたように、ここ

に御両親が住んでおられても、家族の方が、息子さ

ん方が他の町におられるというような場合も実際あ

ります。そういう御家庭におきましては、現在、実

はそういう方々から、存在を知らせないでくれとい

うような、そういう事例もございまして、非常に情

報を、了解を得るということが、本人はいいといた

しましても、逆にそれを扶養者の方が、扶養されて

いる方が、それをよしとしないという、そういうい

ずさもございまして、しかしながら、極力理解をい

ただいて、機能性の果たせるマップにつくり上げて

まいりたいというふうに考えておりますので、御理

解をお願いいたします。

６番今村辰義君。○議長（西村昭教君）

個人情報保護法について○６番（今村辰義君）

は、上位の法令、条例を無視して、勝手に変えるわ

けにはもちろんいかないと、それはもちろん思って

おります。ただ、日本国というのは法治国家であ

る。法令、規則、条例等は、これは遵守しなければ

いけないのは当たり前です。そういう教育をもちろ

んしているわけであります。

例えば法令があるがゆえに、あるいは、もっと大

きなことでは、憲法を守って、国を滅ぼしたらいけ

ないわけです。憲法の目的というのは、国民の生

命・財産を守ることに行き着くと思うのです。その

憲法を守るがゆえに国民を守れなかったというよう

なことがないように、今のは例えですけれども。同

じように、個人情報保護条例を守ったがゆえに弱者

を救済できなかったということのないようにしなけ

ればいけないと思うのです。あらゆる方策を講じ

て、我々町民一人一人がその情報を欲しいわけで

す。長くこの町におられる人は、ある程度情報が変

わっていると思われます。ただ、アパートに入って

いる人間とか、私などはわからないという部分も多

いわけです。そういう人たちが、わからないから救

済に行けなかったということのないようにするため

には、情報をはき出すしかないと思うのです。ひと

つその辺をまた、今後も検討していってほしいなと

いうふうに思います。

２番目でありますけれども、停電時において不安

を取り除く危機管理体制をという話でありますけれ

ども、町の停電時における努力内容というのは私も

承知しております、はっきり言って。ただ、あのと

き、実際に防災無線は活用されなかったのですけれ

ども、そして、町は非常に私は受け身であったと思

うのです。情報の提供がないから住民に知らせるこ

とができなかった。これは非常に受動的であると思

うのです。もっと能動的にやれば、みずから情報収

集のための職員を派遣すれば、ある程度の情報が

入って、町民の不安の緩和に役立ったのではないか

というふうに私は思うのです。

それで、その情報の第一報というのは、一々復旧

完了するのを待つ必要はないと思うのです。まだ不

明なものは、現在、復旧時間の見込みは不明である

という、不明内容も含めて第一報を流せばいいと思

う。どこでこういう停電になって、何世帯ぐらい停

電になっていると。ただ、復旧の見込みは現在のと

ころ調査中であるとか、そういったのができるので

はないかと、先ほど言いましたように、町独自に積

極的に偵察員を派遣すれば多分できたと思うので

す。そういったところについて、昨年の停電におい

て、何か教訓的なものはなかったのかお伺いしたい

と思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

今村議員のライフラインの○町長（向山富夫君）

事故等によります対応についてお答えをさせていた

だきますが、昨年の停電時の対応が、結果的に住民

の皆さん方に、町としてお知らせする準備は整え

て、情報を求めておりましたが、情報が早期にいた

だけなかったということで、最終的に周知ができな

かったという現実はございます。

その経過を踏まえまして、北電さんを初め、ライ

フラインにかかわります鉄道、そういったところと
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町との間では情報の提供をスムーズにしていただ

く、また、それを住民にお知らせするという、そう

いうルールといいましょうか、そういう仕組みは

整っております。

ただ、前回の停電時に対しましては、情報の提供

を求めておりましたが、北電さんのほうの、そのと

きの対応された人員が十分であったのかどうか、そ

れも知るよしはありませんが、ただ、人を派遣して

情報を収集してくるというような、たまたま休み

だったということもありまして、職員の初動体制も

とれませんでしたし、ましてや情報を求めて出向く

ということもかなわなかったわけでございます。

今後におきまして、その結果を踏まえまして、北

電さんが町に対しまして、適時情報を提供するとい

う、そしてまた、みずからこういう状況だという広

報をしていただけると。そういうことをきっちりこ

れから果たしてまいりたいということで、北電さん

のほうから報告があったというふうに伺っておりま

すので、今後、こういう事態が発生したときには、

住民の方に不安を与えないような、さらにしっかり

とした仕組みにしていくことで、御理解をいただき

たいと思います。

６番今村辰義君。○議長（西村昭教君）

情報収集のための要員を派○６番（今村辰義君）

遣することができなかったのは、休日であったとい

うようなことでありますけれども、であれば、その

ときの教訓というものが出てくると思うのです。町

としては、今後どういう組織をつくっておかなけれ

ばいけないのかというところがあろうかと思います

けれども、その点に町長のお考えがあればお伺いし

たいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

今村議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

ライフライン、特に、町が直接運営しております

水道等につきましては、いかなる事態に対しまして

も、町として、すぐお知らせする、さらには復旧作

業に当たる、そういう仕組みは整っております。

ただ、電気だとか、そういった、町が直営でやっ

ていない部分については、残念ながら、鉄道も含め

まして、情報のやりとりをするということは、現

在、整備されていると思いますけれども、具体的に

きちっとしたマニュアル化というものまでは整備さ

れているかどうか、ちょっと私、今、資料を持ち合

わせておりませんが、それらも全くライフラインの

一つでございますので、今回のこういったことを教

訓といたしまして、さらに精度を高めるような仕組

みに改善できるものについてはしてまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと思います。

６番今村辰義君。○議長（西村昭教君）

私が言っているのは、前回○６番（今村辰義君）

の教訓を踏まえて、こういうものを整備しておいた

ほうがいいのではなかろうというところをお伺いし

たかったわけです。

ただ単に停電のときだけの対処ではありません。

同種類の事故が起きたという、同種類というのは、

いろいろ考えられます。この上富良野町にどういう

災害が起きるか、一番ぱっとひらめくのは十勝岳の

噴火です。まだいろいろあります、地震だとか風水

害だとか、あるいは航空機が空から落ちてくるかも

しれないです。そういった場合に、例えば航空機が

落ちたら、航空会社からの情報提供がない限り、町

としては町民に知らせることができないのかという

話になりますと、そうではありません。町みずか

ら、やっぱり情報収集手段というものを持っておか

なければいけないと思うのです。

そういった組織を、昨年の停電において、教訓と

して問題点が出てきた。問題点が出てくれば、当然

対策を講じなければいけないのです。その辺を私は

お聞きしたかったわけです。町長のお考えをお願い

します。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

今村議員の、緊急時の対応○町長（向山富夫君）

のお尋ねだというふうに理解しております。

さまざまなことが想定されます。今、議員御説明

のような、一つ一つの事案について、どういう対応

かという仕組みは、残念ながら現在持ち合わせてお

りません。

しかしながら、総じて、一つ一つの事案はともか

く、ライフラインを初めとして、それ以外の部分に

ついても、大災害とまでも言わない、緊急事態が発

生したときに対応するような、一定程度の共通した

マニュアルといいましょうか、そういったものは、

現在も、備えておかなければならない最低限のもの

を備えられていると思いますが、さらに工夫をし

て、想定できるものは、実際起こり得る可能性の高

いもの、低いからといって想定しなくてもいいとい

うことではございませんが、やはり住民の安心・安

全を守る仕組みづくりを、さらにしっかりしたもの

に整えていくということで御理解を賜りたいと思い

ます。

６番今村辰義君。○議長（西村昭教君）

町長の町政執行方針、先ほ○６番（今村辰義君）

ども言いましたように、生活の不安を取り除く地域

づくりをするのだと、要するに、町民の不安を取り

除くということは、町みずから積極的に動いて、例

えば災害時であれば、情報を集めて提供するという

行為が絶対これは必要であると思うのです。待ち受
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けの姿勢であれば、住民の不安が増していくばかり

なのです。町長は執行方針でこう言われております

ので。では、そういったいろいろ、人間は神様では

ありませんから、何か起きる、完璧な対応ができな

い。しかし、そこで問題点が発見できれば、事後の

対策を講じることができるわけです。

前回の停電時は、まさしく結果としては、住民に

何の情報も提供ができなかったというのは事実なの

です。北電から情報が来るという、相手待ちの対策

は講じました。では、町みずからどのような対策を

講じて、二の手を打ってあるのか、打とうとしてい

るのかと、そこを私は聞きたかったわけです。もう

一度お願いします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

緊急度にもよりますが、緊○町長（向山富夫君）

急度が高いと、さらには、住民の皆さん方に情報を

提供しなければならない重要度が高いと、その高い

低いの境はどこだということは、数値を用いてあら

わすことはできませんが、町を預かる者として、そ

ういう判断ができるものについては、みずから情報

を求めるということも、当然行動としてとってまい

ります。

仮に、その程度ではないと、これは緊急度から

いって、住民の皆さん方に、通常、火災なんかのと

きのお知らせも、現在そのような対応をさせていた

だいておりますが、まず、どの程度の情報提供が住

民に対して必要かと、全部に対して行うべきなの

か、あるいは部分的に行うべきなのか、そういった

ことも含めまして、前回の事柄を教訓といたしまし

て、緊急度あるいは重要度、そういったことも一緒

くたに、全部一つのくくりでするのではなくて、

個々の事案に対して、マニュアル化するというよ

り、むしろ機敏に判断をして対応するという、むし

ろそういう対応の鍛錬を、これから職員も含めて構

築してまいりたいというふうに考えておりますの

で、御理解賜りたいと思います。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

以上をもちまして、６番今村辰義君の一般質問を

終了いたします。

これにて、本日の一般質問を終了いたします。

──────────────────

◎散 会 宣 告

以上をもちまして、本日の○議長（西村昭教君）

日程は全部終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

あすの予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

あす３月１９日は、本定例会の４日目で、開会は

午後１時でございます。定刻までに御参集賜ります

ようお願い申し上げます。

以上であります。

午後 ３時１８分 散会
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上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

平成２１年 ３月１８日
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午後 １時００分 開会

（出席議員 １４名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

ただいまの出席議員は１４○議長（西村昭教君）

名であります。

これより、平成２１年第１回上富良野町議会定例

会４日目を開会いたします。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

日程に入るに先立ち、議会○議長（西村昭教君）

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

本日の一般質問は、昨日に引き続き、日割り表の

とおり行います。

以上であります。

以上をもって、議会運営等○議長（西村昭教君）

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件

日程第１ 会議録署名議員○議長（西村昭教君）

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

２番 村 上 和 子 君

３番 岩 田 浩 志 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 町の一般行政について質問

日程第２ 昨日に引き続○議長（西村昭教君）

き、町の一般行政について質問を行います。

初めに、４番谷忠君。

それでは、私、一般質問の２日○４番（谷忠君）

目ということでありますけれども、最初に質問をさ

せていただきます。

まずもって、新町長の御当選、心からお祝いを申

し上げたいと存じ上げます。

これから４年間、新町長として町政をつかさどる

意味におきまして、基本的なものについてお尋ねを

させていただきたいというふうに思います。

さきに通告してありますとおり、３項目について

御質問をさせていただきます。

まず１項目めでありますけれども、検討事項の次

回定例会冒頭での報告についてということで御質問

をさせていただきます。

定例会については、年４回開催され、それぞれ町

長と議員の間で一般質問等が行われ、議会答弁の中

でしばしば検討する、あるいは考慮したい、努力す

るなど、これらの言葉で終了することが少なくない

状況にございます。少なくとも、私が当選させてい

ただいて以来、前町長時代、こうした光景が見られ

たというふうに推察をいたしております。

これは、問題を棚上げにしてあいまいにしたもの

であり、一つの議会戦術のあらわれと思われても仕

方がないかというふうに存じます。議場においての

この言葉は、町長が議会を通じて、町民に約束した

ものであるはずなのに、すべてその場限りで終わっ

たかのように見られます。

議会閉会後、どのように対応して検討をしたの

か、あるいはまた、検討をしたけれども結論を出す

ことができなかったのか、その経過について次回定

例会冒頭、行政報告の中で報告すべきものと思いま

すけれども、新町長の見解を伺いたいと存じます。

加えて、議場にてのこの一般質問は、年間相当の

件数に及ぶことがありますけれども、行政執行に当

たって建設的な提言も少なくないと思ってございま

す。各課ごとに直ちに措置したもの、あるいは二、

三年かかるもの、あるいは内々の計画に組み入れた

もの、また、当分調査検討を要するもの、こういっ

た分類に分けて、毎年１２月の定例会に報告すべき

ものと思うがこの見解についてもお伺いをさせてい

ただきたいというふうに思います。

次に、２項目めでありますけれども、補助金等の

抑制と効率化についてお尋ねをさせていただきま

す。補助金は、大きく分けて奨励的なもの、あるい

は行政目的を実現するためのもの、加えて、公共

的、公益的性格を持った団体等に対して資金援助を

行うものに区分されるというふうに存じてございま

す。

地方自治法の定めによりますと、公益上必要があ

る場合に限られる。必要性は、予算を編成する町長

もあるいは審議する議会も、具体的な事例に即して

認定するが、自由裁量ではなくて、客観的に公益性

があることが一般的に解されております。財政構造

が厳しい今日、補助金の抑制、あるいは合理化、効

率化が強調されるのは当然のことであり、町民の痛

税感にこたえることと思うが、町長の見解を伺いた

いと存じます。

次に、補助金等は、無駄なく効果が発揮され、事

業計画や実績報告等が提出され、落ち度なく審査を

されているというふうに存じますけれども、整理合

理化に向けてより一層の基本的な方針を打ち出す考

えがあるかないかについてもお伺いをさせていただ

きたいというふうに存じます。

次に、３項目めでありますけれども、職員の昇任
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に対する基本的な姿勢についてお尋ねをさせていた

だきます。

毎年４月になりますと、職員の皆さん方にとって

は、極めて気の落ち着かない異動、あるいは昇任等

が行われますけれども、地方公務員法第１５条によ

りますと、職員の任用は勤務成績、その他能力の実

証に基づいて行わなければならないと定められてお

ります。任用は、成績主義が原則であり、公務能率

の増進のために欠くことのできない基本原則であり

ます。

町長は、これらについて十分配慮をしながら行わ

れるというふうに思いますけれども、地方公務員法

第４０条に定める勤務成績の評定制度は、今日まで

どのように行われてきたかお伺いをさせていただき

ます。

あわせて、今後の異動、昇任に当たって、町長は

どのような評定で任命を行うか、その基本姿勢につ

いてもお伺いをさせていただきたいというふうに思

います。

以上、３点についてよろしくお願いを申し上げま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

４番谷議員の御質問にお答○町長（向山富夫君）

えをさせていただきます。

まず、１項目めの検討事項の次回定例会冒頭での

報告についての御質問にお答えをさせていただきま

す。

一般質問につきましては、議員各位から行政の全

般、多岐にわたりまして定例会ごとにお受けしてい

るところであります。

私といたしましては、議員各位からの御質問に対

しましては、時代背景、財政等を適時判断し、真摯

に回答をさせていただきたいと考えているところで

あります。前町長も同様な考えで議会対応をなされ

ていたと思っております。

一般質問等で議論されるさまざまな課題などの対

処につきましては、時にはエンドレスで行われるも

のもあると考えております。その案件によっては、

短時間もしくは部分的な対応で完結するもの、ま

た、長期間を有する性質のものや、場合によっては

さまざまな試行錯誤を繰り返しながら対応する課題

など、非常に多岐にわたっていることなどから、定

例会を通じて報告させていただくことは非常に難し

く、むしろ一般質問等を通じてお互いに確認し合っ

ていくことのほうが有益と考えておりますので、御

理解を賜りたいと思います。

次に、２項目めの補助金の整理合理化に関する御

質問にお答えをさせていただきます。

補助金は、本町の行政全般にわたり、その効果的

運営のため、補完的な役割を果たしておりますが、

議員御発言のとおり、地方自治法においては、地方

公共団体は、その公益上必要がある場合において補

助することができると規定されており、公益上の必

要性があって、交付されているものである以上、そ

れぞれの補助金が果たしている役割や効果など、適

切に見きわめていくことが重要であると考えており

ます。

公益上の必要性の認定につきましては、予算を提

案する町長とその審議を担う町議会の役割でありま

すが、客観的にもその必要性が認められなければな

らないとの認識は、私も当然にしてそのように理解

しているところであります。

このような補助金の持つべき機能、性質とあわせ

て、昨今の厳しい地方財政の状況などから、補助金

に対する厳しい視線が注がれてるいことも事実であ

り、町といたしましては、これまでも行財政改革の

中で補助金などの整理合理化に取り組んでまいりま

した。現在におきましては、平成１０年度に策定し

た補助金等整理合理化の指針を平成１７年度におい

て補助金の交付基準をより明確化するなどの改定を

行い、この改定指針に沿って個別の補助金ごとに見

直し等の対応を図っているところであります。

また、補助金にかかる申請や実績報告などの事務

手続につきましては、補助金交付規則に基づき、適

正に処理されているものと理解しておりまして、そ

の状況につましては、町政情報提供コーナーにも掲

載させていただいているところであります。

さて、今後のあり方についてでございますが、補

助金の交付基準等については、現在運用しておりま

す指針に示す基準を大きく見直す考えは持ち合わせ

ておりませんが、指針どおりの適正な運用が図られ

ているかなどを検証していくことが重要と考えてお

ります。

あわせて、平成２１年度は、新たな行財政改革の

計画策定を予定しておりますので、この中におい

て、協働のまちづくりを進める上での補助金等のあ

り方について検討を加え、同計画に盛り込んでまい

りたいと考えておりますので、御理解をお願い申し

上げます。

次に、３項目めの職員の昇任に対します基本姿勢

についての御質問にお答えをさせていただきます。

勤務成績の評定につきましては、職員の勤務の実

績が正しく評価され、その結果に基づいて身分の取

り扱いがなされることが職員の士気を高め、公務能

率を増進する上で最も大事なことであります。

しかし、公務能率の増進は、民主主義の確立と並

ぶ地方公共団体の恒久的な課題でもあり、また、能

力主義、成績主義は地方公務員法の基本的理念の一
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つでもあります。

本町における勤務成績の評定制度についてでござ

いますが、職員が一定期間在職し、勤務成績が良好

な職員を昇任させる場合におきましては、一定の経

験年数を経過した職員を昇任候補者として勤務成績

を評定し、このうち勤務実績が良好な職員につきま

して選抜して昇任させることとしており、人事評価

シート等を用いました評価制度とはなっておりませ

ん。

現在、国においては、平成２１年度に新たな人事

制度の導入に向け、人事評価のリハーサル試行を

行っている状況にあることから、国の制度が確立し

た際には、本町においても人事評価制度の導入につ

きまして、職員組合とも協議をしながら検討をして

まいりたいと考えております。

再質問はございますか。○議長（西村昭教君）

４番谷忠君。

まず、１項目めから再質問をさ○４番（谷忠君）

せていただきたいと思います。

町長の答弁の中で、時にはエンドレスで行われる

ものであると考えておりますということでありま

す。私、英語に弱いものですから、きのう同僚の議

員さんから谷は英語に弱いのだなんていう話があり

ましたけれども、改めて、きのう辞書で引っ張らせ

ていただきました。これは永久にだとか、あるいは

循環だとか、時には終わりのないものというふうに

考えます。

課題だとか、問題だとかというのは、行政におい

て私は終わりのないものなんていうことはあり得な

いと、こういうふうに思っているのです。課題と

か、問題とかというものは、これは解決されるため

に問題があるのだということと私はとらえているの

です。行政だからエンドレスなものだというふうな

とらえ方は、私は納得できないと、こういうふうに

思っているのですけれども、改めてその辺のことを

お伺いさせていただきます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

４番谷議員の、まず１項目○町長（向山富夫君）

めの課題解決の見解についての御質問にお答えさせ

ていただきます。

お尋ねのエンドレスにというふうに、私、御答弁

をさせていただいておりますが、行政課題の中に

は、常に、まさしくエンドレスで改善に改善を、こ

れが究極の結果だというものは必ずしもそう多く存

在するものではないと。常に町民の皆さんのニーズ

にこたえるような仕組みというものは、本当にずっ

と永久にそれを繰り返していくものだと。例えば、

一つの行政効果をどこかに物差しを決めて、まず第

一段階に到達したかと、あるいは第二段階に到達し

たかと、そういうようなある過程の区切りの中での

評価はできるかもしれませんけれども、大きな目で

見た行政課題というのは、これはずっと永久に続け

ていくのが行政の役割だという意味で、エンドレス

というふうに私はお答えさせていただきました。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

私の問うているところは、町長○４番（谷忠君）

おっしゃるとおりそうだと思うのです。ただ、最後

のほうで私が申し上げているのは、そういうことの

課題があったとしても、そのときそのときで時代に

即応して措置できるものが私は少なからずあると

思っておりますから、その時点でこういうふうに対

応することが行政として、最もそのときのベストだ

というふうな方法がなぜできないのか、あるいはま

た、この議会答弁の中で責任のあるものが町民を代

表する議会答弁の中で検討するということの言葉の

責任の重さ、そのことについて改めて伺います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

谷議員の御質問にお答えを○町長（向山富夫君）

させていただきます。

例えば、結果の判断、例えば、物理的に表現でき

るもの、例えば、壊れたものを修復するとか、新た

なものをつくるとか、目で見て確認できる、例えば

物を求めるとか、そういうものは確かに結果として

も客観的にできた、できないという判断は、これは

可能でしょうか、可能だと思いますが、しかし、例

えば、住民サービス、広く住民サービスという視点

でとらえますと、それは、非常に受ける側、あるい

はサービスを提供させていただく側で、それぞれま

たこういう一般質問等の中で質問をされる議員の

方々、また、答える理事者側と、それぞれ我々はあ

る程度の事業成果を満たしたという理解を仮に下し

たといたしましても、求める側が不十分だというよ

うな場合もございますでしょうし、ですから、それ

は私としては都度都度のこういう会議を通じて、お

互いに達成したか、しないか、あるいはそういうよ

うなことが望ましい姿だというふうに考えて、それ

は町民がしっかりと見てくれるというふうに理解し

ているところでございます。

そういう意味におきまして、検討するということ

は、お互いにそういう認識を持ったということで、

そこを出発点とするわけですから、答え方の言葉と

しては、私は皆さんに理解をいただけるお答えの仕

方だというふうに理解しております。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

私はなぜこういう質問をするか○４番（谷忠君）

というと、今までの中で同じような中身の質問がた

くさんあるのです。それは続けてある場合もありま

す。一つの定例会の中で同じような質問をする方も
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あります。あるいは、何回か定例会を挟んで、同じ

ような質問をされる方、その同じような答弁をされ

る、同じような質問をするから同じような答弁が

返ってくるのだと、それは当たり前のことなのです

けれども、やはりそこで、恐らく、わかりませんけ

れども、政策調整会議というものが、そういう会議

大義を持っておられる。こう思うのです。その中

で、提言がないものについては、調整会議にはかか

らないのだろう思いますし、また、予算編成上もそ

ういったものは没になるのだろうと思いますけれど

も、そういうところで現実にこういった検討事項が

議題に上って開催されているのか。

それで、私は昨年の９月の定例会のときに、日の

出公園のことについて、ある先輩議員が土地開発公

社のことについて、そういった検討をしますという

答弁、私は議員の前については議会だよりしか読む

機会がございませんけれども、それを通じて検討は

どうしたのですかと、検討していませんと、こうい

う答弁だったのです。ですから、改めてこういった

質問をさせていただいたのです。

現実は、そういう政策調整会議があっても何ら、

それはその部分だけが検討されなかったかどうかわ

かりません、中身については、調べたわけではあり

ませんから、そういったことが現実に検討されてい

ませんという答弁が帰ってきたら、何もやってない

ではないですか、こういうことになるのです。です

から、改めてこういうことを伺っているということ

なので、その辺については、改めてもう１回答弁を

いただきます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

谷議員の御質問にお答えを○町長（向山富夫君）

させていただきます。

私も、過去９年間議員という立場で理事者と議員

との議論のキャッチボールを経験させていただいて

おりますけれども、私が在任しておりました限り、

私の認識としては、質問のやりとりの中でお互いに

確認し合うというようなことで私も望んできた経過

がございます。

また、ただいまお尋ねのそういう役場の内部の会

議等につきましても、私が就任させていただきまし

てからは、例えば、こういう一般質問に対する皆さ

ん方のお尋ねの認識につきましても、すべての課長

を自分の担当の枠を超えたような部分でも、特に、

１定に臨むに当たりましては、すべての課長にすべ

て参加していただいて、課題意識をみんなに持って

いただくと。場合によっては、本人が想定していな

くても自分の課に及んでくる場合もありますので、

そういうことで皆さん方からいろいろ御提言いただ

くことにしまして、きっちりとそれは整理をして、

最大限皆さん方の気持ちにこたえられるような、そ

ういう答えを導くことができるかどうかというこ

と、今回は、特に、初めての試みでございますけれ

ども、かなり職員のみんなには課題意識は強く持っ

ていけたというふうに私も認識しております。

多分、今後、今、谷議員がお尋ねのような部分に

ついては、歯がゆい思いをさせないで、それぞれ各

課から適切なお答えができるように、改善が図られ

ていくものというふうに理解しております。

以上でございます。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

ぜひ、町長の前向きな姿勢をこ○４番（谷忠君）

れからも続けていただきたいと思いますし、私は、

積極的な答弁といいますか、そういったものを期待

していたのですけれども、従前とは違うのだと、私

の姿勢でやらせてほしいということをぜひこれから

もお願いしたいというふうに思います。

私は、こういったものが町民に対する、いわゆる

議会を通じて地域の代表である議員に答弁したとい

うことについては、これは極めて重いものだという

ふうに思っておりますし、その点については、誠心

誠意をもって対応したというところは、行政側に見

えれば町民の負託にこたえるということであります

から、より一層の御検討をお願いしたいというふう

に思います。

きょうは、基本的な問題についてのみ質問をさせ

ていただこうと思っておりますので、穏やかにいき

たいというふうに思っています。興奮しますと、隣

の方が引っ張ってくれるということでありますか

ら、安心してきょうはやらせていただきますけれど

も、次に、２項目めに参ります。

補助金の抑制と効率化についてでありますけれど

も、私は、こうした問題については、行政改革の中

で町長も御答弁になりましたけれども、随分と従前

のものを削減して抑制を図ってこられたと。町民の

側から見れば、そういったものを削られるというこ

とについては、これは、やむを得ないこともあろう

かなと、財政の厳しい中でありますから、最小の経

費で最大の効果を上げるというのが行政運営の基本

的な理念であろうというふうに思ってございます。

民間の企業の場合は、これは最大で利益が上がる

のだということであれば、最大の投資をして利益を

還元させてもらうということであります。ただ、行

政の場合については、これは、あくまでも限られた

税源の中で予算を組むということでありますから、

最大の投資をするということにはならないと思って

います。最小で最大の効果を得るということが極め

て重要な課題になってくるというふうに私はとらえ

てございます。
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そういった意味では、聖域なくこういったことも

前町長時代から取り組んでこられたということには

敬意を表したいというふうに思いますけれども、改

めて新町長誕生でありますが、こういったことにつ

いて、私はある程度やむを得ないところもあるのか

なと思ってございますから、補助金等の見直しを図

るということについては、いたし方ない部分もあろ

うかと思います。

こういったやり方についてサンセット方式という

のがありますけれども、一定の期間を過ぎますと、

改めてこれを見直して再構築をするというような方

法もあります。そういったことも持ち合わせていな

いようでありますけれども、ぜひそういったことも

今後の中で取り入れていく気持ちがあるのかないの

か、再度改めてお伺いをさせていただきます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

４番谷議員の補助金等の運○町長（向山富夫君）

用についてのお尋ねについて、お答えさせていただ

きます。

まず、今お尋ねの中に、サンセット方式というよ

うな試みについてのお尋ねがありましたけれども、

まさしく私も補助金といえども、そういうような方

式は大いに取り入れに値するというふうに理解して

おります。私は、むしろ行政経験は全くないわけで

ございますが、経営者として数十年実践してきたと

いうことから、お金の使われ方というのは非常にシ

ビアに見ていかなかったら、これは禍根を残すとい

うことはもう幾ら体で体験してきております。そう

いう意味におきまして、私は、交付目的がしっかり

と、それが成果として出てきているかどうか、ま

た、それをさらにもう一押しすることによって、そ

れが目的を達せるような力をつけてくるかどうか、

それは常に見届けておかなければならない、一度交

付のルートができたから機械的に交付していくのだ

と、年限が来たらそれで終わりにするのだと、そう

いうようなことは行政運営も私は経営だと思ってお

りますので、今、谷議員がお尋ねの部分について

は、全くそういう感覚で補助金といえども見ていく

ということで同感でございますので、これからも

しっかり町民の皆さんから預かった財源を有効に役

立てていくということは、普遍的に考えていきたい

と思っております。

以上でございます。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

私の質問に対する答弁の中で、○４番（谷忠君）

適正に処理されているものと理解していると、こう

いう御答弁がございました。私は、適正に処理をさ

れているのだとするならば、自分のことを言って申

しわけないのですけれども、昨年の日の出公園の問

題について、適正に処理をされていたのであればあ

あいう問題は発生しなかったはずなのです。ああい

う補助金の出し方はしなかった、私はこう思ってい

ます。

言葉であって、本当に適正に処理されていたのか

ということに疑問を持たざるを得ないと、こう思っ

ているのです。新しい町長になられたわけでありま

すから、検証していくことももちろん大事でありま

しょうし、こういったことの中で、今後十分気をつ

けなければならない部分というものがございました

ら、改めて御答弁を伺いたいと思いますし、予算編

成する以上、今サンセット方式という話をさせてい

ただきましたけれども、アメリカで一般的に通用し

ている、ゼロベース予算、こういうやり方もありま

す。十把一からげでなくて１回ゼロにして、頭を

空っぽにしてもう１回予算を積み上げていく、どう

しても行政の予算の組み方というのは、前年度を踏

襲した予算の組み方というのがありますから、ぜひ

補助金についてもそういった方式をとれる気持ちが

あるか、改めて伺います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

谷議員の御質問にお答えを○町長（向山富夫君）

させていただきます。

予算の組み方、設定の仕方については、少しお時

間をいただいて、これから研究をしながら私なりの

組み立てを構築してまいりたいと思いますが、冒頭

でお尋ねがありました補助金の交付、あるいは使わ

れ方がしっかりとなされているかという部分につき

ましては、これはもう就任させていただきましてか

ら、特に私も幾度となく課長会議等で申し上げてお

ります。特に、職員が異動したり、そういった切り

かわるタイミングのときに、えてして、非常にス

ムーズに引き継ぎが行われていなかったというよう

なことも、実際、私が就任してからも聞いておりま

す。そういうことを改善するために、すべての課長

に集まっていただくことを大前提として会議を進め

ておりますので、今、谷議員がお尋ねのような部分

も、恐らく今後は改善していけるものというふうに

私は確信しております。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

新町長になりましてから、定例○４番（谷忠君）

会は向山町長は初めてなのでありますけれども、極

めてすべてのものを自分のものにして御答弁されて

いると、敬意を表したいというふうに思います。

私は、こういった補助金のあり方ということにつ

いては、極めて修正がなければもちろんだめなので

すけれども、そこの補助金を投入するところは、ど

ういった状況にあるのか、あるいはまた、今後、将

来どういう方向性を持っていくのか、そういったと
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ころの見きわめがまた極めて大事なのだろうという

ふうに思うものですから、これからのこの制度のあ

り方についても、極めて重要な課題になってくると

思いますから、いわゆるそういったところを整理整

頓をして、新たな財源を生み出して、新たな政策予

算を組んでいくということが大事だと思っておりま

すので、今後に期待をさせていただきたいというふ

うに思います。

次に、３項目めになります。

職員の昇任に対する基本姿勢、これは余りさわり

たくない部分なのでありますけれども、改めて御質

問をさせていただきますけれども、職員にとりまし

ては、これは私もどちらかといいますと、４５０名

からの職員の人事をやってきたという立場なもので

すから、人事というのは、極めてその人にとりまし

ては、まさにその職場において１年間、まめに毎年

行われるわけでありますから、極めて重要といいま

すか、心の落ち着かない問題だというふうに思って

ございます。

私は、この中で勤務評定を、成績を評定し、とあ

ります。具体的にそういったことが定期的に行われ

ているのかどうか、この点についてまずお尋ねをさ

せていただきます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

４番谷議員の人事に関しま○町長（向山富夫君）

す御質問にお答えをさせていただきます。

勤務評定につきましては、現在、職員の勤務の実

態、例えば、長期休暇、病欠で長期に休んだとか、

あるいはどういうことが過去にあった、現在あっ

た、そういう記録的なものは整えておりますが、勤

務の成績等を評価して、それをペーパーにして残す

というような仕組みは、今は上富良野町としてはそ

ういうシステムはとっておりません。先ほどお答え

の中で、国におきまして、そういうリハーサルが今

行われて、国で今リハーサルを行っているのはまさ

しくそういう成績の評価もペーパーで客観的に評価

するというシステムだというふうに理解しておりま

すが、上富良野町としては、評価の部分についての

文字や何かで残していくという仕組みはとっており

ません。

以上でございます。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

これだけの資料を持ってきたの○４番（谷忠君）

ですけれども、向山町長が議員時代の写真が載って

おりますけれども、１９年４月２５日に発行された

議会だよりであります。この中に、上富良野町の人

事行政の運営状況の公表条例というのが制定されま

して、可決されたと。これは、地方公務員法の改正

に伴って、公平性及び透明性を確保するために、任

命権者は毎年職員の任用、給与、勤務条件、分限及

び懲戒、服務、研修及び勤務成績の評定並びに福

利、福祉及び利益の保護等、人事行政の運営等の状

況について地方公共団体の長に報告を行うものと。

報告を受けた地方公務員団体の長は、その概要を公

表することが義務づけられると、こう言われたそう

であります。

ホームページに記載を引っ張ったら出るのだとい

う話を伺いましたけれども、この職員の昇任に当

たっての町としては何を具体的に基準をしているの

かというところを伺いたいのでありますけれども、

私は、人が人を評価するということについては、極

めて困難なことだと思ってございます。ただ、民間

では当然こういったことが当たり前のシステムで行

われているような状況にあります。なかなか行政に

はなじみの薄いというか、なじまないものであると

思いますし、当然、町長が御答弁になりましたよう

に、職員組合との合意も必要だろうと私は理解して

おります。そういった中でも、時代背景から言いま

すと、こういったことをやらざるを得ない時代が来

るだろうと私はこう思っています。

先ほど申し上げましたように、これは、人が評価

するということについては、極めて困難ではありま

すけれども、職務に必要な資質だとか能力を評価す

るものであって、人間そのものの人格だとか、ある

いはそういったものを評価するものではないという

ふうに判断しております。

この中に、基準になるものについて、いわゆる上

司の命令に対して極めて職務についてどうなるの

か、あるいは勤務時間の励行の有無だとか、あるい

はまた、職務の実績であるとか、責任感であると

か、統制力であるとか、企画能力、あるいは一般知

識であるとか、対外交渉の有無についてとか、こう

いったものが基準としてあるわけでありますけれど

も、こういったものも含めて町長はお考えになって

おられるかどうか。１点だけお伺いをしておきま

す。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

谷議員の御質問にお答えさ○町長（向山富夫君）

せていただきたいと思います。

谷議員の冒頭の御発言にもございましたように、

私も傍目で農協が合併したときの４００名を超える

中で常勤理事として人事をされてきたという経過も

私なりに拝見させていただいておりますが、大変御

苦労なさったのではないかと、ましてや、合併農協

でお互いに気心が知れない中での人事でございます

ので、そういうようなことから、私なりに町の人事

について、余り私が、今、議員がおっしゃいました

ように、客観性を持ってまず判断をするということ
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が私は、これは大いに重点として置かなければなら

ないというふうに考えております。

私も就任して日が浅い中での人事という、そうい

う今時期を迎えておりますが、まず、客観性を、私

が議員時代、あるいはそれ以前を通じまして、役場

の中で仕事上かかわりの深い職員もおりますし、ま

た、部署によっては非常にかかわりの少ない職員も

おります。しかし、人事においては、そういったこ

とを念頭に置いてしまうと、非常に不公平感が生ず

るということで、私は、副町長を初め、特別職の皆

さん方から客観的な御意見をいただきながら、しか

し、現在までどういう仕事をされて、また、どうい

う能力を持っておられるかということの見きわめに

ついては、短い期間でございますが、意識的にそう

いうような気持ちも頭の中に描きながら会話をさせ

ていただいております。短期間ではありますけれど

も、そういったものを最大限に考慮いたしまして、

とにかく自分の思い入れを強くあらわさないよう

な、そういう人事にしてまいりたいというふうに、

基本的に考えております。

以上でございます。

４番谷忠君。○議長（西村昭教君）

これは、人事をやる人は町長１○４番（谷忠君）

人ですから、基本的には１人ということになってい

ますから、すべて役場の職員も２００名を超える職

員がおりますので、任命権者１人がすべての職員を

把握するということについては、これは不可能に近

いというふうに思っていますから、それなりの人に

御相談をされて、当然人事をされるというふうに私

は思っております。

ただ、新しい町長になりますと、今までも結構私

の耳に入ってくるのは、いわゆる論功行賞であると

か、あるいは年功序列であるとか、日本の人事とい

うのは、昔から年功序列がすべてだったのでありま

すけれども、行政もそういったことも、やはり年功

序列を排除して、極めて適材適所を持っていくと、

こういう人事が行われているようでありますけれど

も、ぜひすべての職員が仕事に対して意欲を持て

る、士気が下がらないようなそういった配慮も必要

だろうというふうに思ってございますので、新町長

におかれましては、そういうことも十分御配慮の上

で今後の人事について行っていただきたいというふ

うに思います。よろしくお願いいたします。

以上で終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。

以上をもちまして、４番谷○議長（西村昭教君）

忠君の一般質問を終了いたします。

次に、１２番佐川典子君の一般質問を許します。

まずは、新町長おめでと○１２番（佐川典子君）

うございます。

さきに通告のとおり三つの項目について質問させ

ていただきたいと思います。

１項目めは、子育て応援特別手当制度の幅だしに

ついてです。

国は、多子世帯の幼児教育期の子育ての負担に配

慮する観点から、子育て応援特別手当として、平成

２１年３月末において、３歳から５歳の第２子以降

である児童に対し、３万６,０００円支給されます

が、小学校就学前の子供が３人いても、４人いて

も、１人も該当する子供がいない場合もあり、不平

等感が否めません。町長は、町長選挙出馬に際し、

育児、介護環境を充実し、若い人が町に定着し、夢

をかなえられる町にしたいと述べておりますが、こ

の際、国の子育て応援特別手当を幅だしして、子育

て世代を応援する考えはないか、町長の見解をお伺

いいたします。

２項目めは、心の健康保持についてです。上富良

野町の福祉や厚生に対する施策は、他町村と比べて

も充実しており、これは、前町長を初め、携わって

こられた職員の真摯なワーク協力と地域住民を初め

とする関係団体の日々のボランティア活動を含めた

総合力のたまものであり、今後においても期待して

いるところです。

特に、国民健康保険において、平成２０年度より

特定検診の保健指導が始まり、上富良野町は、既に

６８％の受診率を超えており、町民の健康を守るべ

き町の目標は高いまま推移しています。このような

中、社会を取り巻く情勢は、昨年米国で起きた金融

危機に端を発し、折からのデフレスパイラルに続

き、経済状況にますます悪影響が広がり、いろいろ

な形で不況のあおりが出てきており、失業者がふえ

たり、中小企業の倒産など、先が見えないことへの

不安やストレス社会における心の不安を訴える人が

増加しています。

また、虐待やセクハラ、パワハラ、アカハラな

ど、ハラスメントによるストレスも多く、女性に多

い軽度のうつや働き盛りの男性が過労によりうつ病

になったり、最近は、子供のうつ病などもふえ、本

当にだれもが少なからず精神の不健康を覚える時代

になっており、心の健康を守るための対策が叫ばれ

ておりますが、心の安全、安心も含め、このメンタ

ルヘルスに対し、町としてどのような対応策を検討

されているのか、伺いたいと思います。

三つ目の項目です。

上富良野駅及び施設の再整備と今後の整備計画に

ついて伺いたいと思います。

ＪＲ上富良野駅は、町の顔として、その存在はま

だまだ大きく、特に、観光客にとっては、町の玄関
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口であり、また、近年においては、エコツアーや個

人型、滞在型旅行など、新たな観光の波が来てお

り、まさに公共交通の拠点として町の顔に見合った

整備が必要と考えます。さらに、過去に町が整備し

た中央コミュニティ広場、駐輪場、駅前花壇の再整

備も必要と考えます。

また、上富良野駅周辺施設を今後どのように整備

しようとしているのか、町長のお考えを伺いたいと

思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１２番佐川議員の３項目の○町長（向山富夫君）

御質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めの子育て応援特別手当の幅だしに

ついての御質問にお答えさせていただきます。

子育て応援特別手当は、国における緊急措置とし

て、子供の多い世帯に幼児教育期の負担軽減の生活

支援策として支給するものでありまして、定額給付

金とともに支給に向けた申請受け付けを開始したと

ころであります。

支給対象児を第２子以降の小学校就学前の３年間

に限定している点につきまして、種々御意見がある

ことは承知しておりますが、国の緊急措置として今

年度に限って実施される事業でありまして、本町が

この事業を超えて幅だしを行うということは考えて

おりませんので、御理解を賜りたいと思います。

次に、２項目めの心の健康維持に関しての御質問

にお答えいたします。

議員御発言のとおり、だれもが少なからず精神面

の不健康を覚える時代となっており、町も第５次総

合計画にその対策の重要性を盛り込んだところであ

ります。主な取り組みといたしましては、出前講座

や広報などを通じて、うつのメカニズムや対処法、

予防法について広く普及、啓発に取り組んでまいり

ます。

また、女性は、特にホルモンの影響で産後１カ月

にふだんの３５倍、更年期の時期にも高率にうつな

どの精神疾患を発症しやすくなることから、母子保

健や成人保健活動の中で、対処法や必要な医療の照

会など、一人一人の状態に応じた相談支援を実施し

てまいります。

さらに、課題が複雑な方々に対しましては、富良

野保健所で月１回開催されます精神科医師による心

の健康相談を積極的に活用して、課題整理を図り、

適切な対応を努めてまいります。

富良野保健所では、平成２１年度におきまして、

富良野保健所管内の自殺の実態把握、及びその予防

対策に取り組む予定をしており、保健福祉医療、労

働、教育等の関係機関団体で構成いたします地域連

絡会議が設置されます。

本町においても、これらと連携を密にいたしまし

て、情報の共有と効果的な対策検討により、町民皆

様の心の健康保持増進に努めてまいります。

次に、３項目めの上富良野駅及び周辺施設整備に

ついての御質問にお答えさせていただきます。

まず、駅舎の整備についてでございますが、現在

までのＪＲとの協議の中におきましては、大半の事

業費が町の負担となることから、財政状況を考慮い

たしますと、今後とも実施のハードルは高く、困難

な状況にあると考えざるを得ません。

また、駅前広場につきましては、町の玄関口でも

あります議員の御指摘のとおり、一部ふさわしくな

い点もありますので、町を初め、関係者一体となっ

て美観を保つよう、改善に手がけていかなければな

らないと考えております。

上富良野駅周辺整備につきましては、昭和５０年

代末から国鉄清算事業団などから用地を取得いたし

まして整備を進めてまいりましたが、この間には推

進組織として平成元年に商工会内におきまして、商

店街再開発推進委員会、平成３年度には、組織改編

を行って商店街活性化推進協議委員会へと発展、平

成６年にはサポート体制といたしまして、商店街活

性化支援事務局を置き、平成７年度に検討成果をま

とめたまちづくりと商店街活性化プランが作成され

ております。

第４次総合計画のもとでは、平成１１年度に都市

計画マスタープランを作成、さらに、平成１３年度

には駅周辺の市街地中心を対象に絞った駅及び駅前

周辺商業地域整備構想を策定いたしました。この新

整備構想は、ソフト面にも大きなウエートを置きま

して、にぎわいとおもてなしの拠点整備をコンセプ

トにしたものとなっております。

立ち消え状態になっておりました推進体制も、平

成１７年９月に商工会駅前開発検討委員会として再

生いたしまして、平成１９年４月からは施設機能配

置グループ、商品開発グループ、及びパッケージ策

定グループの三つの組織構成になって、商工会町づ

くり委員会として再編されておりますが、第４次総

合計画においても、実現に至らなかったという結果

になっております。

従来の公共事業先導による手法が困難なため、事

業の実施に際しましては、商店街と関係受益者に負

担が生じることもありまして、このことも事業の具

現化が進まない一つの要因となっておりますが、今

後につきましては、現在、進められている商工会町

づくり委員会に参加いたしまして、協働して推進し

てまいりたいと考えております。

再質問ございますか。○議長（西村昭教君）

１２番佐川典子君。
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子育て世代が大変なのは○１２番（佐川典子君）

だれでもわかっていると思います。

特に、少子高齢化により、社会保障制度がぐらつ

くような将来が危惧されています。そんな中、上富

良野の出生率というのは、本当に全道でも高くて、

単独では１.９１、ベイズ推定値では１.８０、５市

町村の平均値なのです。ということで、人口を置き

かえ水準、２.０８％にも届くようなぐらいの成績

ということで、本当に皆さんがそれぞれ頑張ってい

ただいているのだなと思っております。

上富良野の第２子以上の子供の数は、４２３名で

す。そのうち、今回の対象者は１７９名、外れたお

子様というのは２４４名いらっしゃいます。多くの

親御さんは、本当に頭にきたと、何でこんなふうに

不公平なことをするのだと、やるせない気持ちを受

けていらっしゃる方がいらっしゃいます。これは本

当に国の政策なので、それは十分理解しているとこ

ろなのですが、ただ、子供の差別をしてはいけない

というのは、皆さん御承知だと思いますし、私も子

育て中の親に対してそういう差別や不満や不平等感

を強く持つようなことがあってはいけないのではな

いかなというふうに思っております。

そういった意味において、地方自治の観点から

も、いたわり的な配慮を独自に考え出すということ

があってもいいと思うのですが、その点で一つと、

それから、もう一つ言いたいのは、例えば、上富良

野独自に幅だし、少しでもした場合、新しい町長の

もとに子育て世代を応援するすごいプログラムをつ

くっているのだなということで、また、マスコミ関

係、また、他市町村にもすごくいい面で上富良野は

動いているのだということにもなると思っておりま

す。これについてもお考えを伺いたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１２番佐川議員の御質問に○町長（向山富夫君）

ついてお答えさせていただきます。

まず、子育て応援特別手当の幅だしについてでご

ざいますが、議員から御発言がございましたよう

な、そういう措置が私としてももしそういう対応が

できるような、財源を持っておりましたら、これは

もうまさしくしてあげたいと、全く議員と同じ考え

でございます。しかしながら、今回の特別対策の措

置につきましては、これは国におきまして、第２子

以降の幼児期の教育の負担を軽減したいと。特に、

今この経済不況の時代背景を踏まえて、国として多

分私の読み取るところによりますと、そういう緊急

的なこういう経済状況ということで、かねてから周

到に準備をして、国民から御意見をいただいて実施

したというような印象が非常に私としては薄いわけ

でございまして、何かこういう言葉は適切でないか

もしれませんが、国といたしまして、ここらにも少

し定額給付だけではなくて、政党間の綱引きもある

のでしょうが、詳しくはわかりませんが、そういっ

た経過も踏まえて今回特別手当が支給されるという

経過に至っているような気がいたします。

そういうことから、全く一過性のものでございま

すので、町としてそれに伴って幅だしをするという

ことは非常にそういう計画性も持ち合わせていない

状況でございまして、対応させていただくことは困

難だというふうに考えております。

それから、私のＰＲ、パフォーマンスにもなるの

ではないかというふうにエールを送っていただきま

したけれども、そういうようなことに対応できる財

政状況ではないということで、私も残念でありま

す。

以上でございます。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

町長は、執行方針の中○１２番（佐川典子君）

で、住民の暮らしの実態を常にしっかり把握してい

るか、また、声なき声に耳を傾けているか、将来を

見据えているか、公平、公正であるか、これらを念

頭に置いて町民のための、町民参加により、公正で

民主的な上富良野づくりを進めるというふうにおっ

しゃっていただきました。

ただ単に出さないというのではなく、今回、該当

されない親御さんの気持ちをどれだけ共有し、わ

かってあげることができるか、それがまちづくりに

もつながると思います。国は、２１年度の予算が成

立した後に、その後すぐまた補正を上げるというふ

うに報道できょう伺いました、朝の番組ですが。こ

の辺も兼ね合いを入れて、もう一度気持ちをわかっ

てあげるということも含めて、答弁をお願いしたい

と思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

佐川議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

私といたしましては、先ほど議員のほうからお話

ございました、私のまちづくりに対する基本的な理

念というものは、何ら変わるものではございません

が、私といたしましては、町として行わなければな

らない仕事を通じて、まさしく町の隅々まで実態を

よく把握をして、そして、どういうふうに皆さんが

頑張って暮らしておられるかということを常にそれ

は町として把握して、そして、私は弱者を出さない

ということが絶対私の大前提でございますので、そ

ういう意味におきまして、公平であるということも

大きな柱でございます。

今、国が緊急的に対策を講じることに対して、幅

だしをするということだけが私は子供に対する応援
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ではないと、上富良野町独自としてさまざまな子育

て支援策を今実施しようとしている段階でもありま

すし、中には、もう既に取り組んでいるものもござ

います。そういった政策全体を、町全体の政策を通

じて十分それらにこたえていくということに私は意

を用いておりますので、今、幅だしについての対応

は、私の念頭にないということで、大変気持ちとし

ては１２０％わかりますけれども、やはり、これは

町の政策の中で、子供や弱者の方に対してしっかり

と目を向けていくということで対応ができるという

ふうに考えておりますので、御理解をいただきたい

と思います。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

次に、心の健康保持につ○１２番（佐川典子君）

いての質問をさせていただきたいと思います。

心の健康、イコールうつというのは、さまざまな

状態が考えられますのでどうかなと思うところがあ

りますが、とりあえず第５次総合計画の中でも盛り

込んだというお答えが先ほどありました。主な取り

組みの中で、出前講座や広報を通じて、うつのメカ

ニズムや対処法、予防法について広く普及、啓発に

取り組むというふうに答えていただきましたけれど

も、１９年度は一度行っております。２５年度は、

４回という計画を出されておりますが、それでは、

２１年度は何回の計画をされているのか、お伺いい

たしたいと思います。

健康づくり担当課長、答○議長（西村昭教君）

弁。

出前講座に○健康づくり担当課長（岡崎智子君）

つきましては、住民からの希望によりますので、何

回というふうな目標回数に関しては掲げておりませ

んけれども、ある程度大きな形でやる講座の回数に

ついては書かせていただいていますけれども、ミニ

講座、小さな地域での回数については、４回という

計画の中には、含まれていないと理解していただき

たいと思います。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

それでは、富良野保健所○１２番（佐川典子君）

との連携ということも書いておりますが、町として

対策法の策定計画はどんなふうになっているのか、

伺いたいと思います。

健康づくり担当課長、答○議長（西村昭教君）

弁。

現在のとこ○健康づくり担当課長（岡崎智子君）

ろ、２１年度に実態把握の時期というふうに、保険

証を中心としまして、実態把握を行うというふうな

段階と考えておりますので、町がその結果を受け

て、次の段階として対策を立てる必要があるかどう

かというふうに段階を踏みたいと考えております。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

上富良野について、死因○１２番（佐川典子君）

別ということで調べたものがあります。

２０年度は６名亡くなられています。２１年度

は、私が調べたのは３月１１日だったのですが、そ

れまでにもう３人もお亡くなりになっております。

中富良野は、ゼロ、ゼロと聞いております。上富良

野は、余りいい成績ではないというふうに思ってお

ります。

また、死因を調べてまいりますと、１位が、いわ

ゆるがん、２位が心疾患、３位が脳血管疾患、４位

が肺炎、５位は普通の町村では不慮の事故なので

す。上富良野は自殺というふうに来るのです。これ

は、やっぱり私たちの町において、もう考えていか

ないとならない重大な数値が出ているのだというふ

うに思っております。今、北海道においては、交通

事故と比べると５.１倍の数の死者が出ておりま

す。

先ほど、２１年度において策定の準備を富良野保

健所ということをおっしゃっておりましたが、１８

年に自殺対策基本法というのがつくられておりまし

て、地方公共団体のするべき責務というのも書かれ

ております。

読ませていただきたいと思います。趣旨なのです

が、自殺には倒産、失業、多重債務等の経済、生活

問題のほか、病気などの健康問題、介護等の家庭問

題などが複雑に関係しており、個人の問題として片

づけられない社会的要因がその背景にあることが多

いことから、自殺対策は社会全体で取り組まなけれ

ばならない急ぐ課題となっております。

自殺や自殺未遂は、本人にとってこの上ない悲劇

であるばかりでなく、家族や回りの人々に大きな苦

しみや生活上の混乱をもたらすことになり、社会全

体にとっても大きな損失となります。このような中

で、国においては、平成１８年１０月に自殺対策を

総合的に推進し、自殺防止と自殺者の親族等に対す

る支援の充実を図ることを目的とした自殺対策基本

法を施行し、平成１９年６月には、国が推進すべき

自殺対策の指針として大綱を閣議決定した。このよ

うに書かれておりまして、これから、上富良野町で

も進めていってもらわないとならないなというふう

に思っております。

このことについては、どういう計画をされている

のかもう一度伺いたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１２番佐川議員の自殺予防○町長（向山富夫君）

に対します御質問についてお答えさせていただきま

す。

国で定めております法律についての十分な知識
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は、私は持ち合わせておりませんが、認識について

は持っているというふうに思っております。特に、

私もさまざまな方面からそういう情報、先ほど披瀝

いただきました自殺者の上富良野の動向、そういっ

たものについては御報告をいただいております。大

変悲しい結果、残念な数値が当町においては出てい

る実態も把握しておりますが、さまざまな職場環

境、あるいは家庭環境、複雑な構造の中からそうい

う芽が生まれてきているというふうに聞き及んでお

りまして、例えば、地方公務員等の中でも、実はこ

としの年明け早々富良野圏域の首長が懇談した際に

も、職員のそういう精神的な病気で相談が寄せられ

ているというような実態も、上川管内町村会あたり

で十分把握しておりまして、役場、あるいは市役所

の中でも現にそういう状態が生まれているというこ

とも承知しているところでございます。

いずれにいたしましても、担当課長のほうから先

ほど、上富良野町あるいは富良野圏域としての取り

組みについてお話をさせていただきましたけれど

も、まず、基本的に私はそれぞれ職場、家庭を通じ

て必ずそういうような道に進んでいくような、まず

予兆が必ずどこかに、客観的に見て判断できるよう

な、そういう前兆があると、共通してあるというふ

うに聞いております。

そういうことから、やはり保健指導等を通じて、

そういう学習を職場を問わず、そういう学習をして

いただいて、まずそういうふだんと違う予兆が見え

たときには、まず、対応するという、そういう町の

仕組みが私として取り得る、まず責任でなかろうか

というふうに考えておりまして、保健指導等を通じ

まして、そういう現象をまず起こさせない環境づく

りに努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

進めていこうと思います○１２番（佐川典子君）

というのはわかるのですけれども、先ほどのお答え

の中では、富良野保健所と連携してとかという言葉

がありましたが、もちろん連携も大切なのですが、

これは、地方自治体としてしなくてはいけないこと

ですので、そして、目標とかにもこれ書いてあるの

ですけれども、本当に、先ほど町長がおっしゃって

ましたように、防ぐことができるというふうに書い

てあるのですね。かならずサインも出ていると。そ

のときは、やはりすごく寂しい思いから孤独になっ

てそういうことになってしまうと、そういった意味

においてでも、職員の研修も大事だと思うのです。

広報だけとか、そういうのに頼らない。職員の研修

も含めて進めていってほしいなということと。

あと、この間の委員会でも福祉のが出てましたけ

れども、健康づくりのほうなので社会福祉のほうは

関係ないというような意味合いのお答えをいただい

たのがあります。私は、やはり民生委員の人たちだ

とか、地域性もかんがみて前に進めていかないとな

らないと思いますので、やっぱり社会福祉も連動し

ていかないといけないと思いますので、そこら辺も

含めて考えていっていただきたいと思います。

私のような、にわか知識のものがこんな大それた

質問をしてしまうということがすごく自分でも考え

たのですが、やはりだれかが言わないことには前に

進んでいかないということがありますので、ぜひ進

めていってほしいと。それから、以前にも環境問題

についてでも私が質問してから、１９年に初めて質

問をさせていただいて、ことしやっと策定に向けて

の動きが出てまいるということなので、今、質問し

たことによってどのぐらいスピーディーに町長が動

かれて、前に進めてくださるのか、その辺も期待し

たいと思います。

それから、本人も大切なのですけれども、私の知

り合いの方も実はお亡くなりになられました。肉親

というか、家族の方もすごく心のケアも大切だと思

うのです。私も何を話ししていいのかわからない。

そこら辺も私として勉強したいなということもあり

ます。それから、人ごとではないのです。もしかし

たら私もそういうことになるかもしれないという、

皆さんも心の不健康というのは必ず可能性としてな

いわけではないということを肝に銘じて、着実に進

めていってほしいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

佐川議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきますが、まず基本的には、そういう

悲しい結果を生まないようにするということをまず

基本に据えておかなければなりません。それと、議

員がおっしゃいましたように、まず予兆が必ずある

というふうに私も理解しておりますので、まず周り

がそういうことに対して、常に知識を持つような仕

組みを、当然社会福祉の観点からもそういうことを

学習していただくということが大事でございますの

で、それはそのような仕組みになるように改善を

図ってまいります。

それから、先ほど谷議員の御質問にもお答えして

おりますが、私はこういうふうに御質問をいただい

てお答えするということは、自分自身にもプレッ

シャーをかけていることにもなりますので、ぜひそ

れは私も責任を感じながらお答えをしたことについ

ては、忠実に少しでも早く実行に移していくという

ことは、常に念頭に置いておりますので、それはお

約束させていただきたいと思います。
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それから、まず最近、特に、非常に内向的な、内

にこもってしまうような、そういう社会環境は、経

済が窮屈になってきますと、特にそういう傾向が見

られるというようなこともありますので、十分そう

いう悲しい結果を生まないような町として、取り組

みをそれぞれ課を横断的にできるものはしてまいり

ますので、御理解賜りたいと思います。

以上でございます。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

町民の命を守るという点○１２番（佐川典子君）

で、本当によろしくお願いいたします。

３点目の駅周辺整備のお答えを受けまして、再質

問をしたいと思います。

駅周辺整備や開発事業、それから、過去の構想、

歴史、それと、計画ということでお答えをいただき

ました。私もある程度は調べさせていただきました

が、本当に財政難の中、計画も中断してきたという

ことは本当に残念ですけれども、私なりにも理解で

きると思っております。私が今回質問したかったの

は、そういうことではなくて、単なる壁のペンキの

補修とか、再生させるという意味においての再整備

なのです。

というのは、ＪＲの跨線橋の１番ホームから２番

ホームに上がる建物のペンキがはがれてひどいので

す。今回、予算のほうで人道橋で１,４５０万でし

たか、計上されておりますが、見るからに本当に古

めかしくペンキがはがれておりまして、私、観光ボ

ランティアもやっておりますし、栄町の女性部でも

月に一度、夏場草刈り清掃だとかをしております。

駅前の町内会も草刈り、そういった町民みずから駅

の清掃や美化に努めているのです。みんなで力を合

わせて。それに対して、お出迎えをする場所として

の駅、それが汚れているのです。ペンキがはがれた

り、ぐちゃぐちゃになっているのです。ＪＲさんと

のお話し合いというのは、町長はされたということ

を伺いましたけれども、どのようなお話し合いをさ

れているのか、その辺を伺いたいと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

佐川議員の駅及び駅周辺に○町長（向山富夫君）

ついてのお尋ねについてお答えさせていただきま

す。

まず、ＪＲさんと上富良野駅云々については、前

任町長が話し合いをされているということで、私は

認識しているところでございまして、私になりまし

てからは、駅舎についての協議はした経過はござい

ません。

それから、冒頭答えさせていただいております

が、駅舎の整備につきましては、基本的に町が行う

と、ＪＲが財政投資をして行っていただけるとい

う、そういう仕組みでないということは、御理解い

ただきたいと思います。残念ながら、これは駅とい

うからには、ＪＲがつくっていただけるのかという

ふうに、私も素人ながら思っておりましたが、実は

そうではなくて、これは、町がつくらなければなら

ないという、今、ＪＲの仕組みだそうです。例え

ば、旭川駅とか、大きな駅は、これは私そこまでわ

かりませんが、上富良野町については、そういう状

況だそうでございます。

つけ加えてお話させていただきますと、富良野市

がまさしくそういうことで、橋上駅は断念したとい

うことは、多分、富良野市の財政上のことからでは

ないかなというふうに理解しております。

それから、跨線橋、美観を損なわれているという

点については、全く残念なそういう状況にございま

す。それで、跨線橋等につきましては、今年度予算

がお認めいただけましたら、早い時点で跨線橋はペ

ンキも当然、塗りかえも含めまして、安全上の観点

からも整備が必要でございますので、それは整備を

図ってまいりたいと思います。

また一方、私の知り得る情報だけですが、跨線橋

もお聞きいたしますと、階段部分は町が対応できま

すけれども、線路の真上についてはＪＲでないとで

きないと、非常に解決する方法がありましたらまた

改善してまいりますけれども、しゃくし定規でござ

いますから、そういうように今現在、私が聞いてお

ります情報といたしましては、そういう状況でござ

いますので、まず、そのステップ部分については改

善をしてまいりたいと思います。

それから、駅前の花壇等の整備かと思いますが、

それらについても担当にお聞きいたしますと、余り

好ましい状態ではないというふうに聞いております

が、それらもきちっと町のお迎えする、一番最初に

降り立って印象を持っていただく場所ですから、美

観を損ねないように観光シーズンにはそういうこと

になってないように取り組んでまいりたいと思いま

す。

以上でございます。

１２番佐川典子君。○議長（西村昭教君）

大変前向きなお答えをい○１２番（佐川典子君）

ただいたのではないかなというふうに思っておりま

す。

あと、景観、美観を守っていってもらいたいので

すが、その中に、センスというものも本当は大事な

のではないかなと思うのです。幾ら何か新しい色を

変えたとしても、やはりある程度のセンスがない

と、実はお客様、観光客の声なのですが、ほかの駅

と比べたら上富はねと、何人もおっしゃるのです

ね。美観、景観だけではく、ある程度センスのいい
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ものを考えていっていただきたいなというふうにお

伝えしたいと思います。今後もどうぞよろしくお願

いします。

以上です。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

佐川議員の御質問にお答え○町長（向山富夫君）

させていただきます。

実は、美観にプラスアルファ、センスですね、実

は職員にいろいろ駅前のことではない部分で、いろ

いろほかの部分のことでお話をする中で、いろんな

景観にまつわって、意外と職員もきちっとそういう

知恵を出せと言いましたら、結構すばらしいアイデ

アが職員の中にあるという実態も今私も認識してお

りますので、もしそれで不足であれば、そういう専

門の方に助言をいただくとかということで、ただ何

かが、花が咲いていればいいということではないと

思いますので、今後、工夫をしてまいりたいと思い

ますので、御理解を賜りたいと思います。

以上をもちまして、１２番○議長（西村昭教君）

佐川典子君の一般質問を終了いたします。

次に、１番岡本康裕君の一般質問を許します。

まずもって、町長就任おめ○１番（岡本康裕君）

でとうございます。

私も議員になりまして初めての質問です。先ほど

の質問ではありませんが、ストレスを感じておりま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

さきに通告しました１項目について質問いたしま

す。

自治基本条例についてであります。

平成１２年４月に地方分権一括法が施行され、国

と地方自治体は、対等協力関係になり、本格的な地

方分権時代を迎えました。

そういった時代の流れの中で、自己決定と自己責

任によるまちづくりのルールを我が町上富良野町も

必要と考え、４年半にわたり行政、議会、町民によ

る自治基本条例を考察し、昨年１２月の定例会にお

いて、今年４月から我が町の自治基本条例が施行す

るに至りました。

先日、町民を対象とした保存版の条例の解説書が

配付されましたが、前回の定例会において、上富良

野における中学校、高校、未成年を対象とした情報

共有がなされていないとの説明がありました。

また、中学校、高校、未成年を対象としたかみ砕

いた内容の説明資料を作成中とのことでしたが、現

在どうなっているのか、お聞かせいただきたく質問

いたます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１番岡本議員の自治基本条○町長（向山富夫君）

例の未成年者に対します、周知状況についての御質

問にお答えさせていただきます。

上富良野高校の生徒に対します説明機会につきま

しては、昨年１２月に上富良野高校学校長に申し入

れを行っておりました。学校長からは、授業カリ

キュラムの一環として条例の説明機会について検討

したい旨の御回答をいただき、現在もその調整を進

めている状況にあります。

また、中学校に対しましては、まだ正式な申し入

れ等は行っておりませんが、高校と同様に授業の一

環として説明機会が持てるかどうか、今後各中学校

と調整を進めていく予定でございます。

また、中高生にもわかりやすい説明資料の作成に

ついての御質問でございますが、先ほど申し上げま

したとおり、学校事業の一環として、この取り組み

を進めたいと考えております。中学生や高校生がど

の程度、地方自治制度に対する学習や理解が進んで

いるかなど、その熟度に合わせた資料提供が必要と

考えておりますので、今後はこのことについても学

校と協議をした上で、資料の作成を進めたいと考え

ておりますので御理解をお願い申し上げます。

以上でございます。

再質問。○議長（西村昭教君）

１番岡本康裕君。

今、町長の答弁の中で、授○１番（岡本康裕君）

業カリキュラムの一環、または学校授業の一環とい

う言葉が出てこられました。学校の授業の一環とし

て取り組むのであれば、相手があることですので、

学校側の授業実数の確保や、教える教員の方々の自

治基本条例に対する知識や理解ということもまた問

題になってくるかと思います。また、時間もかかる

と思います。

また、教員間での周知徹底ということで、内容は

同じでも教え方が違ったり、見解が違うと内容が変

わってきてしまう場合もあるかと思いますので、教

員間での情報共有ということが必要だと思います。

時間が少しかかるのではないかとは踏んでます

が、上富良野高校に対しましては、先ほど答弁いた

だきましたとおりになってますが、上高、上中も含

めまして、相手があることですので、おおむねの予

定といいますか、資料作成、これも先生方とやらな

ければならなし、高校、中学の先生方との話し合い

の中でカリキュラムにするには、時間も少し調整す

る必要があると思いますが、おおむねどれぐらいで

生徒にこういった条例を教えていただけるのかと

いったような、おおむねで結構ですので教えていた

だければと思います。

町長、答弁。○議長（西村昭教君）

１番岡本議員の自治基本条○町長（向山富夫君）
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例の未成年者に対します周知についての御質問にお

答えさせていただきます。

冒頭、お答えさせていただきましたが、まず基本

的に高校、中学とも授業の一環として取り組むとい

うことでございまして、授業プラスアルファの部分

ではないものですから、大変学校側の理解が必要だ

ということで、高校については申し入れをさせてい

ただいておりまして、学校長が授業の一環として取

り組めるように検討してくれるということでお話を

伺っております。

中学校については、今、年度がわりということも

ございまして、今現在、申し入れはしておりません

が、早急に年度が新しくなりますと、申し入れをさ

せていただきまして、これには教育委員会が相当深

くまた教育委員会のお力もかりなければなりません

が、いずれにいたしましても、今年度中には実施し

ていくというような目標を持ちまして、早くできる

ものであれば、極力前倒しでできるように、今現

在、まだ接触もしていない段階でございますので、

残念ながらいつごろというお答えは非常に困難でご

ざいますが、今年度中には実施するということで目

標を定めて取り組んでまいりたいと思います。

以上でございます。

１番岡本康裕君。○議長（西村昭教君）

わかりました。○１番（岡本康裕君）

多分時間がかかるのだろうなということで、授業

の一環、授業カリキュラムの一環ということで、高

校、または中学の現場も今大変忙しく、勉強も忙し

いでしょうし、部活といった部分もあるかと思いま

す。

そういった中、町の最高規範と冠をつけておりま

すが、自治基本条例はつくりっ放しではだめだと、

このように思うのです。その中で、この条例に魂を

入れていくという作業が必要かと思います。それは

行政を含め、僕たち議員、そして、町民の皆様にも

理解を求めるということで、これからもどんどんＰ

Ｒも兼ねて説明会等を含めてやっていかなければな

らないと思っております。

また、自治基本条例は、守り育てる条例というこ

とで、４年半という月日をかけて、それぞれのかか

わった人たちが一生懸命やってきた条例です。５年

を超えない中で不備があればまた見直していくとい

う条例ですので、これから４月１日の施行以降、目

を離さず我々も注目を持ってやっていかなければな

らないのかなと、そのように思っております。

また、今も言いましたけれども、町民の理解なく

して成り立たないという条例だと思いますので、文

字通り皆さんで守り育てていくということが大切な

のではないかなと。

最後になりましたけれども、この条例にゴールは

ないと思っておりますので、ずっと注目をして守っ

ていきたいと、そのように思っております。

以上のことを申し添えて質問を終わらせていただ

きたいと思います。ありがとうございます。

以上をもちまして、１番岡○議長（西村昭教君）

本康裕君の一般質問を終了いたします。

暫時休憩といたします。

──────────────────

午後 ２時３３分 休憩

午後 ３時１０分 再開

──────────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

──────────────────

◎日 程 追 加 の 議 決

お諮りいたします。○議長（西村昭教君）

先ほど、町長から議案第３９号平成２０年度上富

良野町一般会計補正予算（第１３号）が提出されま

した。

これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、議案第３９号平成２０年度上富良野町一

般会計補正予算（第１３号）を日程に追加し、直ち

に議題とすることに決しました。

──────────────────

◎追加日程第１ 議案第３９号

追加日程第１ 議案第３９○議長（西村昭教君）

号平成２０年度上富良野町一般会計補正予算（第１

３号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま追加上程いた○総務課長（服部久和君）

だきました議案第３９号平成２０年度上富良野町一

般会計補正予算（第１３号）の提案要旨について御

説明申し上げます。

平成２０年３月６日、午後９時３０分ごろ、富町

団地町営住宅３号棟の１階２号室の台所付近のガス

コンロから出火し、住宅内部約６１平方メートルが

全焼し、午後１０時３８分に鎮火したところです。

幸いにも、入居者にけがもなく、また、同棟の入居

者にも被害はなかったところであります。今回、全

焼しました２号室を全国自治協会災害共済から給付

金を受けまして、早急に復旧工事を行い、入居者の

利便を図るため、所要額の補正と、この時期の発注

になりますことから、年度内の完成が難しいため、

繰越明許費の追加補正をお願いするものです。
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それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分につきまして説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承を願います。

議案第３９号平成２０年度上富良野町一般会計補

正予算（第１３号）。

平成２０年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,１１５万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７９億１,９７１万３,００

０円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）。

第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。２０款諸収入１,１１５万４,０００

円。歳入合計が１,１１５万４,０００円となりま

す。

２、歳出。８款土木費１,１１５万４,０００円。

歳出合計が１,１１５万４,０００円となります。

２ページに移ります。

次に、第２表、繰越明許費補正につきまして申し

上げます。

冒頭申し上げましたように、現年度中の完了が難

しい富町団地町営住宅火災復旧事業につきまして、

追加設定するものであります。

以上、議案第３９号平成２０年度上富良野町一般

会計補正予算（第１３号）の説明といたします。

御審議いただき、御承認くださいますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第３９号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

───────────────────

◎休 会 の 議 決

お諮りいたします。○議長（西村昭教君）

議事の都合により、３月２０日から３月２６日ま

での７日間を休会といたしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、３月２０日から３月２６日までの７日間

を休会とすることに決しました。

──────────────────

◎散 会 宣 告

以上で、本日の日程は全部○議長（西村昭教君）

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

あす以降の予定について、事務局長から報告いた

させます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

２０日から２６日までの７日間は、休会といたしま

す。

３月２７日は、本定例会の最終日で、開会は午前

９時でございます。

なお、休会中の３月２３日から２６日までの４日

間は、予算特別委員会をいずれも午前９時から開会

いたしますので、各会計予算書並びに既に配付の関

係資料を持参の上、定刻までに御参集賜りますよう

お願い申し上げます。

以上であります。

午後 ３時１６分 散会
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上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

平成２１年３月１９日

上富良野町議会議長 西 村 昭 教

署 名 議 員 村 上 和 子

署 名 議 員 岩 田 浩 志
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（第５号）○議事日程

第 １ 会議録署名議員の指名の件

第 ２ 議案第１９号 組織機構改革及び地方自治法改正に伴う関係条例の整備に関する条例の一部を改正

する条例

第 ３ 議案第２０号 富良野広域連合の業務開始に伴う関係条例の整理に関する条例

第 ４ 議案第２１号 上富良野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例

第 ５ 議案第２２号 上富良野町在宅福祉事業に関する条例の一部を改正する条例

第 ６ 議案第２３号 上富良野町介護保険条例の一部を改正する条例

第 ７ 議案第２４号 上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例及び上

富良野町乳幼児等の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

第 ８ 議案第２５号 上富良野町農地防災機能増進事業分担金の徴収に関する条例

第 ９ 議案第２６号 上富良野町農業振興資金融資条例の一部を改正する条例

第１０ 議案第２７号 上富良野町営農改善資金融資条例の一部を改正する条例

第１１ 議案第３５号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消の件

第１２ 議案第３６号 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件

第１３ 議案第３７号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件

第１４ 予算特別委員会付託

議案第 １号 平成２１年度上富良野町一般会計予算

議案第 ２号 平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計予算

議案第 ３号 平成２１年度上富良野町老人保健特別会計予算

議案第 ４号 平成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算

議案第 ５号 平成２１年度上富良野町介護保険特別会計予算

議案第 ６号 平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算

議案第 ７号 平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算

議案第 ８号 平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

議案第 ９号 平成２１年度上富良野町水道事業会計予算

議案第１０号 平成２１年度上富良野町病院事業会計予算

第１５ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦の件

第１６ 発議案第１号 町長の専決事項指定の件

第１７ 発議案第２号 北海道の自衛隊体制維持を求める意見の件

第１８ 発議案第３号 平成２１年度酪農畜産政策・価格対策に関する意見の件

第１９ 発議案第４号 中山間地域等直接支払い交付金制度の継続に関する意見の件

第２０ 発議案第５号 季節労働者対策の強化を求める意見の件

第２１ 発議案第６号 市町村立病院の経営安定化を求める意見の件

第２２ 閉会中の継続調査申出の件

───────────────────────────────────────────────

（１４名）○出席議員

１番 岡 本 康 裕 君 ２番 村 上 和 子 君

３番 岩 田 浩 志 君 ４番 谷 忠 君

５番 米 沢 義 英 君 ６番 今 村 辰 義 君

７番 一 色 美 秀 君 ８番 岩 崎 治 男 君

９番 中 村 有 秀 君 １０番 和 田 昭 彦 君

１１番 渡 部 洋 己 君 １２番 佐 川 典 子 君

１３番 長谷川 徳 行 君 １４番 西 村 昭 教 君

───────────────────────────────────────────────

（０名）○欠席議員

───────────────────────────────────────────────

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名

町 長 向 山 富 夫 君 副 町 長 田 浦 孝 道 君
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教 育 長 北 川 雅 一 君 代表監査委員 高 口 勤 君

教育委員会委員長 増 田 修 一 君 農業委員会会長 中 瀬 実 君

会 計 管 理 者 新 井 久 己 君 総 務 課 長 服 部 久 和 君

産業振興課長
伊 藤 芳 昭 君 保健福祉課長 岡 崎 光 良 君

農業委員会事務局長

健康づくり担当課長 岡 崎 智 子 君 町民生活課長 田 中 利 幸 君

建設水道課長 北 向 一 博 君 技術審査担当課長 松 本 隆 二 君

教育振興課長 前 田 満 君 菊 地 昭 男 君ラベンダーハイツ所長

町立病院事務長 大 場 富 蔵 君

───────────────────────────────────────────────

○議会事務局出席職員

局 長 中 田 繁 利 君 主 査 深 山 悟 君

主 任 中 島 美佐子 君
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午前 ９時００分 開会

（出席議員 １４名）

──────────────────

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告

御出席、まことに御苦労に○議長（西村昭教君）

存じます。

ただいまの出席議員は１４名であります。

これより、平成２１年第１回上富良野町議会定例

会５日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

日程に入るに先立ち、議会○議長（西村昭教君）

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

御報告申し上げます。○事務局長（中田繁利君）

予算特別委員長から、今期定例会で付託されまし

た議案第１号から議案第１０号までの平成２１年度

上富良野町各会計予算について、審査結果の報告が

ありました。

さきに配付いたしました閉会中の継続調査申出書

の差しかえをお願いいたします。

また、本日の議事日程表の裏面の閉会中の継続調

査申し出の件の日程が入っていませんでしたので、

大変申しわけございませんけれども、「日程第２

２」と記載していただきたいと思います。記載漏れ

がありましたことに対しまして、おわびいたしま

す。

なお、さきに御案内のとおり、諮問第１号につき

ましては、後ほど議案をお手元にお配りいたします

ので、御了承賜りたいと存じます。

以上であります。

以上をもって、議会運営等○議長（西村昭教君）

諸般の報告を終わります。

───────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件

日程第１ 会議録署名議員○議長（西村昭教君）

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

４番 谷 忠 君

５番 米 沢 義 英 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 議案第１９号

日程第２ 議案第１９号組○議長（西村昭教君）

織機構改革及び地方自治法改正に伴う関係条例の整

備に関する条例の一部を改正する条例の件を議題と

いたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま上程いただき○総務課長（服部久和君）

ました議案第１９号組織機構改革及び地方自治法に

伴う関係条例の整備に関する条例の一部を改正する

条例につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。

上富良野町職員定数条例については、平成１９年

度の組織機構改革及び定数適正化計画との整合性を

図るため、平成１８年度において改正したところで

すが、町立病院において、平成１８年の診療報酬改

定による看護師の増員が必要となったことと、平成

２０年１０月に臨床検査室の体制を整備したことか

ら、現行の職員数が４７名となり、今後、常勤の医

師採用枠及び設置基準１０対１を維持するための看

護師採用枠がないため、不測の事態にも対応できる

ように病院職員定数の増員を行い、医療収入の安定

的な確保を図るものです。

なお、現行の職員定数については、経過期間中で

あることから、改正附則の一部を改正することとな

りますので、条例の改正については、現行の職員定

数条例の一部改正を行った組織機構改革及び地方自

治法改正に伴う関係条例の整備に関する条例の一部

を改正する条例とするものです。

以下、議案を朗読し、改正内容について説明させ

ていただきます。

議案第１９号組織機構改革及び地方自治法改正に

伴う関係条例の整備に関する条例の一部を改正する

条例。

組織機構改革及び地方自治法改正に伴う関係条例

の整備に関する条例（平成１８年上富良野町条例第

２７号）の一部を次のように改正する。

附則第２項中「４７人」を「５０人」に改める。

附則。この条例は、平成２１年４月１日から施行

する。

以上、説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第１９号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
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せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第３ 議案第２０号

日程第３ 議案第２０号富○議長（西村昭教君）

良野広域連合の業務開始に伴う関係条例の整理に関

する条例の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま上程いただき○総務課長（服部久和君）

ました議案第２０号富良野広域連合の業務開始に伴

う関係条例の整理に関する条例につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。

平成２１年４月１日の富良野広域連合の業務開始

に伴い、関連する施設及び一部事務組合の事務が広

域連合に移行しますことから、関係する４条例を一

括整理するものであります。

初めに、学校給食センター関係としましては、当

センターが町の公の施設としての位置づけがなくな

りますことから、議会の議決に付すべき公の施設の

利用及び廃止に関する条例の一部改正と、上富良野

町学校給食センター設置条例の廃止をお願いするも

のです。

次に、富良野地区環境衛生組合関係としまして

は、し尿及び浄化槽汚泥の処分先が富良野広域連合

に変わることから、上富良野町廃棄物の処理及び清

掃に関する条例の一部改正をお願いするものです。

次に、上川南部消防事務組合関係としましては、

防災会議委員を消防事務組合職員から任命していた

ものを富良野広域連合の指定する役職員を委員とす

ることから、上富良野町防災会議条例の一部改正を

お願いするものです。

以下、議案を朗読し、改正内容について説明させ

ていただきます。

議案第２０号富良野広域連合の業務開始に伴う関

係条例の整理に関する条例。

（議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止

に関する条例の一部改正）

第１条、議会の議決に付すべき公の施設の利用及

び廃止に関する条例（昭和６２年上富良野町条例第

２０号）の一部を次のように改正する。

第２条中第１６号を削り、第１７号を第１６号と

し、第１８号から第２８号までを１号ずつ繰り上げ

る。

（上富良野町学校給食センター設置条例の廃止）

第２条、上富良野町学校給食センター設置条例

（昭和５４年上富良野町条例第２５号）は、廃止す

る。

（上富良野町廃棄物の処理及び清掃に関する条例

の一部改正）

第３条、上富良野町廃棄物の処理及び清掃に関す

る条例（平成１４年上富良野町条例第１７号）の一

部を次のように改正する。

第５条第１項中「富良野地区環境衛生組合（平成

１０年５月１日北海道知事許可）」を「富良野広域

連合（平成２０年９月１日北海道知事許可）」に改

める。

（上富良野町防災会議条例の一部改正）

第４条、上富良野町防災会議条例（昭和３７年上

富良野町条例第２８号）の一部を次のように改正す

る。

第３条第５項第７号及び第８号を次のように改め

る。

(7)富良野広域連合の上富良野消防署長。

(8)富良野広域連合の上富良野消防団長。

附則。１、この条例は、平成２１年４月１日から

施行する。

２、この条例の施行の際、現に上富良野町防災会

議委員である者の任期は、平成２２年３月３１日ま

でとする。

以上説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２０号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第４ 議案第２１号

日程第４ 議案第２１号上○議長（西村昭教君）

富良野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の件

を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。

ただいま上程され○保健福祉課長（岡崎光良君）

ました議案第２１号上富良野町介護従事者処遇改善

臨時特例基金条例につきまして、提案の要旨を御説

明いたします。
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平成２１年度からの第４期介護保険事業計画の開

始に当たり、国におきまして介護従事者の処遇改善

のために、介護報酬を増額改定するものとしており

ますが、これに伴う介護保険料の上昇を抑えるため

に、国から交付される臨時特例交付金を平成２０年

度中に基金を造成して積み立てることが必要なた

め、基金条例を提案するものであります。

以下、条文の趣旨を要約し、御説明申し上げま

す。

議案第２１号上富良野町介護従事者処遇改善臨時

特例基金条例。

第１条は、基金の設置目的を定めるものでありま

す。

第２条は、町が受ける介護従事者処遇改善臨時特

例交付金を積み立てる額とすることを定めるもので

あります。

第３条は、基金の管理方法についての定めであり

ます。

第４条は、基金から生ずる益金の処理について定

めるものであります。

第５条は、基金を歳計現金への繰りかえ、又は介

護保険特別会計への歳入に繰り入れ運用することが

できることについての定めであります。

第６条は、基金の処分についての定めでありま

す。

第７条は、基金に属する現金の保全対応について

の定めであります。

第８条は、委任事項を定めるものであります。

附則。１として、この条例を公布の日から施行す

るものであります。

２といたしまして、この条例の効力を平成２４年

３月３１日限りとすること、並びに残額の取り扱い

について定めるものであります。

以上説明といたします。

御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

５番米沢義英君。

今回の介護従事者の職の改○５番（米沢義英君)

善、特例基金という形で、将来の介護保険料の抑制

等々について積み立てるということで、非常にいい

かというふうに思いますが、あわせてちょっとお伺

いしたいのは、今回、制度の改正があって３％の介

護報酬等の改正もなされました。

その中には、５０床当たりの特養の赤字の解消

は、看護体制の加算だとか資格習得の強化、あるい

は賃金体系の充実、あるいは質の高い介護職員等の

充実などなど、いろいろあるのですが、そういった

ものにこういったものがカウントされてきているか

というふうに思いますが、上富良野町では基金と同

時にそういうものの反映というか、そういったもの

に対する改善された部分。去年からは賃金体系は変

わりましたが、これは前からですから、この部分は

カウントされないのだろうと思いますが、そういっ

たものも含めたどういうような予算内容というか、

前回も聞きましたけれども、もう一度確認しておき

たいと思います。

保健福祉課長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御○保健福祉課長（岡崎光良君）

質問にお答え申し上げたいと思います。

平成２１年度からの３％の増額であります。これ

は御意見のように、介護従事者の処遇改善を図ると

いう目的でありますけれども、そこでそれぞれの事

業者において、一定条件をクリアすることによって

というそれぞれの項目ごとの基準もございますけれ

ども、３％の増額を受けとめて、各事業者において

判断すべき事業でございます。

そこで上富良野町の取り扱いにおきましては、介

護従事者の賃金単価というものを将来にわたって一

定の経験年数をクリアするといった条件のもとに、

増額改定を図るという措置をとっているところでご

ざいます。既に、実施済みということで、継続して

いく考えであります。

以上であります。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

充実していくということ○５番（米沢義英君)

で、よろしいかというふうに思いますが、ただ、現

状を見ましたら、果たしてこの３％の枠内での課題

ということで、いろいろと指摘されております。そ

ういった改善につながらない、実際、整備等にいく

のではないかということも含めて、施設の整備が

あったりだとかいろいろあります。実質５％ぐらい

が引き上がらなければならないというような話も、

現場の方に聞きましたら、そういう話も出てきてお

りますので、こういった部分本当にそういった趣旨

に、国が進める趣旨に沿った基金の改善、あるいは

施設等、あるいは処遇の改善や質の改善のところま

でいくような財源が、本当に来ているのかというこ

とになればちょっと疑問なのですが、その点は担当

の課長として、この点どのようにお考えなのかお伺

いいたします。

保健福祉課長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の再○保健福祉課長（岡崎光良君）

質問でございますけれども、やはり国においての一

定の基準のもとに介護報酬の見直しがなされたと、

それが施設、それから訪問におきましてのそれぞれ
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の改善の幅というものがありますけれども、それを

受けとめてやはり介護サービスを提供する側とし

て、処遇改善を図るための自己の努力というものが

必要になるというふうに思っております。それが３

％でどのぐらい、十分なのかどうかということにつ

きましては、私どもの段階で明言できるものではあ

りませんけれども、この額の範囲において私どもと

いたしましては基金を造成し、そして給付に反映を

していくという形で、事業者としてそれを受けとめ

て、改善を図っていただくような形で進めてまいり

たいというふうに考えております。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第５ 議案第２２号

日程第５ 議案第２２号上○議長（西村昭教君）

富良野町在宅福祉事業に関する条例の一部を改正す

る条例の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。

ただいま上程され○保健福祉課長（岡崎光良君）

ました議案第２２号上富良野町在宅福祉事業に関す

る条例の一部を改正する条例につきまして、提案の

要旨を御説明申し上げます。

本町においても高齢化が進展しており、高齢者等

の在宅生活を支援する観点から、本条例に基づき高

齢者等の在宅生活の支援策を展開しているところで

ございます。その事業の中の配食サービスに関しま

して、その利用料を現行料金を見直し、効果的な

サービス提供を進めるため、条例の一部を改正する

ものであります。

以下、議案朗読をもって説明といたします。

議案第２２号上富良野町在宅福祉事業に関する条

例の一部を改正する条例。

上富良野町在宅福祉事業に関する条例（平成１２

年上富良野町条例第１４号）の一部を次のように改

正する。

別表１につきましてですが、条例第４条に基づき

ます事業内容ごとのサービス、それから対象者、利

用料についての規定するものであります。

その別表１中の配食サービスの部の利用料の欄、

「１食７００円」を「１食４５０円」に改める。

附則。この条例は、平成２１年４月１日から施行

する。

以上説明といたします。

御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２２号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第６ 議案第２３号

日程第６ 議案第２３号上○議長（西村昭教君）

富良野町介護保険条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。

ただいま上程され○保健福祉課長（岡崎光良君）

ました議案第２３号上富良野町介護保険条例の一部

を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説明

いたします。

平成２１年度から２３年度までの第４期介護保険

事業計画期間におけます介護保険事業計画におい

て、第１号被保険者の保険料を算出した結果、基準

額でこれまでの各年度４万２,０００円を１,２００

円引き上げ４万３,０００円とし、月額では３,５０

０円から３,６００円に改めようとするものであり

ます。

なお、所得階層の区分につきましては、本町では

これまで７階層としてきたところでありますが、国

の政令改正により、第４期計画におきまして、保険

料率の基準となる第４段階を細分化できることとさ

れました。本町では、このことから平成２０年度限

りで激変緩和措置がなくなるということも参酌し、

第４期計画において、第４段階のうち一定収入以下

の方の保険料を減額するため、第４段階を二つに分

けることとし、実質８段階構成とするよう提案する

ものであります。

以下、条文を追って御説明申し上げます。

議案第２３号上富良野町介護保険条例の一部を改
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正する条例。

上富良野町介護保険条例（平成１２年上富良野町

条例第１１号）の一部を次のように改正する。

第３条を次のように改める。

第３条第１項は、第４期介護保険計画の平成２１

年度から２３年度までの第１号保険者の保険料率の

定めであります。

同条同項第１号は、町民税非課税世帯で、本人が

老齢福祉年金受給もしくは生活保護受給の段階であ

りますが、基準額の０.５の割合、２万１,６００

円、月額では１,８００円であります。

同じく第２号は、町民税非課税世帯で、本人課税

年金収入額と合計所得金額が８０万円以下の者の階

層でありますが、保険料率を０.６の割合とし、２

万５,９２０円、月額では２,１６０円とします。

同じく第３号は、第１号及び第２号に該当しない

町民税非課税世帯で、料率を０.７５とし、３万２,

４００円となります。月額では２,７００円であり

ます。

同じく第４号は、町民税課税世帯で本人が町民税

非課税、保険料率の基準となる階層でありまして、

４万３,２００円となります。月額では３,６００円

となります。

同じく第５号であります。本人が町民税課税で、

合計所得金額が２００万円未満、料率は１.２５の

割合で５万４,０００円となります。月額では４,５

００円となります。

同じく第６号は、本人が町民税課税で合計所得金

額が２００万円以上３００万円未満、料率は１.４

の割合で、６万４８０円となります。月額では５,

０４０円となります。

同じく第７号は、本人が町民税課税で合計所得金

額が３００万円以上、料率は１.５で、６万４,８０

０円となります。月額では５,４００円と定めるも

のであります。

附則。１、本条例の施行を２１年４月１日からと

定めるものであります。

２といたしまして、保険料に関する経過措置で、

本改正以前については、従前のとおりとするもので

あります。

３といたしまして、平成２１年度から平成２３年

度までの保険料率の特例措置として、標準割合の段

階のうち、合計所得金額が一定額以下の方を対象と

して、標準割合を下回る割合として３万８,０００

円を定めるものであります。

以上、説明といたします。

御審議いただき、お認めくださいますようお願い

いたします。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第７ 議案第２４号

日程第７ 議案第２４号上○議長（西村昭教君）

富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療

費の助成に関する条例及び上富良野町乳幼児等の医

療費助成に関する条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

町民生活課長。

ただいま上程され○町民生活課長（田中利幸君）

ました議案第２４号上富良野町重度心身障害者及び

ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例及び上

富良野町乳幼児等の医療費助成に関する条例の一部

を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説明

いたします。

北海道医療給付事業におきましては、児童福祉法

第２７条第１項第３号に規定する措置により里親に

委託され、または児童福祉施設に入所し、医療の給

付を受けている者については、助成対象外となって

いるところでありますが、このたび児童福祉法の一

部を改正する法律が平成２１年４月１日より施行さ

れ、同法第２７条第１項第３号に小規模住居型児童

養育事業を行う者が新たに加えられたことから、同

施設に委託され医療の給付を受ける者についても助

成対象外とするよう、関係条例の一部を改正するも

のであります。

なお、小規模住居型児童養育事業の対象となる児

童等の医療費の給付につきましては、里親に委託さ

れ、また児童福祉施設に入所している者と同様に、

北海道が直接支弁する仕組みとなっております。

それでは以下につきまして、議案の朗読は省略さ

せていただきまして、その主な改正点のみ内容の説

明といたしますので、御了承願いたいと思います。

議案第２４号上富良野町重度心身障害者及びひと

り親家庭等の医療費の助成に関する条例及び上富良

野町乳幼児等の医療費助成に関する条例の一部を改

正する条例。

第１条は、上富良野町重度心身障害者及びひとり
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親家庭等の医療費の助成に関する条例第３条第２号

中に「小規模住居型児童養育事業を行う者若しく

は」を追加するものであります。

第２条につきましては、上富良野町乳幼児等の医

療費助成に関する条例第３条第２号中に「小規模住

居型児童養育事業を行う者若しくは」を追加するも

のであります。

附則。この条例は、平成２１年４月１日から施行

する。

以上、説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２４号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第８ 議案第２５号

日程第８ 議案第２５号上○議長（西村昭教君）

富良野町農地防災機能増進事業分担金の徴収に関す

る条例の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

産業振興課長。

ただいま上程され○産業振興課長（伊藤芳昭君）

ました議案第２５号上富良野町農地防災機能増進事

業分担金の徴収に関する条例につきまして、提案の

要旨を御説明申し上げます。

本事業につきましては、平成２０年４月１日に農

地の防災機能増進事業として採択され、北海道が平

成２３年度までの期間に実施する事業であります。

本事業に伴い、当該事業によって改修された施設

について、農地防災機能が増進され、利益を受けた

利益者から分担金を徴収するものであります。

基準となります徴収額及び負担率につきまして

は、現在、道営経営体育成基盤整備事業が実施され

ており、パワーアップ事業との整合性・統一性を図

り、同じ負担率を用いることといたします。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第２５号上富良野町農地防災機能増進事業分

担金の徴収に関する条例。

１条は、目的にかかわるものでございます。

２条につきましては、分担金の額及び基準にかか

わるものでございます。

３条、納付義務者にかかわるものでございます。

４条につきましては、分担金の徴収方法にかかわ

るものでございます。

５条につきましては、納期日の変更及び減免等に

かかわるものでございます。

６条につきましては、その他の規定でございま

す。

附則。この条例は、平成２１年４月１日から施行

する。

以上で、説明とさせていただきます。

御審議いただきまして、御決議賜りますようお願

い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２５号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第９ 議案第２６号

日程第９ 議案第２６号上○議長（西村昭教君）

富良野町農業振興資金融資条例の一部を改正する条

例の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

産業振興課長。

ただいま上程され○産業振興課長（伊藤芳昭君）

ました議案第２６号上富良野町農業振興資金融資条

例の一部を改正する条例につきまして、提案の要旨

を御説明申し上げます。

平成２１年度よりスタートとなります第６次農業

振興計画に基づき、農業経営の安定を図り、農業奨

励策を実践する農業者に対し、本融資条例によりま

して内容の充実を図り、支援を継続するための所要

の改正を行うものでございます。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第２６号上富良野町農業振興資金融資条例の

一部を改正する条例。

上富良野町農業振興資金融資条例（昭和５９年上

富良野町条例第５号）の一部を次のように改正す
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る。

第２条を次のように改める。

（融資の対象者）

第２条、農業振興資金の融資を受けることができ

る者は、次の各号に掲げる者とする。

(1)自ら農業を営む個人（以下「農業者」とい

う。）

(2)農業者が共同で生産に関する活動又は機械、

施設等の利用を目的とする組織及び農地法（昭和２

７年法律第２２９号）第２条第７項による農業生産

法人（以下「生産組織」という。）

第３条第１号を次のように改める。

(1)融資額は２０万円以上５００万円（生産組織

にあっては、１００万円以上１,０００万円）まで

の範囲内の額で、かつ、事業費以内の額とする。

第３条第２号イを次のように改める。

イ、牛・豚舎の増改築及び改修のための資金。

第３条第２号カ及びキを次のように改める。

カ、経営所得安定対策に伴う基盤整備資金。

キ、経営所得安定対策に伴う機械施設導入資金。

第４条第３号中「元金均等年賦償還」の次に「又

は元金均等月賦償還」を加え、同条第４号を次のよ

うに改める。

(4)前条第２号に掲げる融資対象事業のうち同号

ウ、エ又はキに掲げる融資事業に対する融資は、農

業者３戸以上の共同利用を原則とする。

第６条中「町長が別に設置する選考委員会」を

「町長が別に設置する会議」に改める。

附則。１、この条例は、平成２１年４月１日から

施行する。

２、この条例の施行の際、現に融資を受けている

者の取り扱いは、なお従前の例による。

以上で説明とさせていただきます。

御審議いただきまして、御議決賜りますようお願

い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

質疑に入ります。

２番村上和子君。

第４条第３号中「元金均等○２番（村上和子君）

年賦償還」の次に「又は元金均等月賦償還」を加

え、同条第４号を次のように改めるとありますが、

ここは月賦でも年賦でもいいということですので、

理解できるところですが、次の４項の前条第２号に

掲げる融資対象事業のうち同号ウ、エ又はキに掲げ

る融資事業に対する融資は、農業者３戸以上の共同

利用を原則とすると、このように改正するというこ

とでありますが、前の条例を見ますと、融資対象事

業に対する融資は、アからケまでだったのですが、

今回、ウ、これは今説明ありました第６次農業振興

計画に照らし合わせて、地力増進だとか輪作だとか

水田こういった項目に力を入れるということだと思

うのですけれども、ウ、エまたはキ、水田に限って

原則とするというところはあれなのですけれども、

その後にありました「ただし、ア、イ、オ、カ、ク

及びケに掲げる融資等に対する融資は、農業者１戸

でも対象とする」とあったのですが、ここの部分は

なくなるということでしょうか。

それから、その次の第６条中「町長が別に設置す

る選考委員会」を「町長が別に設置する会議」に改

めるということですが、これは選考委員というの

は、選考委員に決まった人方の意見を聞くというこ

とが、今度は、町長が別に設置する会議というの

は、どのような意味の違いがあるのでしょうか。

ちょっと、その何点かお尋ねしたい。

産業振興課長、答弁。○議長（西村昭教君）

２番村上議員の御○産業振興課長（伊藤芳昭君）

質問にお答えを申し上げます。

まず、農業者３戸以上の利用の部分でございます

けれども、この部分につきましては、第６次農業振

興計画の中で農業機械の導入を入れましたことか

ら、原則、農業機械については３戸以上ということ

で改めさせていただきました。

２点目の「町長が別に設置する会議」等でござい

ますけれども、従来、農協・役場・普及所と経営安

定経営改善協議会が設置されておりまして、この中

で資金等の融資についての審議がなされているもの

ですから、この会議を使いまして、今後、この融資

条例についても文言を精査していただいたというこ

とでございます。

従来、町長が設置する選考委員会という言葉であ

りましたけれども、現在は、私が説明申し上げたと

おり、農協の金融と上富良野町と農業普及所と、そ

ういう団体で農業にかかわる協議会、会議等やって

おりますので、この中で今後、協議をしていくとい

うことでございます。

以上でございます。

２番村上和子君。○議長（西村昭教君）

余り選考委員とどういうふ○２番（村上和子君）

うに意味が、違いが、ちょっと理由が、会議に、そ

の都度メンバーがかわるわけではないのですよね、

決められたところに会議をかけるということ。

それと、では、「ただし……」以降の文言はどう

なるのでしょうか。今までは、対象事業に対する融

資はアからケまでだったのですけれども、今度は

ウ、エまたはキにということなので、そこのところ

はわかりましたけれども、その後の「ただし……」

という文言はどのようになるのでしょうか。これに
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は「ただし同項ア、イ、オ、カ、ク及びケに掲げる

融資事業に対する融資は農業者１戸でも対象とす

る」とありましたところはどうなるのでしょうか、

ちょっとお尋ねしたい。

産業振興課長、答弁。○議長（西村昭教君）

２番村上議員の御○産業振興課長（伊藤芳昭君）

質問にお答え申し上げます。

その部分については１戸でも、従前どおり対象で

ございます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

５番米沢義英君。

この条例の中には、利率に○５番（米沢義英君)

ついては町と金融機関で協議するという形になって

いるかと思いますが、これは実際、今、借り入れら

れている方等についてはどういう利率なのか。ま

た、変動によっても利率が変わるかと思いますが、

そういう場合は一定、町のほうでの利率設定という

のはあるのかどうなのかという点。さらに、この融

資に当たっては例えば被害を受けた場合、条例に書

いてありますが、借りている方が何らかの天災・人

災いろいろあると思いますが、融資を受けた場合の

特例措置という形で表現されておりますが、こうい

う場合の融資の条件、あるいは借りていてなおか

つ、そういうことはないと思うのですが、またこれ

を利用したいという形のという方はめったに、まず

ないかと思いますが、そういう場合は、こういうも

のが再度借りれるような条件があるのかどうなのか

ということも含めて、お伺いしておきたいと思いま

す。

産業振興課長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御○産業振興課長（伊藤芳昭君）

質問にお答えを申し上げます。

まず１点目の利率の御質問でございますけれど

も、これは今現在、第５次農業振興計画の中では２

％上限ということで、それで今回、第６次農業振興

計画を実施するわけでございますけれども、２％と

いう文言を外しまして低金利ということで、これは

各情勢を見ながら、農協のほうと調整をしながら金

利を決めていきたい。

それと、被害に遭われた方につきましては、先ほ

ども言いました協議会がございますので、協議会の

中で協議をした中でどういう措置をするべきなの

か、その中で検討していけるものと思っておりま

す。

また、次の融資のかかわる問題でございますけれ

ども、その点につきましてもやはり協議会の中で協

議をした中で、可能な限り実施できるものについて

は支援していきたいと、このように思っておりま

す。

以上でございます。

５番米沢義英君。○議長（西村昭教君）

利率については協議する○５番（米沢義英君)

と、なるべく安い金利で融資したいということであ

りますが、いろいろ幅はあるかと思いますが、現場

のいわゆる情勢によって平均的な金利以下で融資す

るということの解釈でよろしいですか。どうなのか

ということですが、そこら辺よくわからないのと、

それともう一つ。

これは今までこういった審査の対象は、計画書等

が金融機関で確認される、当然、計画も確認されま

す。こういった項目に合わなくて、融資がかなわな

かったという例等もありますか。

産業振興課長、答弁。○議長（西村昭教君）

第１点目の金利で○産業振興課長（伊藤芳昭君）

ございますけれども、これは先ほど言いましたよう

に、利率がはっきりしていないものですから、先ほ

どと同じような答弁になりますけれども、第５次農

業振興計画の中では２％上限ということで明記させ

ていただきましたけれども、第６次農業振興計画の

中には低金利ということで、今、通常かなり金利等

も下がっておりますので、その辺は農協の金融機関

と調整をしながら決めていきたい。

それと、今の審査の部分でございますけれども、

私が入っている会議の中では、いろいろな協議の中

では上がってくる分については、皆さん採択になっ

たということで承知しておりますけれども、協議の

中では。

以上でございます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２６号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１０ 議案第２７号

日程第１０ 議案第２７号○議長（西村昭教君）

上富良野町営農改善資金融資条例の一部を改正する

条例の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

産業振興課長。

ただいま上程され○産業振興課長（伊藤芳昭君）

ました議案第２７号上富良野町営農改善資金融資条

例の一部を改正する条例につきまして、提案の要旨
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を御説明いたします。

平成２１年度からスタートとなります第６次農業

振興計画に基づき、農業経営の安定を図るため、施

設の近代化と農業生産力の増強を計画し実践する農

業者に対し、国、または北海道が行う助成制度の対

象とならないものについて、本融資条例により資金

融資内容の充実を図り、支援を継続するため所要の

改正を行うものでございます。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第２７号上富良野町営農改善資金融資条例の

一部を改正する条例。

上富良野町営農改善資金融資条例（平成６年上富

良野町条例第８号）の一部を次のように改正する。

第３条第１号を次のように改める。

(1)生産振興事業。

第５条中「平成１６年度から平成２０年度」を

「平成２１年度から平成２５年度」に改める。

附則。この条例は、平成２１年４月１日から施行

する。

２、この条例の施行の際、現に融資を受けている

者の取り扱いは、なお従前の例による。

以上で、説明とさせていただきます。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

５番米沢義英君。

今回の改正で、名称そのも○５番（米沢義英君）

のが変わったというふうに思いますが、ちょっとわ

かりませんので、従来と変わった点等々について、

生産振興事業ということですから、従来の奨励作物

導入事業よりもさらに幅が広がったのかなというふ

うな印象も見受けられますので、この点、制度の改

正でどういうように変わったのか、お伺いしておき

たいと思います。

産業振興課長、答弁。○議長（西村昭教君）

５番米沢議員の御○産業振興課長（伊藤芳昭君）

質問にお答え申し上げます。

まず文言、生産振興事業の名前の関係でございま

すけれども、従前、奨励作物事業ということで実施

しておりましたけれども、この中に今回第６次農業

振興計画において、小規模土地改良事業を入れまし

て、生産性の高い事業について補助をしていきたい

と。その中で一つ例を挙げさせていただければ、暗

渠排水ですとか、除礫ですとか、心破ですとか、そ

ういうものについて補助対象にしたということで、

生産振興事業ということで名前を改正させていただ

いたということでございます。

以上でございます。

ほかにございませんか。○議長（西村昭教君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第２７号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１１ 議案第３５号

日程第１１ 議案第３５号○議長（西村昭教君）

上富良野町公共施設整備基金の一部支消の件を議題

といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま上程いただき○総務課長（服部久和君）

ました議案第３５号上富良野町公共施設整備基金の

一部支消の件につきまして、提案要旨を御説明申し

上げます。

地域活性化生活対策臨時交付金を財源とし、島津

公園整備事業に充当するために、平成２０年度に同

基金に３,０００万円の積み立てをすることをさき

の臨時会において議決をいただいたところでありま

す。平成２１年度の一般会計予算の編成に当たりま

して、予定どおり、島津公園整備事業の財源に充て

るために基金の一部を使用するため、議会の議決を

得ようとするものであります。

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。

議案第３５号上富良野町公共施設整備基金の一部

支消の件。

上富良野町公共施設整備基金の一部を次により使

用するため、上富良野町公共施設整備基金条例第６

条第２号の規定により、議会の議決を求める。

記。１、支消金額、３,０００万円。

２、使用目的、公共施設の更新及び改善に多額の

経費を必要とするため。

３、使用年度、平成２１年度。

以上、説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第３５号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１２ 議案第３６号

日程第１２ 議案第３６号○議長（西村昭教君）

上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件を議

題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

ただいま上程いただき○総務課長（服部久和君）

ました議案第３６号上富良野町十勝岳地区振興基金

の一部支消の件につきまして、提案要旨を御説明申

し上げます。

平成２１年度の一般会計予算の編成に当たりまし

て、吹上温泉保養センター改修費の財源に充てるた

めに、基金の一部を使用するため、議会の議決を得

ようとするものであります。

以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。

議案第３６号上富良野町十勝岳地区振興基金の一

部支消の件。

上富良野町十勝岳地区振興基金の一部を次により

使用するため、上富良野町十勝岳地区振興基金条例

第６条第５号の規定により、議会の議決を求める。

記。１、支消金額、１,２４０万円。

２、使用目的、十勝岳地区の公共施設の維持、修

繕に関する事業に充てるため。

３、使用年度、平成２１年度。

以上、説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第３６号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１３ 議案第３７号

日程第１３ 議案第３７号○議長（西村昭教君）

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の

件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

町民生活課長。

ただいま上程され○町民生活課長（田中利幸君）

ました議案第３７号上富良野町国民健康保険財政調

整基金の一部支消の件につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。

平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計に

おきまして、歳入財源であります国民健康保険税、

国庫支出金、調整交付金、保険基盤安定繰入金等を

見積もり、歳出の保険給付費に充当し、予算の計上

をしておりましたが、なお、不足する２,６００万

円を財政調整基金から支消し、保険給付費の財源に

充てようとするところであります。

なお、財政調整基金の当該支消後の予算残高は

２,６０４万７,０００円となるところであります。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第３７号上富良野町国民健康保険財政調整基

金の一部支消の件。

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部を次

により使用するため、上富良野町国民健康保険財政

調整基金条例第６条の規定により、議会の議決を求

める。

記。１、支消金額、２,６００万円。

２、使用目的、保険給付費に必要な財源に充当す

るため。

３、使用年度、平成２１年度。

以上、説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、議案第３７号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１４ 予算特別委員会付託

日程第１４ 予算特別委員○議長（西村昭教君）
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会に付託審査の議案第１号平成２１年度上富良野町

一般会計予算、議案第２号平成２１年度上富良野町

国民健康保険特別会計予算、議案第３号平成２１年

度上富良野町老人保健特別会計予算、議案第４号平

成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予

算、議案第５号平成２１年度上富良野町介護保険特

別会計予算、議案第６号平成２１年度上富良野町ラ

ベンダーハイツ事業特別会計予算、議案第７号平成

２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算、議

案第８号平成２１年度上富良野町公共下水道事業特

別会計予算、議案第９号平成２１年度上富良野町水

道事業会計予算、議案第１０号平成２１年度上富良

野町病院事業会計予算の件を一括議題といたしま

す。

本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。

予算特別委員長、長谷川徳行君。

予算特別委員○予算特別委員長（長谷川徳行君）

会報告を、朗読をもって報告申し上げます。

予算特別委員会審査報告書。

本委員会に付託された議案は、審査の結果、次の

とおり決定したので、会議規則第７７条の規定によ

り、審査の経過等を付し報告する。

予算特別委員長、長谷川徳行。

記。１、審査の経過。

本委員会は３月１３日に設置され、同日、議案第

１号、議案第２号、議案第３号、議案第４号、議案

第５号、議案第６号、議案第７号、議案第８号、議

案第９号及び議案第１０号が付託された。

３月２３日に委員会を開き、正・副委員長、各分

科長を選出し、直ちに議案審議に入り、議案第１号

一般会計予算、歳入各款と歳出１款から４款まで款

別ごとに質疑を行い、理事者の答弁を求めた。

３月２４日に委員会を開き、議案第１号、一般会

計予算、歳出５款から予算調書まで款別ごとに質疑

を行い、理事者の答弁を求めた。

３月２５日に委員会を開き、議案第２号、議案第

３号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案

第７号、議案第８号、議案第９号及び議案第１０号

について、それぞれ歳入歳出を一括して質疑を行

い、理事者の答弁を求めた。

３月２６日に委員会を開き、各議案の審査意見を

集約してから、討論と採決を行った。

議案審査での主な意見は、別記のとおりである。

２、表決。議案第１号は討論を行い、議案第２号

から議案第１０号は討論を行わず、議案ごとに起立

による採決を行った結果、全議案が賛成多数により

原案可決となった。

３、結果。

１、議案第１号平成２１年度上富良野町一般会計

予算、原案可決。

２、議案第２号平成２１年度上富良野町国民健康

保険特別会計予算、原案可決。

３、議案第３号平成２１年度上富良野町老人保健

特別会計予算、原案可決。

４、議案第４号平成２１年度上富良野町後期高齢

者医療特別会計予算、原案可決。

５、議案第５号平成２１年度上富良野町介護保険

特別会計予算、原案可決。

６、議案第６号平成２１年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算、原案可決。

７、議案第７号平成２１年度上富良野町簡易水道

事業特別会計予算、原案可決。

８、議案第８号平成２１年度上富良野町公共下水

道事業特別会計予算、原案可決。

９、議案第９号平成２１年度上富良野町水道事業

会計予算、原案可決。

１０、議案第１０号平成２１年度上富良野町病院

事業会計予算、原案可決。

なお、別記平成２１年度各会計予算特別委員会審

査意見につきましては、説明を省略させていただき

ます。

以上で、予算特別委員会審査意見の報告といたし

ます。

お諮りいたします。○議長（西村昭教君）

本件に対する委員長報告は、意見を付して、すべ

て原案可決であります。

委員長の報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、議案第１号、第２号、第３号、第４号、

第５号、第６号、第７号、第８号、第９号並びに第

１０号は、委員長の報告のとおり決しました。

暫時休憩といたします。

──────────────────

午前１０時１１分 休憩

午前１０時３５分 再開

──────────────────

休憩前に引き続き、会議を○議長（西村昭教君）

再開いたします。

──────────────────

◎日程第１５ 諮問第１号

日程第１５ 諮問第１号人○議長（西村昭教君）

権擁護委員候補者の推薦の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

町長向山富夫君。

ただいま上程いただきまし○町長（向山富夫君）

た諮問第１号について御説明申し上げます。
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現在、当町におきましては、４名の人権擁護委員

さんが御活躍でございますが、うち１名、佐々木幸

子さんにおきまして、任期満了を迎えることとなり

まして、法務大臣のほうに新たに御推薦申し上げる

という手続きが必要となってまいりまして、佐々木

幸子さんにおきましては、本人の了解をいただいて

おりますことから、引き続きその任に当たってほし

いということで御推薦申し上げたいと。

御案内のように、人格、識見ともにすぐれた方で

ございまして、十分な経験も積まれているというこ

とで、法務大臣のほうへ御推薦申し上げたいという

ことで、御提案させていただきたいと思います。

以下、議案を朗読をもって説明にかえさせていた

だきたいと思います。

諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件。

人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したい

ので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議

会の意見を求める。

記。

住所、上富良野町富町１丁目２番４３号。氏名、

佐々木幸子。昭和１７年６月１３生まれ。

以上でございます。

御了解賜りますようお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

お諮りいたします。

本件は先例に基づき、質疑、討論を省略し、直ち

に採決をいたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

これより、諮問第１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり適任と認めることに御異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり適任と認めること

に決しました。

──────────────────

◎日程第１６ 発議案第１号

日程第１６ 発議案第１号○議長（西村昭教君）

町長の専決事項指定の件を議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

１１番渡部洋己君。

ただいま上程いただきま○１１番（渡部洋己君）

した発議案第１号について、朗読をもって説明いた

したいと思います。

発議案第１号町長の専決事項指定の件。

上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。

提出者、上富良野町議会議員渡部洋己。

賛成者、上富良野町議会議員中村有秀。

町長の専決事項指定の件。

次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。

記。平成２１年度の地方税法の一部改正に伴う上

富良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０

号）の一部を改正すること。

以上、説明を終わらせていただきます。

審議いただきまして、議決くださいますようお願

いいたします。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって、○議長（西村昭教君）

質疑、討論を終了いたします。

これより、発議案第１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１７ 発議案第２号から

日程第１９ 発議案第４号まで

日程第１７ 発議案第２号○議長（西村昭教君）

北海道の自衛隊体制維持を求める意見の件、日程第

１８ 発議案第３号平成２１年度酪農畜産政策・価

格対策に関する意見の件、日程第１９ 発議案第４

号中山間地域等直接支払い交付金制度の継続に関す

る意見の件を一括して議題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

１１番渡部洋己君。

ただいま上程いただきま○１１番（渡部洋己君）

した発議案第２号について、朗読をもって説明いた

したいと思います。

発議案第２号北海道の自衛隊体制維持を求める意

見の件。

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。

提出者、上富良野町議会議員渡部洋己。

賛成者、上富良野町議会議員中村有秀。

裏面をごらんいただきたいと思います。

北海道の自衛隊体制維持を求める意見書。

北海道に配置されている自衛隊は、国土防衛はも

とより、災害発生時の救援・救難活動や救急患者の
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搬送など、住民の安全と安心の確保に向けて、大き

な役割を果たしてきたところであるが、近年第５師

団及び第１１師団が旅団化されるなど、特に陸上自

衛隊の削減が行われ、地域の安全と安定、さらには

地域経済や地域社会に大きな影響を与えていること

は、大変遺憾である。

現在、国においては、平成２１年末をめどに「防

衛計画の大綱の見直し」と「次期中期防衛力整備計

画の策定」の検討に着手されていると承知している

が、今後、さらに本町における自衛隊の大幅な削減

は、我が国の防衛上の問題はもとより、災害発生時

の派遣や地域経済への影響など、さらに大きな影響

を及ぼすことは必至である。

また、本道には、大規模な演習場や射場など整備

がされた施設が存在し、１年を通して本町の部隊の

みならず全国の部隊がこれらの施設を活用するな

ど、長年にわたる地域の自衛隊に対するバックアッ

プ体制があり、その有形無形の体制は一朝一夕で得

られるものではなく、その貴重な財産を将来にわ

たって活用すべきである。

よって、国においては、「防衛計画の大綱の見直

し」及び「次期中期防衛力整備計画の策定」に際

し、地域の意向を十分に配慮され、本道における自

衛隊の体制が確実に維持されるよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

あて先として、衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、防衛大臣。

以上であります。

続きまして、発議案第３号の説明をいたしたいと

思います。

発議案第３号平成２１年度酪農畜産政策・価格対

策に関する意見の件。

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。

提出者、上富良野町議会議員渡部洋己。

賛成者、上富良野町議会議員中村有秀。

裏面をごらんいただきたいと思います。

平成２１年度酪農畜産政策・価格対策に関する意

見書。

本道の酪農畜産は、ここ数年に及ぶ配合飼料等の

価格高騰や販売価格の低迷等の影響により、厳しい

経営を余儀なくされている。

その結果、経営収支の悪化による負債の累積や担

い手の減少等が顕在化し、将来にわたる畜産物の安

定的な供給体制が危惧される状況である。

そのような中、国は食料自給率をおおむね１０年

後に５０％へ引き上げる目標を示しており、また、

さきの内閣府の世論調査においても「食料自給率を

高めるべき」との意見が、約９３％に上がってい

る。

今後の農業政策の展開に当たって、食料自給率の

向上を図っていくことは極めて重要な基本方針であ

り、その目標を確実に実現していくため、政府一体

となった中で、地域の実情を踏まえた実効性のある

政策を着実、かつ集中的に実施していく必要があ

る。

以上のことから、食料自給率の向上や地域経済の

維持・発展等に向け、その重要な役割を有している

多様な担い手の育成・確保とともに、生産者が将来

展望を持ち、安心して営農に携わることができる政

策の確立に向けて、次のことを要望する。

記。１、食料自給率目標の実現に向けた政策を強

力に推進するとともに、それらを実現し得る万全な

予算を確保すること。

２、ＷＴＯ農業交渉対策においては、適切な国境

措置の確保に向け、毅然とした姿勢で交渉に臨むこ

と。

３、乳用種等の肉用子牛保証基準価格は、現行水

準以上とするとともに、乳用種等の肉用牛育成経営

の安定に資するよう、生産性向上等の取り組みに対

する支援対策を措置すること。

４、乳用種等の肉用牛肥育経営の再生産の確保と

経営安定が図られよう、物財費割れの部分（４割相

当）に対する経営支援対策を措置すること。

５、養豚経営の安定に資するよう、各種事業の充

実強化を図ること。

６、畜産物への適切な価格転嫁を図るための環境

整備に向けた国の強力な支援と、消費拡大対策の充

実強化を図ること。

７、自給飼料生産基盤の強化に向けた各種事業の

充実強化と十分な予算を確保すること。

８、ＢＳＥ関連対策の円滑な推進と十分な予算の

確保を図ること。

９、負債償還圧の軽減に資するよう金利緩和措置

の継続とあわせ、スーパーＬ資金等の予算枠を確保

すること。

１０、家畜排せつ物利活用促進事業における２分

の１補助つきリース事業においては、地域の実態を

踏まえた要件緩和と十分な予算の確保を図ること。

１１、海外悪性伝染病の万全な侵入防止対策とと

もに、家畜伝染病の発生農家の経営再建に向け、家

畜防疫互助事業による支援対策の充実強化等を図る

こと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

あて先として、衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、財務・金融大臣、農林水産大臣。



― 136 ―

以上であります。

続きまして、発議案第４号の説明をいたしたいと

思います。

発議案第４号中山間地域等直接支払い交付金制度

の継続に関する意見の件。

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。

提出者、上富良野町議会議員渡部洋己。

賛成者、上富良野町議会議員中村有秀。

裏面をごらんいただきたいと思います。

中山間地域等直接支払い交付金制度の継続に関す

る意見書。

中山間地域等直接支払い交付金制度については、

農業生産条件が不利な地域において、農業生産の維

持を図りながら、多面的機能の維持を図ることを目

的に、平成１２年度より５カ年間実施され、さらに

平成１７年度より２１年度まで、新たな５カ年対策

として実施されている。

北海道においては、本制度の実施により、①耕作

放棄地の発生防止、②集落・地域活動の活性化、③

国土保全など多面的機能の維持、④生産性・収益向

上等に大きな成果を発揮しているが、仮に実施期間

終了をもって制度が打ち切られた場合、農業生産活

動や地域社会の維持に重大な支障を来すことが懸念

される。

ついては、平成２２年度以降の中山間地域等直接

支払い交付金制度の継続に向け、下記のとおり要望

する。

記。北海道における農業生産基盤の維持や集落・

地域活動の活性化、生産性・収益のさらなる向上等

を図るため、平成２２年度以降においても現行の中

山間地域等直接支払い交付金制度を堅持・維持する

こと。

以上、地方自治法第９９条の規定より意見書を提

出する。

あて先として、衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、財務・金融大臣、農林水産大臣。

以上で、３本の説明を終わりたいと思います。

審議いただきまして、議決くださいますようお願

いいたします。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

５番米沢義英君。

自衛隊維持を求める意見書○５番（米沢義英君)

について、若干、質問したいというふうに思いま

す。

私、自衛隊維持については、この意見書を提出す

るのは、やめるべきだというふうに考えています。

お伺いしたいのは、この記述の中にも防衛大綱の

見直し、あるいは地域防衛力整備計画の策定に対し

て、地域の意向を十分に配慮されたいという形に

なっております。

考えてみますと、この二つの計画そのものは、地

域の経済を活性化させるという目的の計画ではない

ということです。そうなりますと、何が目的かとい

うことになるのですが、これはアメリカが海外で武

力行使を行った場合、有事を想定した場合の計画で

あって、それによって自衛隊の旅団化・機構化とい

う形の中で、縮小・再編成が行われているというこ

とをきっちり見る必要があるというふうには思いま

すが、この点どういうように解釈されているでしょ

うか。

そうしますと、当然、自衛隊そのものは軍隊であ

りますから、憲法９条にも抵触しているわけであり

ます。私たちは、将来的には縮小・再編という形の

中で、住民の意見を聞きながら将来的に廃止すべき

だという方向をとっています。また、当面どうする

のかという点では、自衛隊員も国民ですから、憲法

の名のもとで暮らしを守る、そして生活するという

ことは、当然だというふうに思います。

ただ、今回の自衛隊の再編・整備というのは、あ

くまでも有事を想定した中での防衛力強化、増強・

縮小ということですから、このことを考えた場合、

かなり意見書の提出そのものには問題があるという

ふうに考えておりますが、この点どうかということ

です。

それともう一つは、当然そうなれば、将来的には

自衛隊員の減少というのは必然的な流れになりま

す。そうすれば、また、将来的に自衛隊が減って右

往左往するのではなくて、やはり地域の経済力をど

う高めるかという、こういう計画をしっかり持つと

いうことが必要になってきているというふうに私は

考えます。

そういう意味では、縮小された場合においても国

に対して、地域の経済の活性化につながる振興策や

交付税等の措置、また、町独自においても少しでも

定住化させてきて、上富良野町において定住化して

もらえるような経済振興対策をきっちりとることな

しに、こういった人口の縮減というものは、それを

縮減に対する対処というのはできないものだと思い

ますが、この点、考えればどのようにお考えなの

か。また、そういう意味では、この意見書の提出に

当たっては、いわゆる反対の立場でありますので、

意見を求めたいと思います。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

１１番渡部洋己君。

今の意見書に対しての質○１１番（渡部洋己君）
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問出ましたので、私のわかる範囲内で答弁したいと

思います。

今現在、出てきている意見書については、北海道

経済の中でどこもそういう今問題になっている自衛

隊隊員の削減問題ですね、これは我が町だけではな

くて北海道全体にそういう傾向にあって、これが出

てきたものと思われております。

そんな中で、特に我が町においても、きのうも話

ししましたけれども、以前から縮小については非常

に懸念されておりまして、この運動には何とか今の

規模を堅持したいということで、町を挙げて運動し

ている一つの町民の動きであります。そんなこと

で、これは北海道全体として国に対しての要望出て

きておりますので、私はこれを何とか町を挙げて運

動する一つの糧として、意見書を出したいなという

ふうに思っておるところであります。

あとは、地域経済ということで話あったのですけ

れども、例えば削減された場合に、その分ほかの産

業などで対応できるかとなると今の現状ではなかな

か、特に最近いろいろな大手企業あたりも縮小だと

か人員削減だとか、そういったことで厳しい状態に

追い込まれている中で、そんな中で地域、地方に対

して企業が来るかというと、なかなかそういうこと

にはならないのかなというふうに、現状の今の段階

ではですね。

現に我が町でも、社名を言ってあれですけれど

も、北光電子、あるいは内田工業あたりは、上の大

手が大変だということで、まさにそれがもろにか

ぶってきて、今、生産縮小したり人員削減に向けて

動いているような状態がありますので、そんなこと

を考えると、今駐屯地を縮小することは非常に我が

町にとっても大きな影響が出るということで、私は

この問題についてはぜひ意見書を出したいなという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いいたし

たいと思います。

よろしいですか。○議長（西村昭教君）

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、発議案第２号を起立により採決いたし

ます。

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。

（起立者多数）

起立多数であります。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、発議案第３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、発議案第４号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

───────────────────

◎日程第２０ 議案第５号から

日程第２１ 議案第６号まで

日程第２０ 発議案第５号○議長（西村昭教君）

季節労働者対策の強化を求める意見の件、日程第２

１ 発議案第６号市町村立病院の経営安定化を求め

る意見の件を一括して議題といたします。

提出者から、提案説明を求めます。

９番中村有秀君。

発議案第５号並びに第６号○９番（中村有秀君）

について一括して御提案をさせていただきます。

発議案第５号季節労働者対策の強化を求める意見

の件については、経済金融危機の影響から厳しい雇

用情勢のもとでは、季節労働者は冬期間、雇用がな

いばかりか年間を通じての失業が広まっている現状

でございます。

したがって、その現状から意見書案の朗読をもっ

て、御提案を申し上げたいと思います。

発議案第５号季節労働者対策の強化を求める意見

の件。

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。

平成２１年３月１２日提出。

上富良野町議長西村昭教様。

提出者、上富良野町議会議員中村有秀。

賛成者、上富良野町議会議員渡部洋己。

裏面をごらんください。

季節労働者対策の強化を求める意見書。

今、世界的な金融・経済危機の影響が日本にも及

び、雇用・失業情勢は急速に悪化している。北海道

内においても、派遣労働者や期間従業員の解雇や倒

産などによる失業が増大しており、本州で職を失っ

た労働者が、少なからずも北海道に帰ってきてい

る。

同時に、北海道の季節労働者の実態も深刻であ

る。季節労働者の冬期間の雇用と生活を支えてきた

冬期技能講習などの国の季節労働者冬期援護制度が

廃止され、雇用保険法の特例一時金が「４０日分」

に削減された。季節労働者は、わずか２０万円前後
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の特例一時金だけで、厳寒の３から４カ月を生活し

なければならないという、生存さえ危ぶまれる深刻

な事態となっている。健康保険や年金の保険料を払

えない季節労働者がふえており、このままでは命と

老後を脅かすことになりかねない。

政府・厚生労働省は、平成１９年度から「通年雇

用促進支援事業」などを実施しているが、予算規模

が十分とは言えず、労働者の「所得保障」にかかわ

るものは認められないため、有効な対策となってい

ない。そして、これらの施策は、平成２１年度まで

の事業とされている。

「通年雇用化」は当然必要なことであるが、現下

の厳しい雇用情勢のもとでは、季節労働者は冬期間

の雇用がないばかりか、年間を通じての失業が広

がっている。

抜本的な雇用・失業対策が求められている今、季

節労働者対策においても政府が以下の必要な措置を

講ずるべきである。

記。１、雇用保険の特例一時金を差し当たり「５

０日分」に戻すこと。

２、「通年雇用促進支援事業」について、季節労

働者の実態に即した改善を図るとともに、追加対策

を講ずること。

３、平成２２年度以降、季節労働者の冬期の失業

に対する公的就労と所得保障など、実効のある新た

な制度を創設すること。

４、地域経済を下支えし、雇用効果の大きい生活

密着型の公共事業を拡大すること。そのために、政

府として地方自治体の財源確保措置を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書

を提出する。

平成２１年３月２７日。

意見書提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、総務大臣、財務・金融大臣、厚生労働大

臣、国土交通大臣、農林水産大臣。

続きまして、発議案第６号について申し上げま

す。

発議案第６号市町村立病院の経営安定化を求める

意見の件については、上富良野町立病院の運営及び

上富良野町の財政に対し、大きな影響がありますの

で、意見書案の朗読をもって御提案を申し上げま

す。

発議案第６号市町村立病院の経営安定化を求める

意見の件。

上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。

平成２１年３月１２日提出。

上富良野町議会議長西村昭教様。

提出者、上富良野町議会議員中村有秀。

賛成者、上富良野町議会議員渡部洋己。

裏面をごらんください。

市町村立病院の経営安定化を求める意見書。

市町村立病院は、地域住民の生命と健康を守るた

め、地域の他の医療機関や行政機関と連携を図り、

救急や小児、周産期などの不採算部門や予防医療活

動を積極的に担いながら、住民本位の医療提供に努

めている。

しかし、道内の市町村立病院は、約６割が１００

床以下の小規模病院であり、急激な人口減少、医

師・看護師不足の深刻化、診療報酬のマイナス改定

等により、非常に厳しい経営を強いられ、市町村立

病院の７７％が赤字である。

現在、多くの市町村立病院は、経営の効率化のた

めに病院規模の適正化、経営コストの削減、再編

ネットワーク化、経営形態の見直しを検討している

が、収入の根幹である診療報酬のマイナス改定は、

安定経営を脅かしているばかりか、病院の存続を検

討する事態にまでなっている。

また、一般会計繰出金は、地方交付税措置額の

１.７倍に達し、自治体財政を圧迫する要因となっ

ている。特に、不採算部門における国の交付税措置

は不十分であり、地方交付税額の繰出基準の改善が

必要である。

このたび「公立病院に関する財政措置の改正要

綱」が示され、とりわけ過疎地に関する財政措置の

充実が盛り込まれた。その中に、不採算地区病院の

１病床当たりの特別交付税措置額が増額になり、地

域の病床経営に配慮された内容となっているが、一

方、地域要件に「直近の一般病院まで移動距離１５

キロメートル以上となる位置に所在すること」や

「直近の国勢調査における人口集中地区以外の区域

に所在すること」の要件が新設されたことにより、

今まで特別交付税措置の対象となっていた病院のう

ち、北海道においては、上富良野町、森町、美幌

町、新ひだか町の四つの町立病院が対象外となる見

込みである。いずれの病院も地域にとっての中核病

院であり、町民の命と安心を守るために、なくては

ならない病院である。

本町の町立病院は、日ごろから最大限の経営改善

に努めてきており、平成２０年１２月１日より介護

療養型老人施設の転換を行ってきたが、今回の改正

により年間５,０００万円から６,０００万円程度の

特別交付税措置の全額が減額されることで、病院経

営に与える影響は、はかり知れないものがある。

以上のことから、地域医療は住民にとってなくて

はならない生活基盤であり、地方自治体としては、

これを守り維持することが必要不可欠であるため、

次のことを要望する。
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記。１、療養病床を持つ病院や不採算部門を抱え

る病院、小規模病院の経営を安定させるために、次

期診療報酬改定では、診療報酬を増額すること。

２、公立病院や公的病院に対する地方交付税措置

額の改善については、昨年１２月２６日に増額措置

が公表されたところであるが、一層の普通交付税措

置により、不採算地区病院、救急病院、小児・周産

期病院の経営安定を図ること。

３、不採算地区病院の適用要件の改正に伴う特別

交付税措置については、病院経営への影響を考慮

し、従前どおりの特別交付税措置を継続すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

平成２１年３月２７日。

意見書提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、総務大臣、財務・金融大臣、厚生労働大

臣。

以上、御提案を申し上げますので、御審議をいた

だき、お認めくださるようお願い申し上げます。

これをもって、提案理由の○議長（西村昭教君）

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって質○議長（西村昭教君）

疑、討論を終了いたします。

これより、発議案第５号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

次に、発議案第６号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、本件は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第２２ 閉会中の継続調査申し出の件

日程第２２ 閉会中の継続○議長（西村昭教君）

調査申し出の件を議題といたします。

議会運営委員長並びに各常任委員長から、目下、

委員会において調査中の別紙配付申し出書の事件に

ついて、会議規則第７５条の規定により、閉会中も

引き続き調査したい申し出があります。

お諮りいたします。

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。○議長（西村昭教君）

よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決しました。

以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は、すべて終了いたしました。

───────────────────

◎町 長 あ い さ つ

次に、本年最初の定例会で○議長（西村昭教君）

ありますので、町長から、皆様方にごあいさつを申

し上げます。

町長向山富夫君。

第１回定例会の閉会に当た○町長（向山富夫君）

りまして、議長のお許しを賜りまして一言、お礼と

ごあいさつを申し上げたいと存じます。

３月１２日に開会させていただきました１６日間

にわたりました第１回定例町議会が、本日終わりを

迎えることになりまして、この間、平成２０年度の

締めくくりの御審議、さらには新年度に向けまして

各会計の予算審議、本当に多岐にわたりまして皆さ

ん方に慎重に御審議をいただきまして、おかげさま

で上程させていただきました全議案にわたりまし

て、御議決を賜りましたことを厚くお礼申し上げる

次第でございます。

予算審議等を通じまして、皆様方から賜りました

数々の御意見等は、しっかりと胸にとめまして、新

年度の行政執行に当たりましては、皆様方の議会の

意を、さらには町民の意を呈して、しっかりとした

執行に努める覚悟をしているところでございます。

御案内のように、社会の情勢は昨年中盤以降から

吹き荒れております世界的な不況によりまして、

あっという間に地域経済にも影響を及んできており

ます。そういう中で、町の活性化を失わせることな

く、持てる力をすべて皆さん方の知恵を出して、町

の活性化を阻害することなく、さらに新しいまちづ

くりに資するように、最善の努力を重ねてまいる決

意をしているところでございます。

特に、公共事業等は非常に減少している中であっ

て、さらに雇用が非常に不安定となっております。

そういう中におきまして、特にこのたびの予算編成

におきましては、最大限の配慮をさせていただきま

して、皆さん方の御理解を賜ったところでございま

す。なかなかこの後、経済状況が好転してくる兆し

は見えませんが、先ほど発議の中にもありましたよ

うに、加えて我が町におきましては自衛隊等の削減

等、大きな課題が目の前にあるわけでございます。

改めて、町民が一丸となって取り組みが必要であ

るということで、かじ取り役として新たに意を決し

ているところでございます。

特に、新年度におきましては、御案内のように、
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自治基本条例が施行されます。さらに、加えて第５

次総合計画もスタートする。さらには、懸案であり

ました富良野広域連合が４月から実務がスタートす

るということで、我が町におきましても大きな節目

のスタートになるというふうに認識しておりまし

て、一層議会の皆さん、さらには町民の皆さん、さ

らには私ども執行する側、それぞれ本当にしっかり

とスクラムを組んで大きな歯車となって、あすの上

富良野づくりに邁進していかなければならないと考

えております。

間もなく４月を迎えるわけでございますが、議会

議員の皆さん方におかれましても、どうぞ健康には

さらに留意されまして、ますます議員活動を含めま

して、健康に御活躍されることを御期待申し上げま

すとともに、町民の皆様にも新年度を迎えまして、

新しい上富良野のまちづくりに御協力を賜りたいな

というふうに考えているところでございます。

本当に長い間慎重に御審議を賜りまして、おかげ

さまで私も１期目の初めての予算を無事、皆さん方

にお認めいただいたということで、皆様方の期待に

こたえるよう誠心誠意頑張ってまいりますので、今

後ともお力添えをよろしくお願い申し上げたいと思

います。

まだまだ意は尽くせませんが、思いの一端を述べ

させていただきまして、第１回定例会閉会に当たっ

てのごあいさつとさせていただきたいと思います。

大変長い間、ありがとうございました。

───────────────────

◎議 長 あ い さ つ

私のほうからも一言、お礼○議長（西村昭教君）

とごあいさつ申し上げたいと思います。

３月の１２日から開催されました予算定例議会、

すべての案件が皆様方の慎重審議のもとに進めら

れ、すべてが可決されましたこと、厚くお礼申し上

げたいと思います。

特に、長谷川予算特別委員長におかれましては、

長丁場の中で予算特別委員長として、本当に御苦労

さまでございました。厚くお礼を申し上げる次第で

ございます。

理事者側で出されました議案すべてが、きょう決

まったわけでありますけれども、これからは車の両

輪となって、議会も理事者側もともに、この予算に

対しての責任があるということでございます。大変

厳しい社会情勢ではありますけれども、６６億、特

別会計９会計合わせまして１２１億円という予算の

ことし１年執行するわけでありますけれども、それ

ぞれがそれぞれの立場で果たしながら、また、うち

の町の活性化に向けて御努力いただきますことを心

からお願い申し上げる次第でございます。

先ほど、町長の言葉にもありましたとおり、昨年

の９月から広域連合が新しくスタートをし、いよい

よ４月１日から実際に活動が本格的に始まるという

状況であります。また、新たな範囲がふえたという

ことでもございます。また、うちの町にとりまして

は、２１年度は町の総合計画のスタートの年であり

ます。また、農業振興計画も第６次のスタートの年

ということでございます。

皆様、お言葉でいろいろ聞くと思いますけれど

も、いわゆる地産地消、あるいは農商工の連携と、

この言葉の裏には、地元の町でとれる物、素材を生

かして農商工連携、一つになって頑張ってまちづく

りに向かえということが、私はその裏に隠れている

意味だろうと思っております。

どうぞ、２１年度がそういう気持ちで一丸となっ

て進んで、２１年度の終わりには、それなりに何ら

かの成果が出たなというような１年であればいいか

なと、御期待を申し上げるところでございます。

また、１年、皆さん方とともにお世話になります

けれども、よろしくお願い申し上げますとともに、

職員の皆さん方もこの予算を常に検証しながら、一

生懸命頑張って取り組んでいただきたいと思うわけ

であります。

甚だ簡単でありますけれども、議長といたしまし

て、一言ごあいさつとお礼を申し上げる次第でござ

います。

きょうまで定例会、本当にありがとうございまし

た。

──────────────────

◎閉 会 宣 告

これにて、平成２１年第１○議長（西村昭教君）

回上富良野町議会定例会を閉会いたします。

午前１１時２３分 閉会
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